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ビ JI., マ

2月の動向

一試行錯誤の時一一

米，食用油不足を中心とする経済危機は，種々の政府の対策にもかかわらず，なおも

解決をみていない。したがって政府は今月もまた次々と新しい対策を打ち出している。

米については，政府は全国的な配給制度を実施しようとしている。すなわち，各地

方の中心地に，その地域の需要量に応じた1ヵ月分の米のストックを準備し， これを

その地方の米販売小売業者に配給し， 米屋はそれを公定価格で消費者に販売する。各

地方中心地の需要分は ThePeople’s Stores Corporationが取りまとめ， UBAMB

（農産物販売庁）に発注する。 UBAMBはこれらの注文に基づいて直ちに精米に取り

かかるというわけである。この制度は今月中旬から実施されたD

しかし，問題はこれで、解決するわけではない。なぜなら， 1月号で説明したこの

UBAMBのもみ米購入体制上の欠陥はなお解決されていないし，またその精米体制に

もかなりの無理が目立っている。すなわち UBAMB傘下の精米工場は今や24時間操業

を予儀なくされている。固有化政策の進展により，従来の流通一生産体制が動揺し，

UBAMBの負担が課重となったためで、ある。 UBAMBは今や園内販売用米のみなら

ず， ピルマの経済開発にとって必須の輸出用米の精米をも一手に引き受けねばならな

い。食用油についても，その不足は深刻である。地方によっては全然、手に入らない。

今や輸入に頼らざるをえなくなっているが，輸入価格が高いために， ThePeople’s 

Stores Corporationはその販売価格を若干引き上げざるをえない状態に追い込まれて

いる。

さてこの経済的困難を前にして， 今月はさらに新しい問題点が明らかにされてき

た。すなわち各地方における商品の不足の原因のひとつとして，ビソレマの国内流通の

中心機関たる The People’s Stores Corporationの非能率的な運営方針が指摘され

たことである。現在同 Corporation-('f土ラングーンから各地方に商品を輸送する場

合， 一度各 District（県）の中心地にある支部まで輸送し，そこから各 District内の

各 Township（市・町〉に送り出されている。これで、はいわゆる 2度手間となり， 各

Townshipに商品が届くのが非常に遅れ， 各地方でしばしば商品の在庫不足が発生す

る。また輸送費が高くなる。こうした欠点を是正するために同 Corporationでは

District支部を通さずに直接 Townshipに商品を輸送する計画を作成した。
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ピノレマ

とにかく，以上みてきたように政府の届有化政策は， その実施過程においてラ解決

すべき多くの問題点をますます増大させてきているのである口

次に我々が注目せねばならないのは，今月のピルマ外交である。すなわち， 2月8

～9日の両日，ネ・ウィン議長はネJレ一首相と話し合うためインドを訪問し， 2月14

日には周思来首相を始めとする中国代表団がピjレマを訪れた口

この二つの動計i，勿論，街接な絡み合いをもっている口周首相の今回のアジア諸

国訪問は， いうまでもなくフランスの中共承認の衝撃を利用し，アジアにおけるアメ

リカの孤立化， 具体的にはアジアで最も資本主義化され，同時にアメリカが最も関心

をもっインドの孤立化をより イ冒積極的に進めるためのものである。 ビ‘ノレマに関して

いえば，ネ・ウィン政権が従来からとってきた反西欧といえないとしても， 極めて反

米的，反SEATO的外交政策を積極的に評価すること，また在ピJレマ中国人にとって

さえ大いなる脅威となっているラ極めて民族主義的な経済政策をも十分評価すること，

などが今回の目的なのであろう。特に11月の共産党との和平交渉決裂後，中国に対し

て警戒心を強めていると思われるネ・ウィン政権の現在の諸政策をイ命分同情的に再許

価し，従来の友好関係を再確立するということがねらいであろう。

一方ネ・ウィン将軍のネJレ一首相との会談は， この中国のねらいを卒直には受け入

れ難いネ・ウィン政権の悩みを表現している。すなわち強大なる隣国，中国からの圧

力を常に感じているピルマにとってみれば， 中国との友好が追従に転化しないための

配慮は常に要求される。 この意味で共産党との和平交渉決裂はラウー・叉一政権末期

以来その親密の度合を強化してきた中国との関係にブレーキをかけ， いわゆる中立主

義へのバランスを回復させる役割を果たすこととなったといえよう口 しかしフランス

の中国承認は中国が再びその強大な圧力をもってその中立主義を動揺させる契機とな

った。ネ・ウィンのインド訪問はこの中国の圧力に対するピノレマの抵抗のポーズと考

えられよう。ネJレ一首相とネ・ウィン議長は初対面である。両者の極めて短時間の会

談では恐らく具体的な問題は多く語られることはなかったで、あろう。 しかしラ会談し

たこと自体でネ・ウィン議長にとっては十分であったろう口

さて我々が最後に附け加えねばならないのは英国のマウントパッテン卿が仏の中国

承認直後に，ネル一首相およびネ・ウィン将軍を訪問したという事実であるc 仏一中

国ラインに対する英国 コロンボ関係の強化が当然、のねらいである口ネルーフネ・ウ

ィン会談が彼により演出されたか否かは知らない口 しかし上述のピルマの中国への警

戒心を巧みに捉え， 西側（インド〉への接近の糸口を与えようとしたのであれば，極

めて見事な英国外交の布石というべきであろう口
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1964年 2}=]1日

〔経済政策〕

ピルマ日誌

（流通〉 The Ma主主etsCommitt悦 ofthe Rangoon Corpoτationおよび Ran-

goon SACは3月1Sより，同市内の露店蕗に対して毎月手数料を欝収ずること

したむ

〔絞演の重さき〉

（流通〉 Prome District当局は今後毎月 17,055袋の米を250試上の登録小苑寓

を通じて配給することとなった。当局法第費者に対して十分の来を所者していると

の保証な与えているが，実際；’こも2,500トンの来が12月中に Promeから Aunglan,

Sinbaungwe, Minhlaヲ Pakokkn送られている

〔経法の動き・経済協力〕

（工業・

nmana 

砂轄の自給を達成するために，政府は K岳地lakhsの予算で Pyi-

製糖工場を建設することを決定した。

新工場の糖きとjごの正搾能力は； 1日1500トンとなる予定。またこ

らの K40 croresの｛苦款によりまかなわれる

どん’マの砂糖の年間需要立約8万トンであり，一方現在ある 3つの製接工場

(Namti, ZeyawaddyラPyinmana）の生産額は6万5千トンであるc不足分は輸入さ

れている

どjレγの砂糠生産；事：警の調査Iこよれば，ピルマは自給どころか，輪出も可能なほ

もっているcすなわち約 120万トンの砂糖きびが毎年生議されており

それは地域別正は， Pyinmana地区約60万トン， Pegu地底40万トン，カチンチM20

万トンとなっているむこれらのうち， 3つの工場が控沼ずる設は50万トンにすぎ

子，残りの70万トンは農民連がぶhur糖を製造するのに授われている。

Pyinmanaの新喜多、糖工場の建設についてはラ世界会閣の企業からの入札が求めら

れている。

たこの工場に加えて，同じく中嗣借款により， ThatonDistrictの Bilini二日

産1000トンの庄搾能力をもっ工場が態設されるc これ

砂糖の自給は逮或出来ると考えられている。

〔労1動J

Col. Than Sein労｛動・工業桔を議長とす

中央労｛動委員会に替って， Labour

'1 
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ピノレマ

Sub-Committ自の判定？と対する全ての控訴を受理するとととなる。

〔政治の動き〕

（政党〉 The United Workers' Party of Burma (1962年12月29日， theHtoo-

Sein Partyにより設立されたもので，同名の ThakinChit Maungを委員長とする

党とは異なる〕のスポークスマン YebawHtoo, Yebaw Tun Sein, Yebaw Kyaw 

Win Maungは記者会見において，同党は解党し，ピJレマ社会主義計画党に参加

すると発表した。その浬由としては草命評議会がその大小の誤りや多くの困難にも

拘わらず，帝国主義と封建主義に断固として闘かっているからという点があげられ

ている。

〔対外関係〕

デンマーク外相，ピルマ訪問を終え，ラングーンを出発。

2月2日

〔労働政策〕

種々の職業紹介所に登録した失業者で，これらの紹介所を通じて職業につくこと

が出来なかった者，またこれらの紹介所に何らかの苦情をもっ者は，直接上部機関

に訴えることが出来る。これは本日発表された声明により国民に伝えられた。

苦情は地方職業紹介所の Manager，またわ中央職業紹介所の SeniorManager, 

またわ Directorate-Generalof Labour, New SecretariatのEmploymentExcha-

nge Supervision Committee Secretaryに訴えることが出来る。

ピルマの職業紹介所は， 1946年にラングーンに， 1948年にマンダレーに開設され

1959年の EmploymetRestriction Actにもとづき，さらに11の紹介所が1960年に

増設された。また昨年10月にはラングーンの紹介所の監督，政府機関への職業紹介

のために EmploymentExchange Supervsion Committeeが設けられた。

なお登録労働者は月 1回紹介所に出頭することを義務づけれている。

〔対外関係〕

中国の周思来首相は陳毅外相らと共に， ピJレマ政府の招待により， ビソレ？を訪問

する。訪問日は追って発表される。

2月3日

〔経済政策〕

（林業） Mandalay発： StateTimber Boardは当地の全ての製材業の国有化を

決定した。したがって全ての製材所は国有化されることになり，当地の16の製材所

の所有者はこの旨の通告を受けた。

〔経済の動き〕

一（ 22）ー -4-



ビ ノレ ーマ

〈流通） Paukkaung発：当地のごま，落花生泊は突然枯渇した。 7日前までは

食用油不足はなかったが， People’s Stores Corporation と協同組合のストックが

突然なくなり，同時に私営業者のストックも昨日にはなくなってしまった。

〔政治の動き〕

（政党） ぜJレマ社会主義計画党の中核党員のための研修コースが聞かれ，ネ・ウ

ィン首相ら政府高官が出席した。なおこのコースには各地方から700人以上の軍人

が出席している。また研修は CentralSchool of Political Scienceにより行なわれ

る。

, United vVorker’s Party; of Burmaの Thingangyun と OkkalapaNorth 

Circle各支部執行委員会は，フランスの中国承認を支持する決議を行なった。

, The Pyidaungsu Burmese Dailyの経営者は，その従業員に対し， 3月4日

から同紙の発行を停止することになったと発表した。これは同紙に資金を供給して

いた All-BurmaPeasants' Organisationが，政府による全国的農民団体の結成に

より，まもなく解体されるためといわれている。

〔対外関係〕

Bruno Leuschner副首相を匝長とする東独使節団訪緬。

2月48

〔経済の動き〕

（流通） 政府当局は， 2月15日から米を公定価格で全圏に配給するための準備を

整えた。

すなわち，各 Townshipまたは District本部には一ヵ月分の米のストックが準

備される。これらのストックは毎月，ピルマ人の米販売小売業者に配分さわし，公定

価格で大衆に販売される。

第 1回の小売業者への配分は2月15J=lから開始される。中央SA Cは地方SAC  

に対し，担当地域の必要量を People’sStores Corporationに発注するようにとの

指示を発した。この場合の発注は1袋当たり 160ポンドの米袋いくらという形で行

なわれる。

People’s Stores Corporation はこれらの注文にもとづいて，必要量を直ちに精

米する。必要とあれば UBAMBは精米能力を上げるために労働者を2または3交

代制で使うことも考えている。

精米された米は各地方に輸送される。

T Peoples Stores Corporationは UBAMBから10万袋の米の供給を受け，ラン

-5- 一（ 23 )--



ピルマ

グーン市内の2,733軒の米屋に配給した。なおとれらの米屋は，本日から営業を開

始した。米は公定価格で奴売される。

, Paukkaung発：当地ではここ 2日間一滴の食用油もなかった。本日配給にな

った治は午前10時から午後1時30分の間に売切れてしまった。

（貿易〕 ピルマ政府はポーランドと 2万5,000トンの1946年産米の販売協定を締

結した。

2月5日

（経済政策〕

（運輸〉運輸・通信省はラングーンの外国船空会社に対しその代理店業務を， 3

月1臼までに TheUnion of Burma Airmaysに引渡すよう通告した。対象とな

る会社は BOAC.Pan目American,Indian Airwaysで，ソ連の AeroflotAirways, 

中国の CAAC，チェコのCA Sはすでにその代理店業務をUB Aに引渡している。

（流通） 地方SA Cは各地方の街頭会の betel-shopのセンサスを開始した。今後

は外国人による営業は認められなくなるとのことである。

［経済の動き〕

（貿易） ピJレす政府はチェコ政府に3万5000トンの1964年産米の販売協定を結ん

だ。

2月6日

〔政治の動き〕

〔政府〕 ネ・ウィン革命評議会議長は，今週末ニュー・デリーを訪問する。

この訪問は非公式なもので，ネル一首相と会い，その健康を個人的に確かめたい

とのネ・ウィン議長の希望によるものである。

’政府各省，その他の政府系機関を機能的に再組織するために，中央SACは政

府各機関に，その組織，人員，給与体系などに関する資料の提出を求めた。

〔政治の動き・対外関係〕

Lashio ：中国・ピルマ国境近くに住む， 5000～10000人の中国人達の大多数が最

近，ピルマの市民権者ピ取得したいとの申請を行なっているとのことである。

〔経済政策〕

〔運輸） ピルマの港湾の近代化のための DockyardDevelopment Committe巴が

結成された。

2月7日

( 24 ）一 - 6 



ピノレマ

〔経済政策］

（流通） 中央SA Cメンバー， BregadierTin Pe農林相， Col. Kyaw Soe内相

Col. Than Sein工業相， Col.Chit Myaing貿易相， UBAMB代表，地方SAC 

代表などは会合を聞き，米の園内流通を円滑に行なうための諸方策について話し合

っTこ。

［教育政策〕

政府，図書館，博物館などの運営を監督するための TheLibraries. Museums 

and Exhibitions Control Law (1964）を5日付で公布。

L対外関係7

東独使節団，ピルマ訪問を終て帰国。

2月8日

〔対外関係〕

ネ・ウィン議長は今朝ラングーンを出発。午後1時30分ニュー・デリーに到着し

た。

彼は空港で IndiraGandhi夫人などの出迎えを受け，夕刻jネル一首相を訪問し

ニ人だけで1時間会談した。

▼ビルマでの種々のプロジェクトに、必要とせれる外国人専門家の入国許可手続

は，今後は従来関係各省がとりあっかっていたのを改め， TheMinistries of Home 

Affairs and Immigrationが取扱かう。

〔経済政策〕

（財政・流通〉 大蔵省は， 1963 64年度に永久的にピルマを離れる外国人に対す

る所得税の減税措置を発表した。これによれば彼等は K4,200を越える年収がある

場合のみ課税されることになる。これは最近ピルマを離れる外国人にはラングーン

その他の都市の小商人など貧しい人々が多いためであるc

2月9日

〔対外関係〕

ネ・ウィン議長帰国。なお彼はこの靭，ネノレ一首相と第二回目の話し合いをもっ

ふ、－
J」。

2月 11日

〔対外関係・政治の動き〕

（政府〕 約40人の親国府系とみられる中国人が一時的に拘留された。これは周首

-7- 一（ 25）ー
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HI訪問にそなえてのJ背置であ汀，同様のケース！と3 先心劉少奇訪問の僚にもみられ
、--i一一、
（政治の動全＼

（政党1 Pyidaungsu 党は第17回共和国記念日を迎えるに際して声明を発表し , 

l封民の団結の｜口i復の！主要性を強調L三。

2月 12日 〔共和同記念日〕

［政治の動予 1

〔政府〉 第17回共和国記念日を祝う集会がマンタレーで閉山れた。ネ・ウィン議

長はこの集会でf声利し， ビJレマ令l己肢の団結を必訴jL ‘要旨次0)l；う：二述べた。

(1) JI；和銅内の諸民挟間にみらむと）経消的，社会的発展段階の棺違守どなくすよう努力

すること，（2）諸民族がその四千1の伝統と文化合保存できるよう助力すること崎（3）こ

れらの基礎にたって諸同校が団結し，統ーされた．経済的にも3 社会的にも強力な

共和国を建設すること、 (4）こむらの諸原則を革命政府、諸民族が共通のものとし

るとめの，全民1：；、てにる会議不’1担当， -Iをに開催ヘ：＼＼矛こと。

［経済の！幼去1

（流通） The Pecple s Stores Corporation ：主従米K3.,l per vissで、小売されて，，、

た落花生油の価指ふ K4 per、iss：こう｜上げると発支 Lfこ。これ：土fンドからの酢i)
入価格が高く i三勺三いるため勺ある 0

2月13日

〔政治の動ゲl

〈政党〉 Thakin ・1、in,Pyid，，日刊日1吃指導者ば同党本部で200:f，の代:tiを集めて

開ふれた共和国記f己：集会で演説，日民族の団結にもとづく国内平和の回復を強調寸

るとともに町現在政府りやる二とに拍手を送っているように見える共産主義者の将

来の危険性について警｛Jiした。

2月 14日

対外関係7

周恩来首相，陳毅外相を始めとする，1,w,1使節団：土木日午後， ミンガラドン空港に

到着した。一行ほ 5日河ピJレ？に滞在する

Vネ・ウィ LE浪士三ば本日夜，同首相ら一行を歓迎する晩餐会を開催Lよこ。この席

上において挨妙：二立った両首相（工、立いに両国の“現状”的友好聞係を強調した。

ネ・ヴ fン議長は特｛こ同連における中間議席の獲得を強調LJ：。周首相はビノレマの
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反帝国主義，反封建主義闘争およびネ・ウィン政権下における民族経済発展のため

の努力を称賛した。

〔政治の動き〕

（民族問題〉 共和国記念日のためにマンダレーに集まった少数諸民族の代表者達

は，会合を開き，ネ・ウィン議長の記念日での演説を支持することを決議した。

〔経済の動き〕

（流通〉 Letpadan発： TheTharrawaddy District People’s Stores Corporation 

は，まもなくこの Districtで開設される People’sShop （複数）のために286人の

欠員募集を行なっている。

欠員は4人の副支配人， 5人の補助支配人， 45人の上級職員， 85人の上級販売員

35人の下級職員， 105人の下級販売員， 7人のタイピストであるQ

応募資格者は18才から27才までのピルマ市民で、ある。

2月 15日

〔対外関係〕

周首相を始めとする中国代表団は，ネ・ウィン首棺らとともに，アラカン海岸の

ガパリに出発した。一行はそこで2晩滞在する。

〔政治の動き〕

（政党） AFPF L中央本部は声明を発し， Rangoon,Sagaing, Thaton, Man-

dalay, Peguの各 Disrict,Kyaung-gon, Nga-pe, Saddohara, Gwaの各 Township

から，その党員で逮捕を逃れているものはいないという報告をえたと述べた。

また同本部は18日に執行委員達が LanmadawCircleに行き，党資金獲得のため

に“党の哲学”などの小冊子を販売する計画であることを明らかにした。

2月 16日

〔対外関係〕

周首相とネ・ウィン議長，ガパリで極めて友好な会談を行なった。また随行した

閣僚達も陳殻外相ら中国代表団員達とともにこの会談に参加したc

L経済政策〕

（流通） The People’s Stores' Corporationは商品を出来るだけ早しかっ少な

い費用でラングーンから各地方に送るために，現在の DistrictHeadquarterを通

じて配分する方式の替りに，各 Townshipに筒接送り出す方式に切り替える計画を

作成した。経験の示すところによれば，現在のPs Cの District支部を通して各

Townshipに配給する方式は時間と労働の浪費を多くしている。輸送費も高くつく。
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二重手間なので労働力も無駄使いされることになる。帳簿などの書類も Districtと

Townshipの両方で、保管されねばならないので事務長主が増加することになる。

特に問題なのはラングーンから District支部に輸送すること，また各支部で向

品をチェックすること，さらに各支部から Townshipに再発送することに時間が

掛ることである。したがってラングーンから Townshipに品物が屈くのには非常

に時間が掛ることになる。こうしたことは品物の途断えるのをまって利益をえよう

とする商人達の投機的な買だめを助長する。

新計画はしたがって，これらの欠陥をなくそうとするものである。

しかし，勿論この計両は，ラングーンと直接連絡ルートをもたない Townshipに

は適用されない。

〔政治の動き〕

（政府〕 政府は TheBurma Five Star Shipping Corporationの初代総裁に，

Colonel Khin Nyoを任命した。

2月 17日

〔対外関係〕

ビソレマ訪問中の陳殻中国外相は，本日午後外務省を訪問， Brig.San Yu蔵相，

Col. Saw Myint外相代理と会談した。

なお，ネ・ウィン議長，周首相らは本日ラングーンに帰着した。

〔経済の勤き〕

〔貿易〕 UBAMBは日本と， 3万5000トンの 1964年産米の販売協定を締結し

iこ。

2月 18日

〔対外関係）

周首相ら中国代表団ラングーンを出発，パキスタンに向う。

なおヒールマ訪問を終えるに当り，ピJレマ・中国両国は，（1）軍縮，核兵器の廃止，

(2）平和愛好諸国の古くからの友情を回復し，新しい友情を作り出すことによって国

際親善と協力を推進するこ 2-_, (3）アジア・アフリカ諸国がその新しい独立を強化し

自立的な民族経済を建設すること，などの必要性を強調する共同声明を発表した。

また，中印粉争に関しては両国国境の緊張が穏和したことを歓迎するとともに，両

国の直接交渉による解決を強調しているO

曹 5人のメンバ←からなるセイロン貿易使節団，訪緬。
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〔経済の動き〕

（流通〉 UBAMBは PeguにおいてSACの援助の下で30の米購入所を開設し

た。本日までにUBAMBは450万 basketsの Paddyを購入し， なお550万ba-

sketsを購入する予定である。

〔政治の動き〕

（政党〉 Minmanaing Kwe-thit AF P F Lの7名の執行委員脱党。

2月 19日

〔経済政策〕

（運輸〉 政府は外国人によるタクシー，パス， トラックなどの営業を許可しない

ことを決定したが，これに関連して TheRoad & Inland Water Transport Au-

thorityは外国人によるこれらの自動車の販売などの処分を禁止することを決定し

た。

〔経済の動き〕

（貿易〉 UBAMBとフィリピン政府は10万トンの1964年産米の販売協定を締結

した。

〔政治の動き〕

〔政党〕 AFPF Lの OkkalapaSouth 5th Ward Circleの26人のメンバー脱

党。また同党傘下の TheBurmese Women’s Freedom Leagueの加人のメンバー

もAFPF Lから脱党した。

（政府〕 親KMT系として逮捕されていた43人の中国人釈放。

2月20日

〔経済政策〕

（流通〉 The Peoples Stores Corporationはピソレマの書籍の輸入， 教科書の販

売などの独占企業（元のBED  Cの傘下企業）である AvaHouceを接収した。

〔経済の動き〕

（農業〉 P巴gu発： TheDistrict Agricultural Bankは現在まで240の村落銀行

を開設し，まもなく新たに144の村落銀行を開設する予定である。

同銀行により貸出された資金は総額で K20,841,372.50に達し，その内訳けは，

Paddy cultivationに K13, 907, 7'75, Paddy harvestingに KZ,657,242.50，冬作

物（小麦，落花生，じゃがいふごま，豆類など〉の耕作に K4,276,355となって

いる。

2月15日までに返済された金額は米作向けのものが K24lakhs となっている。
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2月2l日

〔経済の動き］

（工業・農業〉 UBAMB J土現在， 10のぬか油工場を操業し， Peoples' Stores 

Corporationを通じて， 1日平均8万vi田の精製ぬか油を K2.50/per vissで供給

している。

ぬか油は4つの UBAMB工場と UBAMBが借り受けて営業している6つの私

営工場によって作り出されている。 UBAMBはまた10のぬか油工場をK160 lakhs 

の予定で建設している。このうち Kamayut,Paungde, Thingangyun, Henzadaの

各工場はすでに操業している。

Kamayut工場は日産50トンの能力をもち，その他は25トンの能力をもっている。

私営工場では GeneralBran Oil Millが日産85トン， TheSein Kyawが80ト

ン， TheBurma Agricultureが75トン， TheSan CheinとBandoolaがそれぞ

れ60トンの能力をもっている。

UBAMBの Letpadon,Nyaunglebin, Pegu, Promeの各工場は数ヵ月以内に，

Akyab, Insein, Pauktaw工場は数日以内に操業を開始する。

（農業・流通〉 Pegu発：ここの地方の UBAMBは30の購入所を通じて 450万

basketsのもみ米を買付けた。

これらのもみ米は，今や24時間操業を行なっている精米所に運ばれ，輸出用米と

してラング｝ンに送り出されている。

（流通） Meiktila発：当地において Peoples'Stores Corporationにより販売さ

れている米はその価格が，私営業者達が販売している米よりも高いために，貿手を

見出すことが出来なくなっている。

これは私営業者の米が Pyinmana,Lewe, Tatkon, Meiktila自体などから運ばれ

てくるものであり，輸送コストが安いためと考えられている。

, Magwe発：；地方 PSC販売店の職員30名の募集に対し， 273名が応募した。

〔経済政策〕

（農業〉 Inseinで開かれていた家畜病対策会議の最終日において， TinPe農林

相は畜産業の振興を強張し，次のように述べた。

農民連は何らかの副収入がなければ，繰返し発生する負債から脱け出すことは

出来ない。この負債から脱出させる一つの方法は畜産と二毛作であるO この場合

商業ベースで畜産を始めるための資金をもたない農民達は，せめて自家用の需要

をまかなえるようにすべきである。しかし例へ副収入があったとしても，彼等が

、
可
｝
J

A
リqu 
（
 

- 12 



ヒF ノレ ーマ

日常消費財に高い金を払わねばならないとしたら，何にもならなし、。したがって，

同時に，農民達が合理的な値段で品物を手に入れることの出来るような措置が購

じられねばならない。

f建設） 政府は道路，建物などの建設のための公共事業を民開業者に請負はせる

ことを中止し，今後はWorksSub-Committeeなる一安員会に直接行なわぜることに

なっ？こ。

［政治の動き〕

（政党〕 AFPFL中央委員会はその Supr巴meCouncilを開催することを決定し

そのための準備として， DawSein Puを議長とする準備委員会， MahnMya Sein 

を議長とする財政報告案起草委員会， U Tin Nyuntを議長とする党書記局報告起

草委員会を設けた。

2月22日

［経済政策・政治の動き〕

〔財政・政府） Bilugyun発：当地では TheFinancial Commissioner (Revenl!e) 

と中央 SACの指示にもとづき，従来村長が集めていた地租を，今後は9人のメン

バーからなる土地委員会が行なうことになった。

〔政治の動き・経済の動き〕

（治安問題・農業・工業〉 Kachin州の国営 Namti砂糖工場は現在，実質的に操

業停止状態にある。これは KIA反苦L軍の活動のために農民達がさとうぎぴの取り

入れが出来ず，原料不足となったためであるO

2月23臼

〔政治の動き〕

（治安問題） 現在政府と和平交渉を行なっている The Karen Pevolutionary 

Councilの SawHunter Tha Hmwe団長は，共和国記念日におけるネ・ウィン将

軍の演説は“共和国の将来の繁栄にとって極めて建設的’であり，完全に支持する”

と述べた。

〔経済の動き〕

（流通〉 ラングーン市や郊外における People’sShopにおいては，従来買い物客

達が店員達から乱暴な取扱いを受け不決な思いをしたり，また店員達が品物を友人

のために隠してしまったりするといった事例がしばしばみられた。

そこで今回これらの悪幣を除くために，市内の各地区に“監督委員会”を設ける

13 t
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ことになったO これらの委員会はその地区の SAC議長，書記， PSC職員2名，そ

の地区に住む公務員代表2名，顧客代表2名， BSP党代表2名からなり，地域内の

People’s Shopを巡回し，非行をとりしまり，また商品が常時準備されているかな

どを調べることになっている。

（流通・貿易〕 The Export Agency (Burma）の活動： Agencyは政府の輸出貿

易国有化策にもとづき 1月に結成された。

総裁は貿易振興相である。

結成以来 Agencyは前の BEDC傘下企業，すなわち TheInt巴rnationalTrade 

House, Th巴GeneralTrading Co.，すheBurma B巴veragesLtd.などの輸出業務

を接収した。

Agencyは塩，油かず，ぬか油かす，米，米製品などの輸出をとり扱かった。な

お輸出向けの商品の購入は UBAMBその他の国営企業を通じーて行なわれており，

自身の購入所は開設していない。

〔労働〕

26の建設関係企業のうち24企業を代表する 500名以上の労働者は集会を開き，統

一された ConstructionWorkers Federationを結成した。委員長に選出された U

Ba Yinは建設労働者が主として日雇労働者であるため，労働法その他の保護を受

けない点などを改善したいと述べた。

2月24日

〔経済の動き〕

（流通〕 米，油，塩なと．の基本的商品を公私の工業企業に3月1日より信用販売

するための準備が整えられた。

また労働者に泊を配給していた TheWorkers Welfare & Commodity Distri-

bution Committeeは27日からその配給を中止する。

一方公私工業企業の経営者は People’sStores 'Coroporationにそれぞれの注文

書を提出するよう指示を受けた。 この場合私企業経営者はまずその注文書を The

Workers W elfar巴＆ Commodity Distribution Committeeに提出し，向 Committee

から PSCに提出される。公企業の場合は直接に PSC提出する。

労働者は給与の半額までの信用買いを認められ，その支払いは月末に給与から差

引くという形で、行なわれる。

なお米，塩などについては必要に応じて買うことが出来るが，油は家族数に応ピ

て一定量しか買うことが出来ない。
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実際の商品の販売は企業の JointCousultative Committeeを通じて行なわれるQ

JCCがない場合は，労使を代表する委員会が行なう。

：政治の動き』

（政府〉 中央 SACv土政府各省に通達をJ去に全公務員がそれぞれの省のセクト

主義にとらわれず，協力してその職務を遂行するよう強調した。

（民間団体〉 Mandalay発：当地で3月4,5日の両日僧侶の大集会が開催され，

代去を選出し 7革命政府に対L，食用油の管理価格による自由販売を要求する予定

である。

2月25日

〔経済の動き〕

（農業・流通〉 Paul王kaungから8マイル離れた Okpo村にある第14米購入所に

は約5万 basketのもみ米がおかれている。 uBAMBはそれを Paukl王aungの倉庫

：こ運ぼうとしているが，当地の MotorVehicles Unionと輸送費が折り合わず，困

難に直面している。

2月27日

（政治の動き〕

（政党） Pyidaungsu党中央執行委員会はネ・ワイン将軍に対L, ウー・ヌー前

首相らの釈放を求めるアッピ－）レを送った。

2月28日

〔経済政策〕

（流通〉 UBAMBの指令によれ（f,groundnut, groundnut‘cake, sessamum cake 

の販売はp 今後 UBAMBに対してのみ許されることになった口

〔経済の動き7

（石油〉 国営 BOCは昨年1月1日より 9月30日までに4000万ャット以上の利潤

を上げた。なを BOCはその石油製品を同期間に 1億8000万チャット園内販売し，

590万チャット輸出したO

〔対外関係〕

ピJレマ政府はユーゴ政府に対1万5000トンの米を坂売する協定を結んだり

Vなを5人のメンバーからなるユーゴ政府貿易使節団が訪緬したO

2月29日

に
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〔経済の動き〕

（農業・流通） UBAMBが今年2月22日までに買い付けたもみ米の総長は

109,177,007 bastket に達した。昨年同期の買い付け量vi104,584,488 basketであ

り，増加分は 4,592,519basketである。

なを UBAMBは3月113から，もみ米 100basket当り K10のプレミアムを

つけているので，貿い付け最はさらに増加するものと見込まれている。
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a月の動向
一一強硬路線強まる一一

12月以来激化してきた流通部門を中心とする経済的混乱を前にして，政府は一方に

おいてその中心目標たる経済の全面的国有化の方針にそった長期的， また短期的な諸

対策を講ずるとともに，他方において若干の自由化，私営商店の営業活動の緩和など

その基本方針に若干逆行すると思われるような方針をも打出していた。（「アジアの動

向J12月， 1月， 2月，各号参照〉。

米，食用油などといった基本的生活物資を中心とするものであるだけに， 問題は政

府にとって極めて、深刻な対策さと迫るものであり， 従来の基本政策そのものへの反省す

ら必要とするものであった。経済の早急な全面的固有化の是非が問題となってきたの

である。

3月の動向において現われてくる諸事実は， この点において政府が断固たる決断を

下したことを示している。勿論， “前むき”にである。

3月13日，政府，社会主義経済建設（妨害排除〉法を公布。

3月19日，政府， ラングーン市の全私営卸売店，仲買店，食糧・衣類などを販売す

る大商店，倉庫，デパートを固有化。

3月28日，政府，全政党の解党を指令。

これらの事実はネ・ワイン政府が極めて明白に従来の国有化路線の強行とその妨害

物をカづくで取除くという方針を実行に移したことを示している。

最初の社会主義経済建設法は， 生産，流通などの経済活動を妨害する利己的な商人

達を排除しようとするもので， 生産・運輸・貿易・流通・銀行などの具体的な経済活

動を妨害することから，極めて一般的に政府の政策，計画，具体的方策への妨害活動

をも最低10年から死刑までの罰則をもうけて取締ろうとするものである。ヤミ商人か

ら客扱いの慈い商店員までが対象となりうるのである。

次のラングーンの商店国有化にもこの趣旨は貫ぬかれている。この日の政府声明は

この措置が政府の労働者と農民のための経済政策の実施により，暴利と搾取の機会を

失なった内外資本家，地主，輸入ライセンス転売， 買いだめ，ヤミ取引に従事する買

弁的民族資本家の政府の諸政策に対する妨害活動を排除するためのものであり， それ
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の具体策としてヤミ取引の場に使われてきた卸売店，仲良店， 大商店主？国有化するの

であると述べている。

最後の全政党の解党は， AFPFL,Pyiclaungsu, NUFなどとしづ諸政党の存在が，

政府の諸政策の遂行により不利益を感ずる人々の利害のみを代表することにのみ役立

っているという不適当な状態を， あっさりとなくし，政府の諸政策のために真険に働

ヤてくれる人々のみからなるヒ、ルマ社会主義計画党の一党支配の下で、豊かなピノレマを

建設しようとするものなのである。

3月29日，政府は11月の左翼活動家一斉検挙により拘留されていた NUF系指導者

20名を釈放した。 ピノレマ労働組合会議， ピノレ7統一労働者党などの有力指導者も含ま

れている。このことは，いうまでもなく， 政府が全面的な経済国宵化という社会主義

的な経済建設路線の実施において， これらの人々の助力を当てにすることができたと

いうことを示している。

ネ・ウィンとヒツレマ軍指導者を中核とし， 軍人，官吏，一般市民！日政党活動家な

どの混成部隊たるピルマ社会主義計画党を精力的な督戦隊としながら， ビ／レ7はネ・

ウィン革命後3年目を迎え， さらに新しい段階に突入したのである。

今月の動ibJにおいて最後に附け加えねばならないことは， 3月12日，政府とKND

O〔カレン反乱軍〉の Kawthooleiグループとの和平交渉が妥結したことである。この

KNDOは戦後ヒワレマの最も強力な反乱軍であったが，昨年初め頃から政府の諸政策の

評価をめぐって二派に分裂，一方がこのKawthooleiグループで一般に右派とみられて

いる。他方は MahnBa Zanに率いられ，白旗共産党などと統一戦線を結成しているc

両者は別々に政府と和平交渉を行なったが， Mahn Ba Zan派は昨年11月決裂した。

今回の妥結は， したがって， KNDOのlグループの妥結であり，政府にとって反乱

対策上最初の外交的成果であるとはいえ， ピノレマの今や左翼グループ中心にまとまっ

てきた反乱活動に決定的な影響を及ぼすものとはならないであろうc

以上今月のどノレマはその目標に向かつて，更に精力的な一歩を踏み出したのである。

しかし， 経済的な危機は単に政治的な決意だけで解決するわけではない。具体的な

経済の運営の担い手について， また運営の具体的な方法について，科学的な対策が実

施されねばならない。 この意味で3月の恩ャ切った方針の実際上の効果が十分に検討

されねばならないであろう
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1964年 3月2日

〔経済政策〕

ピルマ日誌

（農業〕 Kabaungで開かれた農民セミナーにおいて農林省の ColonelTin Soeは

牧草地を侵食している人々に対する農民代表達の不満に答えて，政府は牧草地の侵

食に反対し，もしそういう場合があれば将来政府はその侵食地を没収し，公共のた

めに使用させると述べた。

なおこのセミナーには1200人以上の農民代表が参加した。

〔政治の動き〕

（治安問題〕 政府と和平交渉中の Karen革命評議会の SawHunter Tha Hmwe 

はKabaungの農民セミナーに出席した。

（政党） Pyidaungsu党は ShwedagonPagodaに1500人以上の党員を集め，ウー・

ヌーらの早期釈放を要求する祈りをささげた。

なおマンダレーでも同様の集会がもたれ，ここでは約1000人の僧侶が参加した。

3月3日

f経済政策〕

（農業〕 Kadaung農民セミナーにおいて農民代表遠から次の諸点が強調された。

カレン州代表～農業融資は9月頃に行なわれるべきである。というのはそれ以前

に配分すると農民達はそれを飲食費に使用してしまうからである。

テナセリム代表～土地改革は不十分である。全ての土地は国有化され，農民達に

18歳以上の家族4人に15～20エーカーの割で両日分されるべきである。また小作農が

小作地を永代的に使用出来るよう小作法を改正すること。

ペグー代表～処女地，休閑地を開拓し，土地のない農民達のための共同村落を設

立すること。

アチャブ代表～UBAMBのもみ米購入を単くすること。その職員の応態が不親

切であること。

3月4日

［経済政策〕
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（農業） ネ・ウイン革命評議会議長は Kabaung農民セミナーに出席，政府の農

業政策などにつき次のように述べた。

長期的な農業政策についていえば，政府は農民に適正規模の農地を配分すること

を考えている。しかしこの場合，その規模はまだ決められていない。また直接農民

に土地の所有権まで賊与するか，単に用役権だけを与えるかにつU、ても検討中であ

る。後者の場合はその相続を認めるか否かも問題である。

短期的計画については，政府は現在地主に所有されている土地を耕作者逮に配分

するための最も良い方法を検討している。この場合過去の失敗を繰り返さないとい

うことが重要である。この計画は来年頃にまとまるであろう。

．農業資金融資につし、ていえば，それらは全ての土地にっし、て一塁手にではなく，土

地の生産性，作物の相違などに応じて，異なった割台で融資さるべきであろう。し

かし来期については時聞がないので昨年並に与えられることになろう。

農業労働者への融資についていえば，昨年はK 10 croresが予定されたが，わず

かに K3 lakhsが使用されたにすぎなかった。これは融資を受ける場合，雇用者の

裏書きが必要とされたことなどに原因してャる。したがって将来は10人程度の労像

者グループによる共同の融資引受制度が採用されるかも知れなL、。

なおネ・ウイン議長はその演説の中で，ピルマ社会主義計画を妨害しようとする

人々に対する断固たる闘争の決意を明らかにした。

また今後はこの穫の大衆集会には関係閣僚のみが演説し，彼自身はよほど重要な

発表がない場合は出席しないことを明らかにしたG

3月5目

L経済協力）

ユーゴ・ヒ守ルマ貿易協定一年延長。

なおユーゴ政府はピノレマの農・工業開発計画のために800万ドルの借款を供与す

ることになっfこ。

〔経済政策〕

（農業〕 Kabaung農民セミナー終了。なお最終日の討議においては初等教育の義

務教育化，衛生施設の充実などの問題が討議された。

〔政治の動き〕

（政府〉 従来ピノレ？では12歳以上の外国人は全て政府に登録せねばならなかった

が，最近TheImmigration Departmentは12歳以下の子供達も全員登録制とする準

備を進めているということである。
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3月6日

〔経済政策1

（農業〉 Kabaung農民セミナーを終えるにあたり， UOhn Maung同セミナー議

長は政府と農民との間に“仲介者”を設ける必要を強調し次のように述べた。

政府代表の会議での意見に対する答弁などからみて，政府が農民の福祉向上に最

善をつくしていることはよく理解できる。しかし農民は今まで，政府の与える利益

を完全に享受することは出来なかった。

我々はビルマ社会主義計画党の党員達が農村に派遣され，政府と我々との仲介者

となるよう期待している。

〔政治の動き〕

（政党） AFPFL執行委員会はその中央最高評議会の年次会議を5月12日に開催

することに決定した。

3月7日

〔経済の動き〕

（流通） UBAMBの移動販売店は2月末からラングーン市内でぬか油の販売を

行なっているが，最近ょうやく大衆に親しまれるようになってきたということであ

る。

（工業，流通〉 Moulmein発：織物で有名な Mudonの町では最近原料の紡糸が

不足してきた。 PSCの配給する紡糸は量が少なく，工場ーでは高い価格でヤミの紡糸

を買っている。これは結局織物の価格を引上げることになっているc

3月 10日

〔経済政策〕

（農業〉 ピノレマ最初の Inter・DistrictFruit & Vegetable Showが3月27日から

29日まで， ARDCの主催によりラングーンで開かれる。

この目的は全国の果実と野菜の採ばいを促進することである。

T Bassein地区 SACは本年度中に当地区の住民の教育，健康，経済水準の向上の

ために125の農業開発計画を遂行する。予算は政府がK35万，民間から K48万4100

であるつ

〔経済の動き〕

（貿易〉 ピルマはインド政府に対し15万トンの米を売却する協定を結んだ。

-5- 一（ 39 ）ー



ヒー ノレ て7

3月 12日

〔政治の動き〕

（治安問題〕 Kawka回 SawHunter Tho Hmweに率いられた， KarenRevolutionary 

Cauncilを代表する Kawth。。lei代表団と政府は圏内平和問題について合意に達した。
協定書の内容については附録I参照。

3月13日

〔経済政策，政治の動き〕

（政府） 政府， TheEstablishment of Sociαlist Economy (Protection of Obslr山 lion)

Law (1964）〔社会主義経済建設ー妨害排除法〉を公布。

これは政府の社会主義経済建設を妨害し，サポタージュしようとする者，利己的

な商人達などを一掃しようとする目的のものであり，この法律の違反者は10年以上

の投獄または死刑に処せられる。なおこの法律での社会主義経済の定義は， 1962年

4月初日の“ピノレマ社会主義の道”の規定に従がう。

この法律における主な罪は以下の通り。

(a) 攻府の政策，計画，具体的方策のサボタージュ，またそれの援助，教唆。

(b）公共財産の破壊，またはそれの援助，教唆。

(c) 生産，運輸・通信，貯蔵・保管，貿易・流通，銀行などの諸活動の妨害，

ぞれの援助，教唆。

(d）商品，貨幣の密貿易，それの援助，教唆。

(e) 社会主義建設の義務を遂行している人々に干渉すること，それの援助と教

唆。

なお違反者は上記の刑の他に，その全財産を没収される。

〔政治の動き〕

（治安問題）政府およびカレン革命評議会は，各々の軍隊に対し，停戦命令を発

した。

（治安問題・政党〉 Pyidaungsu党の ThakinTin, 国内平和委員会の Thakin

Kodaw Hmaing, Bo Kyaw Zaw, United Workers’PartyのThakinChit Maung 

はそれぞれ政府と Kawthooleiとの和平交渉成立に歓迎の意を表明した。

3月 14日

〔政治の動き〕
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〔治安問題〕 Moulmein: Kawthooleiと政府との交渉成立について， UHla Sein 

(Moulmein District Karen Students & Youths Associationのパトロン，元下院

議員）， Daw Lily Thein (Karen National-All Religious-Denominations Associa-

tion委員長）， U Pho Pe (Karen National Baptist Convention書記）などの人々

が歓迎の蛍を表明した。

3月 15日

〔政治の動き〕

（治安問題・政党〕 AFPFLのU’funWin委員長代理は，政府と Kawthooleiと

の和平交渉成立について，両者の問にはなお解決すべき問題が残っているけれど

も，この交渉成立は国内平和再建への道を固めるに必ず役立つであろうと述べた。

〔対外関係〕

カンボジア首相PrinceNorodom Kantol，ギリシア国王葬儀からの帰途ラングー

ンに立寄り， ShwedagonPagodaに参拝。

3月 16日

〔政治の苦手Jき〕

（政党） United Workers Party (Burma）委員長ThakinChit Maung は Kaw

thooleiと政府との交渉妥結を歓迎するとともに， ピノレマ共産党と政府との交渉再

開の必要を強調，第3者が両者を仲介することも望ましいことではないかと述べ

た。

, Pyidaungsu党執行委員会は党指導者 ThakinT!nの論文“AdvancedSocia-

!ism”を承認しp それを最高評議会の討議に附すことを決定した。

, Mandalay発： AFPFL委員長代理 U Tun Winは，同党が解党するのでは

ないかとの噂をつよく打消した。

3月 17日

〔政治の動き〕

（政党〉 U Tun Win, AFPFL委員長代理の否定にも拘わらず， 党本部に近い筋

によれば，同党は5月12日の最高評議会において解党するということである。これ

は同党が AllBurma Peasants' Organization, ,Trade Union Congress (Burma), 

Federation of Trade Organizations, All-Burma vVomen’s Freedom Leagueなど

- 7 ー 一（ 41 ）ー



ピ 1> －マ

の統一戦線でありう今やこれ川吋TLI白lの機能の多くとと政府が遂行してし、る以上最早

仔在する理rt1がなし 1ということにもとづいてk、る。

〔経済政策）

（清.ilri) The Collector of Rangoon、外国酒の国内取引を禁止。 People、aStores 

Ccrporationの仙山となる予定

3月18 B 

［経済の動き〕

、流通〉 h骨aungmya発： "; J也でt土繊維製品その他の日用品の品刊己主：伝えられ

人々は PSCその他の商店に殺と弓しているの

3月 19B 

「ft済政策〕

（流通〉 政府，ラングーン市内の全私営卸売店‘仲買業，食糧、衣料，一般消費

品の販売に従事する大商店，それら商品を保管する倉庫を固有化c またラングーン

市内の協同組合，デパートも同時に国有化されたコ

・小規模小売店は除外された勺

－次の種類の食鼠品販売に従ポナる企業およびその所有するストJ ケも除外され

4」。

(1) ホテノレ，ライスカレー1ふ飲食店とそれらの所有する 1ヲ1月分のストック。

出野菜）点、およびストヴケ「

(3）果物侃およびストソケ【

(4) ダノ〈コJ,lf，およびストッケ

(3) 肉，：魚，タマゴ販売店，およびスト、ソク。

・衣件品取扱J芦のうち）j.この商品を取扱かう商店とそのストック；土除外されたL

(1) 皮京製品以売店とそのスト吋ク。

(2）洋服仕立！ιなおそのストい／クを報告する義務があるO
[3) ＊，履物，帽子販売店とそのストック。

・4 般消費品を取扱かう商店，企業，仲買業h 倉庫のうちラ次の商品の取引に従事

ずるもののみが同釘化された。

(1）機械，および部品，（2）日動中部品，（3）金物抵（4）時計類，（；，：fiJHふ（6）万年筆

類， （，）祇類，（8）電気製品ヲ（9）薬品類、制スポーツ用品仰写真用具，（121Procelai-

一（ ,12 ）ー 8 



ビノレマ

nware, (13)ガラス製品，帥ガラス0

・固有化にあたり政府はそれら企業の負債については責任をもたない。しかしそれ

らの土地，建物を含めた資産は政府に帰属する。

・政J，マは固有化を実行するために必要な仕事を遂行するために People『sStores Co-

rporation中央評議会執行委員会を監督委員会に任命した。

この委員会は次の権限をもっO

(1) 上記の企業を固有化すること。

(2) これらの企業の資産を接収すること。

(3) これらの企業の運営をつづけること．

(4) 政府の指示た応じ，これら企業の労働者を再雇用することc

(5）政府の指示によりこれら企業の会計を管理することc

(6) 必要に応じ，小委員会を任命し権能を委託することc

・またこの委員会は固有化された企業への補償問題も取扱かう c

・国有化に関する政府の特別声明は，この措置がピルマの労働大衆の福祉向上に努

力する政府の諸政策に反対する人々の妨害活動を排除するためのものであることを

明らかにし，さらに次のように述べた。

“革命評議会はピソレマ社会主義計画に従い，民族，宗教，政治信条の如何にか

かわらず，ビルマの農民，労働者，専問的，知的労働者階級の経済的繁栄を達成

するための諸方策を一歩一歩推進してきた。

これらの方策が外国および国内資本家，外国人およびビルマ人地主，輸入ライ

センスの転売，買いだめ，ヤミ取引などに従事する買弁的民族資本家の利害を害

なうことはさけらhないことであるc”

“暴手IJと搾取の機会が失なわれたのを嘆きヲ全てのこれらの階級は全ゆる手段

により革命評議会が国民の福祉を確保するためにとった種々の方策を全ゆる手段

でサボタージュしようとした。特にこれらの人々は，評議会が良い品質の商品を，

正しい度量殺Jでヲ公正な価格においてラ共和国の農民，労働者，専問的，知的労

働者階級に販売しようとして計画してU、た種々の経済諸方策を破壊しようとし

た。例へば，彼等は貧しい人々を使って行列させラ .Peoples‘Shopから商品を買

わせ，それらを集め，裏口から大量の商品を買いラそれら商品を買だめし，ヤミ

販売を行ない，また密輸出したので、あるJ

‘こうした理由から政府は，これらの人々の卸売店ラ仲買業ラ大商店，倉庫を

接収せざるをえなかった。この固有化はラングーン市内において 3月四日から効
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カを発する。従来ヤミ取引の場に使われていたこれら全企業，仲買店は，人民の

必要を充たすために Peoples’Shopに改められる。”

“今回の国有化は正直に仕事をしている小規模？企業，商店には適用しない。

革命評議会はこれらの除外された企業の業者逮はピルマ社会主義計画に応じた

社会主．義国家建設のための民族的な努力に加わることのできる人々であると信じ

ている。”

“今回の措置が人々に困難を与えないために，次の諸措置がとられる：

(a) 全ての国有化された企業は開店され，いつもと同様に人々に商品の販売

を続ける。

(I時 小規模小売業者への商品の販売は，国有化され4こ卸売企業から続けられ

る。

(c) 卸売店，仲買店に商品の販売を行なっていたものは，今後もそれを継続

しうる。購入は政府によりなされる。

(d) 国有化企業，倉庫の労働者はその仕事を続けられる＠

“政府により嬢収された商店，倉庫の所有者達に対する配慮の証しとして，次

の措置がとられる。

（乱）接収の際に彼等が銀行ーおよび商店に所有する資金を引出すことができ

る＠

(b) 政府により接収された商品その他の資産に対して適当な補償を与える。

3月 20日

〔経済政策・政治の動き〕

（政府〉 ビルマ社会主義計画党ラングーン地区監督委員会は中核党員650人，政府

職員1300人以上， 2600人の党員志願者など計4550人を招集し集会を聞き， 7人のメ

ンパーからなる650のグループを結成した。 このグループは各々， 中核党員をリー

ダーとし， 2人づっの会計補助者，会計検査係，商品取扱者をもち，政府の街店国

有化業務を7日間にわたって援助する。

〔流通） Mandalay発： ColonelLun Tin (Commanding Officer of the North 

West Division）は600人以上の企業家達を集め，政府の国有化措置の目的を説明す

るとともに，買いだめ，価格つり上げなどに断回たる措置をとると警告した。

「政治の野Jき〕

（政党） Thamaing発： KarenRevolutionary Council議長 SawHunter Tha 

Hmw巴は，政府の固有化措置を歓迎すると述べた。
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3月21日

と経済の動き〕

（流通） 国有化の影響をうけて，ラングーン市内のせんい製品，薬品，自動車，

自転車各部品など多くの商品価格が急落した。

また BSPPが任命した650のグループは固有化された企業のストックの調査を行

なっている。

3月22日

（経済の動き］

〔流通〉 People’s Stores Corporationは，固有化後のラングーン市内の商取引，

また地方との取引は従来通り続けられていると発表したc

〔経済政策〕

（流通） Colonel Than Sein工鉱業・労働相は，国有化された商店主，その麗用

者などを集め，過去をふり返って嘆くことなく，国有化企業の運営に協力するよう

呼びかけた。

（対外関係7
ピyレマ政府，新ピ1レマ駐在ポーランド大使 Mr.Mieczyslaw Wlodarekを承認。

3月23日

〔経済政策・政治の動き〕

（政府） ピJI,マ社会主義計画党は学生，婦人などからなる党員志願者900名を集

め，彼等を各々6人のメンパーからなる150のグループに編成，政府の流通固有化業

務に参加させることにした。

, Lt.”Col. So巴 MyintAung (Peoples' Stores Corporation Management Cammi-

t臼e,Secretary）は国有化された仲買業者逮を集め，上－Fヒワレマの通商関係を中断

させないことに協力するよう要望した。

［対外関係〕

政府，新ピルマ駐在イスラエノレ大使Mr.Meshulam Max Varonを承認。

3月2.4日

（経済政策）

〈流通〉 情報局は市民・に対しラングーンの国有化された商店に商品を求めて殺到

しないよう警告し，さらに全ての消費財はまもなく十分な量が，適当な価格で販売
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されうるようになると述べた。

情報局はまた，まもなく商品不足が発生し，物価騰貴が起るだろう土いう喰を強

く否定した。さらに，ラングーンで国有化された3000以上の商店の会計，ストック

の調査にはまだ時間がかかるが，それが終れば，商品は継続的に，公正価格で供給

されるであろうと述べた3

3月 25日

〔経済政策］

（流通・林業〉 政府，ラングーン市内の会木材店を国有化。

〔経済の動き〕

（工業〉 The Directorate of Industriesはラングーン市内の全工業企業に対し，

1963年の最終生産報告書を提出するよう命じた。これは原料害1］当計画作成のためで

ある。

f政治の重力き〕

（政党〕 “30人の同志、”の一人BohmuMyint Soe, Pyidaungsu党を脱党。

3月26日

〔政治の動き7

（政府〕 ネ・ウィン議長，果物・農産物ショウを視察。

Vネ・ウィン議長，レジスタンス記念日前夜祭として， 1800人のゲストを招待，

晩さん会を聞く。

3月27日

〔レジスタンス記念日〕

3月28日

政府全政党の解党を指令。

・ネ・ウィン議長は本日午前9時30分， AFPFL,Pyidaungsu党， UnitedWorke 

rs' Partyの各指導者達を招き， 内外の脅威からピソレマ共和国の統ーを守るために

全政党を解党する旨をつげた。

・政府， TheNαtional Unity (Safeguαrding) Law, 1964を公布。これによれば，ピル

マの全政党は解党され，それらの資産，資金，資料類は政府に接収される。なおピ

JI,マ社会主義計画党およびその傘下の諸組織はこの法から！除外される。

なお今後，新しい政党の設立は政府の許可なしに行なうことはできず，また政府
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は国家の統ーを害なう如き活動を行なった組織を全て解散させることが出来る。

しかしこれらの規定は純粋な宗教団体には適用することができない。

〔経済政策〕

（農業・流通〉 貿易振興省は農産物取引制限令にもとづき，甘庶ならびにその製

品を「重要商品Jに指定した。

3月29日

［政治の動き〕

（政党〕 政府により逮捕されていた次の20人の左派系の人々が釈放された。

Y ebaw Aung Ban, U Ba Hla Aung, Thakin Hla Kyway, Bo Nyo, Y ebaw Tin 

Tun, Yebaw Kala Yebaw Tun Pe, Thakin Thin, Thakin Htein, Bo Sein 

Maung, Thakin Mya Than, Ko Ko Gyi, Ko Tin Maung Lay, Ko Win Myint 

Gyi, Thakin Ba Han, Saw Gandhi, U Khin Nyunt, Myo Myint (Waki), 

Maung Kauk, Soe Min. 

3月30日

〔政治の動き〕

（政党） Monywa発： AungGyi前准将ら一行20名は， 当地でいくつかのパコ

ダを訪問した後，マンダレーに向った。

3月31日

〔経済政策〕

（流通・林業〕 政府，ラングーン郊外の144の私営木材貯蔵所を固有化。

〔政治の動き〕

〈政党〕 U Tun Win 〈前AFPFL委員長〕， U Tin Nyunt （同副委員長〉はAF

PFLの前党員遼に対し， ピノレマ社会主義の道を信じ，政治活動を継続したいと思

うものは，ピJレマ社会主義計画党に入党するようアドパ，イスした。
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〔附録I〕 Kαren Revolutionary Councilとどルマ政府革命評議会との協定

Saw Myint大佐， HlaHan大佐に率いられたピルマ共和国草命評議会代表同と

Moosso Kawkasa (Saw Hunter Tha Hmwe）に率いられたカレン革命評議会中央本

部は， 1963年10月28日より1964年3月四日まで数回の話し合いを行ったc 故 SawBa 

U Gyiにより提議された園内平和についての諸原則および少数諸民族に関するビ、ルマ

共和国革命評議会の政策と信条についての宣言を基にして，深く， かっ徹底的な討議

がなされた。園内平和再建についての真険な意欲を共にし，またその意欲を実現する

ための具体的な手段をとる必要に留意し次の同意が達成された。

第 1条

カレン草命評議会とビルマ共和国革命評議会は，ピノレマ共和国憲法は将来の適当

な時期において，ピルマ社会主義の道および社会主義民主々義を基礎として改訂さ

れ，共和国の少数諸民族の代表による会議において徹底的な討議を経たのちに採択

されるべきことに同意する。

第 2条

カレン革命評議会は少数諸民族会議に先立つ期間について，次の提案を行なう。

(a) カレン州の呼称を“Kawthoolei”と改めること。

(b) Kawthooleiにおいては， 現在のカレンチHは， その住民の大多数がカレン人

であるテナセリムおよびイラワジの各地区（Division）を含むものに拡大されるこ

と。

(c) Kawthooleiの権利と義務を明機にすること。

同我々双方の敵対関係を終了させる問題，および Kawthoolei武装組織の問題

を検討し国内平和再建のための具体的，実際的手段を決定すること。

第 3条

上記第2条のカレン革命評議会提案について次の合意がえられた。

(a) ピノレマ共和国革命評議会は上述の期間において，カレン州を“Kawthoolei”

と呼ぶことに同意する。

(b) カレン革命評議会は，ピルマ共和国革命評議会が指摘する如く，第2条（b）項

の提案は，ピノレマ共和国革命評議会が少数諸民族との話し合い，および彼等からの
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明確な委任なしには如何なる最終的決定も行なうことはできない，またすべきでは

なし、問題であるということ，およびしたがって，この提案を招集される会議におい

て少数諸民族の徹底的な討議に委ねることに同意するO

(c) 双方は第2条例項におけるカレン革命評議会の提案に関し， Kawthooleiの

権利と義務を明確にすることヲおよびこの問題が1964年2月12日の共和国記念日に

おいてピルマ共和国革命評議会議長により声明された少数諸民族に関する政策と信

条の宣言の中に十分に包含されていることに同意する。

(d) 第2条（d）項に関し，双方は，国内平和回復のための具体的手段として，双方

の敵対行動停止問題および Kawthoolei武装組織問題を検討するための双方の代表

からなる合同委員会を遅滞なく結成することに同意する。

第 4条

カレン革命評議会中央本部はさらに次の提案を行なう。すなわち， Kawthoolei外

のテナセリム地区，ベグーヲイラワジ各地医に居住するカレン人の諸問題の審議を

促進するために， 各地区のビ、ルマ共和国草命評議会 SAC（治安・行政委員会〉に

カレン革命評議会代表者一名を任命すること。

第 5条

ビ、ルマ共和国革命評議会は，上記第4条でのカレン革命評議会提案に従い， Ka-

wthoolei外のテナセリム地区，ベグーおよびイラワジ各地医に居住するカレン人の

諸問題および開発計画に対する彼等の十分なる参加について検討する必要を考慮

し 土述の期間中，双方の話し合い，および合意により決定されることの必要性に

従いラ カレン革命評議会代表ー名を当該地区のピノレマ共和国革命政府 SACに任命

することに同意する。

これらの証拠として，双方の全権代表は， 1964年3月12日，ラングーンにおいて，

この協定に調印する。

ピルマ共和国革命評議会代表団

団長（ソー・ミン大佐）

力レン革命評議会（Kawthoolei)

議長（MoossoKawkasa) 
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4月の動向

一一戸前向き路線進む一一

ラングーンの全主要商店国有化，全政党の解党指令などによって強硬路線に転じた

一革命政府は， 4月に入るとその路線をさらに全面的に展開していった。

4月1日，政府，全組織・団体に登録指令。

4月1日，政府， ChitMyaing貿易振興相を解任。

4月9日，政府，全地方の大商店，仲買店などを固有化。

4月11日，政府，全輸出貿易を国有化。

これらの事実は攻府が従来から進めてきた路線，一一一経済的には資本家階級の打

倒，政治的には特定集団の利害のみを代表しようとする政治家遼〔左右を含めて〉の

打倒ーーをより積極的，全面的に展開させたことを示している。

まずp全組織・団体の登録指令に関して云えば， これは3月の全政党の解党指令に

さらに追い打ちをかけたものと云える。なぜなら，当然従来の政党はその活動を党の

下部組織、加盟団体などを通じて行うと同時に、 種々の大衆団体，協会，またある

場合には宗教団体などを通じて行なっていた。今回の措置は， 3月の解党指令により

党紙織および加盟団体における活動基盤を失なった政治指導者達が， その他の団体・

組織を利用して活動するのを防ごうとするものである。もちろん登録命令であり，活

動禁止令で‘はないけれども， この登録令の意味するものが，実質的にそれらの活動に

対する政府の介入の道を聞いたものであるのは云うまでもない。

次の ChitMyaing貿易相の解任について云えば，これは最近の政府の強硬路線に対

する反対産動と密接に絡み合っている。すなわち，政府はその解任の発表において，

'Chit Myaing大佐がピルマ社会主義計画と一致しない行動をとったと指摘している。

解任の時期と合せて考えてみれば，彼が3月のラングーンの商店固有化，全政党解党

な！：：＇にみられる政府の急進的路線に反対したのであろうことは十分推測されうる。そ

してこの事もまた当然の事ではあるが，彼の行動が単に孤立したものではなく，政府

に反対する勢力が今や必死に巻き返しを図ろうとしていること，そしてその勢力が曾

つてのオン・ジー解任にも反映されたように，政府軍内部に繰り返し惨透を闘ってい

ることを示している。そして寧自体が全ゆる階級の出身者を含んでいることを考えれ

ば， 軍政指導部の政策により不利益を被る人々が軍内部にさえ出現するという事，そ
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してそういう人々が外部の反政府勢力のつけ込むところとなるのは十分想像できる

し， したがって今後もこの種の事件が発生する可能性があろう」

全地方商店の国有化について云えば， これは先のラングーンでの固有化の必然的な

補完物と考えられる。商品流通が単にラングーンだけで自給自足的に回転しているの

でない以上， ラングーン市場の国有化は当然全地方市場の国有化を予想させるもので

あった。政府はこの地方での固有化を必要とさせた理由として．ヲングーンの商人達

が地方で買い付けた物質をラングーンに送らないようにするなどして， ヲングーンと

地方との正常な物資流通を妨害したことを指摘している。このことは全国的な活動範

囲をもっ商人達としては当然の対抗策なのであり， これを取締ろうとするならば，結

局全国的な国有化に踏み切らざるをえないのである。

最後の全輸出貿易の国有化について云えば，米，木材， その他の農産品などの輸出

がすでに国有化されているので，輸出貿易自体には大した問題ではないと云えそうで

はあるが， 同時に政府がピルマで生産される全商品の買付独占を発表していることか

ら考えて， 従来ピノレマ産品の買付けや輸出に従事していた商人達は今ニの部門でもま

た締出されることになるのである。

さて， このような政府の反資本家的，反政党的路線の強化は， Chit Myaing貿易相

の例をあげるまでもなく，反政府的な諸活動を惹き起している。そのひとつとして注

目せねばならないのは宗教団体の動きである。最初に述べた組織・団体の登録指令は

ピルマの大衆の問に非常に大きな影響力をもっといわれる仏教関係の諸団体の登録を

も要求するものであった。政府が仏教団体の登録を要求した背景には，昨年来の経済危

機， また最近の強行政策の実施などの過程を通じて僧侶団体の政治的発言が目立＋て

きたこと， 特に一部の僧侶遣がPyidaungsu党やAFPF Lなどの影響を受けた反政

府的な大衆々会に参加したりしたことなどの事実がある。 したがって今回の措置は僧

侶遠の活動を純粋に宗教的なワクの中にとどめておきたし、という政府の意図を含むも

のである。しかし， この措置に対して，仏教団体は猛然と反撃したc 彼等は，我々は

純然たる宗教団体なのであり，政治的な意図をもっこの登録令に応ずる必要はないと

主張している。彼等はその撤廃を求めている。政府はこれに対し望主録期限を 4月末

から半月間延長し，説得にあたっている。

革命政府はその成立以来，地下反乱軍は別として， その命令に対して効果的に反撃

する勢力に殆んE遭遇しなかった。 この最初の挑戦に如何に対抗するかはその意味で

大きな問題となろう。前述したように，資本主義的な立場にあった野党勢力と仏教団

体との結びつきも十分予想しうるだけに，安易な妥協も許されないであろう G
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〔政治の動き〕

ピルマ日誌

（政府〉 Colonel Chit Myoing大佐〔革命評議会員，貿易振興棺〕解任さる。

政府は，彼がピルマ社会主義計画と一致しない行動をとったことを指摘，さらに

調査中であると発表している。

なお解任は3月31日付であり，後任は農林・土地固有化・供給・協同組合相 Tin

Pe准将があたる。

V政府，全組織・団体に登録指令一一政府は非合法化された政党およびその加盟

組織以外の全ての組織，団体に対し（宗教団体も含めて〕， 4月30日までに政府に登録

を申請するよう指示した。登録しないものは自動的に解散したものとみなされるむ

（政党〉 AFPFL （反ファシスト人民自由連盟〉はその全資産を政府に引渡した。

［労働）

’ピルマ労働組合会議（BurmaTrade Union Congress）解散一－ThakinLwin 

委員長， ThakinHla Kyway書記長は声明を発表し， 全組合員に対し，ピノレマ社

会主義計画党に協力するよう呼びかけた。

4月2日

〔経済政策〕

（農業・流通〉 貿易振興省は次の商品を「重要街品」に指定した。

(l）米穀および米穀製品，（2）落花生および務花生製品，（3）ゴ、マおよびゴマ製品

, UBAMB（ピルマ共和国農産物販売局〉は今年1月から 3月末までに172,800,000

-basketの米穀を購入した。これは昨年の購入実績 165,600,000basketを 7,200,000

basket上廻るものである。

なお購入は全国の 1350の買付所を通じて行なわれている。 寅付所の数は昨年i土

己（）日であった。（Th巴 Guardian)

〔政治の動き〕

（政党〉 ラング～ン地方 Pyidaungsu党はその資産を政府に引渡した。 (The 

<Guardian) 

〔対外関係〉

ピ

一131-- 一（ .53）ー



ピルマ

4月3日

（政治の動き〕

（州／ 政府， Karen91111を Kawthoolei911,Jと改称すると発表τ

（政党） Pyidaun長SU党， ABPO（全ピノレ7 農民組織），統一労働者党、 NじF（氏

民統一戦線〉およびその傘下政党などの資産が政lfJ：こワIi慶された (The Guardian) 

J労働7

ラングーンの各所で工場労働者，公務員、商業労働者逮の集会が開かれ、それぞ

れ政府の最近の諸措置を支持する決議を行な勺た。（TheGuardian) 

4月4日

L政治の重t1きJ

（政党〉 約500人の僧畑違はラングーンて、集会合聞き司政府の政党非合法化措置

を支持する決議会採沢した。

4月5日

：政治の動きJ

（政党〉 解散した政党の党員， 多数、 ビルマ社会主義計画党に入党の1都議

A.FPFLの F Tun Wai前委片山主，未だ入覚1p出tししてU、ないが‘従来か人

入党の意志、のあることをほのめかしていた。したが yて現在の郷甲 cv，静養が終れ
ば，入党申請するものと忠われているc

AFPFLの指導者達で，すでに入党巾請をしてU、る人々 は‘ U Tin Nyunt （前

副委員長入 BoYe Hla, U Ba Thein, U Ba Thein Zan, U Kyec :VIaung, U 

i¥Taung MaunιC Illa Aun仏 USein Win, U Ko Ko Gyi などである。

Pyidaungsu党指導者逮は入党するか否かを決定する前lごしばらく静養する様－（ー

である。

しかし ABPO(Pyidaungsu党傘下）の多くの指導者逮；ふすでに入党申請をし

ている。

統一労働者党の党員たちも入党するのに臨時しないと思われる、 f多： (I〕人々 はす

でに申請しているということである0

4月6日

経済政策〕

（農業） 各地に農業銀行設置ー全部で52890）農業銀行が今月末主でに設立され

この結果農業銀行は10,274に増加する。さらに国立農業銀行は今月中旬ごろまでに
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農民達に農業融資をする準備を完了した。

現在4985の農業銀行がおの地方にある。そして今回5289が全国のすべての村に農

業銀行を設置するという方針に基づいて新設されるわけである。

これらの銀行は？すでに多角的農業協同組合が設置されている村々に設けられる

ことになっている。

来年度中には3736銀行が新設されラこれで全国318郡にある14010村にそれぞれ農

業銀行が設置されることになる。

〔経済の動き〕

（流通〉 政府は，国有化した商店において商品の供給が途絶しないようにするた

め，各商店に対し，その在庫品リスト，ならびに将来必要とする商品リストの提出

を命じた。これらのリストは人民販売公社（People’sStore Corporation）中央委員

会に提出され，そこで必要な措置がとられる。

4月7日

〔経済政策〕

（流通〉 Tin Pe農林相は， 4月16日より， チリ，玉ねぎ，じゃがいも，タマリ

ンド，粗糖などの食料品を人民店舗を通じてラングーンの市民に販売するよう指示

したc なおこれらの商品は従来仲買業者を通じて配給されていた。

〔対外関係〕

イギリス外務次官カリントン卿訪緬。

4月8日

［経済政策〕

（流通〉 協同組合・供給相 TinPe准将は，約220人の地方 PSP，人民店舗，協

同組合などの代表者会議で演説，彼らは従来の官吏意識をすてて，本当の商人のよ

うに振舞うようにすべきであると述べた。

4月9日

〔経済政策〕

（流通〉 大商店，倉庫，協同組合，デ、パートを固有化一一政府は，ピノレマ全地方

の私営卸売店，仲買業，食糧，衣料，一般消費品の販売に従事する大商店，それら

商品を保管する倉庫，協同組合ラデパートを固有化した。しかし小規模小売店は除

外された。

次の種類の食糧品販売に従事する企業，およびその所有するストックは除外され
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る。

(1) ホテル『ライスカレー店，飲食店とそれらの所有する1ヵ月分のストック

(2) 野菜J,l;'，およびストック。

(3）果物店，およびストアク。

(4) タパコ店ョおよびストック。

(5) 肉， J魚，ダマゴ販売店，およびストック。

－次の商品を取扱ろj)Ji！店とそのストックは除外されるρ

(1) 皮革製品販売店，およびストック。

(2) 洋服仕立店，そのストックにつU、ては報告する義務がある。

(3）傘，履物，帽子販売店，およびストック。

・一般消費品を取扱う私企業のうち，次の商品の取引に従事するもののみが国有化

された。

(1）機械，および部品，（2）自動車部品，（3）金物類，（4）時計類，（5）眼鏡，（6）万年筆

類，（7）紙類，（8）電気製品，（9）薬品類，制スポーツ用品，同写真用具， ω磁器， (1$
ガラス製品， 04)ガラス。

・固有化される協同組合のうち，多角的農業協同組合，消費協同組合，生産者協同

組合，村落協同組合を合同した郡協同組合は除かれるつ

国有化に際して政府は，固有化される企業の負債については責任をもたないc しか

しそれらの士地，建物を含めた資産は政府に帰属する。

－政府は国有化を実行するために必要な仕事を遂行するために，社会主義経済建設

委員会なる30人のメンパーからなる委員会〔議長 ThanSein大佐）を任命した。

この委員会は次の権限をもっ。

(1）上記企業を国有化すること。

(2) これら企業の資産を接収すること。

(3) これら企業の運営をつづけること。

(4）政府の指示に応じ，これら企業の労働者を再雇用すること。

（的政府の指示により，これら企業の会計を管理すること。

(6) 必要に応じ，小委員会を任命し権能を委託すること。

またこの委員会は国有化された企業への補償問題も取扱かう。

「国有化に関する政府の特別声明」は，この措置がラングーンで国有化された多

くの企業の業主達が全国的な消費物資の効果的な配給のための政府の対策をサボタ

ージュしようとしたためにとられたと説明し，さらに次のように指摘している。
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国有化された業者逮のために政府は，合理的な補償を約束し，また正当な補償額

を算定するために，一定期間営業主と続けることも認めた。同時に，人民に不便を与

！えないために，企業を平常通り運営するよう要請した。にもかかわらず，彼等は次

のような種々のやり方で政府の努力を妨寄しようとした。

(1）会計帳簿をかくし，偽のものを作成した。（2）ある種の商品在康をかくし，また

破壊した。（3）商品をひそかに不当に安い値段で知人に販売した。ω）地方で買い付け
ていた商品をラングーンに送らないよう指示した。（めラングーンと地方との正常な

物資の流れを妨害した。（日）彼等の在庫品をいくつかの地方に分散させ，隠匿し，あ

る場合には密輸出しようとした。

これらの反社会的行動により，地方の商店の固有化が必要となったのである。

なお国有化された企業数は2000を越えているといわれる。（TheGuardian) 

〔政治の動き〕

（政党〉 ビルマ社会主義計画党中央組織委員会は，ラングーン以外に居住する全

党員ならびに入党申請者達に対し，ただちに関係する地方SAC（治安行政委員会）

に連絡し，政府の商店固有化遂行のためにその労働力を提供するよう指示した。

(The Guardian) 

4月 10日

〔政治の動き）

〈政党） ピルマ社会主義計画党は声明を発表し， f全国民に対し，現在の政府の商

店固有化措置に協力するとともに，物質的繁栄と正義のための新社会建設において

革命政府の周囲に結集するよう訴えた。

Vまた同党のラングーン地区委員会は， 3月26日に同党の招集に応じて集合した

人々 に対し， 4月17日から20日の聞に，ラングーンSACに国有化のためのサーピ

ス提供者として登録するよう指示した。なお工場労働者，政府職員は登録の必要は

ない。

4月 11日

〔経済政策〕

（流通〉 金輸出貿易を固有化一一政府は輸出入規制法 (1947〕第3条による命令

によって，全輸出貿易を国有化した。この命令はまた全輸出業者に対し，各々の輸

出許可証を社会主義経済建設委員会に提出すること，その営業活動の実情について

の報告書を提出することなどを指示している。
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政府はまた，ビ、ノレマで生産される会商品の買付を独占すると発表した。この買付

は多角的農業協同組合などを通じて行なわれる。

なお穀物類の国家による買付はすでに行なわれている。

4月 12日

〔経済政策）

（流通〕 消費財の国内取引をコントロールする商品交換センター（TheCommo 

dity Exchange Centre）は人民荷品交換局（People’sCommodity Exchange De-

partment）と改称された。また4月17日より商品の合理的な価格を決定する仕事を

するために， 16人のメンパーからなる商品価格検査委員会〔Commodity Prices 

Scrutiny Committee）が結成された。

この委員会は人民販売公社（消費財一購入）第二小委員会と協力し，毎日ラング

ーンの市場価格，および商品の到着量を発表する。

またビソレ7放送は4月17日より，毎Hの消費財価格およびそれの市場割当量を放

送する。（TheGuardian) 

4月13日～4月 16日

［？｝（祭り〕

4月 17日

〔対外関係〕

ピノレマ駐在新ノルウェ一大使 Mr.Haakon Nord信任状を提出。

v陳毅中国外相，インドネシアからの帰途ヲングーンに立寄り，一泊。

4月 18日

［経済政策〕

〔農業） 政府，今年のモンスーン耕作期向けに総額K397,570, 715の農業資金を

融資すると発表一一対象となる作物，およびエーカー当りの融資額は以下の通り。

米＝K25, ＇／，客花生およびチリ＝ K50，ジュートおよび綿花＝K20，玉ねぎ，およ

び，じゃがいも＝K75，ピルマ・タバコ＝K60，ゴ、マ，とうもろこし， matpe,pedi-

sein, butter-beans, bocate，大豆， suntarni,suntarpya, pesingon, Kalape, pelun, 

pegyi, pegya, peyaza, sadawpe, penauk, pebyugale=K 100 

－融資は作物の種類，地域，季節をみはからって適当な時期に行なわれる。

－融資は地方 SACの指示により，政府職員により結成される貸付金支払委員会
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(Loan Disbursing Committee）を通して各農家に直接行なわれる。この場合必要に

応じピルマ社会主義計画党員の協力も求められる。

－融資は20エーカー以下の土地を直接耕作する農民達に対してのみなされる。

・また同時に，貸付金支払委員会を通して，農具，肥料類の販売も行なわれる0

・融資の進展状況は地方SACより中央SACに絶えず報告される。（TheGuar-・ 

dian) 

l、攻冶の動き〕

（政府〉 政府，宗教問題についての声明を発表一一宗教の自由は完全に認めるこ

と，宗教団体の政治干渉は許すことができないこと，また政府が何らかの目的のた

めに宗教を利用することはしないことなどを強調している。

この声明は最近政府が，宗教団体も含めた全ての組織，団体を登録制とすること

を発表したのに対し，若干の宗教団体が抵抗しているのに対してとられた措置であ

る。

V政府は宗教団体も含めた全ての組織，団体の登録期限を，最初の4月30日から

5月15日まで延長すると発表した。

4月 19日

〔政治の動き1

（政府〉 政府，外国人の居住および移動を制限一一中央 SACおよび内務省の命

令によれば，ピルマに居住する外国人は，中央 SACの許可なしにはその居住場所

を移すことができない。 また政府により指定された地域（ChinHill, Naga Hill, 

Upper Chindwin District, Myitkyina District，シャン州東部国境地帯，テナセリ

ム地区など〉にも，当局の許可なしに立入ることはできないc

4月20日

〔政治の動き〕

（政党〕 ピJレマ社会主義計画党の第2問中核党員研修コース開講一一ネ・ウィン

議長も出席した。なお，中核党員には軍人，政府職員のみならず前政党人，小数民

族に属する人々なども含まれている。

〔経済の動き〕

（流通〉 Meiktila発搾油工場の多いこの町では， ここ数日食用油が全く枯渇

した。

これは4月9日の商店国有化以降顕著となってきた不足現象の結果であれ直接
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的には Mandalayからの落花生の貸付がストップしているためである。

4月21日

〔経済の動き・対外関係〕

約1000人のインド人，ラングーンのインド大使館前でデモ 彼等は最近のピル

マ政府の経済問有化政策により職を失なった人々で、あり，生活苦のためにできるだ

け早く母国インドに帰国できるようインド政府の援助を求めたものである。彼等の

代表はインド大使と会見し，出国手続などについての援助，インド政府による船舶

派遣などを要請した。

彼等はそれぞれ， “ピルマのインド人は母なるインドの保護を求めている？：“我

々の問題を直ちに解iたせよヘ “我々の苦しい叫び戸を聞け”，などのスローガンを

叫んでいた。（Th巴 Guardian)

4月22日

〔対外関係〕

新ピソレマ駐在インドネシア大使SoegihArto氏，信任状提出。

4月23日

〔農業政策〕

Tin Pe農林相は農業研究所でのセミナーに出席，農業専問家達との討論の中で，

農産品の完全自給の達成，農産物輸出の振興を強調するとともに，専問家jさは必要

とあれば直接農村に入り新しい農業技術を指導すべきであると主張した。

4月24日

〔政治の動きJ

（民間〉 修道院長中央会議〔C巴ntralAssembly of Abbots）は各支部に白状を送

り，我々は宗教活動のみに専念しているので国家統一（保障〕法〔NationalUnit1ア

(Safeguarding) Law〕にもとづいて登録する必要はない旨通達した。

4月26日

C経済政策］

政府は目下固有化されていない諸企業の詳細なセンサスを行なっているC この目

的は全国の企業に所有されている消費財の正確な量を把握することにあるc

とのことが必要となってきたのは，最近国有化された企業の在庫調査の結果，在

庫量が期待されたよりも少ないことが判明し，多くの商品が他の場所に隠されてい
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るのではないかとの疑惑が生じたためである。

（襲業〉 Mandalay発.Mandalay地方の6郡で総額K 2,802,000の農業融資が

同地方のお8の農業銀行を通じて， 8月の第1週に配分されるf’定である。銀行，行

政職員，ピノレマ社会主義計画党員達は，融資を各農家に直接配分する準備を進めて

いるつ（TheGuardian) 

4月27日

L政治の動きj

（政党〉 ビγレマ統一労働者党（United iVorkers' Party of Burma）前委員長

Thakin Chit Maungおよびその同僚達は，ピルマ社会主義計商党への入党を申請

した。

彼とともに申請した人々は， ThakinLwin, Thakin Ba Han, Bo Nyunt Maung, 

Yebaw Par, Yeban Aung Ban, Yebaw Lu Aye, Bo San Maung, Natmaw Tin 

Nyunt, U Ba Hla Aung, Bo Myat Tha Dun, U Ba Gyan (Shwebo), Maung 

Maung Kyawである。

（民間） The All Burma Thant-shin Pyidaungsu Sangha Aphwe （僧侶団体〉

は芦明を発表し，革命評議会議長に対し， 5月15日までに宗教団体をも登録するよ

う命じた政府の指令を撤回するよう要求した。声明はまた，撤回されない場合は大

衆と協力して必要な措置をとると述べている。

ヰ月 28日

〔労働7

一週間に亘るメーデー記念労働者セミナー， Chouk 油田地帯にある Singuで開

催一一一セミナーには政府高官， ピノレ7社会主義計画党幹部を始め， ピノレマ各地から

の労働者代表など3千人が参加した。また参加者には特別招待された曾つての解放

運動を闘かった労働運動指導者逮も含まれている。

Than Sein労働相の開会あいさつに引続き， U Ba Nyein革命政府財政顧問は

政府を代表し“労働者の基本的権利義務を規定する労働法”ならびに“人民労働者

評議会憲章”の各章案をセミナーに提案した。

草案の要旨は以下の通り。

“労働法”は7つの独立した章からなる。すなわちF芋文，定義，労働者の基本

的権利義務，労働争議，労働者ーの経営参加権，人民労働者評議会の設立，労働局

および罰則，現行法との関係であり，さらに一般的な労働問題を取扱かう一章が
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附加されている。

序文においては，社会主義の道を選択した国民の第1の仕事は社会主義計画を

遂行することであること，その計商を実行する諸機関の中で人民労働者評議会が

最重要であることが強調される。序文はさらに，草命評議会がビルマ社会主義計

画に基づいて社会主義の目標に向って進んでいることを再確認するとともに， u、

くつかの政党の主張した民主今義に反対する。そしてさらに革命評議会の社会主

義への前進は次の三つの事実に裏打ちされていることを明らかにしている。すな

わち，（1）革命評議会が拡張主義と帝国主義に反対し闘かったこと，そして今や民

族資本主義に反対する運動？と展開し始めたこと，助かって地主や帝国主義者のも

のとなっていた利潤を，今や革命評議会を通じて労働者のものとしたこと。（3）革

命評議会を軍事独裁であるとか専制政府であるとか云う諸組織があるが，政府は

過去二年間に，今回のも含めて2回の労働者セミナーと 3回の農民セミナーを開

催した。これらのセミナーは労働者と農民の議会である。今や我々はこのセミナ

ーに労働者の権利義務を規定する法律を提案しようとしている。これらの事実は

革命評議会が，政治権力が資本家にではなく，労働者の代表に委ねられようとし

ていることを示そうとしていることである。国家を統治する権力は，したが勺て

当然労働者と農民のものになっていくであろう。もしこれが社会主義とllif・ばれず

して，何と呼ばれるべきなのか？

序文はさらに，社会主義の目標を達成するための計画の必要性，計画経済を遂

行する過程での労働者の創意と参加意識を開拓するためのものとしての人民労働

者評議会の重要性などを強調するとともに，現行労働法は英領時代の遺産であり

今や改定されるべきものであると主張している。

労働者の定義。労働者は“彼の肉体的，あるいは知的エネルギーを使用する仕

事を通して得る賃金により生計を立てている者”と規定される。したがって，使

用者もまた普通の人と変らなくなる。

労働者の基本的権利義務。労働者の権利は社会主義制度建設の成功の度合いに

応じて増大する。すなわち，その労働と関連する。例えば賃金は遂行された労働

量に応じて支出われる。

労働者はまた，植民地支配による被害から立直るために，より一層働らかねば

ならない。労働者はまた，社会制度，人民労働者評議会，工場などの要求する規

律を守らねばならない。また自分遠の能力を高めるために絶えず努力せねばなら

ない。
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“人民労働者評議会憲章”草案は7章からなる。すなわち，（1）目的，。t）構成員

(3）評議会の機構，（4）機能と義務，（5）選挙手続，（日）評議会と種々 の委員会との関係

(7）任期，構成員の罷免，などである。

〔経済の動き〕

（流通） 人民販売公社は米が人民店舗や登録小売店で購入できなかったとか，ま

た大量には買うことができなかったといううわさを否定し，米は自由に，無制限に

買うことができると説明した。

〔対外関係〕

ピノレマ政府はインF政府と，今後3年間，毎年28万8千トンのインド炭を購入す

る協定を締結した。

4月29日

〔労働〕

Singu労働者セミナー一一政府提案の「労働法」および「人民労働者評議会憲章」

の各草案を審議するために結成せられた9つの分科会は，それぞれ二草案を承認し

明日の本会議に提示することになった。

4月30日

〔労働〕

ネ・ウィン将軍は5月1日メーデー式典に出席するため， Singuに到着した。

, Singu労働者セミナー，労働法および労働者評議会憲章各草案を満場一致て承

認。一一労働者セミナーは第3日目を迎へ，過去2日間の討議結果にもとづき，政

府提案のこの2草案を承認し， 20伺名以上の参加代表達が承認の意味の署名をおこ

なった。

なお承認に先立ち， UBa Nyein政府代表は， 2日間の討議結果をとりまとめ次

のように述べた。

これまでの討議から次の事実が明らかとなった。ひとつは全代表が我国に社会

主義国家を建設し，資本主義に対する全面的な闘争を行ない，労働者が従来資本

家逮により独占されていた全ての利益を亭受すること，および計画を通じて社会

主義経済を建設すること，さらに彼等が彼等自身のカに信頼することに同意した

ことである。第2は，労働者逮が互いに経済的に相互依存の関係にあること，彼

等が機能的に兄弟姉妹の関係、にあること，彼等が互いに同志であることを自覚し

たことである。
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5月の動向

一一人民のために一一

今月もまたピルマは激しく動いた。まず5月1日のメーデーは，猛烈な勢いで反資

本主義政策を押し進め，既存の政治勢力？と追放しつづけている革命政府にとって，そ

の足もとを固めるための絶好の機会を提供した。

すなわち， 資本家，地主，商人といった搾取階級の排除，彼等と結びついている政

治家遣の一掃， また武力で国家を脅やかす共産党系グループの追放など，まさに革命

的な改革を次々に実行している政府にとって重要な事は， その反対派のあらゆる手段

による妨害，宣伝のために労働大衆一般が反政府的となる事を防ぐことであった。国

有化による資本家階級の排除， またビyレマ化によるインド人（戦前からピルマの搾取

階級とみられていた〕の追放な芝は， その実行過程における経済的混乱とそれによる

国民生活の悪化などの現象にも拘わらず， 本質的にビソレマ労働大衆の利益となるもの

として十分彼等に納得され，支持されることが必要であった。

労働者対策をみる場合，政府は従来から労働法，社会保障法の改正を約束したり，

各企業に労使合同協議会を結成させ， 労働者の発言権を増大させようとするなどかな

り積極的な対策を行なってきた。今年のメーデーは，この意味で政府の従来からの労

働者への約束を一歩具体化させたものとU、えるし，また政府はその親労働者的姿勢を

国民大衆に全力をあげて印衆づけようとしたのである。

まず今年のメーデー中央集会は政府主催の下に異例な事に， ラングーンではなく，

上ピルマの Chauk油田地帯にある Singuで関かれた。なぜなら， この地ほかつて反

英独立運動の最初の荷い手となったビ、lレマの石油労働者逮が， この地からラングーン

まで反英闘争を全国に呼びかける大行進を開始した起点となった歴史的な場所だから

である。すなわち政府はζの地を選ぶことによヮて，ピノレマ労働運動の精神的後継者

たる意志を示すとともに， 労働者階級の共感を呼ぼうとしたのである。この地に全国

から多数の労働者代表が集められ， 25万人の大集会が開かれた。政府は，この集会に

かねて準備をしてきた労働者のための改正労働法草案， また全労働者から民主的に選

出される全労働者の代表組織たる人民労働者評議会憲章草案を提出し， そして労働者

の基本的権利義務，労働者の生産への参加意識の確立などを強調するこの河草案は満

場一致採択されたのである。
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政府はこの他にも，親労働者的施策を種々展開させた。 1日には，かねて逮捕され

てし、た労働運動家，学生，政治家など 490名以上が釈放された。 7日の新聞は，平時

には政府の経済建設を助け， 戦時には国防軍たる役割を果す“社会主義労働者部隊”

が結成され始めたことを伝えている。 このように政府は，自己の政治的基盤を軍事力

一本やりから，人民の力にまで拡大せんどする努力を根めて積極化させたのである。

この意味で我々が注目せねばならない驚ろくべき出来事は， 5月17日に発表され，

実行に移された高額紙幣（100チャット， 50チャット〉の廃止宣言である。これは全国

民に対し，手持のこれら紙幣をすべて1週間以内に政府に提出することを命じ，それ

に対し政府は提出額のいかんに拘わらず最高500チャット〔2日後には200チャット，

最後には 150チャット）までは法貨〔20,10, 5, 1チャット貨〕で払戻すものであ

る。提出額と払戻し額との差額は当分定期預金の形で人民銀行により保有され，預金

者各々について， その預金が正しい労働により得られたものか否かなどの調査が行な

われた後，適当な額が払戻されることになっている。すなわち一週間後にはピ‘ルマに

は大した現金をもっているいわゆる金持は， 例え一時的であれいなくなってしまうの

である。

銀行，貿易，農産物取引， 国内商業などの国有化強行政策に加えて，今回の貨幣の

国有化ともいうべきこの措置によって，恐らくピルマ資本主義の中核であった流通資

本は潰滅的打撃を受けることになるであろう。政府の意図もまたこの点にあった。政

府はこの措置を説明し，彼等“搾取者”違は銀行国有化に際しては彼等の預金を大部

分引き出しこの措置の無効果を図り，商店固有化に際しては物資を大至急処分し現金

化し，投機その他で不当利得を図ったと述べている。確かに，銀行国有化の1963年2

月以降通貨流通量は13億チャットから急激に増加し， 1963年12月には19億チャット，

今年5月には23億チャットを越えるに至っている。そしてその多くの部分が政府の発

表によれば，高額紙幣の形で（23億チャットのうち12億チャット〕資本家遠の手で保

有されてヤたのである。これは政府にとって資本家達が国民生活を脅やかす武器をも

っているものと受取られたのである。かくして今回の措置は，彼等資本家遠からその

最重要な武器のひとつを饗い取ってしまうことなのである。事実提出期間の一週間が

過ぎた後は通貨流通量は一挙に11億チャットと， 7日前の半分以下となってしまった。

この事は今回の措置が単なるインフレ対策とかいったものでなく， 上述したような資

本家階級に対する政府の全面的闘争の重大な一翼を荷なうものであることを示してい

る。この意味で予想される経済的混乱にも拘わらず，今回の措置もまた政府にとって，

労働者がその未来を確信していてもよい政策のひとつなのである。
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〔労働〕

ピルマ日誌

Choυkで25万人のメーデー集会一一今年のメーデー中央集会はピルマ労働運動発

祥の地，有名な油田地帯 Chaukで開催された。

この集会で演説したネ・ウィン将軍は，社会主義建設にあたっては労働者の積極

的な経済建設への参加が要請されること，労働者の相互援助，無駄な支出をなくし

計画的に家計？と維持することの重要性などを強調した後，政府の団体登録令にふれ，

宗教その他の団体の政治活動を断固拒否するとの決意を明らかにした。

ネ・ウィン将軍の演説の後，集会は Singu労働者セミナーに政府から提案された

労働法草案，労働者評議会憲章草案を承認した。

また・ネワイン将軍は Singu労働者セミナーにも出席した。

〔政治の動き〕

政府，拘留していた政治家，労働者，学生など492人を釈放。

5月3日

〔政治の動き］

政府，宗教団体を団体登録令より徐外一一政府は国家統一（保障）法にもとづき

ピルマのあらゆる団体の登録を指令していたが，本日声明を発表し，各宗教団体は

それらが各自の責任において，その団体が宗教活動のみに従事すると確信する場合

は，登録する必要がないことを明らかにした。

,. Singu労働セミナーにおいてピノレマ社会主義計画党中央組織委員会書記Saw

Myint大佐は，同党の現状などについて次のような説明を行なった。

(1) 党は現在形成過程にある。したがって中核党員が入党申請者より選出され

組織活動のために訓練されている。

(2) 党は中央集権的な制度をもっ。これは，しかし，上下問に絶えず意見の交

流が？？なわれていることによって民主的なものとなっている。

(3) 党は党員の量より質に重点を置いていく。

μ） 党の組織計画は3段階からなる。第lJ士党が中丸組織委員会をもったこと

である。第2は地方的な監管委員会を設けたことである。現在6つの地区監督委

員会と15の小地区監督委員会をもっている。第3段階は党の基礎組織となる党ユ
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ニット（Unit）の結成であり，このユニットは工場，村，町々において民衆と常に

接触することとなる。

(5) 党員についていえば， 1963年6月末までに15万人が入党を申請した。これ

らの人々，およびその後の申請者は，あわせて現在地区監督委員会が調査を行な

っている。

しかし1963年6月までの申講者はすべて“党友”としての資格を認められるこ

とが決定された。

〔労働〕

Singu労働者セミナーはその7日間の会期を終え閉会したO 本日の会議では，政

府代表は社会福祉政策などを強調し，労働者側からは全企業の国有化要求などが強

く主張された。（TheGuardian) 

〔経済の動き〕

政府は外貨獲得のためにベニア板の輸出を考えている。そしてそのために，

The Bah Oh Teak & Hardwood Co., Ltd.，のベニア板工場を国有化する計画を

もっている。政府はこの工場の固有化の是非を検討するための委員会を任命した。

この委員会はこの工場の製品が国際水準に達しているものか否か，また国有化の方

法などについて調査する。（TheGuardian) 

5月4日

〔教育政策〕

全ヒ会ルマの図書館，博物館，美術館などは5月1日より90日間のうちに政府に，

その業務の継続許可申請を行なわねばならない。これはピルマの伝統的文化を守る

という政策のためのものであるo

5月5日

〔政治の動き〕

政府は政府各省および関係機関に勤務する全職員に対し，各人の履歴書の提出を

求めた。この履歴書は，各人の教育経験，社会的，政治的経験または活動の報告な

どを含めた，かなり詳細なものが要求されている。

｛経済政策〕

工業管理局はラングーン市内の全工業企業に対し，詳細な報告の提出を求めた。

報告書では，企業の歴史，形態，資本，機械その他の国定資産，従業員，製品，流

動資産，在庫などについての記述が求められている。
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〔経済の動きJ

P SC （人民販売公社）は，地方工業企業家達とその製品の販売について話し合

いを行っていたが，本日交渉がまとまった。この結果， Ps Cは傘，履物，タオル

などの製品を彼等から購入し，適正な価格で人民商店を通じて公衆に供給すること

になった。

5月6日

［労働〕

社会主義建設のために社会主義労働者部隊結成一一5月1日より，ピルマ社会主

義計画を遂行するために社会主義労働者部隊が全国にわたって結成されつつある。

この新しい労働者部隊は軍隊的な性格をもっており，平時には国家建設の仕事を

行なうが，戦時には国防軍に転換する。

この部隊の目的は，（1）ゼルマの労働者達をよりよく組織すること，（2）労働者の監

督をより効果的にすることにより，労働者の生産性を高めること，（3）労働者を搾取

より守ること，公共の資金を浪費や漏損より守ること，である。

また，この部隊の主要な役割は，（1）ピ、ルマ社会主義計画の成功のために働き，そ

れを通じて労働者のための社会主義社会の創造を助ける，（2）政府職員と協力して，

革命政府が課すすべての国家建設のための仕事を遂行する，（3）戦時には国防の責に

あたることである。

現在，この部隊を結成する仕事はラングーンから始められ，ラングーン市庁長官，

ラングーン港湾局長官，ラングーン港雇用監督局長官なぎがその任にあたっている。

5月7日

〔経済政策〕

外国人所有パスの販売禁止令解除。しかし販売先はピルマ人のみに限られる0

5月8日

〔政治の動き〕

The Sangha’s Council for the Promotion of the Sasana （仏教団体）は全国

の会員に通達を送り，宗教活動以外のいかなる活動にも加わらないように指示し

た。（TheGuardian) 

〔対外関係〕

北朝鮮議会代表団ピルマ訪問。
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5月9日

〔！労働〕

総計6000人のピソレマ鉄道，郵便・通信，航空の労働者は，それぞれラング｝ンで

集会を開き， Singuメーデー集会で承認された労働法草案，労働者評議会憲章草案

を支持した。（TheGuardian) 

〔経済の動き〕

Mandalay発：先月国有化された商店のろち101の商店が国有化を解除され，元の

所有者に返還されたο （TheGuardian) 

, Pegu発：当地方の比較的大規模な農地を所有している農民達は，農業融資を

20エーカー以下の農地所有者のみに供与することになっている現行規則を改訂する

よう当局に陳情している。この地方の西部地帯では農地所有は20エーカー以下が大

部分なので問題は生じていないが，東部地帯では通常20エーカー以上の農地を所有

している。大家族の場合，農地の一部を子供名儀などにすることにより融資を受け

られるようにするといった便法がとられているが，小家族の場合はそうすることが

できない。そこでこの陳情となったわけである。

5月 10日

〔労働〕

全ピル7教職員連盟解散 教職員の司結と権利の擁護を目的として結成されて

いた全ビ．ルマ教職員連盟は，その第40回年次大会をラングーンで開催し，革命政府

の全労働者の権利保護政策の実施により，もはやこの連盟が存在する理由がないと

して自発的解散を決定した。

5月 12日

〔労働〕

ラングーンの水運，港湾閣係労働者などは市内各地で集会を開き， Singu メー

デーにおいて承認された労働法草案，労働者評議会憲章草案を支持した。（The

Guardian〕

5月 13日

〔労働〕

，国営商業銀行（StateCommercial Bank〕従業員組合，および人民銀行No.2従

業員組合はそれぞれ解散することを決定した。
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f対外関係〕

Sabryアラブ連合大統領顧問， 5日間の予定でピルマ訪問。

V ピノレマ駐在新イスラエル大使MeshulamMax Varon氏，政府に信任状提出。

曹ピノレマ駐在新カンボジア大使NorodomNorindeth殿下，政府に信任状提出。

5月 14日

〔経済の動き〕

Mandalay発； KhimMaung Lay少佐（国有化委員会議長）は， 当地の商人達

を集め，上ピル？の物資流通の中心地において，商品の継続的な流通を確保するた

めに彼等の経験にもとづいた協力を要請した。

T Moulmein発：当局は最近国有化された153の商店を，その取扱商品種類に応じ

て50の商店に統合した。

5月 16日

〔労働1

V ラングーン大学教職員，政府関係研究機関，私営工場の技術関係労働者，石油

関係労働者など1万2000人以上は，ラングーン， Insein,Syriamなどで集会を開き，

政府の労働法草案，労働者評議会憲章草案などを支持した。

5月17日

〔経済政策〕

V政府， 100チャット， 50チャット紙幣の廃止を発表一一政府は100チャットおよ

び50チャット紙幣廃止法を公布， 5月17日午後7時以降，これら通貨の法定通貨と

しての機能を停止することを発表した。 （注： 1チヤット＝75円60銭）

これら通貨の所有者は各地域における最寄りのSAC  （治安行政委員会〉事務所

に， 5月18日から5月24日までの聞に，それらの通貨を預け入れねばならない。

SAC事務所はこれに対する受領証を発行し，預け入れ総額中最高500チャットま

での額が各務入者に法定通貨により返還される。残額は最寄りの国営商業銀行支店

{State Commercial Bank）に移され，そこで預入者の定期貯金として保有される。

政府は各預入者がその預け入れ金について公正な取扱いを受けるよう配慮する

がそのために各預入者について調査を行なう。なお Guardian紙によれば， この調

査後適当な額が預入者に返済される。

またこの措置に対する違反は， 10年以上の懲役から，最高死刑までの罰則により
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処罰される。 この場合の違法行為には，他人の100または50子ャット貨を自分のも

のと主張した場合，他人に上述の行為を依頼した場合などが含まれている。

革命政府は，この措置の理由を以下の釦く説明している

革命政府はピルマ社会主義計画によって，全国民の生活向上のために種々の方策

を実施してきた。しかしこれらの方策は労働大衆にとっては有益なものであったが，

“搾取者逮”や“不当利得者逮”にはそうではなかったでそこで彼等はあらゆる手

段で政府の施策に反対した。

第1に彼等は，政府が銀行を固有化した時，従来預け入れていた彼等の預金を大

量に引出し，政府の固有化措置を無益なものとしようと図った、

第2に彼等は，政府が物価高を押えるために大商店ーなどを国有化した時，その所

有していた物資を大至急処分し，現金化してしまった。

このように蓄えた現金をもって，彼等は機会あるごとに投機的な取引を行なったc

彼等は早急な，しかも実質的な利得を求めたのである。

さらに彼等は，その手持貨幣を国外にもち出しフ不当に低いレートで外貨と交換

するようにすらなった。

彼等のこのような活動により， 100チャットおよび50チャット貨の流通量は除々

に増加し，本年3月には， 総流通貨幣量約22億3000万チャットのうち， 100チヤツ

ト紙幣は9億チャット以上， 50チャット紙幣は3億チャット以上を占めるようにな

った。そして，これらの高額紙幣が富裕階級の手元に集められていることによって7

彼等は国民生活を転穫させる危険な武器を得たことになったのである。

〔経済の苦手Jき〕

ラングーン地区PSC （人民販売公社〕は， 同地区の 145万の人’口を養なうためJ

の米の卸売店への供給を開始した。現在， 1ヵ月分として23""Jj袋の米が，問地区の

22の地区卸売店に供給されつつあるC

またラングーン地区の一年間の総需要量と考えられる 198,180トンの米がPSC 

の手により，すでにUBAME （農産物販売庁〕の倉庫に準備されている。（The

'lforking People’s Daily) 

〔対外関係〕

Vホンコン発： TinSwe中伎に深々 、られた 10名のビ‘ノレマ政府貿易使節団は，広

東で開かれている‘＇ 1964年，春の商品見本市”を訪問した後．今日空路で北京に到

着した。

5月 18日
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〔経済政策〕

KlOO, K50紙幣の定期預金受け入れの為にラングーンで， 52のセンターが店開

き。一一一労働者がKlOO及びK50紙幣を定期預金する為に，又最高額K500まで通貨

の交換をする為に，ラングーン地域にある12のSA C広域で，総数52のセンターが

開所した。

又地方のSA Cにおいても同様なセンターが設置された。

〔政治の動き〕

Nati。n紙封鎖さる一－People’sBank No. 10《元 TheNation! & Grindlays 
Bank》の頭取KhinMaung Nyunt中佐は午後， Nation紙を封鎖したc

これは，この銀行から借りたといわれるKl5万の資金返済不能に陥ったためであ

るο

〔対外関係〕

政府，駐ピルマ， インド特命全権大使としてインド海軍中将， Ram Dass Ka-

tariの任命に同意。

5月 19日

〔経済政策〕

ピソレマ革命評議会は， 5月17日に！窪貨になったKlOO, K50紙幣の交換期限の延

長は行わないと発表c

この発表は廃貨になる以前に密輸出したこれらの紙幣を再密輸入しようとしてい

る不法買いだめ業者や外人利得者を利する様な期限の延長はしないというものであ

る。

’政府， 従来500チャットまでの廃貨の法定通貨えの交換を認めていたのを打ち

切りその上限を200チャットまでとした。

’KlOO, K50紙幣の定期預金の為の新制度導入さるc 一一これは廃貨紙幣の預

入者の不便を解消する為に，導入されたものであり，新制度の下では，過去2日間

のように預金者は直ちに自分の手持廃貨を預け入れる必要はなく，所定の形式と方

法で関係地区SACに5月24日午後4時までに手持の額を申告するたfけでよい。

廃貨を実際に引渡す時期は，おって通知される。

〔政治の動き〕

労働法公布さる一一革命評議会は，全国に渡る全ゆる労働者の熱狂的な支持を得

た“労働者の基本的機利義務を規定する労働法”を公布， 1964年5月1日に遡及実

施した3
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5月20日

〔経済政策〕

政府，少額紙幣の！廃止はしないと発表一一この発表は， KlOO, K50紙幣の虎止

の結果，政府は少額紙幣の廃止もまた行なうであろうという悪質分子によるうわさ

を押えるために行われたものである。

政府は，情報省を通じてラこれらのうわさは全く真実ではない， K20, KlO, K 

5, K 1の通貨を廃止する意向はないとの声明を発表した。

V教育省は各学校当局に通達を送り，高額紙幣の廃貨にともなう一時的な経済的

困難にともない，生徒，学生からの授業料の徴収を一時停止するよう指示した。

(The Working People’s Daily) 

〔政治の動き〕

ラングーン市内の， 新聞， Prakash, Lion, Tiger, Green, Taj Mahalの五紙が

閉鎖され，各々の所有主ば逮捕された。

これは，これらの新聞社が，廃貨になった紙幣のヨIi度し証を印刷し， 50 pyasか

ら1kyatで売っていた為である。

5月21日

〔政治の動き〕

ラングーン＝マンダレー間ハイウェ一一ー建設中止一一草命政府はアメ ;Jカ政府に

対し， 430マイルに及ぶラングーン＝マングレー問ノ、イウェ一計画のための援助を

打切るよう要請した。これは，新しいピノレマ経済開発体制の下では，この計画が最

初に企図された時と同じ様な地位をもはや占めなくなったからである。

〔経済政策）

政府は， K20, KlO, K5, K lの法貨の受入れを拒否したものには，法律によ

って厳重に処分するであろうと警告した。 これは， KlOO, K50紙幣の廃止以来，

悪質分子が，政府は次にK20紙幣の廃止を行なうであろうとのうわさを流していた

ことに対して情報省が警告したものである。

預金の為の新制度，順調に施行一一この新制度の最重要な特徴は，預金ゼンター

で，預入者の群衆の列を見ずに済んだ事であり，預入者は，混雑ナる事なしに，又

速やかに手続きを済ませる事が出来，大変便宜を感じた。

〔労働〉

ラングーンの Mayangon地底の 56の民間工場労働者5000人以上が午後 Kaba
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Aye Pagoda Hillで集会を聞き， KlOO, K50紙幣の廃止， 労働者の為の権利義務

を規定する労働法ヲ労働者評議会憲章の支持を満場一致で表明した。

5月22日

〔対外関係〕

インド大使館はピルマから永久的にインド本国に帰国しようとしているインド人

達に対し，その資産（貴金属）を大使館に預け入れるよう呼びかけ，それに対し多

数のインド人達が大使館に殺到している。（TheWorking People’s Daily) 

V ピルマ駐在新ポーランド大使MieczyslanWlodarek氏，信任状提出C

5月 23日

〔政治の動き〕

情報文化相ソー・ミン大佐，病気療養のためロンドンに出発。

なおソー・ミン大佐のポストはラー・ハン大佐（教育・厚生相〉が代行する。

〔対外関係〕

インド外務次官（ForeignSecretary) Y. D. Gundevia氏， 最近の固有化措置の

インド人に与えた影響などを話し合うためラング｝ンに到着。

V ラングーンの主要新聞， RangoonDaily, The Mirror, Reporterなどはライン

ド大使館が在ピγレマのインド人の資産を保管しはじめたこと対し，これはインド大

使館がインド入金持達の財産を保護しようとするものであると激しく抗議してい

る。（TheWorking People’s Daily) 

5月24日

〔経済政策〕

廃貨申告期限終了一一1週間の廃貨紙幣申告期限は，午後4時に終了したc ラン

グーンではこれまでに 1億8500万チャットの申告があったとされており，前日まで

の6日間に 1万6000人以上が， 1億7700万チャットの申告をした。またピソレマ全体

では， 4億90000万チャット以上の申告があった。

なおKlOOおよびK50貨の総流通量は約12億チャットであったと発表されている o

T B.B.S. （国営放送）を通じての特別発表で，政府［は SACsが，国民に要求すれ

ば直ちに，関係する TownshipSACsに遅滞することなく，持てる廃貨紙幣を，提

出するよう国民に促した。

5月25日
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f対外関係〕

改札国民に対し，イン 1ごとの友好関係を損なわないよう訴える一一革命評議会

は‘特別な訴えを発し，インドとヒツレマ国民との；友好関係を傷つけようとするし、か

なる行動も慎しむよう国民に要望した。これは， 5月23日以降下宝石等のインド、人

偏人資産の“一時的な保管”を許可したインド大使館の行動に対する，多数の国民

の憤激によってもたらされた緊張状態のために出されたものである。

このイン戸大使館の行動は，高額紙幣の廃止が行われた際にとられたものであり，

ヒ勺レマの国民の聞に大きな疑惑を生みだし，インドの行動は，ピノレマの国内事情に

対する外国権力の侮辱ど干渉として受けとられている。そして労働者は，インドに

対する慎りの示威行動を起す準｛誌をしてヤた。これらの事態を政府としては回避し

なければならないとして，国民に訴えたものである。

’またインド政府外務省の Gundevia氏とピノレマ政府当局との話し合いが本日午

前開始された。

vなおインド大使館は本日，インド人資産の保管を一時停止する旨発表したc

〔経済政策〕

！長貨紙幣の提出，開始さる一一ラングーンフ及その他の地方で，すでに申告され

た廃貨紙幣の当局への提出が開始され，各地でセンターが開設された。

lヴ.H置JJ.1

l¥1oulrnern発 5000人以上の労働者は， KingCinema Hallで大衆集会を開き，

KlOO, K50紙幣の廃止， 人民労働者評議会草案及労働者の基本的権利義務を規定

する労働法を支持した。

5月26日

〔経済政策〕

ラングーンの国有化された商店の，在庫調査及びその資産評価，殆んど完了。一一

3月四日から 5月26日までに国有化されたラングーンにおける，総計3043の卸売店，

仲買店，商店などのうち， 1049の成が必要がないとして，閉鎖された。

この在庫調査は， 3010の店については完了し，残り33店は，実施中であるO 又，

重量産評価は， 2314の店が完了し，残りの729店が実施中であるc

固有｛じされた店舗の分類は，次のとおり，食料品店261，繊維品店245，建築資

材店65，金物及び電気器具店585，車納部品店357，機械及び部品店122，塗料及

び染料店53，家庭用品店454，家庭用薬品店153，文房具店93,POL店19，雑貨品店
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636，このうち， 1049店が閉鎖され，残りの1994店がヲングーン地域で， People’s

Shopとして機能することになった。

曹地方の廃貨紙幣預金，一時中止。一一政府は，さる24日の政府発表において，

国民の所有する廃貨紙幣の提出を呼びかけたが，その前に申告リストを精密に検査

する必要があるとして，ラングーンを除く地区での KlOO, K50紙幣の預金を一時

中止すると発表した。

5月Tl呂

、経済政策1

現在ラングーン大学集会堂で，申告された廃貨紙幣額の計算が行なわれているが，

これによると，申告目録がラングーンに未着である遠方地域を除いて全国での廃貨

紙幣の預金及び申告額の総額は，約K8億6400万で，その内訳は次のとおり。

Eastern Command-K2000万以上

South-Western Command-K 1億30削万以上

South-Eastern Command K6剖｛）万以上

North-Western Command K2億以上

Rangoon』Command-K3億以上

Central-Command-K l億3300万以上

L対外関係〕

Vインドービ、fレマ両悶，インド．人財産問題で合意一一一インド大使館による在ビル

マ，インド人財産保管問題についてインド外務省代表とビ〉レマ政府代表は，話し合

いの結果以下のような合意に達した。

(1) ラングーンのインド大使館は，インド人により預け入れられた財産をそれ

ぞれの供託者に返却する。これ等の財産の返却を断わる場合．財産はピルマ連邦

の人民銀行に預入される。

(2) インド大使館は在ビソレマ，インド人財産の受入れを中止するc 又インド帰

国を希望するインド人は，彼等の財産を直接もしくは，インド大使館を通してピ

ルマ人民銀行に預け入れる。

(3) インドとビ司ルマとの聞に存在する友好関係を考慮して，革命政府は，イン

ド人が，インドに帰国したいとする要求を可能にするために出来る限りの援助を

する。

5月28日
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〔経済政策〕

ラングーンで，廃貨紙幣の法貨紙幣との交換開始。 Inseinを含む，ラングー

ン地域の諸地区で， Kl50以下の申告者に対し，法貨紙幣が発行されている。

, Tin Pe供給及び協同組合相，「PSCは人民の要求を満さねばならない」と言明

一一ラングーンの人民販売公社（PSC〕本部で開かれた第一線監督者，事務管理者及

地域監督者会談で， TinPe協同組合相は，「人民販売公社は，人民の要求を満たす

義務がある，その為に，より偉大な成果を遂行するよう，公社の活動は徹底的に検

査されねばならないっもL，諸君が商品の出し入れに関し，問題や困難合抱えてい

るなら，この会合で，提示することを歓迎する」と言明し，更に，次のように付け

加えた。それぞれの責任の下で，商品についての完全な知識を有することは，第一

線監督者及び地域監督者の義務であり，いかなる商品を，どの位，及びどの位の人

間が欲してv、るのかを正確に知らなければならない。又，いかなる商品を，どの位

発注，買付をすべきかを知らなければならない。更に，商品が到着したらヲどの位，

分配すべきかも知らなければならない。そして，人民販売公社は，適切な職員，十

分なる商品量，及び基金が提供されるよう配慮するであろう。

〔政治の動き1

ピノレマ社会主義計画党 Myaungmya・とMaubinで，党支部を開設。

5月29日

〔教育〕

大学教育法公布さる一一革命評議会議長 NeWin は“ピルマ連邦大学教育法

1964年”を公布した。これに際し教育相は要旨次の様な声明を発表した。

「ビ、ノレマ社会主義への道が宣言されて以来，革命評議会は，常に社会主義制度

確立のために植民地的な大学教育制度の撤廃に努力してきた，そして，ここに，

市ャ教育制度を廃止し新制度の下で大学を改革する事に踏みきったものである」

この法律は，（1）大学教育の本質的性格，（2）学期，（3）目的，（4）責任，（5）監督，（6)

管理等の規定を設けており，その主要な性格として，ピルマ社会主義建設に大学

教育を組み込み，社会主義建設にそくした大学教育を実施し，技術専陪家の育成，

社会主義経済，政治，学者の育成，社会主義思想、の教育，等をあげることが出来

る。

〔経済政策〕

農園労働者の各家庭は， 6月1日より，多角的農業協同販売店から信用取引で1

年間に K200迄の生活必需品（食料品，衣料，家庭用薬品，食器及び料理道具，農
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機具，教科書，文房具〉を購入出来ることになった。

そのため，地区の人民販売店は，取りあえず最初は， 1(）（）戸以上の村落地域の協

同販売店に，信用取引で， Kl0,000迄の生活必需品を供給することになった。しか

しこれ以上の供給については，現金取引きとされる。なお，全国1方 343村落地域

のうち， 7024の村落地域が5月1日迄に多角的農業協同販売店を組織していた。

f労働〕

政府，鉱山労働者の福祉に留意一一鉱山省はピルマにいる 1万6000人以上の鉱山

労働者に，事故傷害を防ぐ為の強固な帽子と，靴を自由に供給する規定を設けた。

なお，ピ、／レマにおける鉱山労働者の事故傷害は，毎年，約50人が死亡し， 100人が

傷害を受けている。

5月30日

〔経済政策〕

地方の通貨交換始まる←－Basseinで，廃貨紙幣， K150以下を申告した者につい

て，法貨との交換をする5つの交換センターが開かれた。

（教育〕

革命政府は， 5月29日に公布された大学教育法に従い，大学改革の為の委員会を

任命した。なお，委員会議長に，革命評議会員，教育相 HlaHan大佐，副議長

に，社会副社相， MaungLwin大佐が任命された。

〔治安問題7

カレン革命評議会（KRC= Kawthoolei）は声明を発表し，政府と敵対している
KNUP (Karen National Union Party）とKRCとの立場の相違点を明確にすると

ともに，まだ和平交渉の成立を知らないか，また KNUPの間違った宣伝によって

ジヤンクールの中にいる Kawthooleiメンパー逮に合法活動に復帰するよう呼びかけ

た。

5月31日

〔経済政策〕

通貨焚換の完了迫るー←申告した廃貨と交換可能な Kl50までの法貨を，まだ引

き出していなし、人々の便宜を計る為に，当局は，ある地域ではそれぞれの警察署を

通して法貨を引き出すようにした。

通貨交換および申告用紙と預金された廃貨紙幣のチェック作業は，間もなく終る

ところであるc
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また同一家族から 4, 5人が別箇に申告しているケースについても調査が行なわ

れている。

f経済の動き〕

公式統計によればラ革命政府は， Tenasserim,Pegu, Irrawaddy各地方， Yame-

thin, Akyb各地区における農地改良計画，及失地，荒廃地開墾の為に，今年中に，

K450万以上を支出したコ この計画により， 16万6164acresの土地改良， 5775101 

acresの失地開墾が行なわれた。この計画には，堤防，防潮堤，排水遼河等の修築，

改修，及ジャングルの伐採等が含まれていた。

なお， 1956～57年から 1963～64年までの8年間に全ピノレマで合計78万7719acres 

の失地，荒廃地が開墾されており，第2次大戦以前のピルマの総耕作面積1250万

acresに対し，ほぼ1100万acresまでに回復した。
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6月の動向

一対米接近一一

6司17日， U On Sein駐米ピノレマ大使はラパンディ極東担当国務次官補を訪問，会

談したが，これはパンデ、イ氏の 2月末の就任以来最初の会談であった。

翌6月18l=l, Ye Goung農業開発公社専務理事を団長とするピソレマ貿易使節団が訪

米ヲ同：2日，使節団はニュー・ヨークのピルマ国連代表部でにJノPレマ産品の陳列会を行

ないフ多数の米国実業家達の関心を集めた。

吋月三3日，使節団はワシントンに入久米政府当局との一連の会誌を行なった。

そして 6月29日の Guardian紙は，最近米政府が総額約900万ヂャ、ソト（約 190万

にル〉をピノレマ政府に贈与しヲ ラングーン大学の教育施設建設を援助することになっ

アこことを明らかにした。

これら一連の動きは最近のネ・ウィン政権の草JJ[：＇’：iJを把握する上で.t_l1；めて重要な意味

をもーッものとし、わねばならないυ

マー＼Cわち， 銀行，貿易，国内商業，石油業などの国有化と守それらの部門を中心と

するイ J ド人勢力，残存英系資本の追放は，一一方におし、て“ビルマ化（Burmanization）け

とLノベ永年の民族的希望をー一挙に実現させたものとして， ネ・ヴ ｛＞政権の最大の誇

りとなるものであろう。 しかし，他方におし、て，この急；敢な経済界における英印系勢

力とビfシマ系勢力との政権交代はラ そのスローガンカ； ＂国仔！と”という形をとったこ

とのために，経済運営のイ二シアチブがピルマ民族資本家にではなし軍人を中心と

すζJ回京の干に移行するとし、う結果をもたらした。

このことは， インド系資本追放による空白と混乱をある程度経済運営に手慣れた民

族資本ジ喜びいさんで引き受けラ 収拾するとし、うことにならずヲ軍人中心の政府がや

りくりせねばならないということを意味する。

すなわちJ‘固有化刊宣言の結果、この民族資本までも萎縮してしまったので、ある。

この靖果は， 農産品加工業をも含めよこ工業生産の停滞ァ流通の混乱などによる物資

不iム インフレ，投機活動などであり，前月の高額紙幣廃止の際に明らかにされたこ

とペラ政府手持資金すら減少してし、くということなのであった。農繁期毎の農業融資

ら， このよのな高額紙幣の強制的回収とし、う手段でつくりださねばならないと

169 一（ 81 ）十



ヒ、 ノレ ーマ

ころまで追い込まれたのであろう D

こうした事態に－tJL, 政府が何らかの積極的打開策を大至急求めねばならないのは

当然のことである。

農業についていえば‘土地改革， 協同的・近代的経営の確立などといった長期的7

ランが実効をみせる段階i二五るのは未だ将来のことであろうが，従来通りの生産方法

をつづけても農業生産自体が大きく低下することは考えられないであろう。

問題は心しろ農産物加工業，精米工場，製油工業などの部門であろう。主要な工場

は政府直営の形で＇..！4日寺問操業主f行ない需要に応えようとすることができても， 中小工

場の生産停滞が，総量として米，食府油などの供給を低下させることになる危険があ

る。

それ以外の工業部門につ＂、てみても， 国営工場のフル操業は可能であっても，生i主

意欲の低下した民間工場の生産量を高める手段は他に求められねばならないで3ちろ

う。特に工業部門の数多い民族企業の国有化が未だ、実行に移されていない現在、 その

部門の生盗増強をいかにして達成しうるかは大きな問題であろう。

配給部門における能率向ι組織整備はかなり熱心に行なわれており，物資en集1苛・
配給の混乱は除ケiこ解決され司見通しは暗くはないu

貿易に関していえば， 1963年の輸出が1962年に比してほとんど伸びていず，逆iこ輸

入量：が増えていることはう国内生産の停滞を反映するとともに，またそれだ、か「3こと

ますます政府の輸出努力を要求するものであろう。

このようにみてくれば，政府ば今や， 従来にもまして大きな選択をせまられている

とし、えるであろ＂ 1' 

すなわち、農業部戸主流通部門の整備はともかくとして，工業（農産物加工業さと含

めて〕生産をいかに向上させるかが最大の課題であるO 国営企業は別にして，民間部

門をどう振興するの：5ヘ従来から宣言してk、る国有化の時期を早め，箪人と労働者の

経営委員会が実T撃を援ゥていくのか， また氏挟資本家の生産意欲を高める何らかの方

策を打ち出すのかy この選択は大至急なされねばならないであろう。

なぜなら， 工業部門の振興こそはネ・ウィン政権にとっては，ピルマ近代化への最

大のカギなのでありう戦後の政治家達が共通にその政治的生命をかげた課題なれ守あ

0o 

このようにネ・ウ fン政府の立場を把握すれば， 最初に述べた6月後半の対米接近

は， 単．に輸出市場の拡大ということのほかに，何らかの注目すべき決定を，国家政策

においても fLたのではないかという推測さえさせるとしう意味で， 極めて重流すべ

き動きなのである。
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l教育〕

ピルマ日誌

V政府は，大学教育再検討のため従来閉鎖されていたラングーン大学教育学部，

技術学部，第1医学部p 第2学部，獣医学部，政府工科大学（GovernmentTechn-

ical Institute），技術専門学校（Rangoon）を， 5月29日の大学教育訟に基づいてそれ

ぞれ再開したむ

〔政治の動き7
, ShweboおよびKawlinで社会主義計画党（BSPP）支部が開設された。

［経済の動き7

, Kado (Moulmein地区）発：当地で 1つのライス・ミルが郡SAC（治安行政委

員会〉により接収された。

, Theinseik (Thaton地区）発目 Thaton郡の6つのライス・ミルが不正な精米を

行なった罪で封鎖された。ライス・ミ1レはまもなく従業員代表， UBAMB，土地委

員会メンパーからなる委員会により運営されることになろう。

( The ・working PeopleなDaily’）

6月2日

f経済の動き〕

’ピノレマ農産物，販売庁は， 1963年10月から1964年5月31日の問に米および米

加工品を107万1477トン輸出した。なお， 5月中だけで， 21方074トンが輸出された。

(The Working People’s Daily) 

〔政治の動き〕

’革命評議会布告第54に基づき， Kawthoolei1＋肝議会新メンパーに PadohBa 

Tun （カレン革命評議会＝KRC指導者の一人〉が任命された。

L労働7

vラングーン市庁職員3000名以上は集会を開き，新労働法の公布，高額紙幣の廃

止などを支持した。

L給済政策7

V新鮮な肉，魚，野菜類や，米，油から台所用品までの消費物資の販売を行なう
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人民マーケットがフラング

この人民マーケットはう

ンに遅くとも 7月1日には開店する。

HiO万チャットを投じた五階建のピルデイングで，

{f3月に着工したものであるつ

る月 3日

〔経済の動き〕

196:, 

V中国ヱピノレマ経済技術協力協定に基づき，精糖，繊維，合板，タイヤ，製紙の

各工場の建設作業が，今イドのモンスーン期の終りに開始されることになったc これ

の実施のために， 5月27日にラングーンに到着していた l¥fr.Tung Wen司Pi引認を

団長とする中国建設予備調査団と，中国＝ビノレマ経済技術協力協定実行委員会のじ

Paw Thein委員長との問で木目話し台いが行なわれた。

これによると， 精糖工場は Thaton近郊の Belin.繊維工場は， Meiktila近郊の

・Okkyin.合板工場は， Moulmein近郊の Mupun.17 ｛ヤ工場は， Danyingon，製紙

工場はSitangBridgeの近くに，それぞれ建設されることになろう。なお， この協

定に基づいた計画のーっとして KunlonのSalween川の架橋は， 39名の中国技術者

とピルマ関係者の共同監督の下ですでに実施中であるO

（注〕 中共＝ピノLマ経済協力協定は1961年1月9日に調印されたもので，

容は，

CD 中共がじ’レマに対し3,000万英ポンドの＠款供与をする。

与の内
、日」

② その実施は， 1961年から1967年9月迄の期間に，中共技術者のピノレマ続・L

ヒソレマとの技術者訓練，精糖， タイヤ，製紙，合板，繊維工場等の建設：＇.＇；；が

含まれている。

③ 借款返済方法は，無利子．無利息で， 1971竿から1980年迄力関に，

の生産物および第三国通貨で返済する。

ビルマ

, Kanaung発ー当地の6つのライス・ミルが固有化された。土地委員会メンバ

ー，多角的農業協同組合メンパ－，ライス・ミル従業員代表からなる監督委員会が

各工場を管理する 2

, Myanaung発：九地のすべてのライス・ミノレがライス・ミル監督委員会により

接収されたo

f Moulmein発： Kyaikmaraw郡で4つのライス・ミノレがライス・ミル監督委員

会に接収された。 (The H'm’king People’s Dazi)’） 

〔対外関係）

' 4月中に在ずノレマ外国人， 1,551人がピノレマを離れた。 そのうち， インドメ、；土

846名，パキスタン602名，中国人10人，その他93名となっており， 1月から 4月30
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日まで合計すると6242名になる0

6月4日

〔経済の動き〕

曹1963年10月から1964年4月までに，国営木材！誌は，チーク材総計9万3398トン

を輸出した。

これは昨年の同期の輸出量を1198トン上回っている。

曹政府はあらゆる建設計画の組織的，かつ迅速，効果的な実施のために，今まで

別個に設立，運営されていたハイウェイ局，国民住宅局，町村開発公社，国防建設

技術部を統合する計商を作成中である。

〔経済政策〕

’中央治安行政委員会（SAC）が地方SACに送った通達によれば，新聞に報道さ

れたように地方における若干のライス・ミルが国有化されたというのはEしくなし

実際はこれらの工場は土地委員会，工業労働者， SAC代表からなる三人委員会の

監督の下で農民の自家用米を精米するということになったということである。

(The Working PeopleなDail_,)

(TheWorking People's Daily) 

〔政治の動き〕

, Tin Pe准将，ラングーン港の作．業状況を視察。

’内務省はすべての官庁，公社に通達を送P，農民，労働者の便宜のために各

宮庁に公衆苦情処理係を1名づっ配置するよう指示した。

(The Working Peopl凸 Daily)

V社会主義計画党（BSPP)Lashio支部開設。

6月5日

〔対外関係〕

Vピノレマ革命政府は，ソ連駐在ピルマ大使としてUBa Sawを任命した。

〔経済の動き〕

, Chaung'zon〔Amherst地区）発：当地の22のライス・ミノレは最近土地委員会，

協同組合， UBAMB，工場労働者代表からなる監督委員会の下におかれた。このう

ち6つの工場は自家用米の精米を許可された。他の16は会計および資産調査のため

に閉鎖されている。

〔経済政策J
V政府は5月29日の通達で，社会主義経済建設委員会に対し， ThePeople’s Pe-

。。
巧
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arl & Fishing Industry Board, Defence Serrice Institute国有化委員会， BEDC

国有化委員会，タパコ業問有化委員会， PyiloneAwba精米工場固有化委員会の権

能を引きつぐよう命じた。

社会主義建設委員会は貿易業の固有化の後， 4月9日に設けられたもので国有化

された貿易企業の経営にあたっていた。 議長は労働・鉱工業相ThanSein大佐で

あり，メンパーは30人いる。

「教育〕

(The Working People's Daily) 

v大学再組織のための小委員会を組織。一－HlaHan教育相を議長とする大学

再組織委員会が教育省で初の会合を開き， 4つの小委員会を設けることを決定した。

この4つの小委員会は，（1）大学管理の再組織，（2）教育スタッフに対する義務の明確

化および．教育方法の審査，（3）新制度の適用されない，芸術および科学の学生のた

めに必要な規定の設定，（4）大学の権力を限定する規則の作成，などを検討するo

v教育省は，その直轄大学，特殊学校を含む国立学校および，主主録済の私立学校

に対し，学生からの授業料，その他の料金を6月5日から受け取るよう指令を発し

た。

これは．先月20日すべての大学，国立学校，私立校に対し，高額紙幣の廃止のた

めに一時授業料受取りを停止していたためである。

6月6日

（対外関係、

l Rawalpindi発：パキスタン外相Zul五qarAli Bhuttoは，国会で，ピルマ政府

による貿易固有化から生じた問題解決のために，ピルマとパキスタンとの間で，大

臣級の会合を開くべきであると言明し，今， 4000のパキスタン人が，この固有化に

より影響を受けており，現在まで， 500の店がビルマ当局により没収されたとのベ

た。さらに外相は，ビγレマへのパキスタン人投資は2000万ノレピーとみなされている

が，在庫調査がまだ行なわれているので，正確な額は不明であると付け加え，パキ

スタン政府は，在ピルマ，パキスタン人を援助すべきであり，彼等の帰国を急がせ

るべきであると言明した。

6月7臼

L対外関係〉

V中国の技術者到着一一中国ビソレマ経済協力協定に基づいた， Kunlon橋建設計

闘の実施のために23人の中国人技術者がラングーンに到着したc
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Vピノレマからの出国者1日平均200人にとる一一移民省によって発行されている

外国人の帰国申し込み用紙は， 5月25日から6月6日までの13日間で，合計2436通

にも達した。移民省の本部と支部の連合事務所が開設する以前には， 1日平均約50

通でしかなかったが，今や1日平均200通以上の申し込み用紙が発行されている。

〔経済の動き〕

T Bassein西部地域の16個村の農民に対し，合計Kl4万2775の農業融資が， 2つの

融資支払いチームから払出された。

この融資は， Iエーカー当り K25の割合で割当てられ， 6月5日および61:lに支

払われた。

又同時にPSC販売団が，農民に必要な農機具を販売した0

6月8日

〔経済の動き］

T Maulmeingyun発．当地区で，合計K86方5575の農業融資が， 6月1日以来，

地区内の30村落の農民に支払われた。

〔対外関係］

V駐ピ／レマ新インド大使RamDass Katari海軍中将は国務省で革命評議会議長

Ne Winに信任状を提出した。

6月9日

〔対外関係〕

Vクアラルンプールのピルマ大使館に手砲弾投げこまる。ー一一このため大使館で

の警備員2人が負傷した。犯人は捜索中で，政治的背景があるかどうかは不明であ

る。

〔経済の動き〕

’6月5日現在の外貨準備はKll億1975万5846を数えた。（4月17.日現在KlO億
5258万9203）また6月5日現在の全国における総通貨流通額はKl2億6908万9591で

ある。 (5月15日現在K23億2417万5267)

6月 JO日

〔政治の動き〕

’5月中に56人の反乱軍が投降一一5月中にピルマ全土を通じて， 56人の反乱
軍が政府軍に投降した。この56人はKachin20名，赤旗共産党12名， ピノレマ共産党
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11名， KND0s10名， Shan2名‘ Ara kan赤旗共産党1名。なお1月31日に大赦

の期限が切れてからの反乱投降者の数はこの5月が最も多く 2月には，27名。 3月，

34名。 4月， 28名であった。

〔経済政策〕

’公務員の廃貨紙幣の凶収行なわる一一国営企業従業員を含む政府公務員のすべ

ての廃貨紙幣の回収は本日行なわれ，最高額KI50まではその場で法貨に交換され

る。この交換作業は本日中に終了する予定。

〔経済の動き〕

v国有化商店を再編成一一Insein地区の固有化された130の店が，取扱い商品の

系列に従い22の店に再編成されている。この統合された商店は7月からその営業を

行なう予定である。

6月11日

〔経済の動き〕

V協同組合省の UHla Manngが明らかにしたところによれば，全国の1万3463

の村に， 1万0349の多角的農業協同組合が結成された。

この協同組合は農業融資の供与，重要商品の配給，農産物，農産品加工物の協同

販売などを行なう。

〔対外関係〕

曹革命政府は，ブルガリア人民共和国の駐ピルマ特命全権大使としてMr.日risto

Dimitrovの任命に同意した。

曹タイのBangkokWorld紙は，最近のビルマにおけるK50,KlOO紙幣の無効化

は， NorthernChiengmai州の国境貿易業者に深刻な影響を与えていると報じた。

これによると，ビルマに近接する町で国境貿易を営なんでいる商人は，ピfレマ高

額紙幣の廃止の際， 40万baht(2万米ドル）を失なった，と伝えられている。なお

これらの国境地帯では，タイ，ピノレマ両国の通貨が使用されていた。

6月12日

〔経済政策〕

’ラングーン港の荷揚げ能率改善のために，運輸，通信担当特別次官UTha 

Gyawを筆頭とする“活動調整10人委員会”が結成された。

〔経済の動き］

’Kl9万以上の農業融資が， Hlegu郡のTheinchaungToegyunggale, Kwayma 
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中ずに出された。

またAkyabで郡内の231農民にK5万6550の融資が出され， LabutlaではKl2万

が出された。

〔対外関係〕

曹革命政府は，駐ピJレマ，セイロン特命全権大使として， Mr.Vincent Charles 

Jayasuriyaの任命に同意した9

〔経済の動き〕

v最近国有化されたMaulmeinmnの57の商店， Kyaikpiの18の店は取扱い商品

別に集固化された。これにより， Maulmeingyunでは26店， Kyaikpiでは6店が開

設されることになろう。

6月 13日

〔経済政策〕

’政府， “廃貨”政策のその後の問題について声明を発表一一革命政府は，国民

に対し， “廃貨”による苦しみをしばらくの開持ちこたえるよう訴え，この問題の

解決を遅らせているのは，外国および国内資本家たちであることを説明し，かれら

は，社会主義革命，革命政権を破壊しようとしている。従って“廃貨”を促進する

ことが彼等に対する最も効果的な攻撃なのであると声明した。

この声明は，情報省により出されたもので， KlOO, K50の高額紙幣廃止は，外

国および園内資本家のみに向けられたのであり，もしこれによって正直な人民労働

者が被害をこうむるなら，これは， “敵”が人民の聞に避難しているからであり，

人民を利用しているからであると説明した。

声明はこの問題を罪のない村民や村民の財産にはずみではあるが害をおよぼさず

には， “敵”を壊滅することが不可能になっているような，村務に逃避している反

乱分子に対する軍事作戦に例えている。

しかし，声明はこの廃貨政策により正直な人々が困難な事態に直面していること

を認めるとともに，通貨交換措置の遅れは不正利得者たちの活動を押えるために政

府が慎重に行動しているためであると説明し，なおできるだけ早く労働大衆の不便

をとり除くようにしたいと述べている。

また声明は流通していたKlOO, K50紙幣12億チャットのうち， 9億7000万チャ

ットが申告されたにすぎず，残りの2億30伺万チャットは未だ行方不明であると報

告している。

曹マングレーで4月に国有化されていた77の店が以前の所有者に返還された。こ
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の77の店はほとんどが，地方繊維製品およびピル7国有の薬の原料を販売している

店である。

なお， 4月中に国有化された 955店のうち今までに 145店が固有化合解除されて

いるο

l Mandalay発： Amarepuraの手織機業主に対し， Kl00,000以上の融資が当局

により払出された。

〔労働〕

l Kalawの3,000人の労働者は，革命政府の最近の人民の福祉に対する政策すな

わち，大商店の固有化，高額紙幣の廃止，労働者の基本的権利義務を規定する労働

法，および労働者評議会設置草案等について全面的に支持するとの声明を大衆集会

で決議した。

C攻治の動き〕

V ピルマ社会主義計画党， Myitkyina支部開設C

6月 14日

〔経済政策〕

(The Guardian 6. 19) 

l Tin Pe農林相は，中央師団司令官Sein¥Vin j佳符らとともに， Sittang渓谷開

発計画の進展状況を視察した。

この計画は毎年起る Sittangj可の洪水を防ぐために国連により融資を受けている

もので，昨主Fの9月に，調査のために国連技術援助局が10万ドル（K476,000）を認

可， 6名の国連技術使節団が調査を行い，この計画により渓谷にある米作地域20万

エーカーを洪水から防くことができると報告している。

v西北軍司令部司令官LunTin大佐は， Nyeinchanthazanの綿栽培国および協

同組合店を視察した。

Tマンダレーの国有化されていた93店（ほとんcが繊維店，写真店〉が国有化を

解除された。

〔経済の動き〕

l LashioでK14,675の農業融資が行なわれた。 これはPSC,SAC，農業銀行代

表からなる融資チームにより，直接各農民の家に配分された。

f政治の野Jき〕

l Kayah, Danu, Shan族の3,000名の農民および労働者はAungbanで大衆集会

を開き，最近の革命政府の人民の福祉のための諸政策（労働者の基本的権利義務を

( 90）一 -178 



規定する法，高額祇幣の廃止等）を熱狂的に支持した0

6月 15日

〔経済の動き〕

ピノレマ

V 固有化商店の経営順調に進む一一一ラングーン地域における1938の国有化された

大商店および販売店の日常取引きは順調に運営されておりラこれらの店の毎日の売

上げは，日によりラ K75万から Kl50万に達している。 6月の売上げは月初来12日

間でKl225万となっており，月間の売上げは5月中のそれを上回ることは間違いな

い。なお全国で今までに固有化された店は総計9721店に達しており，地域別では，

North-Western Command area－一九550

South-Western Command area一一2,355

South-Eastern Command area一一－1,086

Eastern Command area－一－1,504

Central Command area－←－1,246 

となっているつ

また全体のうち4552の商店が銀行に口座を設け， 6885の商店の資産評価が終了し

ニト，
J、－o

V ラングーンでヲ 50の人民薬品店がまもなく閉店することになった。

T Tin Pe農林相は， U Khin Maung農業次官らとともにHanthawaddy地区に

おける農業開発計画の進展状況を視察した。

T Upper Chindwin Districtの1421エーカーの土地が，米作地として耕作された。

これで本年はこの地区では，昨年の合計13万1732エーカーを上回る13万3153エーカ

ーが米作地として耕作されることになった。またKalengo郡では昨年の4万6823エ

ーカーを77エーカー上まわる 4万6900エーカーが耕作されている。

T Kayah 11111で農業融資行わる－ 6月6日から 10日までに， Loikaw農業銀行か

らKlOラ150, Lawpita農業銀行からK3,675, Chikhe農業銀行から Kl5,565の農業

融資がKayah州で発行された。

〔対外関係〕

V ソヴェト駐在ピルマ犬使， U Ba Sawは，革命政府により，チェコ大使にも任

命された。

る月 16日

〔対外関係〕

V政府は，マレーシア連邦駐在大使に MahaThray Sithu U Pe Kinを任命し
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たと外務省が発表。

なおU Pe Kin大使はこれまでモスクワ駐在大使であった。

, Washington発. U On Sein駐米大使はパンディ極東担当国務次官補を訪問デ

25分間会談した。

U On Sein大使とパンデイ次官補との会見はこれが最初である。

同大使はピノレ？とアメリカとの聞には“何も論争となるような問題はない”と諾

った。

〔経済の動き1
V国営木材公社（STB）は，チーク材120万ト＞ (235千本〕伐採7均年計画の第2

年度に入ろうとしている。

7ヵ年計画による伐採計画は次のとおり c

1963-64年 139,450トン

1964～65年 156,300トン

1965～66年 158,600トン

1966～67年 164,500トン

1967～68年 170,100トン

1968～69年 177,400トン

1969～70年 174,900トン

V各地区の報告によれば過去2週間にほぼ3000万チャットの農業融資がp 各地の

治安行政委員会および農業銀行から出された。

〔経済政策〕

V西北部軍司令部下の全治安行政委員会は， 西北部師団司令官LunTin大佐の

出席のもとに， 2日間の会合を開催した。会合では，最近の革命政府による，国有

化，高額紙幣廃止，農業および協同組合計画等の諸政策について討議を千h、特に国
有化問題につき，国有化店の統合による同一商品の販売，商品交換，配分，売買，

価格統制等について討論した。

〔教育政策〕

甲革命政府は，さきに革命評議会により定められた新しい高等教育法に基づき，

大学に関する中央評議会および大学教育委員評議会のメンパーを任命したコ

6月 17日

〔対外関係〕

V ピJI.,マ，韓国貿易協定調印 ビルマと韓国の一般貿易協定が．本日貿易次官
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San Win中佐と，韓国総領事朴俊夏との聞で調印された。

この貿易協定の仮調印は，去る 1月17日に，商工相補佐官李哲承と貿易次官U

Sein Kyiとの聞で行なわれていたもので，正式協定には，韓国， 30項目， ビルマ

10項目からなる2国間の輸出商品が記載されており，韓関の輸出荷品は，魚，魚製

品，縫製機械，ラジオ，タイヤ等で，ピルマは，米，生ゴム，錫，材木等である。

取引きは， ドJレ，ないしはポンドで行うことになろうc

なお現在，ピルマと韓国との貿易量は，およそ1億ドルであり，昨年は，韓国の

ピルマ商品輸入の方が多かった。

〔経済の動き〕

V ピルマ国鉄は最近，人民販売公社（PSC）用の商品輸送を促進するために従来よ

り多くの貨物列車を運行させている。

曹本日入った報告によると 6月1日から15日までの15日間に， Myaungmga郡の

53村落の農民に対し， Kl,638,850以上の農業融資が払出された。

, Maulmeingyun SACは同郡の39村落に6月1日から10日までの間に Kl,250,

000以上の融資を行なった。

, Min Thein大佐ら一行はTenasserim地区における落花生耕作地を8,500エー

カーから20,000エーカーに拡張するために当地を訪れ，当地関係者と打合せを行な

った。

6月 18日

〔経済政策〕

’社会主義経済体制建設委員会（SESEC）はまもなく， すべての郡に 6人のメン

ノミーからなる郡委員会を設け，固有イじされた商店の監督，資産評価，補償額の算定

などを行なうことになった。

この委員会はまた固有化商店の日常の営業を監脅し，またそれぞれの郡における

商品の配給，輸送に責任をもっ。さらに農業，畜産，林業，鉱工業，道路，建設な

どの問題をも取扱かう。

，ラングーンにおける基本的消費財（野菜，いも類， Chilliesなど）の西日給は22日

より新しい制度で行なわれることが，人民商品交換センターにより決定された。

これによれば人民販売公社（PSC）の各 SAC地区における卸売店が，その地区の

消費者および小売店の数を考慮して商品注文書を人民商品交換センターに送孔商

品の供給をうける。各私営登録小売店はその地区のPSC卸売店からしか商品を買

いつけることができない。なおこれについて地区SACは小売商の登録をもう一度
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行なうことになる。

人民商品交換センタ｝はこの他，地方からの注文も受付けることとなろう。

Vペグ一地区落花生耕作地拡張ゼミナールで，農業局長MinThein大伎は，現

地農業担当官に対し， 「農民と行動を共にし，農民と共に農地におもむき，労働す

るようJf足した。

ゼミナーノレでは落花生生産増加のための具体策が討議された。

〔経済の動き〕

, Thayet地方で過去1週間に10万チャット以上の農業融資が行なわれた。

また同地方では農業統計調査の研修講座や政府担当者による開発計画の調査など

が盛んに行なわれてU、る。

〔労働〕

V労働省は労働争議解決のために19の一般調停労働委員会と 2つの特別調停労働

委員会を結成した。

前者の委員会は全員労働者からなり，後者の委員会は労働省職員が議長となる0

6月 19日

〔経済の動き〕

V人民販売公社（PSC）は本日ラングーンで， 22のPSC卸売店を通じて， 1000袋

の米， 120缶のココナット油を配給する。

, Nyaunglebinからの報告によるど Nyaunglebinの30村落の農民に対L,5月28

日から 6月19日までの3週間に， Kl50万以上の農業融資が出された。またPSCに

よる農機具販売も同時に行なわれた。

〔政治の動き〕

, Sein Win ；佳将演説一一革命評議会員SeinWin准将（中央司令部司令官〕は，

Mingaladonで開かれた 600人の地区司令官の会合に出席し， “途中で遭遇するい

かなる困難をもョわれわれは，ビノレマ社会主義への道，および社会悪から人民を解

放する社会主義計画目標達成への断固たる行進のために，解決していかねばならな

い”と演説した。

そして，社会主義経済体制確立のための相互不可分の六つの原則を強調し，次の

ような主旨の演説を行なった。

(1) 社会主義社会建設の主要な原理は，労働者人民を食料，衣料，住民の心自己

から解放することである。従って，すべての労働者人民に消費財が行きわたって

いるかどうかを注視する必要がある。
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(2) 労働者の生活費を漸次引下げるよう計らねばならない。また，可能な限り，

全国都々浦々に商品の分配をしなければならない。さらに，商品分配においては

社会主義経済制度の原則に矛盾しないよう制度を改革する必要がある。

(3) 人民の要求に合致すべく，ピノレマ全土にわたる商品の不断の流通を確保す

るための政府の計画をと破壊するような不徳なる反社会主義分子の動きを挙げ，商

品の人為的な欠乏は，資本家によりもたらされたものであると力説。

μ） 未来においてより多くの権利を享受出来得るものは，もはや特権階級にあ

らずして，人民労働者が平等に享受すべきものである。

また SeinWin は，出席した国防関係者に対し， “以上の事を理解し，人民労働

者に説明するために政府の狙い，および目的を正しく理解する必要があると促した。

その他， PSC店，商店固有化，高額紙幣の廃止，等に関する問題について演説した。

〔対外関係〕

曹革命政府は，ルーマニア大使として，現ソビエト大使U Ba Sawを兼任大使

に任命したと発表した。なお， U Ba Sawは， 6月15日にチェコスロパキア大使に

も任命されている0

6月20日

〔政治の動き〕

v北西軍司令部司令官LunTin大佐は， Monywaで「革命政府の行なうている

国有化は，他の社会主義国と同じものではない。これは，純粋に，ピル？の道であ

り，ビルマの方法なのである」と諮った。これは，当地で，製油所，製毛布所の所

有者および固有化店，国有化担当政府職員等とピルマ社会主義の道，および社会主

義経済制度について討議した際に語ったもので， その他，次の様な言明をした。

「革命評議会の社会主義経済制度は，労働者人民を利するため以外の何ものでもな

い。また民間部門を奨励することはしない。」

〔労働〕

Vラングーン第6区の，工場および製造所の労働者は，今朝 BogyokeStreetの

中央闘立高等学校で集会を開き，“労働者の基本的権利義務を規定する労働法”，“高

額紙幣の廃止”等の政府諸政策を熱狂的に支持する声明を行なった。

f経済の動き〕

v本日入った報告によると， 6月12～17日の6日聞に， Mayu地区の75村落の農

民に対し， K120万の農業融資が払出された。

〔対外関係〕
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V最近任命されたインドネシア，カンボジア，ポーランド，インド，およびマレ

ーシアの各駐ピルマ大使が，別々に，外務省に TinPe准将，その他の革命評議会

員を訪ねた。

6月21日

〔経済の動き〕

' 4月における輸出入伸びる一一一3月の輸入63万0741トン，輸出69万3519トンに

比ベラ 4月は，輸入76万2187トン，輸出回万7780トンと共に大幅に伸びた。

この内訳は，

輸入 i輸出
石炭およびコークス…114,047トン ¥ 米および関連産物…34,039トン

POL・・・・・・・・・ ーー… 60,000トン i 鉱産品……一一・17,378トン

塩・・・．，．．．．．．．．．・ー・・目．．．．，・ 35,000 トン 材 木……・…75,968トン

一般商品ー……・・・536,322トン : その他……・ 234フ209トン

なお4月中に，ラングーン港に入った外航船舶総計83のうち，西欧から18隻，ア

メリ力、豪州から各1隻，インドおよひ’パキスタンからは隻ぞの他アジア地域から

35隻， ビソレマ園内から17隻であった。

ヲングーン港より出た船舶86隻のうち西欧に向かったもの14隻，アメリカヘ3隻，

インゾ・パキスタンへ21隻，豪州へ1隻，他のアジア地域へ33隻，ビソレマ国内へ14

隻であuた。

' 4月中に，全国を通じて労働者人民が郵便貯蓄銀行へ総計K886万9787を貯蓄

したコこれにより，郵便貯蓄銀行における貯蓄残高は， kl億1732万6609になゥた

と発表された。

' 6月 18日， 19f(にMyaungmya郡の村落に K21万8625の農業融資が払出さ

れた。

同時にヲ Kyonpyawとその近後農村1万8754acr剖を耕作する2344名の農民にもK

46万8850iJ＞出された。

またMaulmeingyunでも Kl50万の農業融資が46村落6千人の農民に対して問さ

れているc

, Myaungmya地区SAC議長は当地の固有化商店の商品別再統合問題について，

従来の商店所有者，雇用者，国有化作業に従事している民間奉仕員などと話し台い

を行なったが，その中で従来の雇用者逮は彼等が欲すれば固有化商店に再雇用して

もよいと述べた。また商店所有者達にも十分な調査ののち，適当な救済措置を購ず
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ると発言したc

〔政治の動き〕

ピノレマ

, Tavoyの3000名の労働者は，大衆集会を開き，人民福祉のための政府の諸政策

（国有化，廃貨等〕を全面的に支持した。

6月22日

〈対外関係〕

Vピルマ貿易使節団，アメリカに新市場を開拓－Ye Goung ARDC （農業お

よび農村開発公社〉専務取締役を団長とする5人のメンパーからなる貿易使節団

は，ニュー・ヨークのピノレマ国連代表部で，木材業者，綿業者などの多数のアメリ

カ企業家達と会談した。

Ye Goung団長は簡単な記者会見を行ない，われわれはビソレ7製品の広大な新市

場を求めてやってきたと述べ，さらに“もちろんこのことは，片道ではなく相互貿

易方式により最もよく達成されよう”と付け加えたc

同代表部には米，豆，ジュート，綿花，木材などのビソレマ産品が陳列されていたe

従来ピノレマの対米輸出はほとんど木材に限られていたが，同代表部を訪ずれたニ

ュー・ヨークの繊維業者M.Lowenstein & Sons, Inc.の副社長WalterSharoff氏

は，ピルマ綿iこ興味を示し， “われわれはかつてピルマと相当の取引を行なってい

たっこの関係を再開したい”と語った。

Ye Goung団長はさらに， “貿易使節団は両国間の貿易拡大のあらゆる可能性を

検討している。われわれは見学し，売り，買うためにここにきている刷と述べた。

この使節団の重要性は，この使節団が23日にワシントンに行き米政府当局と会談す

ることになっているにも拘わらず， ワシントンから U On Sein駐米大使がわざわ

ざエュー・ヨークにやってきていることによっても理解される。

なお使節団は17日にニュー・ヨークに到着したもので， Ye Goung団長以外の団

長はU Ko Ko Gyi (ARDC), U Aun宮Shein(ARDC), U Ba Zan (UBAMB), 

U Ko Pu （食糧問題専問家〕である。（7吋＇heGuardian 6. 25，ニュー・ヨーク6.24

-USIS) 

V ミコヤン立ち寄る一一ミコヤンソ連第一副首相は，インドネシアヘ向う途中1

時間30分ラングーン郊外ミンガラドン空港に立ち寄った。

革命政府は，ポーランド大使に， U Ba Saw現ソ連大使を任命した。

U Ba Sawは，この他，チェコおよびルーマニア大使を兼任している。
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ピルマ

v革命政！（J；工司駐ピyレ？， 寸一ストリア新大fむFranzSchlecht 

し／之。

Vノミンコック発 6月訪日， パンコソケで予定さJLてL、ふタイ二二二ビソ］.r71'_;jf，及会

談に寄せて Thanal Khomanダイ外相は、新聞記者に「｜両国間には，烹要なとl境

問題はなL、」と；己ッた。

［経済の動き

' j)'l)J日予算成立一一19fj3～64年度の迫）Jll予算は，追加予算支出会計法にj去っき，

革命会議議長の承認をえて日立立した。これによると資本および経常支出を穴め瓜ほ

ifK 1億88SU／；である。

総額のう t,, E_ 1130万8130，土， ピ＇＂ノマ本部に、 ：主たK7548万1841/円相が，人民阿

草産業管理委員会および人民石油産業に｜川Tられる。なお予算の内訳は次のこおり

であるし

ピルマ本郎防］iJ 

K33万T3'..::''i士、教育省ラ運輸通信也財政手見抜）＇ j'，下の各局lこ怪Jι支出として計
上される l K ]j志0993万4840は内務，情報，教育，農林司運輸通信，大蔵各宮下の

各局に資本支出として使用される。

産業［白lけ

人民煙草）弘、業資Jq'委員会にれ市文け！としてK4:3:.:::2 !; '..::000，人民七辿蛍主iミ資本ξ

出としてK：，ゴ2!'i万，1840コ

その他の項目ではう公債の元干I］支払のためにK3万円750‘寄付会KJ66万ーがh叫が

あるJ

, KIO万の農業融資がKyankpynJ也区Myel川 nm；の農民に出された3

V落花生裁jg:,rJ(jc付地を調査するための五つのい三人委員会”はそれぞれ現地に

到着し司作業を開始しだっ第1段階として；立法花生裁陪による食用油の同給待保を

行なうことを目的としている。

V中央軍T司令部司令官SeinWin准将ら， ド叩u,Toungoo則正の成業情況を悦

ぜ壬＿，、1

, NamtiおよびS札hmawの各精糠工場経常委員会は台！日j討議を行ない，ノ片山月

から操業を行なうための1抗策を検討しfニコ

：政治の動きJ

V社会主義口hnl党？νfoulmein支部！羽設。

, Shan 地方の言語ラ文学：，およびShan放の伝統， Xi七，芸術の復興を“に＿10--7
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社会主義の道”に一致させながら行なうために， Shan州評議会（SSAC）は， この

作業を担当すべく最近勺2人委員会”を設置した。

6月23日

〔攻治の動き〕

, Wakemaの労働者，革命政府を支持一－Wakemaで1500名の労働者が，最近

の革命評議会の政策を支持し，席上， U Myaは「革命政府は， “口だけの政府”

ではなく，農民と労働者の福祉のための“行動する政府”である」と語った。その

後，集会は“NeWinのメーデー演説” “労働法” “労働者評議会設立草案” “l発

貨法”等を支持した。

, Maubin地区で起った土地紛争を審議するために，史と初めて，全員村落土地

委員会のメンバーからなる人民裁判所が結成された。

〔対外関係〕

, U Thi Han外相は， 29日に予定されているピル"7＝タイ高級会談の代表とし

て28日，パンコックに出発する予定。

この2日間の会談は，国境地域住民の福祉と国境地域の治安に関する問題を取り

上げるもようである。

〔経済の動き〕

, Kalemy日発6月20日， 1000エーカーのジャングル開墾地を含む2000エーカーの

土地を港紙しうる4マイルに及ぶ運河が， このほど Setkantの104名の農民からな

る志願労働者によって完成された。

この建設は， 1962年9月に着手され，完成までに地域開発基金からのKIOOOを含

め，合計K25方4840の費用を要した。 K25万3840は，村民の自発的労働に相当する

ものである。

, Akyab郡に農業融資←一一Akyab郡治安， 行政委員会は， 6月21日に，都内で

KS万8425の農業融資を出すよう農業銀行に手配したと本日発表された。

6月24日

〔経済の動き〕

V ラングーン港の荷役作業能率化さるo一一ラングーン港における積荷および荷

おろし作業は従来3日間を要したものが， 1日で終了するまでに，能率が改善され

た。即ち 1f=fの作業量は3500トンから， 5000トンに上昇したQ

これは，最近組織された作業進行調整委員会が，荷役作業能率向上のために強力
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に働いたことによる。倉鷹に積まれてあった4万8000トンの商品が， 24時間作業に

より片付けられた。残りの在直は，まもなく一掃されよう。

, Toungooに農業融資一－－Toungoo郡の31村落に，合計K75万6600の農業融資

が出された。

, Paukkaungに農業融資 Paukkaung郡の村落の農民に対L, K50万3000の

農業融資が出された。

〔政治の動き〕

v駐日ビjレマ大使館付陸軍武官，’runsein大佐は， 胃かいようのため東京で死

去， 43歳。

φ月25日

〔対外関係〕

Vキューパ貿易相代理来訪ーーキューパの外国貿易相代理 HectornLompart氏

が，ピfレマ政府との貿易会談のために Mingaladon空港に到着した3

〔経済政策1

’工業開発公社（IDC）は6Jl23日より次の各地区において砂糖および糖みつ用の

砂糖きびの販売をmeおよびその代理機関にのみ制限することを決定した。適用
さtもる:rfu区は Kyaukse,Yamethin, Toungoo, Pegu, Thaton, Pa-aロ， Taunggyi,

.Lashio, Myitkyinaである。

なお自家消費用のものは除かれる。

しかし Zeyawaddy,Pyinmana, Namti, Sahmawの国営精糖工場は生産省から相

接購入する。

また各地灰の多角的農業協同組合は糖みつ用の砂糖きびを各地区で購入すること

を認められる。

る月 26日

〔対外関係〕

’キューパ外国貿易相代理， HectornLompart氏はUBAMBで両国間の貿易拡

大につき SanWin貿易次官と会談した。

る月 27日

〔対外関係〕

Vキューパ貿易使節， San Win貿易次官等関係者ど第2凶目の貿易会談を行な

フ。
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ピノレマ

曹ピ1レマ産品の新市場開拓と，必要物資の輸入のために，今週マレーシア‘セイ

ロンに貿易使節が送られることになった。

曹ニュー・ヨークで開かれた，世界貿易博覧会のピルマ代表団（団長ピルマ鉄道

局局長， ThanNyun 

〔教育〕

V私立学校教員，集会を開く。一一席上， St.Michael’s High School教員UTin 

比 「今，政府により導入されでいる，科学に重点をおく社会主義的価値観に基づ

いた教育改革は，学生生活を保証することはもちろん “労働を尊厳する‘’高い思

想、を吹きこまれた新しい世代の学生を作り出すことになろう」と言明した。

なお集会比 “Ne WinのWorkersDay Speech，労働者・評議会の設置草案，労

働法，高額紙幣の廃止”等を満場一致で支持した。

6月28日

〔対外関係〕

V米国，ピルマ政府に AID援助一ー最近米国政府とピ／レマ政府との間で調印され

た協定によれば，米国はピ／レマ政府に国際開発局（AID）を通じて54万ドル（257万

0400チャット） PL480から 845万チャットの贈与を行なう。

この資金はラングーン大学文芸学部の図書館，学生ホ－Jレ，教室など65の建物を
建設するために使用されるほか，これに必要となる建設資材を作り出す生コンクリ

ート工場の新設にあてられる。

なおアメリカ政府は第1次ネ・ウィン政権時代からラングーン大学建設への援助

を行なっており， この他tニも現在AID協定により国営のレンガ・タイル工場の建

設が行なわれている。

曹タイz ピルマ高級委員会出席のため UThi Han外相Bangkokに出発一一一出

発に際し，外相は「ピルマ，タイ両国間には重要な問題はない，本日行なわれる予

定の委員会は，常例の委員会でしかない」と語った。

〔経済の動き〕

, Tin Pe農林相 Pegu地区を視察。

’6月1日よ lJ6月25日までに， Wakema郡の1万4000名の農民に対し， K3仰
万の農業融資が払出された。

曹先週中に， Aunglan郡の村民に対してThayetの農業銀行支配人UThein 

Aungおよび係官がKlS万1280の農業融資を払出した。
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6月30日

〔対外関係〕

’ビノレマ＝ソ連貿易延長協定調印一一現行のビノレマ＝ソ連貿易協定を1年延長し

て1965年12月31日にまでとする協定が調印された。ピ、／レマ＝ソ連貿易協定は， 1955

年7月1日に， 5年間の期限付で調印されたもので以来協定は毎年延長されてきた。

V ピノレマ政府の長繊維綿計画をアドヴアイスするために，アラブ連合から 2名の

専門家が到着。

' 3人のメンパ｝からなる貿易使節団，ピルマ産品の新市場開拓と，必要物資の

買付のために，マレーシアに向け出発。

使節団のメンバーは，

U Kyi Sein貿易振興省OSD

Bohmu Sein Tin人民販売公社OSD

U San Shein輸出入公社監督官

かれらはこの後，セイロンも訪問する予定である。

〔経済の動き〕

, Lun Tin大位，適切な商品配分の必要性を強調一一革命評議会員， LunTin西

北部司令官は， Mandalayで流通担当軍人を前に革命政府の社会主義経済政策を詳ー

細に説明し，その政策を執行する軍人の聞の効果的な協力と協調の重要性を力説し

た。

さらに，各地域において，余剰のあるいは供給不足の商品に注意しまた物資を国

民に行き着くまでに系統的に配分する必要があること，又政府の経済政策に商品

分配が一致しているかどうかを監視することなどを強調した。

そして「もしも，われわれが，その制度をマスターする事が出来たら，われわれ

は，社会主義経済建設に成功することができると言明した。」
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7月の動向

一一一中ソの立場ー←ー

6月の対米接近ともいえるピルマ外交展開の後をうけた， 7月2日のミコヤン・ソ

連副首相訪問， 10日の周恩来中国首相の来訪は，今後のビルマの方向および中ソ両国

のビJレマに対する見方を占う上で重要な意味をもっている。

現在ピ／レマの経済建設の方向は強烈なナショナリズムを背景として，流通部門の国

家統制，鉱業，林業などの国有化，工業における国家支配の強化などという形態で表

われ，また農業部門においては機械化，協同組合化による近代的農業の建設を目指し

ている。 もしこの過程がこのまま平和的に社会主義国建設に結びついていくならば，

これは極めて大きな影響を国際社会におよぼすことになろう。すなわち平和的な社会

主義建設が実証されるのであるから。

この意味でソ連が現在のネ・ウィン政権を強力に支持し， その政権に大いなる賛辞

を量しているのは十分理解される。

ソ連にとっては，経済のピルマ化，国家の手による工業建設などは十分進歩的なも

のとして評価されるであろうし，また農業における機械化， 協同組合化を中心とする

近代的農業建設方式もソピェトの経験などからみても十分支持しうるものであろう。

事実ソビ、エトならびに東欧諸国は， ピノレマの国有化方式が実行に移された一昨年末

以来， その対ビ〉レマ援助を強化し，特にトラクターなど農業機械を中心にビルマ援助

を積極化しているο

このようにソ連は低開発諸一国の社会主義化のひとつのモデルケースとしてどノレマを

育て上げていきたいのであろう。

一方中国にとってみれば、 ビルマにおける事態をソ連ほど大胆に楽観祝するわけに

はいかない。

確かにネ・ウィン政権の流通部門国有化を通ずる経済のピルマ化の進展はそれ自体

卒直に評価されるものであろう。 しかし，工業における国有化の遅滞，農業における

機械化， 協同組合中心主義が在来の農村の階級構造の変革に結びついていないのでは

ないかという危慢は， 政府の意図とは別に早急なネ・ヴィン政権への全面的支持を差

控えさせている。また労働者や農民遼が政府の政策立案の過程に十分な発言の場を与

えられていないこと， また政府の施策自体が数々の経済的混乱を生み出していること
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もこの態度をとらせる原因でもあろう。

昨年11月の白旗共産党と政府との和平交渉の決裂はこういった中国の見解の反政と

もみられないことはなかった。勿論この事はその後の中国・ピルマ関係の冷却に導い

た。しかし今年2月の周恩来訪問は， 中国政府がピルマ政府の民族主義的経済政策を

十分評価していることを認め，両国の関係を改苦＝しようとしたものであった。 とはい

え，これは決して中国がネ・ウィン政権を全市的に支持したということではなかっ

た。中国にとっては上述の危倶は依然として存在する。しかしピノレマにはネ・ウィン

に代るべき左翼勢力の力は未だ小さい。たとえ共産政権の樹立を希望するとしてもそ

れまでは時期をまたねばならない。その問はネ・ウィン政権の右傾化を警戒しながら

もそれを支持せねばならない。

今回の訪問は， このような観点カミらみれば，ネ・ヴィン政権の6月の対米接近が単

に貿易だけでなく国内政策の資本主義化に導かないようにと，一本釘をさしたもので

あろう。今回の訪問において中悶狽Jjはその工業を中心とするピルマ援助をより積極化

させることを約束している。これはソ連の農業援助中心と対照的である。しかしピル

マ共産党その他の反乱勢力が農村地帯に基盤を求めていることを考慮すれば，共産主

義者達が農村における矛盾の深化をその唯ーのよりどころと考えていることは明らか

であり， この意味で政府の現在の農業政策の評価をめぐって中ソ両国に正反対の見方

があることが知られる。

政府が過去の議会政治家遠のように工業に過度の重点、をおいたり， また農業改革が

単なる機械化や形式的な協同組合の設置のみにおわったりすれば， その問に農村地帯

に強固な左翼の地盤が形成されるということも十分考えられる。

以上の如く中ソの立場はピルマの根本的な情勢分析からして異なっているようであ

る。

さで7月半ば頃以降の情況をみれば，一方においてカレン，シャンなどの反乱活動

が激化するとともに，他方白旗赤旗両共産党の提携が伝えられている。

我々はこれが周恩来訪問以降の左翼のネ・ウィン政権評価の変化の結果であるか否

かは知らない。

しかし，とにかく 3 今後のピノレマの動向は中ソ両国の見方や，英印系追放の後を狙

うアメリカの動きなども絡ませて，従来以上にジグザグの動きをみせるのではないだ

ろうか。
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1964年 7月1日

〔経済政策〕

, Pyinmana郡に農業融資一一先週中に， KarenHills地区を含む， Pyinmana郡

の村落の農民に対しほぼ， Kl20万の農業融資が払出された。また，融資支払チー

ムに同行したPSC担当官は，消費物資や農機具の販売を行なった。なお残りの村

落については，今週中に，融資が完了する予定である。

7月2日

〔対外関係〕

Vミコヤンソ連第1副首相2日間の訪問予定でラングーンに到着一一革命評議会

の招きにより，ジャカルタから， ミコヤン第l副首相が， 2日間のピノレマ訪問のた

めに，午後ミンガラドン空港に到着した。 U Thi Han外相， HlaHan教育相等が

空港に出迎えた。

Vタイ＝ピIレマ高級委員会に出席したU Thi Han外相と代表団は，本日 Bang-

kokを発ち，帰国の途についた。外相は空港で記者団の質問に対し，ビノレマ水域に

おけるタイ漁民の漁獲について次のように述べた。 「われわれは，われわれ自身の

漁業があるし，それを拡大している。したがってピルマ水域でタイ漁船の漁獲を許

すことは不可能である。このわれわれの立場は理解され，認められたのであり，両

国は，この問題については意見の一致をみた」また，今回の会合で，森林検問所の

設置，文化交流について協定を結んだことを明らかにした。なお代表団の言明によ

ると，設置される森林検問所の数は一般国境委員会および地域委員会により決定さ

れることになろう。そして，これらの検問所は，国境を越えての，家音，木材の密

輸，および不法密入国を主に検問する。

Vピノレマ，マレーシア開の貿易促進のための3人のピルマ貿易使節は， 1日シン

ガポール政府貿易担当官およびその地方の貿易業者と会談した。

U Kyi Sein使節団長は，記者団に， 「われわれは，売買のために来たのであれ

2国聞の貿易拡大のあらゆる可能性を調査する予定である。またピルマ，マレーシ

ア間の貿易は最近の2年聞に漸次増大してきている。なお，ビγレマは，豆類，鉱産

物，農業製品を，輸出したい，マレーシアからは，ココナツ油，繊維，産業用コプ

A
4
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ラを輸入するつもりである！と語った。 （シンガポーノレ発：ロイター〕

〔政治の動き〕

曹知名の反乱者投降 Bo Byanのグループに属する Padaung族の20名の反乱

者が， 1日， Loikawt Mongpaiで政府軍に投降したと伝えられる。 これらの反

乱者は， 5丁の英国製， 6丁の米国製， 2丁の日本製ライブノレ銃と， 1了の手製銃

をもっていた。なお， Pekinで6月15日から20日まで， 6日間続いた政府軍との前

哨戦で， BoByanに率いられている約300名の反乱軍のうち71人が戦死し， 33人が

負傷したと伝えられている。

〔労働〕

’銀行労働者， NeWin演説を支持一一ラングーンにある22の人民銀行の労働者

800名比“NeWin演説” 代新労働法” 代人民評議会設置草案”を，それぞれ熱狂

的に支持するとの声明を行なった。

〔経済の動き〕

, Shweboに農業融資一一農業融資支払チームは， Shwebo地区の9郡の農民に，

K173万2275の農業融資を実施した。チームに同行した PSC担当官は，これら農民

に対し，；蔑機具，消費財，その他必需品の販売を行なった。

((The Guardian 7月5日〕

7月3臼

〔対外関係〕

V ミコヤン第l副首相， NeWin議長と会談一一ミコヤンソ連第l副首相は，今

朝革命評議会議長 NeWinに招待され会談した。 ビ、Jレマ側出席者は， Ne Win議

長， SanYu准将（草命評議会員〕 HlaHan大佐， UThi Han外相c

会談の後， 昼食会が行なわれた。午後ミコヤン副首相らは InyaLahe Hotelと

ラングーン技術専門学校を視察した。

曹ピノレマ農産物輸出促進のため，去る 6月22日，ニュー・ヨークのピルマ国連代

表部で昼夜2度にわたってレセプションが開かれ， 800人以上の人々が出席した。

このレセプションは YeGou時派米貿易使節団団長， ニュー・ヨーク世界博ビ

ルマ代表団，ピルマ国連代表部などにより準備されたものであり，非常な成功であ

った。

まず昼のレセプションではニュー・ヨークの実業家達，外交代表など200人以上

が出席訪問者逮は展示されたピルマ農産品に大いなる関心を示した。

夕食会にはウ・タント国連事務総長をはじめ600人以上が出席， どソレ？の食事，
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飲物，音楽などの接持をうけた。

このレセプションで多くの商談がさなれたといわれ，またニュー・ヨークにビノレ

マ産品陳列もかねたピソレマ料理二店を開くとの話もあった。

( The Guardian 7月4日）

〔経済の動き〕

V繊維製造工場建設のために調査一一一中国人専門家と，工業開発公社（IDC）担当

官は本日， K4億の中国借款に基づく，紡績および織機工場の建設に関する10日間

の調査旅行のために Meiktilaに向け出発した。

Meiktila近くの Okkyin村に新工場（40,000錘の紡機， 600織布機〕が建設され

る計画である。

, Nyaunglebinに農業融資一一東Naunglebin郡の農民に対し，農業融資支払チー

ムが，合計K202万7025の農業融資を払出した。 この融資は， 5月27日から 6月初

日までの間に，農民の各家庭に直接支払われたものである。

なお，チームのリーダーは，同時に，村氏に対し，政府の計画および政策，土地

開墾の必要性，政府による国有化政策， i高額紙幣廃止の必要性， SESECs（社会主

義経済制度確立委員会）の義務と責任なt＇について説明した。

〔政治の動き〕

, Al王yab発6月30日：社会主義計画党（BSPP)DSC副議長 SawPru空軍中佐

は第14郡社会主義経済制度建設委員会（SESEC）の席一七社会主義計画党の政策お

よび計画，ならびに，不当利得者の追放や労働者人民の生活必需品の値下げのため

の郡 SESECの義務と責任について説明したO

なお言明の要旨は次のとおり。

(1) 1962年3月2日の革命評議会設立当時を思い起し，労働者人民を社会悪か

ら解放しなければならない。

(2) 革命評議会はピルマ社会主義の道に即した政策および計画を発表し，新し

いピルマ社会主義の理念を追求している。

(3) 革命政府は，人間による人間の搾取を取除くために，銀行，輸出入業，商

品分配の固有化を完成した。また政府は，反社会的な利潤追求者とやみ商人を追

放すべく，全国の大商店，倉庫，仲買店，その他大貿易企業等を接収した。

(4) 革命政府はKlOO, K50紙幣の廃貨によりピノレマ社会主義の道を逸脱する

者・に対して再度攻撃した。

(.5) 革命評議会は，社会主義革命に着手し，種族，宗教の別を問わずすべての
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労働者人民をあらゆる社会悪から解放すべく，ピノレマ社会主義の道の目標に向っ

て不断の前進をしている。

なお，その後， SawPru中佐は，資本主義経済と，社会主義経済の相違につ

いて説明した。 (The Guardian 7月3日）

7月4日

〔対外関係〕

V ミコヤン2日間の訪問を終える一一ミコヤン・ソ連第1副首相は，今朝，草命

評議会員 HlaHan大佐， U Thi Han外相， U Ba Saw駐ソ大使， U Soe Tiロ外

務次官等に見送られて次の訪問国，アフガニスタンに向った。

l New Delhi発一一インド外務省スポークスマンの言明によると， インド国境

に住む，およそ200名のピノレマ人が， この2週間に， 東北国境局管轄の Tirap国境

（インド｛Jl!J)へ越境したといわれる。インド政府ではこれを：当地域における種族問

の抗争のためにインドへ避難してきたものと見ている。これらピルマ人はインド地

方当局により保護されている。なお，ニューデリー駐在のピルマ大使館員は，すで

にAssamに向った。

〔政治の動き〕

’中央司令部司令官 SeinWin准将は， Mingaladonで聞かれた治安行政委員

会（SAC）の第141司訓練コース卒業式で次の様な演説を行なった。

(1) 社会主義の目標に向い前進している現在，われわれはまず初めにあらゆる

誤った見解，利己的な日和見主義者を除去していくことを避けてはならない。

(2）社会主義経済の建設中においては，すべてのものは，もてる能力と肉体的，

文化的価値に応じて働かねばならないし，またその労働の量と質に応じて分配さ

れなければならない。

(3) 過去において，資本家が労働者人民を搾取していたために，種々の社会悪

が存在していた。しかし，革命評議会は，人間の人間による搾取という悪弊を一

掃すべく社会主義の敵を攻撃してきた。またその攻撃は，郡SACにより果され

なければならない。

(4) われわれは，労働の尊厳を評価するよう人民を教育する必要がある。

(5) 国内生産力は，すべての人民が，経済的安定と，平和および繁栄を享受出

来るような新しい社会に変えるべき社会主義経済の建設のために発展させる必要

がある。

(5) 社会主義計画を成功させるために，労働者人民に正しい指導をしていかね

一（108）一 -144ー



ヒ ノレマ

ばならない。

〔経済の動き〕

, Mogweの第21連隊司令官SawOn中佐は，精糖工場建設地調査のため，Minbu

区を訪れた。

7月5日

〔経済の動き〕

V ピノレマ農産物販売庁は， 1963年10月1日から1964年6Jj30日までの9月間に，

ほぼ120万トンの米および米生産物を輪出した。なお， 6月分の輸出は， 12万5938

トンであった。

〔経済の動き〕

v道路運輸局は日本製の日野パスの運行量の増大に備えて， 9月中に2つの近代

的な自動車修理ラ部品製造工場を建築する予定であり， 日野自動車会社の協力をえ

て工事が進められている。

f政治の動き〕

, Min Thein大佐，農業局職員に社会主義について演説一一農業局局長MinThe-

in大佐は， 4日，要旨次の様な演説を行なった。

(1) 局員は社会主義の目標への前進のために，労働者人民と一致協力すること。

(2) 局員，部落および村落開発指導者，町村および郡の農業担当官らは社会主

義経済の要たる農業の発展に全力を捧げ，労働者農民と一致協力して働くこと。

(3) 労働者人民を社会悪から解放すべく，社会主義経済の建設の成功少ならび

に，農民労働者の福祉のために，日夜，誠心誠意奮励努力しなければならない。

(4) 農業生産の停滞，生活必需品の不足を解消するため，労働者農民を全面的

に援護すること。

(5) 労働者と農民が締携して，社会主義革命のために前進するよう p また労働

者農民の諸問題を解決することを助けなければならない。

(6) 労働者農民と共に耕作し，労働者，農民の生活向上のために，文献学習，

調査活動を，共にすること0

7月6日

〔経済政策〕

, Akyab発： Akyal】地区 Myahaung郡の農業融資支払チームは， 郡内の392農

民に対し合計， K117,600の農業融資を払出した。 ( The Gurardian 7月8日）

問、υ
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〔対外関係7

Vモスクワ発：ミコヤン；:f,1扇I]首相は、モスクワ空港で、記者会見をし、 ｜イン

ドネシア，インド，ビソレマの旅行は，有ii，意義であった。われわれは‘何処でも大変

歓迎された」 「ヅ連とピルマとの友好関係の強化は‘われわれにと〉て喜ばしいこ

とであるJ，と諮ったの -NAB/TASS (7月8日 TheGuardian) 

7月8日

（対外関係J

V駐ピノレマ新ノルウェ一大使HaakanN口rd氏、 革命評議会議長 NeWinに信

任状を提出ο

, ILO年次総会ヒツレマ代表団団長 TunTin労働次官，労働総J,';j長」行5名は司

総会のf主、西独， イギリスたどを3週間に波りそれぞれ訪問する予むである。

〔経済の動き〕

' 7月3日現在の外貨準備は， ｛＇，百九 KU億900:l万0075に達っし，三のうちピノレ

マ連邦銀行の保有額ほ， k8 億四日万1716（うち1億（9900万の金保有［を含む〕とな

ったと発表されたc なお同日現在の総通貨流通量はKl4億1430万8150となってい

信〉。

7月9日

〔政治の動き〕

V治安行政委員会（SAC）はここ数日来， 芥地方で地方の政府職員司 労働者連と

話しあいを行ない，開発計画を視察し，また廃貨紙幣の阿収などの活動を行なって

U、る。

Shwebo地方の Ye-1!では91=1500人の労働者が集められ政府の諸政策の説明が

行なわれたο

KengtungでJ土6日，東シャンリ＋ISAC議長は政府職員との討論会で社会主義建

設のためにより一層働らくよう主張した。

Thayet郡では SACは開発計両を視察したり， 多角的農協の重要性などについ

て強調してまわりている。

〔経済政策7

V協同組合省のUHla Maun日は地方 SACメンパーに対する協同組合研修コー

ス修了式で演説，次のように述べた。

ある種の企業をまだ固有化することができないかぎり、それらの企業は当分の
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間協同組合的に運営されるべきで、あろう。しかしもちろん最終目標は全ての生産

手段，配給，運輸，通信，貿易などの国有化であるO

わが国には13,463の村落があり，すべての村に多角的協同組合が設立される。

この農協は農業融資，重要商品の配給，農産物の協同的販売，原料の加工などの

ほか，燃料用木材の伐採や炭の生産，道路建設，渡船業などを行なう。

そして U Hla Maungは研修生に対L，直ちに協同組合的農村開発の達成に

努力するよう希望した。

〔経済の動き〕

, Shweboからの報告によればKyaukmyaungで開かれた多角的農業協同訓練コ

ースが本日終了した。参加者は62名であった。

’米の輸出いまやたけなわ 2, 3日新iから，米の輸出業務のために，ピルマ

農産物販売庁（UBAMB）では， 24時間勤務体制に入っている。現在ラングーン各

地区の積荷所には， 6隻の外国船が停泊しているが，これに対する米の積込みのた

めに， UBAMB各局から応援が出され，鉄道， トラックで Pegu,Insein, Tharra-

waddy, Promeなどの諸地区からの1万5000トンの米輸送が急がれている。

なお， UBAMBは， 1963年10月から1964年6月初日迄の9ヵ月間に，ほぼ， 120

万トンの米および，関連産物を輸出している。

7月JO日

〔対外関係7

曹周恩来中国首相来訪十一中国の周恩来首相は練毅副総理兼外交部長とともに，

今朝10時30分ラングー郊外 Mingaladon空港に到着した。空港には， NeWin 草

命評議会議長， U Thi Han外相， TinPe准将， SanYu准将，日laHan大佐，

など政府高官が出迎えた。

なお周首相の今回の訪閣は私的な親善のための訪問となっている。

v現在ピノレ7鉄道向けの12台のディーゼノレエンジンがラング｝ン港で荷揚げされ

ているが，このうち3台は，フランスの Alsthom社， 9台は，西独の FriedKru-

pp社からのものであるo なお，フランスには， 27台，西独にはお台発注していた。

〔政治の動き〉

V政府は新既雑誌，定期刊行物などに関する政策を指導するために SawMyi-

nt情報相を議長とし， 5人のメンバーからなる政策指導委員会を設置した旨発表し

TこO

〔経済政策〕
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V人民販売公社（PSC）は，近くラングーン市内の各地区に‘労働者用生活必需

品の分配のための，商品交換支局を開設することになった。地区 SACに監督され

ることとなるこれ等支局は，登録国有小売店，民間小売店およびマーケットに生活

必需品を配給することになろう。

7月11日

〔経済政策J

v政府，米価を値下げ一一一政府比本札各種米価の引下げを発表したが，ヲi下

げ価格は， 12日よりどルマ全土で統一的に，かつ季節にかかわりなく適用される。

これについての政府声明は次のように述べている。

(1) この施策は労働者人民の生活費低廉化をもたらすもので， Shan, Kachin, 

Kayah, Kawthoolei各州およびChinHillsの諸民族にとっては特に利益となろ

ヲ。

(2) この様な川｜および辺境地区では，各種米価は多年にわたって，平地やデル

タ地域のそれより数倍高く，これら地域における労働者人氏にとって生活難の源

であった。

(3）今回の政府の処置は労働者人民の生活状態の着実な改善に資するものであ

る。

12日より全登録民間小売店および人民販売店は，以下の価格で米を販売する。

品 種 1 Pyi当り 1 Bag当日

Ngakyme 80 Pyas K 27.20 

Emata 70 " K 23.80 

Meedone 

Ngasein 

Sanlat 

Kaukhnyin 

M

H

P

W

W

M

H

 

A
リ

ハ

リ

附

b

n
り

6

5

3

6

 

K 20.40 

K 17.00 

K 11.90 

K 20.40 

なお，政府は小売価格より， 1bag当り K1安い価格で小売店に卸売りする。

〔政治の動き〕

, Maubin発： 80名のカレン人民解放軍〔KPLA）が， 10日夜， Daunggyi(Panta-

naw郡）を急襲L，人民販売店よりK4000相当の物資を略奪したc

(7月14日 Guardian)

7月 12日
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〔対外関係〕

曹中国，ピルマ共同コミュヱケ発表一一周恩来首相，ネ・ウィン議長の会談結果

にもとづき要旨次のようなコミュニケが発表された。

両首相は東南アジアの悪化する諸情勢，特に南ベトナムおよびラオス問題につ

いて深い関心を表明し，情勢の平和的解決を求めるとともに，ラオス問題につい

てのジュネーブ協定参加14ヵ国会議開催に同意する。

両首相は両国間の経済技術協力，貿易関係の発展が両闘の利益となってきたこ

とを確認するとともに，この協力関係を強化するため，中国ピルマ経済技術協力

協定の達成を早めるために必要な措置をとること，および両国間の貿易関係を拡

大することに同意した。

両首相はまた， 1960年1月に調印されたピルマ中国友好不可侵条約第3項（二

両国は互いに侵略せず，また相互に攻撃的ないかなる軍事条約にも参加しない〉

を再確認した。

・周首相一行は12日早朝帰国した。

曹モスクワ発：、モスクワテレビで，ミコヤン第1副首相は， 「ラングーンでは，

Ne Win将軍と，卒直かっ有効的な意見の交換を行なった。ピルマでは，急進的社

会改革が企図されているばかりでなく，すでに進行している。またプノレシュチョフ

首相は NeWin将軍を高く評価している」と諮った。

(7月14日 TehGuardian) 

〔政治の動き〕

曹10人のPadaung反乱者が投降ーーその地方からの報告によると 81:lTaunggyi 

区で10人の Padaung反乱者が政府軍に投降した。 (The Guardian 7月12日〉

, Bassin発： CPB（白旗共産党〉党員逮捕さる。一一今朝， Thabaung郡Sangyi

村で， CPB郡指導者TheinMaungがパトローJレ中の政府軍に逮捕された。

曹前ソビエト大使U Kyinが，青年仏教徒連盟（YMBA）の総裁に選ばれた。

7月 13日

〔政治の動き〕

Vネ・ウィン将軍，国防軍司令官年次会議で演説一一本日開かれた国防三軍司令

官会議の冒頭，開会演説を行なったネ・ウィン将軍は，約3時間半の長きにわたっ

て政治の方向と理念，軍事問題，軍および全国民に影響をおよtました諸事件などに

つき所信を表明した。

演説の詳細は不明であるが， これについて TheGuardz・仰紙は次のように述べ
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ているO

演説の詳細は不明であるが，過去2回の年次会議の例をみれば，国家がJな重要事

について述べたものと考えたほうがよさそうである。

革命評議会が政権について以来この会議は2度開かれた。最初は1962年4月，次

は1963年3月である。最初の会議の後，草命評議会はててピルマ社会主義への道”を

宣言した。

第2回のあとは大規模な大赦令が発表された。

これらの先例をみれば，この会議の後重大なことが続くといってもよいであろう。

東南アジアの悪化する諸情勢が論じられたことは確かであろうし，国内問題につ

いては，農民，労働者の経済状態，軍の役割などが強調された筈であるO

, Bassein発：約50名のカレン人民解放軍部隊が， 11日Bassein東部のPhayagy-

igon村を急襲し， K4000相当の物資を略奪した。 (7月15日 The Guardian) 

7月14日

〔対外関係〕

曹ビ、ルマ西独貿易協定延長一ーピノレマ＝西独聞の，現行貿易協定を， 1965年12月

31日まで延長する旨の取決めが本日， SanWin貿易次官と Wo!fgang Bayerlacher 

西独総領事との問で調印された。

Vニュー・ヨーク世界博でのピノレマ展示館の仕事を助けるために，農産物奴売Jr

のU Tin Maung副理事長さと団長とする 7人の代表団がニュー・ヨークに出発し

た。

〔経済政策〕

曹ラングーン港管理局は15日， R.R. Khan Dockyard & Trading Co・所有の

Khen Dry Dockを接収することを決定した。

〔政治の動き〕

' 6月29日から7月10日までの間に， 63人におよぶ Padaung反乱者が， 政府軍

東方司令部に投降した。投降者は， 2インチ臼砲，手製銃14丁，英国製ライフノレ14

丁，アメリカ製ライフル15T，日本製ライフルllTを持っていた。

Vカチン什｜評議会員U Tun Yinは， Mogaung国立高等学校で開かれた PTA

に出席し，次の様な演説を行なった。

(1) 新しい知織人が，社会主義教育体制のもとで生れてきている。これは国の

利益となるものである。

(2）以前の教育制度は，官僚機構を作り出しただけで国にとって何ら利益とな
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らなかった。

7月 15日

〔経済政策〕

, Toungoo発：国有化委員会は， 最近固有化された販売店の前所有者47名に対

し，補償として，分割払いの初回金K21,900を支払った。 47名のうち39名の子供3

人以上の家庭は，それぞれK500，それ以外の8家庭はそれぞれK300の支払を受け

7こO

なおこの分割払いは概算補償額の半額に達するまで行なわれ，残額は補償額が確

定したのち支払われる O

〔政治の動き）

, Pa-an発： KPLA＂大佐”逮捕さる。← カレン民族統一党（KNUP）下の軍

組織であるカレン人民解放軍の H主計総監” JohnnigHtoo ＂大佐”が， 15日， 第

108軽騎兵連隊に逮捕された。その他KPLAの反乱者2名が， 同じく Hlainゆwe

郡にある Dawna山脈の麓で、逮捕された。 ( The Guardian 7月18日）

7月 16日

〔経済の動き〕

V洪水による水田被害甚大一一一最近の豪雨による被害は，最もひどい洪水を受け

たPegu,Tharrawaddy, Toungoo地区の数千エーカの水田の再植付が行なわれな

いと，来年の米の輸出に相当影響するものと思われる。

これについては，現在，当地で，被害状況の調査が行なわれているが，どれほど

の被害があったとしても，少なくとも必要な国内消費については，さほどの影響は

ないと思われる。

以上は現段階での公式の見通しである。

V米の輸出状況一一－1963年10月1日より1964年6月30日までの9ヵ月間の米およ

び関連産物の輸出高は，ほぽ， 120万トンになった。

なおラ 1958～59年から 1962～63年までの5年間の年平均の輸出高は180万トンで

あった。以下は年次別（9月に終る 1年間）の米の輸出状況である。

1960～ 61 

210万トン

200万トン

160万トン

151 

180万トン

170万トン

300万トン
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7月 17日

〔政治の動き〕

, Maubin発：約50人のカレン民族解放軍部隊（KPLA）がPantanaw郡Mayan

村を攻撃，物資約5千チャット相当を奪取した。

7月 18日

〔政治の動き〕

，白旗，赤旗両共産党が提携か一一Chauk発： 15日政府軍との衝突で負傷し逮

捕された，ピノレマ共産党〈白旗〉員MyaMaungが明らかにしたところによれば，

赤旗，白旗両共産党は両党がおかれている現状を考慮し，今後協力してやっていく

ことを協定したということである。

この協定はピノレマ共産党側からは惜ohmu”KyawNyein, Bo Thet Tun，赤旗

仮uからは BoSoe Aungにより調印されたという。 ( The Guardian 7月22日〉

, Saw Myint情報文化相はイギリスでの病気療養を終え帰国した。

〔対外関係〕

曹新ソ連駐在大使UBa Saw，モスクワに向け出発。なお彼はチェコスロパキア

J レーマニア，ポーランドの各大使も兼任する。

曹ピIレマ航窓局議長MaungMaung Nyunt；空軍中佐以下5人の代表団は来る2ら

日，モスクワに向け出発し，ソ連の航空事業を視察するとともに，ソビエト航空と

ピルマ航空とを相互に代理店とする契約を結ぶ予定である。

(The Guardian 7月18日〉

7月 19日

〔殉難者の日〕

曹 関殉難者の日”を記念して，ラングーンを始め各地で盛大な式典が挙行された。

曹オン・サンの業績と生涯を紹介するオン・サン博物館が，本日より 2週間関か

tt,る。

7月20日

〔政治の動き〕

Vシャン反乱箪投降一一前国会議員を含む3人のシャン反乱軍と 1人のPadaung

反乱軍が先週中に Taunggyiの政府軍に投降したとの公式発表があった。

7月21日
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〔政治の動き〕

, Pegu発； Pegu地区治安行政委員会（SAC）議長AyeKoは，本日， Pegu地

区の8つの郡SESECs（社会主義経済制度確立委員会）のメンバーに， SESECsの

義務と責任について説明した。なお，郡SESECsの実際の活動は，来月初めから

行なわれる予定である。

Vカレン反乱者ランチを襲う一一Bassein発： Bassein東部Hlwazingon村の近く

で，数名のカレン反乱軍により，ランチ乗組員が殺害され， K5000相当の財貨が奪

われた。

7月22日

〔経済政策］

曹東南司令部司令官TaungKyi大佐は， Pa-anを訪れ，同地区に，より多くの

人民販売公社店（PSCshop）を開設するよう指示した。

また大佐は地区 SAC関係者と社会主義経済制度確立委員会設立問題，商品の購

入貯蔵問題などについて話し合った。

〔経済の動き〕

曹7月17日現在の外貨準備高は， Kl2億0247万2671となったじ

そのうち，ピルマ連邦銀行保有額はK9億2898万4346（うち 1億9900万の金保有

を含む〉であるとの発表が出された。

なお，同日現在の総流通通貨量はKl3億9663万7120である。

〈対外関係〕

, U Nyun ECAFE事務局長，ラングーンに一一U Nyunはど／レマ政府関係と

討議をするために一週間の予定で本日ラング」ンに到着し， NeWin議長と UThi 

Han外相と明日会談する予定である。なお， U Nyunは， BangkokのECAFE本

部で開かれていた経済社会理事会に出席していたもので，今度の帰国は，主に政府

関係者と経済開発について話し合う為のものである。

7月23日

〔政治の動き〕

, Sayagyi Thakin Kodaw Hrnaing死亡。ーーとうレマ文学界，政界の長老Sayagyi

Thakin Kodaw Hrnaingは，自宅で90歳の生涯を閉じた。彼の言ト報を受けた Ne

Win議長は，深い哀悼の意を表明した。なお早速，葬儀執行委員会が結成され， 8

月2日に葬儀を行なうことを決定した。
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Sayagyi Thakin Ko<law Hmaingは， Zabu-kyettha-yayPress, Rangoon Times 

記者を絞り出しに，多年にわたる記者生活を経て，反植民地闘争に加わり， Thakin

党に参加し党分裂に際しでは， ThakinMya派に属し，大戦後，世界平和に積機的

に貢献して，スターリン平和賞を受賞した。最近では全ビソレマ平和委員会委員長の

任にあったο また著作活動も活発に行ない，小説，詩，演劇などの作品を多く残し

た。

, Akyab発一一草命評議会員，中央司令部司令官SeinWin 准将は， 1週間にわ

たる Arakan地方視察旅行のため昨日空路当地に着いた。

Sein Win i侯将は，国有化店，警察署，港湾労働者等の状況を視察したo

, KPLAの反乱 Bassein発・ Bo Shi Shaに卒いられた25名のカレン人民解

放軍が， Bassein東部Yegyogon村を襲い， 150戸からKl万相当の現金，金，宝石

を奪った。

V共産党の反乱一一Toungoo発： Oktwinの西方5マイルの村で， ピノレマ共産党

（白旗〉により， 4名の婦人が殺害され， l人の警察官を含む5名が負傷を受けた。

これは，およそ30名の共産党反乱軍が警察キャンプをおそったことによるものであ

る。

〔対外関係〕

v北京発：中国平和委員会議長郭沫若は， ThakinKo【lowHmaingの逝去に哀悼

のメッセージを送った。 （新華社－NAB)

, U Nyun ECAFE事務局長は，本日， U ’finHan外相，じ So巴Tin外務専

任次官， UOhn Khin国家計画担当次官と会談し，ピノレマにおける経済開発計画実

施の促進についての諸問題を討議した。

〔経済政策〕

, Myitkyina, Sadon地域における全ての農業産品の販濯と購入が，今年の秋作物

が多角的農業協同組合によって取り扱われることになった。なお，砂糖キピについ

ては例外で，来年から行なわれることになった。

7月24日

〔政治の動き〕

, Yandoon郡日teinyon村でおよそらO名の民族民主統一戦線（NDUF）の反乱軍

により，パトロール中の警官l人が殺害され， 4名が負傷し， 3名が行方不明とな

っfこ。（7月26日 TheGuardian〕

, Pa-an発：カレン民族統一党（KNUP）の地区対策情宜委員BohmuSaw Tun 
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など3名の党員とその家族が， Hlaingbweの政府軍第28連隊に投降した。

(7月26日 TheGuardian) 

Vカレン反乱一一Bassein発： Nyaung-binlayを航行中のフェリー・ボートの乗

客60名の中に潜入していた7名のカレン反乱者が突如来客を襲撃， 2人の兵士が殺

され，多数が負傷した。 (7月26日 The Guardian〕

〔対外関係〕

V北京発：中緬友好協会が ThakinKodaw Hmaingの逝去に哀悼のメッセージ

を送った。

Vベルリン発：；東独平和評議会が， ThakinKodaw Hmaingの逝去を悼むメッセ

ージを送った。

7月25日

〔政治の動き〕

Vウ・タント来る一一革命政府の招請により，ウ・タント国連事務総長は，今朝

ロンドンから空路ミンガラドン空港に致着した。

空港には U Thi Han外相を初め，政府高官が出迎え，事務総長の訪問を歓迎し

た。なお，事務総長は， 3日間滞在する予定である。

空港での記者会見で，事務総長は， NeWinおよび革命政府とは，東南アジア問

題について話し合うだろうし，国連的観点からみた世界の諸問題を NeWin将軍

に話すつもりであると語った。その後， NeWin将軍招待の夕食会に出席した。

T Ne Win議長は， 7月18日付で，社会主義計画党（BSPP）党規律委員会委員に

Kyaw Soe大佐を任命した。

この党規律委員会は，中央組織委員会と同様社会主義計画党の最高委員会で革命

評議会員のみで構成されている。

なお，中央組織委員会は， NeWinをその議長として， TinPe准将， ThanSein 

大佐， SawMyint大佐が委員会を構成している。

また，党規律委員会は， NeWinを議長として SanYu准将， SeinWin准将，

Hla Han大佐がそのメンパーとなっている。

T Thakin Kodaw Hmaingの葬儀8月8日に延期。

Vシャン反乱一一－Kengtung地区Konema村で政府軍により，シャン反乱軍3名

が殺されて1人が負傷した。

〔対外関係］

Vベ／レグラード発：労働次官 TunTin中佐は，ユーゴスラビアを訪れ，ユーゴ
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労働次官RistoDzunovと，労働関係，社会保障，などについて話し合った。

(NAB/DPA, 7五eGua口iian7月27日〉

V草命政府は，ハンガリー大使に U Ba Sawを任命した。なおU Ba Saw は，

現在，ソ連，チェコ，ルーマニア，ポーランド，各大使をも兼任している。

7月26日

〔政治の動き〕

VピJレマ訪問中のウ・タント事務総長は，終日友人，親戚と話したり，宗ー教的行

事に参加したりして過した。

Y月27日

〔政治の動き〕

, Ne Win議長は国防省により準備された第1回現職研修コースを開会した。開

会式には， TinPe准将， SanYu准将， SeinWin准将はじめ，陸・海・空軍のi高

官が出席して行なわれ，75名の国防三軍からの指揮官が訓練受講者として出席した。

, Bass巴inで開かれた郡 SACsのメンパー訓練教育コースで，南西司令部司令官

Tin U大佐は“ピルマ社会主義への道”の下で社会主義国家を建設するためには，

政府の政策および計画を完全に理解しなければならないと強調した。

' P巴gu発： Payagaleの Taungst村駐在のノ什、ロール中の警察官と， Bo San 

Theinに率いられた NDUF反乱軍との問で45分間にわたる衝突があり，反乱軍1

名が負傷した。

f労働〕

V中央労働委員会により， PeguおよびShwebo地域を担当する 2つの地方労働

委員会が組織された。

E経済の動き〕

, Min Thein大佐（Director-Generalof Agriculture）はAunglanmyoを訪問し，

当地の SAC関係者と落花生およびゴマ栽培について諾しあい3 また農村地帯を視

察した。

, Amhert郡の：300人の漁民が，漁業協同組合を組織した。

〔対外関係〕

V ピルマ駐在新セイロン大使， VincentCharles Fayasuria氏が NeWin議長に

信任状を提出。

Vピノレマ駐在新ルーマニア大使， GheorghePopescu氏が，信任状を提出。
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v北京発：アジア，アフリカ，ラテン・アメリカ，オセアニアの22ヵ国の科学者

による‘＇1964年北京シンポジュウム”が8月20日に北京で聞かれるが，このシンポ

ジュームにはビノレマも参加する予定である。 （新華社－NAB)

7月28日

〔政治の動き〕

Vピルマを訪問していたウ・タント国連事務総長は3日間の予定を終え，今朝早

くモスクワに向け出発した。

, Akyab発：共産党の反乱 同地区の Gangaw,Kyamathauk両村の人民販売

店が共産党（白旗〉の反乱軍により，おそわれた。

〔経済政策〕

v砂糖キピ栽培者に代金前払い。一一各国営精糖所は，多角的農業協同組合で耕

作され，各精糖所に買上げちれる予定の砂糖キピについて，その耕作面積に応じて

代金を前払いすることになった。

また同時に，信用貸しによって農機具などを耕作者に販売する措置もとられつつ

ある。

V漁業生産などの増大を計る一一人民真珠・漁業産業理事長ThaungTin 海軍准

将は， Basseinを訪れ地方当局者と会談，水産物の増産と， ngapi，乾燥魚， くるま

えび，塩等の配給の拡大などを決定した。

7月29日

〔政治の動き〕

, Kawthoolei州評議会（議長Dr.Saw Hla Tun〕は28日会議を開き， Kawtho-

oleiの通信設備改一善のための7ヵ年計画を検討した。

, Lashio地域で，最近16名のカチンヲ 3名のシャン反乱者が政府軍に投降した。

これら反乱者はシャン州北部で活動していたものである。

T Magwe県知事U Shan Loneは，最近県下で実施されている諸開発計画を視

察し，地方の当局者や村氏と会談した。

〔労働〕

, Peguに，地方労働委員会が組織された。

〔経済政策〕

, Min Thein大佐（Director-Generalof Agriculture）は最近Magwe地区を訪問

し，食用油の国内自給を達成するため，ゴマ，落花生の採培を促進するよう提察し
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た。また大佐は，胡麻買付のためのセンター開設について地方担当官と討議した。

7月30日

f経済の動き〕

’食用油の国内自給が可能か一一先頃来，落花生，ゴマ栽培地域を視察している

Min Thein大佐（Director-Generalof Agriculture）によれば，今年は，食用油の圏

内自給に何とか期待がかけられそうである。大佐は，そのために今年末までに自給

を達成出来るよう，各地で農民遣を励ましている。

なお，ピyレマでの落花生作付面積の推移は，

1960～61年

1961-62年

1962-63年

1,188,000 acres 

1 , 393,000 acres 

1,532,618 acres 

となっており，また，ゴマ作付地面積については，

1960～61年

1911～62年

1962～63年

1,467,000 acres 

1,533, 300 acres 

1,573,000 acres 

となっており， 1936/37年から1940/41年までの5年間の平均は1,401,000であるo

f対外関係〕

’ソ連訪問中の“ピyレマ航空”使節団は，ソ連航空との聞に，相互に代理店契約

を結ぶ協定に調印した。

7月31日

〔経済政策〕

' 漁業，製塩業の拡大一一一人民真珠および魚業産業理事長， ThaungTin海軍准

将は，本J=I,Moulmeinに到着，地方担当官と同地域における漁業および製塩業の

拡大について討議した。

曹全国センサス， 8月10日から開始一一全国的規模でのセンサスが8月10日から

行なわれ， 8月末までに回収が終る予定である。これは，人民のための経済および

福祉計画を立案するに必要な基礎統計となるものであり，この計画は，政府財政顧

問UBa Nyeinが革命政府に勧告したもので，中央治安行政委員会，大蔵省，教育

省，移民および国民登録省，ラングーン大学経済学部，中央統計・経済局，センサ

スおよび国民登録局などが合同してこれを行なう。また，このために必要な調査員

は，数週間前からすでに訓練されている。
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〔政治の重iJき］

, AKyab発・ア弓カン・ヒソレマ共産党（白旗〕反古L軍の指導会BoI¥仏ungOopyu 

が ThiwoChaun去の Pyahla村近郊で警1さとの律j突の際司死亡した。

(The Guardian 8月2Fl) 
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8月の動向

一一切不安な政情一一

7月下旬から激化した地下反乱軍の動きは， 8月に入ってさらにその攻勢を強めた。

反乱軍は，とくにラングーン周辺平野部を中心に，倉庫，輸送船などを襲撃し，政府

軍への輸送断絶と流通機構の撹乱を計った。これに対し，各地駐屯政府軍は8月に入

って掃討作戦を展開し，かなり規模の大きい戦闘が交わされたとみられる。このよう

に反乱軍の攻勢が目立ってきたことは，さる7月中旬， 白旗，赤旗両共産党の提携が

伝えられた前後であるだけに，軽々しく見逃しえないであろう。各少数民族反乱軍捕

虜のなかに共産党員が見出されることもあって，反乱軍の聞にとくに共産党のイエシ

ァティブのもとでの統一の機運が動きはじめているのではないがと推測される。

他方革命政府内部では， 8月18日情報文化相ソー・ミン大佐が廃貨法の実施と関連

した取調べを理由として逮捕され，その職を追われた。同棺は，同時に，革命評議会

員，社会主義計画党中央組織委員会書記長という重要ポストを兼ねる現政権の中心人

物の1人であるが，それだけに，今回の解任は， 昨年2月のオン・ジー追放に匹敵す

る重要な人事異動であるとみられる。周知のように革命政府内部には成立以来民族資

本育成を叫ぶ民族派と，国有化，協同組合，化を主張する社会主義派との対立があり，

このところ急進的な社会主義政策の行きづまりが漸次明らかになるにつれて， オン・

ジー解任以来抑えられていた民族派の巻き返しの動きをみせはじめている。 ソー・ミ

ンの解任がこうした民族派の拾頭と無関係でないとすれば，政府部内における両派間

のパランスは，多かれ少かれ，不安定の度合を深めつつあるといえよう。

こうした民族派の巻き返しと絡めて注目されるのは仏教徒の動きである。

8月13日，マンダレーの僧侶ShinOttamaが「仏教の純粋性保持のための警告」と

題する宣伝ピラを配布した。 「警告jの詳細な内容は明らかではないが，仏教徒の不

正行為を列挙し， こうした仏教徒を「無為徒食するためにだけ法衣をまと q ている偽

りの修道僧」として非難するという仏教徒への重大な警告を含むものであったといわ

れる。ところでこの宣伝ピラを“TheBahosi＇’紙が転載したことが仏教徒を刺激する

こととなり， 15日夜，約百名の仏教徒〔主として育年f彦道僧）が

襲撃，翌16日夜には約700名の青年修道僧が襲撃事件を起した。この騒擾が広がるにつ
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れて，青年修道僧らはこのピラ配布の背後には革命政府があると主張するに到り，騒

援は反政府的志向を帯び，かなりな盛り上がりを見せたといわれる。

こうした仏教徒の動きに対して， 22臼マンダレー区治安行政委員会（SAC）は，声明

を発表して暴力行為に警告を発したが，仏教徒側では，翌23日にラングーンで仏教徒

団体の全国組織である中央評議会を開き，不満をもっ青年修道僧と話し合う用意があ

ると声明，新聞社に対して，政府と仏教徒， 仏教徒と国民の関に不和を招くような記

事，ピラ，広告文等を掲載しないよう要請して事件の収拾に努めた。 27日革命政府は，

宗教問題一般およびShinOttama事件に関する声明を発表し，政府は決して共産主義

者ではないと強調するとともに，僧侶達は純粋な宗教活動だけを行ない， 一切の政治

活動に手を出すべきでないこと，宗教活動に自由を認めるが，政府の基本的な社会主

義政策の遂行に当っては，いかなる宗教，民族たりとも例外的取扱いを認めるもので

ないことなど，政府の立場を明確に表明した。その後各地で仏教徒団体の集会が関か

れて政府声明を支持することを発表し，一応ShinOttama事件の幕は下りたようであ

る。だが，一僧侶がいかなる意図をもって「警告」を発表したとしても，これがこう

した騒擾事件に発展したということは， この国において重要な比重を占める仏教徒の

動きが不安定であることを反映するものであり， ネ・ワイン政府にとってまことに頭

の痛いことといわなければなるまい。従来ピノレマ仏教徒の中にあって少数ではあるが

「世俗に帰れ」とする大乗仏教思想を主張する仏教改革派があり，以前にもこの種の

動きがみられたことがあった。わずらわしい形式を重視する伝統的な小乗仏教が民衆

の社会生活に重苦しさを与えていることは否めないし， そこからこれを改革しようと

いう動きがでてくることもある程度当然といえようοShinOttamaもこの一派に属す

る者で， その「警告」もこうした仏教内部の運動であり，小乗仏教が支毘的である限

り， 今後も，ピノレマ宗教の底流に問題となり続けてゆくであろう。

他方，暴力をもって反抗した青年修道僧の動きは，仏教内部のいわゆる宗教問題と

は別の角度からみるべき問題点をも含んでいる。

もともと，ピル？の仏教徒は「聖なる乞食jであるといわれているが， 下層の青年

修道僧にとっては，修道とは，農村や，都市での失業の結果としての唯一の生きる途

であり，かれらは，いわば，失業者の究極の姿であるといって誇張とはならないであ

ろう。したがって青年修道僧の目からみれば，政府の経済政策のいかんは直接自らの

生活につながるものであり，小乗仏教のあり方の可否とは別に，廃貨法の場合と同じ

ように，今回の「警告」も政府が乞食の途さえ奪うものと映らざるをえないわけであ

る。またとうした不満を政府に反対する諸勢力が政治的に利用しようとすることも一

概には否定できないことかもしれない。
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〔対外関係〕

ピルマ日誌

Vモスクワ発： UBa Saw新駐ソ大使はSovietskayaRussia紙記者との会見で要

旨次のように発言した。

(1) 対ソ関係について一一ソ連＝ピルマ関係は，大変良好である。ピノレマの中

立政策とすべての平和愛好諸国との友好政策は，ピノレマ政府の対外政策の基本で

ある。ピノレマ国民は，他の諸国民と同様，自分たちの労働で生活水準を改善する

ために平和を望むものであり，ピルマがソヴィエトの採っている平和共存の構想

を支持するのはこのためである。そしてわれわれは，植民地主義および，帝国主

義に対する闘争を支持する。

(2) ソ連との経済関係について一一一ピルマにおいて，ソヴィエトの機械はもは

やめずらしい見せ物ではなくなった。阿国聞の長期貿易協定は成功裡のうちに運

用されている。多数のピルマ学生が，ソヴイエトで学んでいる。これらの学生は

数年後には，本国で，経済建設，保健業務，文化水準向上の為に寄与することに

なろう。

(3) ピノレマの最近の発展について一一ビルマ社会主義への道に則して次のごと

き重要な変革が行われた。すべての産業，外国貿易，銀行，運輸，大部分の民間

企業の固有化は，すでに国家のために利益を産みだしており，国民の利益を促進

している。従って，この発展はこの様な政府の施策が正しいものであることを示

している。

い） 農業協同組合について一一農業においては，実験的な協同組合が設置され

その必要性がますます認められている教育制度は改編され技術研究が強調されて

いる。

さらに我々ビγレマ人は，ソヴィエトが経験してきた社会変革に関心をもってい

るし，ある程度までは，ソヴィエトの経験を，我々自身にとって有益なものとし

て考えているo

〔J経済〕

’農業銀行補助支配人研修コースがInseinの産業学校で開かれた。 53名が出席

し， 9月26日まで続けられる。 (W. P. D) 
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V農業研究所（Gyogon）で7月13日以来滞かれていた農業担当官研修コースが終

了した。 (W. P. D) 

, Thayetmyo地区の若干の総，｝農業協同組合法， 最近メイズの集荷および政府

購入所へのその直接販売を行なうようになった。 (G〕

〔政治〕

, Moulmein発：；＼foulmeintl!.¥［への全郡に，社会主義経済制度確立委員会が組織

された。 (G) 

, Maubin発： 15隻のポートにのった約40名からなる NDUF（民族主：統一戦線）

反乱軍が連絡船を襲ャ乗員3名を殺害し， 4名を負傷させた。

8月2日

〔経済〕

Vラングーン港管理局は先月接収したKhanDry Dockを修理中。経費30万チャ

ツトo

, Aunglanの19の総合農業協同組合（AMPCs）は， 7月24日から29日までの問に，

ラングーン向けにメイズ300万本を急送したどのことである。なお， これらの AM

PCsは，他の幾つかの大都市にもメイズを急送したとのことである》又ラングーン

では，このため， 2つのメイズ購入センターが政府により設置された。 (G〕

V洪水対策一←ーPeguHenzada, Tharrwaddy各地lこ，洪水を防ぐために築提事

業がまもなく行なわれよう。なお同地区では7)J初旬の大雨により，多数の提防が

決壊し，稲作地が大打撃を受けた。 (G) 

8月3日

〔政治J

, Sein Winの演説ー－－：＼1ingaladonで関かれfこ第11憲兵将校講膏会の卒業式の

席上，革命評議会員，中央司令1'.fSein Win准将は，卒業生に対し，社会主義への

過渡期において資キ；主義，封建制度に反対するために強力な軍隊が必要であること

を強調，さらに軍と人民は一体とならなければならなヤし，人民軍への寧の変革の

ためにメンパーは特に紀律に則して訓練されなければならないことま強調した。

(G〕

, Mogaun呂（Myitkyi山地区）に社会主義経済制度確立委員会（SESEC）が組織さ

れた。

, Taunggyi区で， BoRoyグループに属する， Padaung反乱軍MaungTuが政
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府軍に逮捕された。

, Pantanan: 80名以上の反乱軍がMayan村農協商店を攻撃， 1万チャットの物

資を奪う。 ・ (W. P. D) 

, KNU第3区会計担当者が， TitiPooがToungoo区で第34連隊に逮捕さる。

〔8月7日W.P. D〕

, Padaung反乱軍BoRoyとMaungKyokeがBikin郡Kontha村で逮捕され

た。 (8月7日明fp‘D) 

l Lemyethna (Henzada区）発．共産主義者， BoAye Chan派所属の反乱軍医務

担当 HlaHtayがLemyyethna郡Thenngone村で第37連隊に投降した。

(8月7日W.P. D) 

〔経済〕

l Min Thein大佐（Director-Generalof Agriculture），上ピノレマ農業地帯視察の

途中， Mahlaingで落花生などの採培状況を調査， またMeikttぬではトラクター・

ステーシンョを訪問した。

〔対外関係〕

(W. P. D) 

V北京発；中国農業部の招待で農業研究のための11名のビルマ派遣団が本日北京

に到着した。なお派遣団は，ARDC（農業および地域開発公社）執行官U Bo Niを

団長とし，中国ではp おもに桑栽培，養蚕，製糸等を学ぶことになっている。

8月4日

〔経済〕

V中央司令部司令官SeinWin准将は Zeyaubdctyを訪れ，当地で， 1年を通じ

て国営精糖所向けの砂糖キピの完全供給実現について地方担当官および砂糖キピ栽

培者と討論を交わした。

, Min Thein大佐（Director“Generalof Agriculture), Y amethin地区の農業情

況を視察，またPyinmanaの国営砂糖工場を訪問した。 (W. P. D) 

v米の輸出一一ビノレマ農産物販売庁（UBAMB）は， 1963年9月初日から1964年

7月31日までの10ヵ月聞に， 米および米産物136万トンを輸出した。 なお最近の輸

出の君事Jきは， 6月一12万5938.トン， 7月一16万6825トンであったO

, Pegu発：当地の社会主義経済建設委員会は 8月1日付で国有化委員会から，

55店の固有化された商店の経営権および資産を引継u、だ。 (W. P・ D) 

, UBAMBは本日より地方管理者会議を開き，新米の購入，輸送，輸出， 国内

配給などに関する諸問題を討議する。

なお今年の米作量は推定約 4億basketsであったが， そのうち UBAMBは約2
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億5000万basketをその1000以上の購入センターを通じて購入した。 (G) 

' 7月31日現在の外貨準備は合計12億1604万Kに達し，このうち連邦銀行保有は

9億5127万7057K〔うち 1億9900万Kの金保有を含む〕であるとの発表があった。

なお同日現在の総通貨流通量は13億四67万3017Kである。

〔政治〕

’カチン反乱軍のLaBan LalaがMyithyina近郊で政府軍により逮捕された。

(8月7日W.P. D) 

, Lashis発一一一Lashio郡Muse近くの政府軍MongynCampが約200名のカチン

反乱軍により襲われた。 (8月13日W-P. D〕

B月5貝

〔経済1
V農産物販売序地方管理者会議開かる一一第13回ビソレマ農産物販売庁（UBAMB)

地方管理者会議が本日ラングーンで開かれた。当会議には，各局長，名地方管理者

17名，高lj管理者11名，管理者補5名，社会主義経済建設委員会（SECC）地区経済担

当官51名，人民販売公社，農業および地域開発公社，農業局からのオヴザーパー，

2名の精油業者などが出席した。開会第1日目の席上UBAMB副議長SanWin中

佐は，人間による人間の搾取あるいは，利潤追求めあての経済制度を撲滅するため

に，社会主義経済建設委員会が，全国内産品の販売，それらの再配分，余乗I］産品の

輸出，必需品の輸入等を取扱う計画であると語った。

この新流通計画によれば，国内産品は次の24の系統にわけられる。すなわち，

(1) 農業生産物No.1〔米および米産品〉， (2）農業生産物No.2 〔豆類および

泊用種子）， (3）農業生産物No.3 〔綿花，およびその他の繊維用作物〉，仏）農業生

産物No.4（食料用作物〕，（5）林業生産物No.1 (Teak, Hardwood), （日）林業生産

物No.2 （その他の林産物〕，（7湯広業産物No.1 C石油，ガス〕， (8）他の鉱業産物

（宝石等）， (9）建設No.1 （輸入された建設資材，クギ，窓ワクなど〉，帥建設店

No.2 C地方関係），。1）繊維No.1 （綿，綿製品〕，帥繊維No.2 （綿以外の繊維）

帥漁業製品，似）酪農製品，帥身の廻り品（時計， 万年筆など）， O時日用品〔家庭

用〕，間電気製品， cts)化学，染料，同薬品，倒紙〔印刷，写真を含む〉，帥印刷物

文房具，事務用品，制運輸，帥機械，装備，道具， ω工業用原料，その他。
なお，このほか，的旅行者および旅行公社，働調査公社，防輸入公社，的輸出公

社等が付け加えられる。

この新制度を実施するに当っては郡SECCがその中心機関たる役割を巣す。すな
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わち郡SECCは 4つの小委員会をもち，それぞれ担当の系列の商品を取扱かう。

そしてUBAMBが第1小委員会となり，米，豆類，油脂を取扱かう。第2小委

員会のもとには国有化商店が入り，綿，麻，台所用品を取扱かう，第3小委員会は

PSCで繊維製品，機械，原料を取扱かう。国営木材公社は第4小委員会となり，木

材・建設資材を受持つ。 (W. P. D) 

V織物業への融資一－ "1941年織物業融資法”のもとでは，商業的規模（Comm逼

ercial scale）織物業をも含めたすべての織物業に対して融資が出されていたが， こ

んどの，新規則により，自立出来得る大企業は，もはや被融資資格が失われること

になった。従って融資対象となりうるものは，織物業協同組合，総合農業協同組合

員で家族的規模の個人企業である。

〔政治〕

(W. P. D〕

V最近Lashioで行われた大衆集会で，東方司令部司令官AungPe大佐と地区治

安行政委員会議長ThetWai少佐は社会主義経済制度について説明した。

Thet Wai少佐は，社会福祉，国有化などについての革命政府の方針を述べ，

Aung Pe大佐は「現在の政府の諸施策は， 誰も飢えさせようとはしていない， 政

府だけがF 人民に対し，公平且つ正当を期している。また政府はピルマの進歩をも

たらすことのできる唯一の制度として社会主義経済計画に基づき前進するであろ

う。」と述べた。 (W. P. D) 

, Sandoway発・共産主義者PoThwin派所属の反乱軍軍医NyiNyi, Sandow-

ay医Pazunpye村の第55連隊に投降。 (8月7日〕

, Penwegon発；共産主義グループに属する反乱軍OhnMaungこと AungThin

Sizalokeが警察に投降。 8月7日W.P. D〕

曹共産主義者BoKyaw Sein派所属の反乱軍， ChitNgw巴と KyiMau聞が投

降 。（8月7日W P. D) 

, Kyaukme発： Manain村での政府軍とシャン反乱軍との衝突で，反乱軍1名が

殺害され， 3名が負傷した。 〔8月15日w.P. D) 

8月6日

〔対外関係〕

V協同組合および，供給省次官MyoMyint中佐他2名の代表が，ハンガリ－，

チェコの協同組合の活動を学ぶため8日にピルマを離れる予定。

(W. P. D) 
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〔政治〕

, Sein Win准将カレン人と会談一一中央司令部司令官SeinWin准将は， Tou-

ngooで，カレン民族指導者と話し合った。当会談には， Toungoo郡のカレン高等

学校校長，教師らカレン人200名が出席し，准将は席主，廃貨収集の問題，銀行，

商店の固有化，宗教問題等について， 2時間に渡り説明した。

, Maubin発：社会主義計画党（BSPP)Maubin支部の300人のBSPP党員，党

員，志願者，党支持者らが出席して開かれた大衆集会で，南西司令部司令官TinU 

大伎は要旨の次の様な言明をした。

(1）社会主義計画党は，人民および国の発展，促進のための案内役である。

(2) われわれはいま，過渡期にある，また困難な問題に直面しているといわざ

るを得ない。

しかし，われわれは，落胆も絶望もしではならないのである。

(3) われわれは，資本家の利益を擁護してはならないし，人民と共に一致団結

しなげればならない。そして，われわれは目標を達成するまで，前進を続けるで

あろう。 (W. P. D) 

f経済〕

, UBAMB地方管理者会議一－TinPe准将，社会主義経済建設委員会議長Than

Sein大佐， 副議長TanYu Saing大佐らは， 当会議2日目の本日当会議に出席し

fこ。 (W. P. D) 

〔対外関係〕

’在ピルマ， インド人の本国帰国のために，明日，帰国船“Muzafari”号が，

1445人の帰国者を乗せ，インドへ向う予定。なお， 8月10日には“Mohammedi"

号が1467人， 8月12日“Islami”号が1206人， 8月17日，“Muzafari”号が1274人の

帰国者の送還にあたる予定。

’オーストラリア労働党書記長， E.G. Whitelam氏が2日間のピルマ訪問のた

め到着，明日， U Thi Han外相と会談する予定。 (W. P. D) 

8月7臼

〔経済〕

’第10回協同組合訓練コースが本日開かれたが席上，協同組合局のUKyaw 

Nyuntは要旨次の様な言明をした。

協同組合局はj農村地域の経済発展に着手しなければならない。現在，総合農業

協同組合が各村落ごとに組織されており，融資の支払，農業生産の向上，農村地域
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住民の需要に応じた商品の分配，商品の製造などが実行されている。協同組合局の

直接的な任務は協同組合店の開設にある。ピノレマの1万3463村滞のうちすでに 1万

0610村落に総合農業協同組合が組織されている，更に局はこの9月の末までに1万

の協同組合店開設の計画をしている。 (W. P. D〕

’モンスーン期間向け農業融資総額30万KがMinbu区Nga-phe郡の41村落の農

民に支払われた。 (W. P. D) 

〔政治〕

人民販売公社（PSC）評議会は，供給・協同組合省次官MyoMyint中佐を， PSC

執行管理委員会第1書記に任命した。

なお第2書記はThaTun U少佐，第3書記にU Ohn Myaing, 第4書記にU

Maung Maungをそれぞれ任命した。 (W. P. D) 

8月8日

〔経済〕

, UBAMB地方管理者会議にTinPe准将， ThanSein大佐， ThanYu Saing 

大佐らが出席し，大豆および，油用穀物に関する諸問題を討議した。

(W. P. D) 

8月9日

〔経済〕

曹現在作成中の新規則のもとでは，農園労働者は，月額20K，年間200Kまで郡人

民販売店から生活必需品の信用購入が許されることになろう。従って，土地委員会

が収獲期に農園労働者の賃金から購入額の全額を囲集することになる。なお，これ

までの規則では，額は同一であったが，新ちたに生活必需品を購入す場合，常にそ

れまでの借金を清算しなければならなかった。 (W. P. D) 

〔対外関係〕

V国際協同組合ゼミナーノレヘ一一供給・協同組合省次官MyoMyint中佐を始め

とする代表聞は，本日ハンガリーに到着，なお代表団は11日から開かれる国際協同

組合ゼミナールに出席する予定。更にその後8月25日～9月19日にチェコで開かれ

る協同組合ゼミナールにも出席する予定である。 cw. p, p〕
曹西独の復興銀行取締役Kessler,Hasres両氏がラングーンに到着， ピノレマ向け

の3印O万マルク（約4000万K〕贈与に関してピ／レマ革命政府外資援助監督委員会と

会談する予定。 (W. P. D) 
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〔政治〕

T Padaung郡反乱軍大量投降一一Taungyi区Pekin郡Phekhane村の政府軍（陸

軍〉キャンプに， Padaung反乱軍 NgaPyanグルーフ。に属する MaungMaung 

Khin始め， 10名の反乱軍が投降した。なお， 8月7日には問反乱軍， 4名が投降し

ており， 6日にも l名，又9日， Taunggyi区Mobyeoのキャンプへ3名， Pekin

のキャンプへl名それぞれ投降した。 (8月13日WP. D) 

Vシャン反乱一－WanyaingCamp付近で，政府軍部隊出0名からなるシャン反

乱軍部隊との衝突で4人の反乱軍が殺された。 (8月17日W-P. D) 

8月10日

〔政治〕

T Htugyi発； KNDO反舌し軍 SauShwe Wirグループ。に属する反乱者1名が

Htugyi警察へ投降。 〔8月13日W P. D) 

Vカレン草命評議会（KRC), カレン人民に訴える一－9日のBBS（ピルマ放送

から放送されたてRカレン人民への報告”のなかで， カレン革命評議会（KRC）はK

RC議長MoosoKawkasa, KRC書記長PadohWaithorが逮捕され， BoLin Htin 

が地下に潜行したとのうわさは，まったく虚偽であり，事実無根であると，善良な

るカレン人民の不安に答えた。更に放送は次の様な事を報じた。

(1) KNUPの代表者と， KRCのメンバーはKawthoolei再建を条件にすでに

五回の会談を行なったが，いずれも， KNUPが， KRCおよびKawtloelei人民

に，共産主義イディオロギーを強いる事を欲したために会談は決裂した。

(2) KNUPは， カレン人民に対し誤った指導をすることによってカレン人民

の平和と進歩を妨げた。即ち最近関かれた学校に子供の登校をさせないよう，ま

た人民販売店とは商取引をしないよう指令を発つしていた。

(3) カレン人民は， KRCがカレン人民にとって真剣になっているかどうか，

KNUPがカレン人民の発展と，利益を破壊してないのかどうか自分自身で判断

する様，訴えた。

又，報告の第2部で， 人民の生活向上のためにどられている Kawthooleiでの

発展について述べた。これによると，カレン人民が現在開拓，農業などの教育，

訓練を各地で受けており， Kawthooleiの農業の近代化と耕地の拡大に着手して

いる。更に，今年の3月12日のKRCc革命政府の平和協定締結以来， 40の小学
校， 13の中学校が当地で開設され，革命政府との協調を歓迎していると述べ，最

後に， Kawthooleiの土地開墾作業は，大変満足すべき進歩をみせており，農業
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の発展は，急速に進展していると報告した。 (G) 

v最近， Akyab区Ponnagyun郡Gangaで警戒中の政府によりピルマ共産党

(CPB）反乱軍の2つの秘密基地が爆破された。 (G) 

, Lashio発：カチン反乱軍Lashio-Namhkan問で乗合ノ号スを襲撃，炎上させた。

(G) 

〔経済〕

, Ye Gaung中佐，農業機械化の必要性を説く一一ラングーンで開かれている

q農業機械化補助要員訓練”のための補習科で， ARDC（農業及び地域開発公社）

の執行委員長YeGaung中佐は，農業機械化の重要性，訓練者の責務などについて

説明，機械化農業は，労働時間短縮と過度働からの解放，生産性の向上に役立つも

のであることを強調した。 (W. P. D) 

曹北部Okkalapaで，更に23の人民販売店が，開設されることになった。これら

の店は，家庭用品，食料品，ケロシン油を販売することになろう。なお同町では，

すでに45の人民販売店が設置されている。 (G) 

’UBAMB地方管理者会議一一会議5日目， TinPe准将， ThanSein大佐らが
出席したが，人民販売公社次官U Maung Maung Tunは，社会主義経済建設委員

会及び，その郡支部の組織，業務原則について説明，先きの24系統の商品分類に従

い，社会主義経済建設委員会のもとで24の新しい機関および4つの公社設立の計画

について述べた。 (W. P. D) 

’10日から全国のSACが中心になって全国的規模で， 農業および工業の調査，
統計作業が開始された。 (W. P. D) 

8月11日

〔政治〕

, Bhamo区を巡戒中の政府軍第36連隊と， 約30人のカチン反乱軍がNarlone村

で衝突，反乱軍2人が殺され， 3人が負傷した。 (8月181:1W. P. D) 

V政府軍， KNUP（カレン民族統一党〉本部を襲撃一一－Kamamoungの東方Daw綱

na hillsのフモトにあるカレン民族統一党第7旅団司令部を，巡戒中の政府陸軍部

隊（第107軽騎兵連隊〉が襲撃，反乱軍司令官KhinHlaingの護衛官BogyiHaruey 

ら3名が殺され， 1名が逮捕されたと Pa-anからの報告があった。

(8月15日G)

, Pyapon発一一Kyaiklat郡Bo-Te-Za村での政府軍第30連隊と 60名の KNDO

Aung Zoneグルーフ。反乱軍との衝突で反乱側2名が殺され， 3名が負傷した。
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(8月15日W.P. D) 

曹カチン外｜治安行政委員会議長，第7旅同司令官SeinMya大佐は，カヂン州評

議会員U Tun Yinらを卒い，カチン川Mogaungに到着‘ Kamaingで，当地担汁

官と地域及び治安問題などの一般情勢について討議した。 (8月15日W P. D) 

, KRC （カレン革命評議会）議長：vfoossoKawkasa Saw Huntes Tha Hmwc 

は，カレンl（旅同盟（KNU）初代大統領 SawBa U Gyi (1950年死亡）の特別記

念館で，「3月12日， KlえCと革命評議会との問t取り決められた国内平和協定は，
多くの賛同を受けており， SanBa U Gyiが生きていれば，彼もこれを祝福したに

違いない」などと述べたコ (8月15日 W-P. D) 

〔対外関係〕

' 8月9口にラングーンiこ到着していた西独復興銀行取締役， Kessler,Harnes 

両氏は，本日，外務省、 C:3,500万マルク（4,000万K〕のヒ、ルマ向け融資協定案作成

について，革命評議会外資援助監督委員会と会談したコ (W. P. D) 

, 1962年10）］結ばれたビノレマ＝ルーマニア協定にもとっきルーマニア政府の招待

を受けた11名の派遣団が，ノレーマ二ア石油産業視察のため当地に着いた。

(W. P. D) 

〔経済〕

曹南西司令部所属 HanTun中佐は， Bassein［夫で，漁業用品配分のために作ら

れた規定について，約制Of，の漁民と総合農業協同組合員らと討論をしたっ

(W. P. D〕

v：革命政府は，来たる10月主でに種まきを始める小麦栽培者に対し， lacre当り

20Kの耕作融資を払出するために総額1.98万7870Kを割当てたり

(W. P. D) 

V廃貨紙幣の定期預金払戻しが布告さる一一革命評議会布告で，廃貨紙幣の定期

預金者に対する預金払戻しを行う日通達した。なお布告は，廃貨法の目的を始めと

して廃貨につヤての政府見解を述べた後で要旨次の様な返済に関する声明を付け加

えている。

(a) 廃貨の際， 4200K以下の額を定期預金したすべての者について，法貨で全

額を払戻す。

(b) 4250Kを超える定期預金者については，その全額は返済しないっこの返済

されない保留分については，人民の基金として定期預金総額にプラスして所得税

として加算されることになろう。
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(c) その他，反乱軍を代表して定期預金したものについては返済されない。

(d) 他人に代わって定期預金したものについては返済されない。

なお，廃貨紙幣に関する重要事実と題して次の様な記事を掲載している0

1. (1) KlOO, KSO紙幣の総通貨量 K12億0216万7050

(2）外交関係者からの廃貨紙幣受取り K 238万7750

(3）政府関係機関からの受取り K 1253万9750

ω一般大衆からの受取り K9億1584万9800

(5) 受取り未了 K2-0意7138万9750

2. 廃貨紙幣提出者の内訳。

(1) 提出額KISOO以下は人数にして 129万9988人で全提出者の95.3%にあた

る。なお額にしてK411意2137万7850で全提出額の47%である。

（注： K1500は約11万3500円〉

(2）提出額KISOO以上は6万4,015人（4.7%）で額にしてK4億8447万1950

で全提出額の53%にあたる。

(3）全額返済対象最高額K4200以上の提出者は， 2万7485人（2%），額にし

てK3億9250万8400(43%）である。なお預金額別の預金者数，金額は以下の

表のとおりである。
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廃貨紙幣預金額〔K)

7,550 10,000 

10,050- 20,000 

20,050 30,000 

30,050 40,000 

40,050 50,000 

50,050 60,000 

60,050 70,000 

300,050 

400,050 

500,050 

総

提出者数（人）

3. 民間企業からの政府受取り額一覧表

企業への銀行融資

所得税受取り

営業税 " 

消費税グ

関税 P

STBのグ

工業省のが

8月 12日

K l億9440万

Kl億6080万

K 3650万

K 570万

K 50万

K 1070万

K 570方

噌

i

円
，

a
Q
U

Q
U
F
O

氏
U

1 

｜預金額別

計l金額（K〕
4,sso I 40,706,550 

5,876 I 83,506,150 
2,064 I 5o, 1so,9oo 

897 j 31,170,000 

513 I 23,154,600 

263 ! 14,400,400 

185 i 12,078,950 

86,988 1,364,002 

113 

79 

77 

159 

35 

15 

4 

4 

3 

3 

1 

8,465,050 

6,741,450 

7,403,300 

21,291,950 

8,462,800 

5,159,900 

1,885,450 

2,135,700 

1,984,200 

2,258,800 

1,037,450 

915,849,800 

10,oso- so,ooo I 

so,oso 90,000 I 
9o,oso- 100,000 I 

10,000- 200,000 I 

200,050 300,000 

400,000 

500,000 

600,000 

600,050一一 700,000 i 

100,oso soo,050 I 3 

1,ooo,oso-2,000,000 I 1 

計 11,277,094r 

〔W.P. D) 

〔経済〕

曹人民基礎産業講習会開設一一革命評議会員，工業・鉱山・労働相ThanSein大

佐は政府技術高等学校で，人民のための基礎産業講習会を開設した。この講習会は
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3ヵ月間行なわれ，ピルマ社会主義への道に則して，企業，生産，工業の基本的原

理の理解のため設けられたもので，企業活動の促進を目的とするものである。なお

この講習会は， BSPP（社会主義計画）党中央治安行政委員会，人民石油産業及び

鉱業開発公社などの14の機関によって行われる。 (G) 

’8月7日現在の政府保有外貨準備高は， 12億2179万9963Kである。うち，連邦

銀行保有は9億3843万7561KC 1億9900万Kの金保有を含む〕である。なお同日現

在の総流通通貨量は14億0300万2187Kである。 (W. P. D) 

’農業局，農業及び地域開発公社，土地登記局，土地固有化・補償局の各代表者

からなる調査団は，将来の計画作成に必要な統計完成のために，全国にわたる，

1964年モンスーン落花生及び胡麻の状況についての作付調査を間もなく行う予定で

ある。 (W. P. D) 

〔対外関係〕

曹パキスタン，インドにピルマ米を援助一一革命政府は，インド，北部Biharの

水害被災者に米100トン，東ノξキスタン水害被災者に米100トンの援助をそれぞれ決

定した。 (W. P. D) 

〔政治〕

T社会主義計画党一一政治科学中央学校第2幹部候補生コース訓練者が，社会主

義計画党の支持者及び党員志願者と，ラングーン各地区で会合し，党の理念などを

説明した。 (W. P. D) 

8月 13日

〔政治〕

, Mindon発：当郡で，郡共産党オルグ， KyanMinが逮捕さる。

, Lecha郡で，政府軍と約15名のシャン反乱軍が衝突し，反乱軍1名が死亡， 2

名が負傷した。 (8月21日TheW. P D〕

' 4日間で80名のカチン反乱軍投降一一最近情報によると， 7月25日から7月28

日迄にLashio区で80人の反乱軍が投降したとのことである。 (W. P. D) 

, Bogalf発： Bogale郡Myinkal王on村が約60名のNDUF（民族民主統一戦線〉

に襲われ， 2人の村氏が殺され， 1人が負傷した。 (W. P. D) 

〔経済〕

V郡社会主義経済建設委員会が販売活動に着手一一消費者向けの食料品配分につ

いては，現在では，人民販売公社が，人民商品交換センターから食料品購入を許可

されている民間商店主，国有化店責任者を管理しているが， 9月1日以降は，郡社
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会主義経済建設委員会（TownshipSECC)のみが，交換センターから食料品を入手

できることになり， PSCの食料品店と公認民間商店へ配分することになった。

(W. P. D〕

V廃貨紙幣預金の払戻し一一廃貨紙幣による預金の払戻しに関する革命評議会布

告第56につき，大蔵省は，さらに声明を発し払戻規定の内容を明確にした。布告第

56，第10項によれば，廃貨紙幣による預金のうち4,200Kまでの部分は全額払戻さ

れるがそれを超えるものについては，その一部が所得税として徴収され，人民基金

に組入れられることとなっている。今回の大蔵省の芦明は，この点につき，所得税

は預金の4,250Kを超える部分から控除されて， その残額が全部払戻されるものと

し，付表（下記）によりそれぞれの預金額に対する所得税控除額と返済額を例示し

ている。
（単位はK)

Deposit I Deduction ! Refund Deposit I Ded白duct叫ct伽｜ Refnnd 
From W j Full value From 50 Full value 

o 4,200 Nil of deposit to Nil of deposit 

4,250 25.00 4,225.00 10,000 995.00 9,005.00 

4,300 50.00 4,250.00 20,000 3,995.00 16,005.00 

4,350 75.00 4,275.00 30,000 9,495.00 20,505.00 

4,400 100.00 4,300.00 40,000 15,995.00 24,005.00 

4,450 125.00 ゆ s.ooI 50,000 23,495.00 26,505.00 
4,500 150.00 4,350.00 60,000 31,995.00 28,005.00 

4,550 175.00 4,375,00 70,000 41,495.00 28,505.00 

4,600 200.00 4,400.00 80,000 50,995.00 29,005.00 

4,650 220.50 4,429.50 90,000 60,495.00 29,505.00 

4,700 224.00 4,476.00 100,000 69,995.00 30,005.00 

4,750 227 .50 4,522.50 200,000 167,995.00 32,005.00 

4,800 4,569.00 300,000 265,995.00 34,005.00 

234.50 4,615.50 400,000 364,995.00 35,005.00 

4,900 238.00 4,662.00 500,000 463,995.00 36,005.00 

4,950 241.50 4,708.50 600,000 562,995.00 37,005.00 

5,000 245.00 4,755.00 700,000 661,995.00 38,005.00 

6,000 395.00 5,605.00 800,000 760,995.00 39,005.00 

7,000 545.00 6,455.00 900,000 859,995.00 40,005.00 

695.00 7,305.00 1,000,000 958,995.00 41,005.00 

9,000 845.00 8,155.00 

(8月14日明T.P. D) 
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〔対外関係〕

' 7ヵ月間に外人1万8216人帰国一一7月中には， インド人6,851人， パキスタ

ン人906人，その他470人， 合計8,230人の在ピノレマ外国人が帰国した。従って 1月

から 7月迄の7ヵ月に，インド人1万4060人，パキスタン人2999人，その他， 1157

人の外国人がそれぞれピルマを離れ，合計1万8216人が帰医した。

なお，本日， 65人のインド人， 61人のパキスタン人が，それぞれ空路帰国した。

(W. P. D) 

8月 14日

〔政治〕

, Pa-An発：政府軍第108軽騎兵連隊はDawna山のプモトのNDUF（民族民主

統一戦線）第7連隊本部で81mm砲，手摺弾12コ，手製銃，小銃などを没収した。

(8月18日W P. D) 

v反乱軍投降者一－8月1日から5日までの間に9人の反乱者が投降した。その

うちわけは，共産党反乱軍2人，カチン反乱軍5人， Padaung反乱軍1人，その他

1人。（W.P. D) 

〔経済〕

曹織物業者に政府融資一一革命政府は，協同組合的織物業者及び家内工業的規模

の個人業者に対し， 1964年度分総額175万Kの融資支払いを決定した。

l SECCが食料品の取扱いを開始一一中央商品交換センターは，基本食料品の調

達，配分保管に関する権限を，中央社会主義建設委員会に委託した。従って，これ

らの取扱いは郡社会主義建設委員会が行うことになったが，部SECCが，設立され

ていないところでは，郡の経済担当の公共団体によって行われる。

従ってこの手続の下では，

(1) 郡SECCが，専問家の助言を受けて農民から直接，農産物を買上げる。

(2) 郡SECCは， ラングーンの人民販売公社本部から， SECCが要請した基

金を獲得し，中央SECC及び商品交換センターに報告する。

(3) 郡SECCは， 農産物を買上げたら， その事実を中央商品交換センターに

報告する。

μ） 郡SECCは，各種穀物の成長具合，耕作期間， 生産性，食料に使用され

ている土地面積，次期栽培のための準備種苗，各担当地域における食料品消費率

と消費者人口などについて，中央商品交換センターに報告する。 (W. P. D) 
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8月 15日

〔政治〕

V各大学11月2日再開一一新高等教育制度に基づき，大学，専問学校，等が今年

の11月2日から再開されることになった。 (G) 

〔経済〕

Vナイジエリアから落花生到着一一ナイジエリアへ発注していた落花生5万トン

のうち7865トンが本日，ラングーンに到着した。 〔W.P. D〕

8月 16日

〔政治7

T KNU （カレン民族統一党〉反乱軍のMaungThan他3名がPa-An区Kama-

maung近郊で，政府軍第107軽騎兵連隊に逮捕された。

, Taungyi区政府軍Pekin駐屯部隊にPadaung反乱軍12名が投降した。

(8月20日W.P. D) 

v今年の5月1日に発効した“新労働法”即ち”労働者の基本的権利義務を規定

する法” （革命評議会法1964年第6号）の第12項に基づく労働諸規則の草案作成を

目的とする委員会の委員長に KhinMaung Lay中佐が労働省により任命された。

なお， ”新労働法”第12項に基づく労働規則として適用されている現行法が，その

まま新労働規則として適用されることになった。

〔経済〕

(W. P. D) 

' 6月末現在労働者の郵便貯金は，総額1億2684万4935K！こ達つしたと発表され

たO なお6月中における郵便貯金は， 1516万7500Kで， 引出し額は671万7024Kで

あった。 CG〕

V各地区で，民開業者〔仲買人）が， Pre-monsoon種胡麻を活発に質入れてい

るとの報告があり，中央治安行政委員会は，全地方治安行政委員会に，この買入れ

を中止させるよう，又， UBAMB（農産物販売庁）の農業生産物質付を援助するよ

う指令した。なお，胡麻ば， 先きの基本商品分類により， UBAMBのみがそれを

取扱うことになっている。 (W. P. D〕

8月 17日

〔政治〕

, Kengtung郡Wanpakkoで，パトロール中の政府軍と16名のシャン反乱軍と

が衝突し，反乱軍2名が死亡した。 （日月24日W P. D) 
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’シャン州で巡戒中の政府軍第3チン統一部隊が約30名のカチン反乱軍と衝突

し，反乱軍2名が負傷した。 ( 8 JJ 21日 W P. D) 

〔対外関係〕

V ピノレマ，フランクフルト貿易見本市に参加一一－8月30日から関かれる予定のフ

ランクフノレト貿易見本市に， ピルマで、は， 人氏販売公社の SoeMiynt中佐， 産業

開発公社のU Tun Antら4人の代表団を送る事になった。 〔W P. D) 

〔経済〕

’農業，苦言産，農園等の機械化のために，国営地にある共同組合村の統合農業協

同組合員， 40名きと集めて訓練講習会がHmawbi労働者人民農業学校で開かれた。

席上， MinThein大佐（Director-Generalof Agriculture）は，社会主義経済建設

における協同組合の重要性を説明し次の様に語った。 「個人の利益と国家の利益は

相互に関連している。すなわち，諸君が一層の労働と 1 生産の向上をもたらせば，

もたらすほど，国全体の利益が増すのである D 又，国家が一層の利益を獲得すれば，

諸君は治療施設，学校，工場，をより多く与えられることになろう。J(W. P. D) 

8月 18日

〔政治〕

, Kachin州Seinlon郡Kaung-Sa村で，政府軍第47連隊が反乱軍掃討作戦中，

約50名のカチン反乱軍と遭遇，衝突し，反乱軍2名が死亡， 3名が負傷した。

(8月21日明T.P. D〕

曹最近投降してきた Padaung反乱軍が， 国の社会主義建設に参加することを誓

ったとの報告があった。 (G) 

, Taunggyi区の陸軍Pekin駐屯部隊に Padaung反乱軍BoTopiyaと家族が投

降した。 (8月25日明T.P. D) 

, Saw Myint大佐更迭ー革命評議会議長NeWinは，革命評議会員，社会主義

計画党中央組織委員会書記長，情報文化相， SawMyint大佐の一切の職務を8月

17日より解くとの声明（第57〕を発した。

同声明は， SawMyint大佐を，廃貨法に関して取調べをする必要があるためと

述べている。なお NeWinは， 同時に， 社会主義計画党中央組織委員会書記長に

San Yu 准将，情報文化相に HlaHan大佐〔教育保健相〉をそれぞれ任命するとの

声明（第58）を出したc 〔w.p, D〕

〔経済〕

’国営製材所設置一一－Kalemyo郡Kyigonに国営製材所が開設された。これに際
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し，上Chin山一in［；｛治安行政委員会議長， TinOlm '1＇佐は， 「チン特別区及び上

Chindwin kの労働者人民の為に出来るかぎり， 年を通じて公平な価格で材木を

売り，材木の白給を計る lと述べた。 （（｝） 

vラングーンの国有化小売店の7月中販；定収入総額は311:3万1978Klと達した、

なお，ランゲーンでは，合計31(はの国有化した小売／，Ifのうち， 1464府が営業してお

り，残りは，閉鎖ないしは合併せられた。

’8月14日現在の攻府保有外貨準備は12億2837万9913Kであると発表。うち連邦

銀行保有は9億4017万4077K〔うち金保有1億9900万Kを含む）であり，同日現在

の総流通通貨品；土i:-l億8521万464官Kマある。

8月 19日

〔政治〕

(W. P. D) 

, l¥Jyohaungで，ビ、ルマ共産党オルグ（AungSein）が投降。 （日月初日 G)

, Taung灯 iiζPekin駐留政府軍第16連隊に Paclaung反乱軍1:1名が投降した。又

l日！日， Phekon陸'cf，＇キャンフ九二［，，］反乱軍 4名が投降しえ。 (8月25口W.P. D) 

, Mergui発：今， 当地I又で， カレン反乱軍と政府部隊との問で和平交渉が順調

な進展を見せているコなお， 8月Hil=lにはK又DO第2歩兵大隊司令官BohmuStト

w Ray他8名が司：，／［ergui区で第1海軍上陸部隊i司令官MinLwin海軍少佐と会談

した。又報汗によるとカレンj又乱軍辻，革命評議会の政策を認め‘沼地域における

平和の凶復のために政府に協力するとのことであとSo 〔8月21日W 司 P D) 

［対外関係〕

v工業・鉱山相 τhanSei日大佐等6名は8月21日ルーマニアを訪問する予定f

V日本の輸入業者，貿易交渉のためラングーンに到着一一一日本は， ピノレマ産コン

ニャク玉に関心を示し， R本コンニャク消費者協会会長と丸一A商事会社員がMya-

nma輸出入公社と貿易交渉を行なうためラングーンに着いた。

なお，日半；のピルマ産コンヱャク－:1,:の輸入l士、戦前も行なわれていたが，E午年l土、

インドネシア及び与イから輸入しており，今年は‘ 1500トンのコンコャク玉輸入を

許可された為，日本としては，ヒルマ，インドネシアラタイから輸入する事になっ

た 。（W.P. D) 

〔経済）

’郡治安行政委員会および社会て主義経済建設委員会の監督のもとで， 4つの基本

食料品小売店がNyaunglebinで開設された。 (W. P. D〕

’7月中に11の雇用センターで，総数6018名が職を得た。 (W. P. D) 
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8月 20日

〔政治〕

, Hlaingbwe郡で行動中の第108軽騎歩兵大隊所属部隊は， Thamala村近くで，

KNU （カレン民族統一党）所有の武器，弾薬，重要文書を押収した。なお， 17日

にも第107軽騎歩兵大~が Pa-an 区 Trifohhwe 村近くで， KNU反乱軍の武器，重

要文書を押収した。 (8月25日 W.P. D) 

V陸軍Pekin駐屯部隊に Padaung反乱軍BoHla Seinとその家族が投降。又同

日， Pa-lianキャンプに， Padaung反乱軍8名が投降した。 (8月25日 W.P. D) 

, Pa-an発： Hlainbwe君l)Kunbe村で，政府軍第28連隊長TunDn中佐を始め

郡SAC,BSPPのメンバーなどが出席して開かれた大衆集会で，変装していた，カ

レン民族統一党第7医長，政治オルグ， SanThein Phynが逮捕された。

(9月2日羽T.p. D) 

, Tachileik区Mong”he村近くでLahu村防衛部隊とシャン反乱軍が衝突，反乱

軍12名が死亡，多数が負傷した。なお，防衛部隊は，反乱軍から，中国製ライフノレ

銃，重要文書などを押収した。 (8月24日 W.P. D) 

Vカチン州、iNanywang地域で行動中の政府第33連隊は Shinbweyan村で約80名

のカチン反乱軍と衝突し，反乱側11名が負傷した。 (8月29日 W.P. D) 

V“The Mirror，，紙編集長，逮捕さる一一当紙編集長U Thau時は公共秩序維持

法（ThePublic Order Act）第5条に基づき，逮捕された。 (W. P. D) 

〔経済〕

V食用油の国内自給が，今年中にほぼ達成出来る見透しがついたO 当面は食用油

の一時的不足を補うためにナイジエリアより輸入した落落生の在庫のある間，落花

生および，胡麻の国内生産を増加する。なお，雨期胡麻については， Meiktila郡の

総合農業協同組合を通して農産物販売庁が直接栽培者からの購入する取決めがすで

になされた。 (G) 

8月21日

〔政治〕

, Ponnagyun (Akyァab郡）発：政府軍第2銃隊は，パトローノレ中当郡のA-Saundaw

村で， 共産党郡議長ThaThi Aungに率いられる反乱軍と衝突し， 反乱軍1名を

殺害L，武器，弾薬，書類を押収した。 (8月23日 W.P. D) 

, Bassein発：（KNUP）カレン民族統一党反乱軍， Kyonpyau郡の地方建康セ

月
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ンターを襲撃。 (G) 

V教育省は， 75人の外国留学生を発表した。このうちソ連へは， 46人，チェコ 8

人，東独12人，西独1人，ポーランド5人，フランス2人，パキスタン1名となっ

ている。

T Ne Win 革命評議会議長は，中央政治科学学校で閲かれている国防訓練講習会

に出席している悶防軍の将校と会い，囲内政治情勢，国家統ーなどについて演説し

た。なおこれにはTinPe准将， SanYu准将， SeinWin准将などの革命評議会員，

各大民国防軍参謀長らも出席した。 (W. P. D) 

T Akyab区Pannagyun郡で巡戒中の政府軍第2カチン部隊は， Baungtaun村で

共産主義者ThanThi Aungに率いられた約10名の反乱軍と衝突し，交戦した。

(8月29日明T.P. D) 

T Pa-an発．政府軍第2カチン部隊は， Pa-an郡Hlaingtaun村で，民族民主統一

戦線（NDUF）反乱軍と衝突し，反乱軍3名が捕えられた。 (8月26r:lW. P. D) 

8月22日

〔対外関係）

V工業，鉱山，労働担当相ThanSein大佐ら一行は本日ルーマエアに到若した。

CG〕

〔政治）

V本日到着した報告によると， 12人のPadaung反乱軍（3名のリーダーを含む〉

がTaunggyi地域の陸軍前哨部隊に投降したとの事である。 (G) 

T Tin U大佐演説一一南西司令部司令官TinU大佐，同司令部副司令官SanKyi 

大佐， Bassein区治安行政委員会議長Tuang中佐は，同司令部管内の Bassein区の

各村落を訪れ農民〔300人〕，総合農業協同組合，村落農業銀行，村落土地委員会等

の関係者と会合し， TinU大住は要旨次の様な演説をした。

(1) 代ピノレマ社会主義への道”の目標達成の前進に際し，革命評議会は，国民

の大半を構）iえしている農民，労働者の強力なる組織を設立する予定である。

(2）社会主義経済の基本的概念は，労働者自身の労働に応じた利益の分配，す

べての国民の福祉と満足のためにとられる自給化への計画，共同所有制，全人民

の労働参加を政府がすみやかに確立することである。 (G) 

vラングーン大学の教職員は， 最近ピノレマ社会主義言｜企画党Kamaynt支部との討

議の結果，党員志願をするとの報告をした。又党支部は， 当地域のARDC（農業

及び地域開発公社）， BBS （ビノレ？放送〕， No.16 Bus line, その他製造工場の労
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働者，党支持者と討論した。

, Mangnaiでシャン反乱軍2名， Kengtungで8名が投降。

〔経済1

ピノレマ

(W. P. D) 

(8月2613G) 

曹シャン州を旅行中の商品交換センタ一議長KhinU少佐は， Panngde郡SAC

議長，社会主義計画党支部長などの当区政治担当官と会合した。又Panngde商品

交換センターは，シャン州産品3万Kを注文，シャン州商品交換センターはPann-

gde産繊維1万5000Kを注文した。 〔8月2513W. P. D) 

8月23日

〔経済］

’人民販売公社食料部中央商品交換センターは，食料品（玉ねぎ，Chilli）の買付

と生産状況視察のために，栽培各都内担当官を派遣した。 (W. P司 D)

Vボイラーの増加により産業が成長一一1962 63年のビル？におけるボイラ一法

管理年次報告によると，ボイラーの台数は1958～59年， 1351台， 1959～60年， 1637

台， 196061年， 1793台， 1961～62年， 2005台， 1962～63年， 2155台と漸次増加して

おり，それにつれて，産業成長も上昇を見せている。

1962～63年のボイラー使用の産業別内訳をみると次の様になる。

精米用1237台，製材用151台，野菜油用129台，石油用48台，ゴム，皮革，ロー

プ，ジュート用40台，繊維用23台，蒸溜，石鹸用13台，タパコ用6台，精糖用16

台鉱業用17台， 7 ッチ用6台，公共事業及び給水用30台，製氷用8台，発電所用

22台，その他産業用116台。 (G〕

〔対外関係〕

Vワシントン発：米国国際開発局（AID）はAID業務を担当するためにF.Will-

iam Smallをピル？に派遣すると発表。 (W. P. D) 

〔政治〕

, Pa-An発．政府軍はHlaingbweChaungの東方で民族民主統一戦線（NDUF)

の秘密基地を攻撃し，武器，弾薬などを押収した。なお反乱｛則3名が死亡した。

(8}J25J3 G) 

, Pa-an発： Hlainghwe郡Chaungpwaで，政府軍第108特殊部隊と民族民主統一

戦線（NDUF）との衝突で反乱軍3人以上が捕えられた。なお政府軍の損傷はなか

った。 (8月26日明T.P. D) 

Y Shin Ottoma事件一一ShinOttamaの声明を掲載したBahosi紙及び KoLay 

Pressを，僧f日達が襲撃した事に関して， マンダレー区治安行政委員会は， 昨日，
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僧侶達に対し要旨次の様な戸明を出した。

(1) 8月Li日，マンダレーの Baho白紙に ShinOttamaに上る宣伝文が掲載さ

れたことによって起生した事件に対して戸一明を出すものである。

(2) マンダレーに起った事件については，政府は干渉しないが，例え僧侶が

Shin Ottamaの声明により侮辱を感じたと Lても，法に従って行部Jするべきであ

り，そうすれば攻府も法に定める行動をとるであろう。従って政的改， 8月15日，

の夜起きた法を無視した僧｛自の行動を支持するわけにはいかない。

(3) 人民の生命と利益を擁護する義務のある革命政府は，再びこの様な事件が

起らないよろ事件関係者を厳重に処罪する。

（事件の経過）

8月13日，“TheBahosi”に， ShinOttama （僧侶名〕による守ミ教の本質”と

題する声明文が掲載された事に対し，若L、僧侶達が反抗を示し 8月15Rには約100

名， 16日lこは700名の僧侶達がBahosi新聞社と Lunge印刷所を襲撃した〉 こうし

た事態に対Lて． 当郡区SACは県SACに問題を委ねた。一方僧イ自主E織10団体か

らなる中央執11評議会は，本R，緊急会議をl掲示事件対策を検討し，この様な予

期せざる騒援は全く不快であるとの遺憾の意在表明し，若い｛割目遣に，不満な点は

中央評議会で，話し合おうと呼びかけたっ CW. P. D〕

8月24日

〔経i,"i"J 

' P月始めより廃貨紙幣返済実施 中央治安行政委員会はヲ 8月11日の革命評

議会布告第56に基づき規定された廃貨紙幣返済は、 9月初旬より 3段階に分けて支

払れることになろうとの声明をだ表した。

声明要旨i士以ドのとおり，

(1）返済実施段階

第1段階（9 Ji～10月）－ －定期頭金額500Kをj[主えないものに対する返済。

第2段階(Il月中〕…．，定期預金額550Kから4200Kまでのものに対する返済。

第3段階（11月中〉…一定期預金額4250K合超えるものに対する返済。

(2）定期預金者はフ頭初廃貨紙幣を預会した地域，君F，町で開設された返済取

取扱所に行くこと。

(3）返済を請求する場合， rn金した当時の提山／山紙〔2〕と同保，国民登録証？
外人登録JlE，パスポート，その他証書などを提出するこど。

(4) 申告用紙［2〕を提出して，まだ廃貨紙幣を引渡していないものは，次の
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様にすること。

（乱）該当者は月末までに，特別に設置される事務所で廃貨紙幣を提出するこ

と。それ以後は受けつけない。

何）該当者は，廃貨紙幣収集委員会に指定された返済取扱所で返済を受ける

こと。

{3) 原則として，返済は，頭初の定期預金者に対してのみ行なわれるが，もし

預金者が，死亡していたり，外国へ渡っていたり，他の重要な事由により，不在

であったりする場合は，他の当事者が，廃貨紙幣収集委員会に，返済を申請する

こと。 (8月25日明T.P. D) 

〔政治〕

’NDUFの反乱一一Moulmeingyun発：約70人の民族民主統一戦線（NDUF）反
乱軍がHlainglion近郊を襲い陸軍，警察連合部隊を攻撃した。 (8月27日G)

8月25日

〔政治〕

v裁判所の法令審査について最高裁指命一一「裁判所は如何なる法津であれ（1）現

行法令および現行法の一部が”ピルマ社会主義への道”計画に則していない，（2）法

律の目的及び狙いが明確でない，（3）又法津の目的及び狙いが明確ではあるが変動す

る地方情勢に鑑みて，これと則した施行が困難であると判断した場合は治安行政委

員会との協議の上，その問題に関する報告を法務省次官あての複写報告を添えて最

高裁申j所に提出しなければならない。」との指令が最近，最高裁判所より出された。

従って，裁判所が，現行法令の目的及び狙いが明確でないと判断したものについて

は，その施行を中止するo

以上の指令は伐ビノレマ社会主義への道”計画に則する事例の審理と決定を明確に

するために出されたものである。 〔8月26日明T.P. D) 

, San Yu准将（革命評議会員， ピノレマ社会主義計画党中央組織委員会書記長〉

は，中央政治科学学校で関かれた第2幹部候補生訓練講習会に出席し， 「全党員に

より定められた綱領に基づき，誠実，勤勉，謙虚に行動すると」と述べた。

(8月26日W.P. D) 

V先週， Mongnai及びAkyab地域で， 1人のビノレマ共産党反乱軍を含む10人の

シャン反乱軍が政府軍Kengtung前！？青部隊へ投降した。 (8月26日G〕

v先週， Lashioで， 巡戒中の政府軍部隊と反乱軍との衝突で， シャン反乱軍2

人， Paclaung反乱軍1人が死亡した。 (8月26日G)

-175ー 一（149）一



r¥ 
ビルマ

, Moulmein発：モン反乱軍が， KawthooleiのKhaya一位置twin村を襲い， 総合

的農業協同組合店を含む， 13戸の家屋を襲撃した。 (9月2日明T.P. D) 

, Bassein発．今朝Basseinで開かれた警察官就任宣誓式で， 南西司令部司令官

Tin U大佐は， 「警察官は，労働者人民と一致協力して，社会主義の目標へと前

進しなければならぬ」と強調し要旨次の様に誇った。

(1）社会主義経済制度，社会主義的民主主義のためにも，又国及び労働者人民

のためにも，忠節を尽さねばならない。

(2）警察は，労働者人民の生命と利益を守るために一命を投げうっ収入氏の警

察”に変らなければならない。

(2）過去の考え方を棄て，新らしい社会主義思想及ひ哩念に沿った新しい，進

歩的な思想に，すべてが代わらなければならない。 (8月26日 G)

, Kyanggon (Bass巴in区〉発一一民族民主統一戦線に属する反乱軍がKyaungg司

on郡Minmanaing村を襲い，米700bagsが入っているこつのUBAMB倉庫を焼き

払った。 (8月29日W.P. D) 

, Maubin発： Pantanan郡Kanan村の治安行政委員会議長U Aye MaungとU

Kyi Muが， KNDO反乱軍により連れ去られた。

又同日 Kyakhthton村で， r＠軍と警察の連合部隊は，約60名のKNDO反乱軍と
交戦した。 (8月29日W-P. D) 

, KNUPの反乱一一Maubin発・約60人のカレン民族統一党（KNUP）反乱軍が

Kyakkath-ton近郊で陸軍輸送船を襲ったが政府軍側には被害はなかった。

(8月27日G〕

〔経済〕

V農産物買付のための委員会設置一一農産物買付けの計画，監督を担当する委員

会が間もなく，県，区，郡ごとに設置されることになった。これらの委員会は，今

月収獲されるそンスーン前胡麻の貿付をその手始めとして， 胡月半の価格（basket当

たりZOK〕維持を計り，現行価格よりも安く，総合農協，土地委員会に販売する予

定である。なお委員会のメンパーは，県及び州治安行政委員会により，任命される

治安行政委員会代表，社会主義計画党幹部候補，党支持者，農業知識家などで構成

される。

なお，必要な時には，中央社会主義経済建設委員会（CentralSECC）が県委員会

を援助し，委員会の設置されない郡では，部社会主義建設委員会が当委員会を代行

する。しかし郡社会主義建設委員会がまだ組織されていないところでは，県治安行
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政委員会が代行することになろう。 (8月25日明T.p. D) 

, Prome発：当地区における6つの地域開発計画が最近完成したD これによる

と，米作地7000エーカー， ジュート耕作地100エーカー， fおよび6村落を結ぶ道路

が完成した。 (8月27日G)

V国営木材公社は， 15万4865トンの今年度木材輸出目標を定めたが， 7月末まで

にすでに11万9865トン（ 1億（2176万8720K）を輸出した。 (8月26日明T.P. D〕

〔対外関係〕

V技術者，中共を訪問一一ピノレマエ中国経済技術協力協定に義づき，中国の招待

を受けた， TunYi中佐， KhinHlaing少佐， UHan Sinが今月末中国を訪問す

ることになった。

なお，彼らは，約1月滞在して， Kengtung区TakawのSalween川架橋につい

て，中国技術者と協議する予定である。 (8月26日W.P. D) 

8月26日

〔政治〕

, Kyaunggon発（Bassein区）．民族民主統ー戦線反乱軍26名がThitseikon村の

総合農協の家畜農場を襲撃しヤギ35頭を殺したO 又同夜，同反乱軍により Nyaun-

chedankの2つの橋が破壊され， Kyaunggon-Pantanan道路が破壊された。

(8月29日W.P.D)

, Taunggyiで6名の Padaung反乱軍が投降。 (8月26日G〕

V中央司令部司令官， SeinWin准将ら一行は， Nyaunglehinを訪れ， 当地区の

人民販売会社，人民販売店，郡社会主義経済制度確立委員会，社会主義計画党支部

などを視察した。 〔8月27日G)

’ラングーンで開かれた，政府関係局，各公社，行政尿管轄下の各組織に従事す

る管理職労働者の為の第1回教育訓練講習会開会式の席上， 内務省特別次官Sein

Lwin中佐は，要旨次の様に述べた。

(1) 国の経済制度が変わっていると向様，行政管理制度も変わっているし又行

政管理関係は変化の過程にあるO

(2) 椋民地体制下では，国家公務員は，公共福祉の為には何もしなかった。彼

らは，椴民地政府と資本家の利益のためにのみ働いてし、た。しかし，革命評議会

と革命政府は，社会主義市Jj度に従い，人民の福祉のために働かねばならない。又

国家公務員は，人民に対し責任を持ち，人民の福祉のため働かねばならない。

(3) 生産部門における労働者間の関係が変わったと同様，行政部門における労
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働者間の関係、もまた当然変わらなくてはならぬ。従って下級労働者から高官に致

るまでの全ての政府関係機関に従事する労働者は，国家の利益のために，相互に

協力して義務を遂行しなければならぬ。 (8月27日明T.P. D) 

［対外関係〕

’国連水力技術援助専問家G.A. Halorff氏が政府潅税局の水資源開発計画援助

のためにピノレマに到着した。

〔経済〕

(8月27日明T.P-D) 

, 21日現在の政府保有外貨準備高は12億10万2067Kであり，そのうち連邦銀行保

有は9億6331万5185KCうち 1億9900万K）であると発表．なお同日現在の総流通

通貨量は13億6769万4692である。 (8月26日W.P.D〕

8月27日

〔経済〕

，廃貨紙幣返済は9月3日から d中央治安行政委員会高I］議長TanYu Saing大

佐は，州，県，地区，の各治安行政委員会代表，政府関係各省，局，部，公社の担

当長を招集し，廃貨紙幣の返済に関する手続方法を説明したc

なお，これによると，定期預金額50Kから500Kまでの返済は9月3日から始め，

以上のものについては11月1日から返済を開始する。なお手続上の主な点は次のと

おり，

(1）返済取扱所は，申請者が国営木材局融資，工業省融資，銀行融資，農業及

び地域開発公社融資，関税，消費税，営業税，所得税などを支払う義務があるか

どうかを調査しこれらの当然支払うべきものは，返済額から控除されることにな

る。

(2) 申請者の居住地以外で預金申請したものについては，返済取扱所が，その

居住地の通貨収集委員会により確めてもらう。

(3) 申請用紙（No.2〕を失くしたものは，その旨を通貨収集委員会に通知しな

ければならない。

(4) 国民登録証，外人登録証がないものは返済されない。しかし，治安行政委

員会が，その旨を了解した時には返済される。

(5) 定期預金が反乱者のためのものであると判ったときは返済されない。又そ

の疑いのあるものについては，返済は差控えられ，預金者は取調べを受ける。

(8月28白 G〕

〔政治〕
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, Shin Ottama事件と宗教問題に関する革命評議会声明が発表さる。

(8月28日G)

ぐ注〕 8月28日付Guardian紙掲載による当事件の解説と声明は付録参照。

8月28日

〔政治〕

’先週， Pannaggun地域を巡戒中の政府軍部隊と反乱軍部隊との衝突の際，共

産党（CPB）反乱軍1人が死亡，カチン独立軍（KIA)11人が負傷した。

〔8月初日 G)

, Kengtung地域で2名のシャン反乱軍が投降 (8月30日 G)

, Y egyi (Bassein区）発： Kyaunggon-Sakanで，政府軍第37連隊と第5銃隊の

連合部隊が，共産反乱軍20名と交戦し， 1名を逮捕したo

, Henzada [Kで行動中の政府軍第37連隊所属の一部隊が Mazalegon郡Htautky-

aintain府でカレン民族統一党反乱軍と衝突し，反乱側2名が死亡， 3名が負傷し

た 。（9月213 W. P. D) 

’仏教徒指導者， Agga MahaPaudita Uinayedhara Zeyawaddy Sayadowと

Vinayadhara Pyilonchantha Sayadawは， 27日出されたShinOttama事件に関す

る革命政府声明を歓迎するとの意を表明した。

〔経済〕

〔8月29日W.P. D) 

V落花生価格決定一一1964年から65年までの農業管理局による落花生購入価格

は， 25ポンドあたり6.50K以下と決定した。これは1963年の農業販売統制令第8条

に基づき貿易開発省により規定されたものである。 (8月29日W.P. D) 

’28日現在の政府保有の外貨準備は， 11億8463万4342Kである。うち連邦銀行保

有は9億4784万3472K( 1億9900万Kの金保有を含む）で，総流通通貨量は， 13億

4350万4267Kであると発表された。 (9月2日W.P-D) 

曹廃貨法に基づき委員会が組織さる一一革命政府は廃貨に関する全ての問題を審

理する委員会を指命した。 この委員会は， 内務省次官UWin Pe議長他4名で構

成されて，廃貨法第5条第2項によるものである。 cs月29日W.P. D) 

7月29目

〔政治1
’Ko Lay新閤社主抱引さる一一-ShinOttamaの

声明を載せたマンダレ一のE王oLay新開社主 U Ko Layが“ShinOt凶ma”事件調
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査委員会に事実供述のため拘引された。 (8月3013G) 

, Thenawaddy区で掃討作戦中の政府軍第25連隊は， Lepan郡 KathitpinSakan 

付近で約20名のカレン民族統一党反乱軍と衝突し．反乱軍3名が死亡した。

(9月2日W-P. D) 

, Shwegyinで巡戒中の政府軍部隊は，共産党（CPB）反乱軍2名を逮捕し，同反

乱軍との衝突が同地区で起り， Pegu医共産党副指揮官と共産党地区委員会委員が

殺された。

なお，殺された副指揮官はMinHtayといい，共産党が参加している民族民主統

一戦線（NDUF）において，政治的，軍事的に重要な地位を占めていた。

(8月30日G)

8月30日

〔経済〕

' 7月末までの労働者の純貯蓄額は， 2億3174万1480Kであると発表された。

(8月3113G) 

, Ponnagyun (Ahyab区）発：共産党反乱軍20名が， Kun-taung村に現われ村氏

を傷つけた。 (9月2日W.P-D〕

8月31日

〔政治〕

v先週中に12名の Padaung反乱軍がTaunggyi政府駐留軍に投降した。

(9月 113 G) 

〔経済〕

' ＂農民に土地を” TinSae大｛主演説一一第54回農業機械化アシスタント講習会

に出席した農林省次官TinSae大佐は，①土地はそれを耕す者にのみあり，②農

業が機械化され，③協同組合が全農業活動に適用された時にのみ農民は解放される

と述べ，更に次の様なことを指適した。

(1）社会主義経済制度の下では， 2種類の企業しかない。即ち，都市部におけ

る国営企業と農村部における協同組合とである。

(2) 農業の機械化は，農民と労働者の密接な関係をもたらす，良pち，労働者が

如何に機械を動かすかを農民が知ったときに農民は労働者を理解するであろう。

(3）機械化が行なわれた頭初は，全農作耕地1800万エーカーのうち600万エー

カーが機械化されたにすぎず，これを完遂するためにはトラクダー2万台， トラ
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クターステーション400, 運転手6万人が必要である。従ってこのためには（1）労

働力，（2）財力，（3）資材が必要なのである。但し，このうち労働力の確保が困難で

あり，労働量よりも質がより主要な意味をもっ。

(4) 農業の機械化は社会主義経済建設の要である。 (9月1日w.P. D) 

' “Shin Ottama事件”の調査委員会設置さる一一一本日， 内閣評議会議長局より

発令された指命によると当委員会は， (1) ＂注意書”を印刷し， 宣伝した際のShin

Ottamaの動きとこの行動に対する支持者がいたかどうか。（2)Shin Otamaの宣伝

の結果起った騒擾とは別に，最近マンダレーで， ある僧侶（Sanghas）により起され

た騒擾に，他の目的があったかどうか。（3）そうした僧侶の背景に黒幕がいるかどう

かなどを摘発するために設けられた。

なおこの委員会は， 8月27日に布告された，革命政府声明によるものであり，議

長は内務省次官U Win0 (9月1日W.P. D) 
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付録

ピルマ革命評議会のシンオッタマ事件対策と

寺院僧侶に対する廃貨措置の適用

ガーデアン紙 8月28日

宗教宣伝文をパホシ紙に掲載させたシンオッタマは査問委員会の取調を受けるため

8月25日夜ラングーンで保護検束されたとのことである。 この事件に関連してピJレマ

革命評議会はその立場を明かにするため声明を発し， それと同時にこの事件を調査す

るため査問委員会を設置したことを発表した。なお又革命評議会は信教の自由を保証

し， それと同時に宗教の美名に隠れて行われる反政府活動の弾圧を予告し，あわせて

寺院憎侶の所有する廃貨及びあらゆる宗教団体の所有する廃貨の新貨との全額引換を

早期に行うことを声明した。革命評議会の声明の詳細は下記の通りである。

革命評議会は8月27日に憎侶と国民とに声明を発して，信教の自由を保証し，仏教

を脅かすあらゆる危難の排除とあらゆる仏教界浄化措置の実施とを支持する用意ある

旨を声明し， それと同時に，革命評議会と政府とに共産主義の熔印を押付けるためあ

らゆる機会を利用して反政府活動を行う不穏分子を激しく非難した。

革命評議会は一部僧侶が宗教の美名に隠れて行う反政府活動を従来は黙認して来た

が， 今後はかかる売僧遠の行動に対して断乎たる自衛手段を採ることに決定したと発

表した。

革命評議会はマンダレーに起ったシンオッタマ事件を調査するため査筒委員会を設

置して同事件の動機と原因とを究明することに決定したと発表した。

僧侶と仏教団体とが所有する供託廃貨の新貨による全額引換については，革命評議

会は全額引換の要求に応ずることが不可能な理由を述べた，併し宗教事業の再開を促

進するため，来る 9月に予定されている引換に際しては予定額を上廻わる供託廃貨引

換を9月以降に行うことを約した。

シンオッタマなる人物が先般マンダレーで行った声明を縫って一部僧侶が惹起した

騒擾については革命評議会は声明を発して悶評議会と政府とがシンオッタ？なる人物

を従来聞知したことなく， いわんや彼を直接間接を問わず教唆又は需助したことは皆

無なことを明かにした。

この事件及びその他最近仏教界に生じた主なる事件について革命評議会は下記の説

明を行った。

革命評議会が1962年3月に政権を把握して以来一部僧侶は諸種の事件を惹起した第
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ーの事件は名刺寺宝の保存に関する事件， 第二は国家団結維持法に隠する事件，第三

は高額紙幣廃止法に関する事件， 第四にはマンダレイのパホシ紙に掲載のシンオッタ

マ声明に関する事件でおる。

第一の事件に関しては革命評議会は古代美術品を保存して後世に伝えることを念願

とし， この趣旨に基いて文化省がこれら美術品の保存措置を講じたため問題は生じな

いはづである。併し一部僧侶と政党に牛耳られている仏関管理者逮とは共謀して革命

政府が宗教を敵視し，信教の自由と宗教儀式とに干渉を加えているとの悪宣伝を行っ

た。従って，革命政府は国の危乱と成る程重要でない仏教古美術品を繰って紛糾の生

ずることを避け且つ， この｛牛に関する政策が一般に誤解されている理由で騒援の勃発

することを避けるため， この問題については譲歩した。

第二の事件は革命政府に反対の一部僧侶が宗教団体を含めておらゆる非政党団体の

登録制度を定めた国家団結維持法の撤廃を目指して騒擾を惹起しようとしたため発生

した。 これら一部僧侶は革命政府と国民の多数を占める仏教徒との離間を企てたこの

場合にすら革命評議会は宗教に関して好ましくない事件の発生することを避けるた

め，宗教団体が天神地祇に誓って純然たる宗教活動にだけ従事するならば一切の宗教

団体の登録を免除すると声明した。

高額紙幣廃止法については革命評議会は仏教団体の所有する通貨の新貨による全額

引換が実行不可能で， 仏教団体の引換要求に応じ得ないことを多くの事由を示して説

明した。 これら事由の主なるものにはピソレマ国民が仏教徒，キリスト教徒，回教徒，

インド教徒， その他の教徒から成り，これら諸派信徒から徴収する税が国庫収入と成

り， この収入が宗教の専有物ではなくして全国民の所有物であることが指摘された。

従って経済，通商，財政に於ては勿論のこと， 100チヤト紙幣と50チヤト紙幣との流通

廃止の場合にすら，宗教と人種との点で差別があってはならない。かような宗教差別

人種差別は崩壊の危機にある挙国一致態勢を挽回するため最多の努力が必要な現在に

於ては特にこれを一掃せねばならない。

一部国民は不正手段を弄して蓄財することに没頭し， 一部国民は倹約を旨として浄

財を蓄えることに専心し， 又一部国民は将来享有する年金を割引いて換金し，貯蓄の

払戻しを受け又は所得額を誠実に申告した後残りの収入を貯蓄して貨殖に励んでい

る。かように誠実な手段で金銭を蓄積した人々もまた今回の廃貨措置によって被害を

受けたことは明かであるc なお又，僧侶と寺院との所有する通貨以外の通貨も廃貨措

置の対象と成ったことに注目せねばならない。更に又，不正手段で産を成した者逮が

廃貨と成った高額紙幣を政府に引渡さずに寺院に寄進し又は慈善事業は寄附したこと

9
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も明かである。かかる卑劣な行為は内味のからと成った牛乳蛮をシュウエジゴン仏塔

に寄進した者の行為と五十歩百歩である。

革命評議会は一部国民が誠実な手段や倹約貯蓄を通じて貨殖にはげんでいるにも拘

らず他の一部国民が不正手段を弄して金銭を取得したことや仏教以外の諸宗派が多く

の金銭を所有していることを十分承知している。 もし正当な手段で金銭を取得した者

が誰一人として不当に苦しまないためには不正な者共を処罰せねばならない。従って

不法行為者は今日までは寛大に扱われて来たものの今後は彼等に峻厳な態度を以って

臨まねばならず，政府は諸他の重要措置に先行してかかる取締措置を今後長期間励行

する決意である。それと並行して廃貨と新貨との引換は無期限とする。

以上述べた諸種事情を考察した結果革命評議会は政治，経務，宗教の点で最も容易

に実行出来る廃貨の迅速な処理措置を定めた。従って，｛曽侶，寺門の所有する通貨の

廃貨措置免除申請は遺憾ながらこれを承認、することは出来ない。

以上の決定された措置を実施するに当たって，宗教事業ど寺門建設とを速かに再開

させるために宗派の所有する高額紙幣と新貨との引換措置は著しく促進されることに

成り，先に発表の引換期間に繰上げられて9月初旬から開始されることと成った。

マンダレーのパホシ紙に掲載のシンオッタマ宵明文に端を発して一部僧侶はパホシ

社とコレイ社とを襲撃して印刷機を破壊した。 この騒擾の原因と成った同声明文には

「仏教界の浄化を促す警告」との題が附されていた。 この事件については投稿の趣旨

が真に仏教界を憂いる真情によるか又は他の動機によるかを調査する必要あり， なお

又新聞社を襲撃した一部僧侶が単にこの投稿に憤激して暴挙を敢でしたか又は革命政

府に対する示威運動として襲撃を行ったかを確める必要あり，彼等が革命政府との抗

争を目指していたかを確める必要もあった。襲撃が政府攻撃の表現であるか否かを確

めることは全僧侶問委員会が8月16日に僧侶団に対して発した声明に着服すると一層

必要と成る。すなわち同声明は投稿者シンオッタマと彼を使唆した破壊分子とを探索

し逮捕することが緊急であると述べた。次に問委員会が8月23Sに行なった下記の声

明に着服してもかような破壊分子を探索する必要があった。すなわち「この委員会は

シンオッタマ事件から派生した予期せざる騒援のためこの事件の背後に潜む仏敵を見

失ったことを頗る遺憾とする。 この委員会がこの仏敵の正体を突留めようと努めてい

る聞に委員会と対決することをおそれてこの仏敵は早くも身を潜めた」。革命評議会と

してはこの声明に言う「仏敵Jが仏教団体を意味するか又は現政府を意味するかを確

める必要があった。 このことを確めることは特に必要である，と言うのは前記委員会

の一部委員が彼等が政府の意向を打診するため故意に政府の術策に陥るような言動に
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出たのは政府が僧侶と一般国民とを離間するため彼等の言動を黙殺して何等の対抗措

置を採らなかったためであると青年僧侶達に8月15,16日に洩したからであるo もし

一部委員が真にかような意見を洩したとすれば， 政府はシンオッタ？と共謀して僧侶

遥を陥れるため陥奔を設けたものとして非難されることと成る。

この点につき革命評議会は僧侶固と一般国民とに真相を伝えるため事件を徹底究明

することに決し，既述の通り下記の声明を発した。

「革命評議会と政府とはシンオッタマなる人物につき従来関知したことはない。従

ってかかる未知の人物を革命評議会や政府が直接間接会問わず使燃す石理由は有り得

ない。シンオッタマ事件は僧侶違にだけ関係、ある純然たる仏教上の問題であって，政

府はこの事件とは全く無関係である。

政府が事件を黙殺したとの非難については，政府が事件発生当時何等の措置を採ら

なかったためで，政府はこの純然たる仏教問題を仏教界の自主解決に侠つこととし宗

教問題には干渉せず又は干渉したとの非難を避けるため問題を傍観した」。

以上述べた事情に基いて判断すれば一部僧侶が革命評議会と政府とに反抗して，仏

教界と国民とに評議会と政府とが「仏敵」であるとの印象を植付けようと企てている

ことは明かである。一部僧侶と一部俗衆とは革命評議会と政府とにつき悪宣伝を行な

い，仏教徒と一般国民ならびに諸他宗派の信者達に革命評議会と政府とが共産主義を

基盤とする仏敵であると信じ込ませるため流言葬語を放ち， かように僧侶及び一般国

民と革命評議会及び政府との離聞を画策している。

かかる悪質分子遠の主張と彼等が革命評議会と政府とに浴せる非難とが全く事実無

根の悪宣伝に過ぎないことを証明するため革命評議会はその声明でビソレマ社会主義建

設綱領で述べた宗教政策につき僧侶と国民との注意を促した。すなわち， この声明で

革命評議会は宗教政策の確立を約して「国民各人が各自の宗教を信奉し儀礼を修める

権利を承認した」。

国民の大多数が信奉する仏教についてはこれの浄化が緊急の要務であることは明か

であるο この浄化は僧侶団自体が遂行すべき任務である。

革命評議会の政治原則を成すビノレマ社会主義建設綱領と共産主義とは岡ーでない。

ピノレマ社会主義建設の構想と共産主義とは氷炭相容れざるものである。両者の相違点

は頗る多いが， その主なる点としてはビルマ社会主義綱領党員は各自の望む宗教を信

奉しその儀礼を修める自由を有するが， これに反して共産党員は信教の自由を認めら

れないことを指摘せねばならない。寺院と僧侶とが所有する廃貨については既に述べ

た通り廃貨の額の多寡に拘らず廃貨との引換が9月以降出来得る限り迅速に行なわ
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れ， 引換は既に発表された引換率に基いて行なわれるものとする。

シンオッタマ事件については既に述べた如く下記の諸点を究明するため査問委員会

が設置される予定である。

l. シンオフタマの背後に一個人は数人の黒幕が潜んでいるか否か， 彼の投稿の動

機は何か。

2. シンオッタマの投稿に端を発した僧侶騒擾事件が他に何等かの意図に基いてい

たか否か。

3. 新聞社襲撃に参加した一部僧侶の背後に一個人又は数人の黒幕が潜んでいたか

否か。

革命評議会が仏教界と国民とに対して発した声明は僧侶と一般国民とに対する下記

の呼掛けで終っている。

「革命評議会はこの評議会と政府とに対して機会ある毎に反対運動を行なって来た

俗衆については迅速な取締措置を講じて来た。併し宗門擁護の美名に隠れて反政府運

動を機会ある毎に行ない騒援を事として来た一部僧侶には弾圧を加えることを差控え

て来た。併し今後は反政府行動を採る売僧達に対して革命評議会は断乎たる自衛手段

を講ずることと成ろう。 これを機会に革命評議会は仏教関係者が仏教界の浄化に乗出

すことを要望する。革命評議会は仏教界の浄化を望む国民と僧侶団とが宗教を妄用す

る売僧共を保護するとの誤謬を犯さないよう切に要望する。

騒擾を事とする一部｛駅員に禍されてオパダカリヤ団体，ピニヤダラ団体， 宗教裁判

所の運営に諸種の支障が生じた。全僧侶団委員会は速かに会議を招集してこれらの支

障を除去する方法を決定すべきである。僧侶団はかく決定することによって仏教に襲

い掛かる重大な危難を排除すべきである。革命評議会は仏教界の浄化に所要の支持支

援を欣然与えることを確約する。
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9月の動向

一一政府，内閣を改造一一

9月17日， 革命評議会は5名の新任閣僚の任命を含む大巾な内閣改造を発表した。

この改造における特徴は，① Tinh 准将， ThanSein大佐がその権限を縮少された

こと， ②ピノレマの5つの軍管区司令官のうち4人の司令官が閣僚に登用されたことで

ある。我々は以ドこの珂由について考えていきたい。

Tin h 准将は改造前は農林、，土地国有化，貿易振興，供給及び協同組合相，ThanSein 

大佐は，労働，鉱Ill，工業祈！などを兼任し，その実権を掌擬していた。今回の内閣改

造により，これら兼任ポストのうち TinPe准将は，農林，土地国有化， ThanSein 

大佐は，鉱111，工業の各権限を奪われたo このようにピルマの主要な経済部門を把握

していた TinPe, Than Seinの権限縮少は極めて深刻な問題を提起するものである。

今，ピノレマでは，慢性的現象なのであるが，特に最近，食用池の不足がめだってい

る。このため政府は，食用油の原料である落花生，胡麻の増産運動を展開する一方，

急逮，外国産落花生などの輸入を指令して，何とか危機を乗り切ろうとしている。ピ

ルマの食生活において，食用油は必需品であるだけに不足状態は深刻である。戦後ピ

ノレマの落花生生産は順調に回復し， 1962/63年度には，戦前水準をはるかに上廻る2.5

倍に達していた。 しかし，昨年度に到って，生産は急激に低下し， 62/63年度実績に

比べ， 25%もの減産であった。同時に胡麻の生産も，昨年度は30%も落ちていた。 こ

うした減産が，今日の食用油の不足状態をもたらしていることは明らかである。 この

落花生，胡麻の減産に代表される農業生産の減少は， 日十年度実績生産額にして約4億

9000万K (21%〕の低下を示した。 もし，こうした農業生産の減少が，天災その他の

不可避的要悶によるものでなかったとしたら TinPe准将の農業政策に批判が向けら

れることは無理のないことである。更に農業部門のみでなくして，経済全体が停滞，

縮少したとしたら，経済部門を司る TinP巴及びThanSeinがその責を問われること

は当然である。日1＇年の国民総生産額が 57億8870万Kと， 1962/63年度比較6億2760万K

の減少であった。なお昨年度頭初見積りは66億8380万Kであり，実績は8億9510万K

の減少であったことからしても， ピルマの経済全般にわたり危機が露呈してきている

ことを表わすものである。特に工業部門は，若千の国有化があったとしても，民間主
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業部門の生産減少は13.6%にも及び， 国営工業部門の8%増加があったとしても，工

業部門全体の減少は覆えなかった。特に民間工業部門の主要産業である繊維，食品加

工の生産は， それぞれ15%～5%の減少を示しており，民間工業の活動停滞が著しい

ことを表わす。従って，工業生産の停滞は，民間工業部門の企業活動の沈滞とそれに

伴う生産の減退が主な理尚として挙げることができるO X，これに代わるべき国営産

業の拡大が現実化し得ないままに民間：工業生産の停滞を招来せしめたことにも工業政

策の失敗が表われている。以上の如く，悶全体の経済，生産活動の停滞が，経済政策

の失敗として責められーても仕方があるまい。

農業に於いては，農業機械化，協同組合化に代表される農業政策が，結果的には，

農業生産の大1／屈な減少をもたらし，工業においては， 民間丁．業の生産活動の停滞をも

たらした工業政策の失敗， ひいては全ての経済活動をマヒ寸前にまで追いやった経済

政策，殊に， 資本のピルマ化ないしは民族資本家の追放を目的とした5月の高額紙幣

凍結を頂点にし wて， 凶民の政府に対する不満，政府内部の対立が日増しに強くなって

いたことは極めて＇＇ i然であるQ 8月の仏教徒騒優事件も，一つはこうした政府の経済

政策にホコ先を向けたものであった。 4月の国民間体皆登録令により，全ての政治団

体の解体を指令して：文字通りの 党独裁体制を強固にし，経済の国有化， 資本家の追

放等の「社会主義Jを旗印に強硬政策を打ち出していった TinPe, Than Seinによ

る路線が，仏教徒騒援事件を契機として，政府内部で批判の対象とされ， 政策失敗の

責を間われたものであると考えられる。又3 新らたに閣僚入りした地方軍管区司令官

の登用は，こうした国民の不満に対する軍政の対応措置であったものであろう。な

お，内閣改造の翌日，ネ・ウィン首相は病気療養を理由に英国へ渡った。 しかし，上

に述べた諸事情を考えれば， 単なる個人的事由で国を離れることは考えられないし，

又，この内閣改造に象徴されるピノレマ政府の苦しい立場と全く無関係であるとは恩わ

れない。
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〔政治〕

ビルマ日誌

T "The Mirror”紙，国有化さる一一革命政府，情報省により，布告第130が発表

され，“TheMirror，，紙とその印刷業務が9月1日より国有化された。これは，“企

業固有化法1963年”の第3条に基づき行なわれたもので，当新聞社の所有する総て

の財産に適用される。従って， 9月1日より一切の業務は革命政府が代行するが，

“企業固有化法”第4条，第8条によりその負債については責任を負わないことに

なる。 (W. P. D.〕

T M且ungLwin演説一一救済，復興，社会福｛ll：，国家団結担当相 MaungLwin 

中佐は，社会主義計画党幹部候補生第3訓練講習会の終了式で要旨次の様な演説を

行なった。

(1）候補生は，国家の経済発展のために，社会主義建設に側し，人民と一致協

力して働く責任がある。

(2) 自分自身の仕事に確信金持つこと。

(3) 常に人民の利益となる立場に立つこと。 cw. p目 D.)
T Maubin発.Pantanaw郡の提防が4筒所にわたり，カレン民族統一党（KNUP)

反乱軍により破壊された。 (9. 3. G) 

Vカチン反乱一一Bhamo区で巡戒中の政府軍第36連隊は，約20名のカチン反乱

軍と u勾an付近で交戦し，反乱側2名が逮捕された。 (9. 11 W. P. D.) 

〔対外関係〕

T IMF総会へ代表団一－9月7日から，東京で開かれる予定の1964年度， IMF,

IBRD （世銀） IFC, IDA総会山席のため，近く代表団が出発する予定である。な

お代表聞は以下のとおり。

革命評議会員，東方司令部司令官MgShwe大佐，連邦銀行理事長 U Kyaw 

Nyein，大蔵省次官 UKyaw Nyun。 (W. P. D.〕

V国連調査団， Sittang渓谷の調査を終る一-Sittang渓谷の洪水防禦，開抵潅

瓶，水力開発などの調査が，ソ連人技術者からなる国連調査団（UNIC)により，こ

のほど完了した。 (W. P. D.) 

-155- 一（163）ー



ピノレマ

V中共へ技術者一一日toonY問中佐他3名の橋梁技術者が北京に到着した0

9月2日

〔対外関係〕

Vインド外相訪問一一一H E. Sardor Swaran SinghインF外相は，インド外務管

次官，“Statesman”紙などの記者団と共に，本日 Mingaladon空港に到着した。空

港には U Thi Han外相などが出迎え、インド外相は、ビルマとの友好関係の改善

を希望するとの声明を発表した。

「経済〕

曹漁民に融資勾 Jγrawad,ly Delta地域の漁民に対し総額8007iKが融資主れる

ことになったと Irraw山ldy区 SACより発表され， 9月20n迄に：si:fムわれることに

なった。 なおこの決定は8月初旬に海軍大佐 ThaungTin海軍参謀長及び’finU 

南西下司令部司令官が当地区を訪れ漁業問題を話し合った結果によるものである。

' 漁民に融資一一一Amhertのj魚、民及び漁業協同組合員227名に対しThanhyuシ旬以

郡SACが融資を行なった。

融資の内訳は次のとおりである。

Damin Fishing Industry ( 48名〕 15,050K

Ga Fisl山 gIndustry (30名） 12,300K 

Peikphy時 aleFishi昭 Industry(149名） 72,642K 

(9. 5 W. P. D.) 

’マングレ一発： NagaCheroot Works （葉タパコ工場〉労働者5000人は， u
Myo Nyun緊急労働小委員会議長と，使用者側の同意により， 1961, 62, 63年度

分の休日及び休暇手当として総額56万0401.59Kの支払いを受けることになった。

そのため，使用者は， 1日当たり1000Kを国営商業銀行に収めることになった。

(W. P. D.) 

Vピ／レγ鉄道は， 1963年10月 lflから1964"f'.6月末までに総収入9042万9363Kを

獲得したと発表，内訳は，

采客収入4243万6078K，貨物収入4640万4835，その他158万8450Kである。

〔G)

［政治〕

, Moulmeingyn発： 2t，の共産党反乱躍が， Kymeじlu日lWaでランチを襲った。
(9. 5 W. P. D.) 

, Lower Burma Union Sangha Organisation は声明を発表し，この団体は8月
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23日ラングーンで聞かれた全仏敵団｛本会議には，何らの関係ももっていないと述べ

た。この団体は1962年5月25日以来，他の仏教団体との関係を断っており，僧侶が

新聞を読み，世俗の事に関心をもつのは罪であるとの立場をとっている。

(W. P. D.) 

vラングーン大学に， InternationalAtomic Energy Agencyの援助により，ま

もなく原子力研究所が設立される予定である0

9月3日

〔対外関係〕

(G) 

Vインド外相，政府高官と会談一一来緬中のインド外相 II. E. Sardar Swaran 

Singhは革命評議会員 TinPe貿易振興相， lllaHan情報文化相， U Thi Ilan外

相らと会談した。

’IMF東京総会のためのじ、ル♂代長1:-tl出発。
l経済〕

Vラングーンの国立協同組合訓練学校で聞かれた第11凶協同組合訓練講座終了式

で，協同組合局の Ullla Maungは要胃次の様に述べた。

(1) 国内の330市町に400万人が生活しており， 2000万人が7万3533村落に住ん

でいる。

(2) 1964年8月 1日迄に，総計1万0806の総合農業協同組合が組織され， 9118

の協同組合店が開設された。

, Prome区治安行政委員会議長 LuMaw少佐と当郡社会主義経済制度確立委員

会（SESEC）議長U Than Daingは， Paungdaleで当地区の総合農協のメンバーと

消費者への生活必需品配分について討議した。なお席上LuMaw少佐は，革命評

議会の対農民政策，農民の生活水準向上のための協同組合計画などについて説明し

T乙。 (9. 5 G) 

〔政治〕

Vシャン反乱一一Loilem区を巡戒中の政府軍部隊は， Hopan村近郊でシャン以

乱軍15名と衝突し， SaoNandi他2名が殺された。 (9. 8 W. P. D.) 

, Mongheiキャンプ駐留の政府軍第3連隊は，約8名のシャン反乱軍と衝突し，

反乱側2名が死亡した。 (9. 10 W. P. D.) 

9月4日

〔対外関係〕
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Vインド外相ネ・ウィン首相と会談 来訪中のインド外相H.E. Sarclar Swaran 

Si時 hは， StateHouseでネ・ワイン革命評議会議長と会談した。なお当会談には

Hla Han情報文化相， UThi Han外相らも出席した。

, Than Sein労働相，ルーマニア指導者と会談 ルーマニアを訪問中の Than

Sein鉱Ur, ：仁業， 労働相は，ルーマニア大臣会議議長代理GognRadulescuと会

談，両国聞の貿易，経済強力の拡大などについて話し合ヮた。 〔W.P. D.) 

〔経済〕

V廃貨紙幣払戻し開始 今朝，ヲングーンの12地域と，各地方司令部で147ヵ

所の返済取扱い所が開設され，払戻し業務を開始した。

’9月4口現在の外貨準備は11億7182万5508Kである。うち連邦銀行保7台リ土9億
3102万9795K（うち 1億9900万の金保有を含む〕である。なお当日現在の総流通i滋

賀監は13倍、8656万4811Kである。 (9. 10 W. P. D.) 

V食用油輸入 人民販売公社（PSC〕は今月rj1に3 欧州，米国から 2万9950ト

ン，アフリカ諸同から 1フ＇j6000トンの食用油を輸入することになった。

(W. P. D.) 

V国営の六つの製材所で30人のどノレマ人労働者一が，インド人にかわって掃除人と

して働らき始めた。 （京T.P. D.) 

〔政治〕

Vビノレマ学生僧似連盟はJMI列を発表し，今問の仏教徒問題についての政府声明を

支持するとともに，この一連の騒動は宗教問題省を通じて政府から寄金援助を受け

ている特権的僧侶逮により惹起されたものであると述べ，政府が彼等に対する援助

を停止するよう要求している。

, Myitkyina区で巡戒中の政府軍第40連隊は，約10名のカチン反乱軍と交戦し，

反乱側2名が死亡した。 (9. 10 W. P. D.〕

, Bassein発： Kangyidaunt警察管区内の Dah七i;HにKNDO反乱軍40名が侵

入し，二つの人民販売店，三つの協同組合店を襲い， 2000K相当の物資を奪った。

又反乱軍はDah-ka=Bek-aret村聞の鉄道を破壊した。 (9. 6 W. P. D.) 

9月5日

〔対外関係〕

Tインド・ピルマ共同コミュニケを発表 9月2日来緬したインド外相Surdar

Swaran Singhとピノレマ政府との聞で発表された共同コミュニケの内容要旨次のと

おり。
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(1) インド外相とピルマ政府との会談は常に友好的雰囲気のもとで行なわれ，

アジアにおける平和と安全に影響を与える国際的諸問題及び2国聞の共通な利益

などについて相互の意見を交換した。

(2）両外相は両国間関係は，平等，相互尊重，非同盟，平和共存の原則のもと

で一致できると確認した。

(3）両国は，社会主義に基づいた社会の建設により，人民の生活水準改善を計

る共通の目標を達成するために努力している。

(4) インドはピノレマが行なっている社会主義は，ピルマ人と外国人を差別せず，

平等に扱っていることに満足している。

なお，インド外相は5日，随員と共に帰国した。

曹帰国する外国人に対する廃貨紙幣払戻しー←廃貨紙幣を定期預金したもので，

帰国予定の外国人に対する払戻しは特に優先権が与えられるが，払戻しの方法は，

現行規定と同様3段階に分けて行なわれ，払戻し取扱い所にて払戻される。

なお，今年の1月1日から 9月4日迄に帰ト国した外国人は3万8139人， うちイン

ド人3万2123，パキスタン人4566，中国人746，その他704となっている。

(9. 6 W. P. D.) 

〔政治〕

VピJI,マ社会主義計画党（BSPP）は，共産主義者，社会民主主義者に対して，白か

らの立場を区別するために長文の声明を発表した。

これはマルクス・レーエン主義， 宗教問題，政治権力，歴史観などについての

BSPPの考え方を述べたものである（付録参照〉。

V政府，僧侶に対して訴える一一革命政府，宗教問題省は，③宗派内部及宗派間

の慣習を維持するために Sasanaの純粋さを擁護する義務をもち， かつ②主仏陀の

教えに従って仏教を広め，浄化の目的のために仏教規模の決定権を持つ指導的僧侶

にMし，要旨次の様なアッピーノレを出した。

(1）総ての宗派及び宗門の指導者は，主仏陀の教えに従h 仏教の拡大と浄化

のために宗派，宗門別の会合を開くこと。

(2) その様な会合を開くことによって出された結論や方策は，再ひ鴻ての宗門，

宗派の指導者協議会で調整され，仏教教義の形式に基づき満場一致をもって決定

されるべきである。

(3) 主仏陀の教えに違反するすべての行為に対してとるべき行動について助言

するよう僧侶に訴える。

μ）各宗派は全宗派会義の前に，それぞれの宗派内部の会議を行なうべきこと。
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（5）全宗派、宗門の協議会に出席する各宗派、宗門を代表する僧侶のリストは

The full-moon day of Tharlingyut (1964年10月21Fl〕迄，専生命政1/;f宗教相に提

出しなければならない。 〔W.P. D，〕

T San Yu准将，国防軍将校講習会に「ii席一一章命評議会長，陸軍参謀， SanYu 

H主将l士，国防3iii'将校のための第1現職教育講習会長終日で，今n＆）る同防軍の目

標は，ピルマ社会主義への道をJ守護する国家及び人民の軍隊になむことであると強

調した。との講習会ば， 7月27Rネ・ウィン草命評議会議長に上って発会せムれ，

ラングーンで国防相に上り組織されたもので，各司令部，各j下の将校75名が出席し

た什なお，終了弐には，社会福祉相孔faungLwin中位空軍参謀ThaungDan 7ft, 

将， TheinMaung大佐らが出席Lだ。また SanYu i'住符は，ピルマ市の歴史につ

いて演説した。

’カチン反乱軍一一一Myi

乱軍（カチンJ独立軍第6大隊〉 と交戦し， 反古L側数名が死亡し， 1人が逮捕さわし

た 。「9.9 ¥¥'. P. D.〕

, Kyankme Jc・、＇＇rr也で輸送rt1の人民販売公社両析が拘60名のシャン反乱軍によ

り襲われたが，政府軍第40連隊が援護し，反乱軍と交戦しf:__c との交戦に上 l〕，

PSC労働者2名が死亡し， l名が：負傷した。 (9. 12 W. P. D.) 

［経済1
守地方団体司、全に主る L口ikawゎ開発計画に関する諸問題が TownCommittee 

O節目で討議され，排水迷河建設に日万5000K,Loikawの道路修築にw万K，独立

記念、t言及び公悶設立に6万5000K，新 Bazaar開設5万5000K，高舎建設に 1万K,

Minkyanng陸橋iこ1万4000K，パルーチャン近郊の人民公園設立12)jl000Kをそ

れぞれ投資することを決定した。 (9. 9 'IV. P. D.) 

9月6日

〔政治〕

Vラングーンの僧イトl，最近の政府政策を支持 ラングーンにある χeyawaddy

キ院の Agga孔foha（！、anditai/inaclhara Sayadaw) U Okkanthaと（Ova《lacariya

Sayadaw) lJ Nyanal J土記首会見で，仏教のii＇リkと浄化を望?J・ものの 1人どして，

昨日出された政府のアピーノレを歓迎する。と述べた。又 Zayat:aki寺院， Bagaya寺

院らの僧侶も同様に支持を表明し，ShinArdissamuntha寺院の（Sayζt山w)UPyin-

nyazamtaは，政府アピーノレは目的が）｜：しいとして長j迎した。

しかし，これには，明確に理解すべき2点があるとして，次の様に述べた。
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(1) 第1点は指導的な僧侶は，年のせいもあって大衆運動に興味がない。彼等

は，平和に，孤立した生活を望んでいるようだ。だから彼等は，僧侶および仏教

問題の鍵をにぎっている Vinayadharaや Vinicayaに問題を委任すると思う。過

去にも幾度かそういうことがあった。

(2) 第2点は，多くの仏教徒連援は，今日では“党”と呼ぶべきものとなって

いる。しかし，こうした回体には参加しないものも多い。従って，革命政府は，

如行なる連盟にも属さない僧侶の役割に充分考慮すべきである。

(3）政府は行動する際にこれらの Zl誌を十分注意すべきである。もし政府がこ

れらの点を明らかにしないと，仏教の浄化を効果的に行ないえないし，仏教の未

来は，これらの破壊分子の手に渡るであろう。 (W. P. D.) 

V革命評議会員HlaHan大佐と LunTin大佐はSagaing郡Ywathitkyi村を訪

れ，治安行政委員会，土地委員会メンパ｝及び地域開発に携わる各部門の地方関係

者と共同討議をし， HlaHan大佐は，革命政府は働く人々のために保健，教育，

社会福祉の向土を計るとともに，十分な食糧，衣料，住居の供給に努力してきでい

ると述べ，現在，国の経済状勢は，社会福祉の促進に必要な財政その他の面で，政

府と国民の一致を要求している。又革命政府が行なっている“人間による人間の搾

取の追放”は訟に基づいて行っているものであると強調した。更に，大佐は，民間

企業の国有化は，国民生産の果実を平等に配分するために行なわれているものであ

ると説明，政府と労働者は，一致協力して前進しなければいけないことを指摘し

た。 (W. P. D.) 

, Akyab 区Pauktaw君IIを巡戒中の政府軍第55連隊は， Crane-sh巴村付近で Hla

Tun Baw （共産党員〕に率いられる約30名の反乱軍と交戦し，反乱側5名が死亡

し，政府軍1名が死亡した。

［経済1

(9. 10 W. P. D.) 

, SECCの食糧品配分の欠陥について一一中央社会主義経済建設委員会（Central

SECC）の指示に従っている郡SECCの一部の冗漫さが，現在中央SECCの統制下

で運営されている基本食糧晶画己分に困難をきたしている根本的原因であるととを当

局が明らかにした。

先きの8月14日SECCが食糧配分を執行することが定められ，すべての郡SECC

は，耕作面積，生産性などを中央SECCに報告することになっていたが，いままで

に一つの報告も入っていない。又郡SECCは，中央SECCの許可無しで， f也の郡

SECCが食糧品を購入していた事が明らかにされた。

従って，郡SECCはまもなく次の様な指示のもとで運営されよう。
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郡SECCはタマネギ，ポテト，粗糖などの中央商品交換センター取扱いのもの

は，交換センターへ，魚，塩などの水産物は，人民真珠漁業局へ，これら食糧品

の状況を中央 SECCへの報告と同時に報告される。

従って郡SECCは，中央商品交換センターの許可を得た地方生産物を，消費の

ためにのみ確保する，など。

9月7日

〔政治〕

〔9.7 W. P. D.〕

’将校の第2現職訓練講座開かる一一ネ・ウィン革命評議会議長，国防相は， E

防3軍将校の第2現職訓練講座を開設した。なお， この講座は TinPe准将， San

Yu准将， SeinWin准将， 3軍参謀らにより指導され，各地医，各司令部から 3軍

の将校97名が出席して行なわれた。 (9. 8 W. P. D.〕

〔経済〕

, Minbu医治安行政委員会議長SawOhn中佐は NorthSaku郡の SAC，土地

委員会などの170名のメンパーが出席して聞かれた集会に出席して，胡麻は軍の行

なう方法で購入されている。 と述べ，農産物販売庁（UBAMB）及び協同組合だけ

が胡麻を購入することが出来ると説明した。 (W. P. D.) 

Vマンダレー発： 9月3日から始まった廃貨紙幣払戻しは本日迄に合計3521名の

定期預金者に対し， 110万9030Kが払い戻された。 (W. P. D.) 

C対外関係〕

Vハンプノレグ発： ZawWin中佐を団長とする代表団は， ハンブノレグに到着し，

西独商業会議及び対東アジア貿易協会と会談する予定。なお，代表団ば，西独及び

EEC域内国との貿易拡大，特に米，鉱産物，綿花，チーク，生ゴムの輸出開発の

ために派遣されたものである0

9月8日

〔経済〕

(9. 9 W. P. D.) 

曹政府の穀物買付は，新しい制度（予約貿付〉の下で，郡治安行政委員会ど土地

委員会とで積極的に行なわれている。 (W. P. D.〕

V漁民に融資一－Bassein区 Ngapudaw郡漁民1140名に対し，総額320万Kの融

資，がイラワジ管区治安行政委員会より支払われた。 (9. 9 W. P. D.〕

〔政治〕

, Myitkyina区で行動中の政府軍第103特殊君B隊はIn-ankCamp付近で約10名の
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カチン反乱軍と遭遇し，約30分：間交戦して反乱軍2名が逮捕され，武器（中国製〉

弾薬などを押収した。 (9. 12 W. P. D.) 

P月9日

〔経済〕

V食用油の国内自給を達成するために，今年の冬期播種用に下どfレマの耕作者に

対し高品質の落花生種子をまもなく配給することになろう。

なお，この他落花生増産のために輸送の能率化などを計ると共に，農業局は，情

報局と協力して溶花生増産のスローガン普及のため広報活動を展開することになっ

た 。（G)

〔政治〕

' 8月中に251名の反乱軍が投降 政府軍への投降者の内訳は， Padaung185 

名，シャン24名，カチン20名，カレン民族統一党5名，ビ、fレマ共産党14名，赤旗共

産党3名であった。

なお，これらの投降者から没収した武器は合計135了，弾薬1342個を数えた。

なお，没収武器のうちライフル銃は115丁で，アメリカ製48T，英国製13了，日

本製13丁などとなっている。 (G〕

9月 10日

〔経済〕

V本日より，農業局は，下ピノレ？における冬期落花生作付のために， Mandalay,

Magwe各県，シャン州各地域に種子購入チームを派遣する。

なお，このため，地方治安行政委員会，内陸水運局，道路運輸局，ピノレマ鉄道な

どが，この業務に協力する予定である。 (W. P. D.) 

VデパートがSECCの管理下に 社会主義経済建設委員会は，まもなく，ラン

グーンの中央市場及び四つの人民デパートを管理することになった。（W.P. D.) 

V食用油自給達成のために一一食用油の国内自給を達成するため各地で胡麻，落

花生の買付が活発に行なわれ，政府担当官も各地で搾泊所，耕作地の視察などを行

なっているが，今， MandalayI豆長U Kyiと， Sagaing区長U Khin Nyuntは，

それぞれの区内にある胡麻作付地域及び胡麻貿付センターなどを視察して回ってい

る。なお，各地で総合農業協同組合，治安行政委員会，土地委員会各担当者と会談

し，協力を求めた。 (G) 

〔対外関係〕
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’駐ピJレマ，ユーゴスラピア大使， MirkoMilutinonicが着任。 (W. P. D.〕

, Than Sein大佐，ルーマニア訪問を終える一一原油産業の研究のため8月2213

よりルーマエアを訪問していた革命評議会員，鉱山，工業，労働中（1Than Sein大

佐らは，その訪問？と終えた。なお， ThanSein大佐は，ル’ーマニア訪問中，ルーマ

ニア政府指導者と貿易関係の促進，両国間の経済協力の拡大等について会談した。

(W. P. D〕

9月 11日

〔対外関係〕

f Than Sein大佐（鉱山、工業、労働相）、 西独を訪問し、Duesseldolf近郊の国

営炭抗を視察した。 〔9.1:'l W. P. D.) 

曹ピ1レマ鉄道が発注していたデ、イーゼル機関車3台が，西独のアレ、ソド・クノレッ

プ社よりラングーンに到着した。

これで発注していたすべてのデ、イーゼル機関車が到着したが，内訳はフランスの

Alsthom社27台，西独のフレッド・クルップ社28台となってャるo 〔W P. D.) 

〔経済〕

V農業及び地域開発公社（ARDC）は9月15日より， 19地区で151のジュート買付

センターを設け，モンスーン期ジュートの買付を開始することになった。 1954年度

としては，ジュート作付l也6万エーカー，生産量70万Vissを見積っているが，こ

のうち Irrawaddy県だけで%が見込まれている。なお， 1963年には，総耕作地5万

エーカー， 630方vissが生産された。又ジJ‘｝ト価格は， l等 vissあたりUi5K,

2等1.25K, 3等50paysである。 (W. P. D.〕

’ビソレマ鉄道の所得一一一1963年10月1日より， 1964年目月25日までのビ、Jレマ鉄道

の総所得は， l{j意0688万8598Kである。その内訳は以下のとおり。

輸客所得 4961万4695K

貨物輸送 5560万2642K

その他 167万1261K 〔W.P. D.) 

〔政治〕

f 1964年8月31日付で発布された革命評議会令 No.5に基づき，“社会主義経済

建設防害排除法”により判決される事例に関する上告を審浬する強叶釘が任命され

た。担当官は以下のとおり。

革命評議会員，教育，保健，情報，文化相 HlaHan大位。

革命評議会員，工業，鉱山，労働相 Than Sein大佐。
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最高裁長官 ManngManng. (9. 12 W. P. D.) 

, The Vanguard紙固有化さる一一TheVanguard (Batataung）新聞社が， 9月

11日付をもって革命政府告示（No.149）により，国有化された。これは企業固有化

法第3条に基づいて行なわれたもので，総ての所有権，経営権は革命政府が執行す

ることになる。 (W. P. D.) 

9月 12日

〔経済〕

V革命評議会， 1964-65年度予算案を認可一一革命政府により提出された1964～

65年度国家経済報告（全国の全国有，民間企業の収支，消費財生産額，投資など〉，

1964～65年度国家予算（政府機関，各省，局，公社，委員会，評議会，地方団体な

どの収支〕，財政法（1964）及びAppropriationLaw (1946）が，革命評議会により

認可された。 (W. P. D.) 

（注〕 予算の内容は付録参照。

〔対外関係7

Vハンガリーとチェコで関かれた協同組合ゼミナーノレに出席した代表団（団長：

供給及び協同組合省次官 MyoMyint中佐〉帰国。 〔W.P. D.) 

〔政治〕

, Thaung Dan准将ら革命評議会員に任命さる一一革命評議会は，空軍参謀

Thaung Dan准将，南西司令部司令官 TinU大位。復興，救済，国家団結，社会福

祉相， MaungLwin大佐を，新らたに革命評議会員に任命した。（9.14 W. P. D.) 

曹カチンの反乱一－Myitkyina区 Lane-saing-yan村で行動中の政府軍第24連隊

の一部隊が，約50名のカチン反乱軍と遭遇し交戦した。又9月9日には同区で巡演

中の部隊が約30名のカチン反乱軍と衝突し，反乱側1名が死亡， 5名が負傷した。

(9. 16 W. P. D.) 

9月 13日

〔経済〕

, Falam発：チン特別県において，農民の問で高地耕作が続けられており，耕作

人口が増えている。この高地耕作は最初，今年の初め TinPe 准将の訪問期間中に

当地域で導入されたものである。

当県ではこのために総額10万Kが農林省によって割り当てられ， 300エーカー当

たり350Kがこの計画に運用された。
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なお，現在チン特別県はピルマ本部から輸送される米及びその他の食料供給に依

存しなければならず，従って，高地15万エーカー以上が耕作されると当地域におけ

る自給が達成される予定である。

この高地耕作地では，今までメイズ，オート麦，雑穀，スィート・ポテトなどを

耕作していたが，農業局の指示により，今後コーヒー，リンゴ，オレンジ，なしな

どが耕作されることになった。叉これらの農産物は，人民販売会社によって購入さ

れる。 cw‘P. D.) 
〔政治］

, Lemyethna (Henzada区）：政府軍第37連隊の 1部隊は， Lettama村で税金徴

収に来たKNDOのAungMinに卒いられる約25名の反乱軍合攻撃し， 3名の反乱

軍を殺し， I名を逮捕した。 〔9.16 W. P. D.〕

9月 14日

〔政治〕

Vラングーンの僧侶組織総会を開く一一ピルマ修道院長中央集会が新役員選挙の

ためラングーンで第10回総会を開いた。

この総会には，約80名の修道僧が出席した。総会の終了後，ラングーンの全僧侶

組織の代表者が会合し， 8月27日出されたShinOttama事件に関する政府声明， 9

月5日出された僧侶に対する宗教省次官のアッピーノレを満場一致で支持した。

なお，同時に要旨次の様な声明を発表した。

(1) Maha Myatmuniパゴダの四つの Zaungdans問題に関してとられた修道

僧の行動は，反宗教政府として革命政府をみていたものではない。

(2）国家団結保護法に反対した僧侶は宗教的騒援を惹起したことを意味してい

る。

(3）廃貨紙幣に関して，僧侶に対し優先権を与えた革命政府に対して感謝する。

帥 ShinOttama事件に関しては，全僧侶組織はこれに関知しない。

(W. P. D.) 

曹マンダレ一発： ShinOttama事件査問委員会が今朝マングレーに到着した。

当査問委員会は， ShinOttamaに背景があるかどうか，騒擾を起した修道士の背

後関係などを調査するためにきたものである。 (W. P. D.〕

V革命評議会員，南西司令部司令官TinU大佐はMaubinを訪問し，地区BSPP

支部で党幹部侠補生と会談し， 1964～65年度予算及び廃貨紙幣返済について説明し

た。
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なお， TinU大佐は予算については次の様に述ペた。

(1）予算は真に“人民の予算”と呼ぶことが出来る。労働者人民の利益の向上を

計るとする立場に立っていることは疑いのないことである。（2）此度の予算は，投

資及支出が増加しているが，支出については，耕作地の増加，生活水準の向上を

計るために，ダム，提防， f雀瓶設備の建設に当てられるものである。又投資の増

加は，直接人民大衆の利益となる保健，教育，通信設備への投資を示しているも

のである。 (9. 16 G) 

, Ingapu (Henzada区）発： Ingapu郡で巡戒中の政府軍第9連隊は， Ngaunche-

dank村で KNDOのTo日 Gyiに率いられる反乱軍部隊と衝突し， 3名の反乱軍が

死亡し， 2名が負傷した。 (9. 16 W. P. D.〕

, Maubin発：当郡Kamuekabo村と Pantanaw村聞で航行中の輸送船がNDUF

（民族民主統一戦線）反乱軍に襲われ， Kanmekabo人民販売店所有の現金4000K

が奪われた。 (9. 17 W. P. D.) 

曹シャン反乱ー←Kengtung郡 Kutkai村付近を巡戒中の第7ピJレマ連隊は， Sai

Kwan所属のシャン反乱軍指導者AikToeを逮捕した。 (9. 19 W. P. D.) 

曹カチン反乱一一Myitkyina区 Lajone村付近を巡戒中の第103特殊部隊は， 15 

名のカチン反乱軍と交戦して反乱軍3名が死亡した。 (9. 19 W. P. D.) 

〔経済〕

曹9月3日：から始まった廃貨紙幣払戻しの第1段階はほぼ終了し，第2段階（定

期預金額550Kから 4200K迄〉が9月15日から始められることになったoなお，第

2段階は最初の規定では11月に始められる予定であった。 (W. P. D.〕

9月 15日

〔政治〕

, Sein Win准将， ThaungTin海軍准将ら Sandowayを訪問一一中央司令部司

令官， SeinWin准将と海軍参謀，人民真珠漁業局局長ThaungTin海軍准将及び

中央司令部副令官MaungLwin大佐らは Sandoway地区を訪れ， Ngapali学生キ

ャンプ建設などを視察した。又Lonetha村を訪れ，水産業労働者と会談し，近代技

術の導入の為に設備，融資などについて討議した。 (9. 16 W. P. D.〕

, Yegyi発：約40名の共産党反乱軍が当郡Kyinlya村に侵入し，総合農協販売店

から1700K相当の物資を奪った。 (9. 17 W. P. D.) 

, Maubin発： Pantanaw村と In-ma村との聞を航行中の輸送船が約50名の民族

主統一戦線（KDUF）反乱軍に攻撃され，現金2伺OK,PSC所有の食用油1偉が奪
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われた。 (CJ. 18 W. P. D.) 

「対外関係7
' Flネ；の輸入業者7人で椅j吠ずる購入使節閉ば，間営木材局の Maun只孔Iun芦

Gyi (Kileぺ.，haisma),U Ba Olm (Director:, U Saw "'viin (Deputy Director）らと

会談した。たお句 この使節団［士約2週間滞在L，ピルマ輸出一次産品の民付けの可

能性につヤて抑宗十るσ CW. P. D.〕

P月 16日

f政治、

, Bhamo [K Dawphoneキャンプ付近で掃討作戦中の政府軍第羽海i放と40名のカ

チン反乱軍が街ペ：三I，反乱軍2名が死亡 s r，がれft¥した。 (9 22 W. P. D.〕

, KKDO反乱軍指導者・ Tin Seinら4名が Pa-an[7-: Kawparan Campの第2カ

チン銃隊に投降した。 (CJ. 20 ¥Y. P. D‘〕

’The Guardion，国有化さる一一英字日刊紙 TheGuardianとその市刷業務を9
JJl6日付をもっ亡凶有化するとの布告が情報文化行書記局から出された。当紙固有

化l立J企業1:rJ有化法1963年の適要によるものであるの 〔W.P. D.〕

（注〉 The Guardian ，土1953年11月， ピルマ唯んのすt'f雑誌として発刊した。後

1956年2JJ 23日より英字日刊紙となる。 〔9.17 G) 

, Maung Lwin中佐，昇級 革命評議会凡社会福祉，救済，促興，国家団結

相MaungLwin1j：伶が大佐に持級したのなお，同｜！？に本命政府内閣評議会書記KoKo 

中｛色了ー業管次官 MaungMaung Kha中佐も大佐に昇級した。 (G) 

〔対外関係］

V革命評議会員， UNICEF （［王1連児童救済必会〉担当官と会談一一革命評議会

見教育.f!f:{liB，情報文化相HlaHan大佐，干l：会r1;

中f主：主， ピノレマ滞在ljlのUNICEF担当官， BrianJones氏， SubbaRao氏を訪れ，

教育，保健，社会福社などの問題につし、て話し合った。 (W. P. D.) 

甲西独における ThanSein大｛寸一一西独政府の招待により 9月10日以来西独を

訪問している鉱山・工業・労働相 ThanSein大｛〈ごら一行5名の代表同は，いまま

でに西独の工業開発状況を視察し，丙独政府高宵と草要問題を討議した。なお， 19

日の帰国まで，産業各分野，特に鉱業と石炭，鉄鋼技術，ブオルクスワーゲン工場

などを見学する予定であるO (W. P. D.) 

曹日本の購入使節団は，農業及び地域開発公社（ARDC）取締役YeGaung中休

らどラングーンで会談，そのあと， MEIC〔Myanma輸出入会社〕の U Tha少佐
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9月 17日

〔政治］

ピルマ

(W. P. D.) 

V内閣改造一一草命評議会は，革命政府の拡張を決定した。このととについて，

情報省は次の様な声明を発表した。

「ピノレマ革命評議会は，社会主義経済制度が，法に基づいて確立された時にの

み，労働者人民が衣食住の欠乏，その他の社会悪から解放されるだろう。従って，

この点に立却して革命評議会は，資本主義経済制度を打破し，社会主義経済及社

会制度を建設するために全能力を傾ける。経済及び社会計画の拡充に着手する必

要性は，革命努力への割合を増加させた。従って，革命評議会は，革命政府の拡

張を決定するものであるん

革命評議会令第60を発し， 9月17日付をもって次の様に革命政府を拡張した。

（注〉 。印は新任， （〕内は以前のポスト。

1. Ne Win将軍

(1）総理大隠

(2）国防大臣

2. Tin Pe 礁将

(1）供給及び協同組合大尽

(2) 貿易振興大臣

3, San Yu准将

大蔵大臣

4. @Thaung Tin （海軍）大佐（海軍准将〉

鉱山大臣

5. @Thaung Dan （空軍〉准将（空軍参謀〕

(1）情報大限

(2）文化大臣

6. @Sein Win准将（中央司令部司令官）

公共事業及び住宅大臣

7. @Thaung Kyi大佐（東南司令部司令官）

(1）農林大臣

(2）土地国有化大臣

8. @Maung Shwe大佐（東方司令部司令官〉
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工業大臣

9. Than Sein大佐

労働大臣

10. Kyaw Soe大佐

(1) 内務大目

(2）法務大臣

(3）地方行政及び地方団体民主化大臣

(4）宗教大臣

(5) 移民，圏民主主録，センサス担当大巨

11. Hla Han大佐

(1）教育大臣

(2）保健大臣

12. Ba Ni大佐

運輸通信大臣

13. Maung Lwin大佐

(1）救済・復興・国家団結大医

(2）社会福祉大目

14“U Thi Han 

(1）外務大臣

(2) 国家計画大臣 (W. P. D.) 

, Bassein発・約60名の民族民主統一戦線（NDUF）反乱軍がBassein東部Kyaike

村に侵入， Wepyan精米所から農産物販売庁の米 1,000bagsを奪った。

(9. 19 W. P. D.) 

/ibγ〔経済〕
守jfJ
r . V新農産物販売統制令布告さる一一1963年12月6日発令の農産物販売統制令の廃

止に際し，政府，貿易振興省は9月17日付で新たに農産物販売統制令〔1964年〉を

布告した。

この統制令は，必要供給及びサービス法〔1947年〕に基づいて，基本的商品とし

て分類された穀物の，購入，販売，配分などを定めたものである。しかし，菓子用，

自家消費用種子は除外される。

又同時に，政府は基本的商品を次の様な34種に分類し，各機関の取扱い商品を明

示した。
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＜農産物販売庁取扱い品目＞

Paddy (rice, broken rice, bran, bran oil, bran-oil Cake, Soap stock & Wox 

stock) 

Matpe (split matpe, matpe bran, matpe husk) 

Pedisein (split pedisein) 

Pesin区on(split pesiogon, pesingor bran, pesingon husk) 

Butter Beans, Bocate Beans, Suntani, Suntapya, Peboke (peboke oil, peboke 

oil-cake), Gram (split gram, gram branラ gramhush) 

Pelun, Peyin, Pebyule, Pegyi, Sadawpe, Peyozo, Groundnut (unhusheal 

groundnut, groundnut oil, groundnut oil cake), Masterd seeds, Castor seeds, 

Cotton-seeds (cotton-seed oil, cotton-seed-oil Cakes) Virginia Tobacco, Maize, 

Coriander seeds, Thurmeric and Co妊eeseedち．

＜農業及び地域開発公社取扱い品目＞

Jute, Kena£, Mahlaing No. 5/6 Cotton, Long Staple Cotton, Wagyi, Wegale. 

＜人民販売公社取扱い品目＞

羽Theat(flour fine & coase, wheat bran五ne& coarse) 

＜工業開発公社（IDC）取扱い品目＞

Yamethin, Toungoo, Pegu, Myitkyina区の Sugarcane及び Molasses.

(9. 19 W. P. D.) 

9月 18日

〔政治］

Vネ・ウ fン首相渡英一一革命評議会議長ネ・ウィンは病気療養のためイギリス

へ向け出発した。 (W. P. D.) 

V農業及び地域開発公社（ARDC）執行取締役 YeGaung中佐が，再建及び登記

委員会議長に任命さる。 (W. P. D.) 

TJMF総会に出席していた MaungShwe大佐（革命評議会員，工業相）， ビ、ノレ

マ連邦銀行頭取U Kyaw Nycin 代表団’行が東点から帰った。 (W. P. D.) 

T Mundon発： Nyaunggon村で約30名のモン反乱軍が， 5人の村民を連れ去っ

た 。（9.20 G) 

〔経済〕

Vシャン州商業振興公社が， 「シャン州商業振興公社令1960」に基づき，社会主

義建設委員会（SECC）の管理下に組み入れられた。

なお，これは“必要供給及びサーピス法1947”に基づき， 9月9日革命評議会議

長によって発令された SECC管理下となるための公社の移譲規定によるものであ

る 。（W.P. D.〕
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V農業局は，農民に対し，冬期採精落花生の耕作を集中的に行なうよう訴え， 2 

人で耕作すると 9時間で2Ysエーカーを耕やすc しかし， 8人で耕せば，同時間で

15エーカー耕やすことが出来ることを指摘した。 (W. P. D.) 

9月 19日

〔政治〕

Tネ・ウィン首相，ロンドンに到着一一ネ・ワイン議長は，病気療養のため口ン

ドンに到着した。この訪問はヰiなる私用のためで，英国政府関係者と会う様なこと

はないとスポークスマンはロンドン空港で諮った。なおネ・ワインは来月カイロで

開かれる非同盟国家首悩会談に出席する予定であるO (W. P. D.) 

, Pegu, Arakan ji品j県にある28のfill，回r治安行政委員会のメンバーによる，治安

・行政問題に関する訓練講座が終γした。この終了式には， SeinWin 准将を始め，

中央；司令部副司令官MaungLawin大佐， ZawWin I宇佐らが出席した。

(W. P. D.〕

L対外関係7
’工業開発公社（IDC),Zeyawacldy国営精糖/:!Ir執行官 U Hla Ngweが，ソ連の

タシケントで9月2:1日から10月rnけまで関かれる経済開発における Industrial

Complexesの役割についてのゼミナーノレに参加するため当地へrtiJけ出発した。なお

当ゼミナー／レは，国連とソ連政府の主催により行なわれるもので，主に，｛氏開発諸

国における IndustrialComplexesの設立及び計画について討議される予定である。

(W. P. D.〕

V外国人帰国数一一1月1日から 9月15日迄に在ピルマ外国人の帰国者は総数で

4万3623名になった。このうちインド人は3万7165::t,，パキスタン人810名，中国

人810名，その他803名となっている。

なお，本日は，インド帰国船Muzafari号でインI'人1393名が帰国した。

(W. P. D.〕

［経済〕

曹国連の Sittang渓谷調査が完γ一一一1年間に及ぶ国連 Sit.tang渓谷調査団によ

るSit.tang汚流域の総合調査が完了し，その報告書はいま印刷中である。

9月20日

〔政治〕
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V ラングーン TH内の寺院の代表僧1816名が集会を開き Iむ＇aikasan Thuclhama 

Nikaya 僧侶連盟の再建を決議し，連盟に参加する寺院僧侶は，（1）政党との接触を

避けること，（2）定められた衣服を着用することなど 8項目の規則を決定した。

V ラングーンの北 Okkalapa僧侶統一組織が第4凶年次総会を聞き， 8月27日の

草命政府声明を支持した。 (W. P. D.〕

T Meiktilaの教育関係者500名を集めてマンダレ一国立師範学校で社会主義教育

制度についてのゼミナーノレが開かれた。 (G〕

〔対外関係〕

T 10月1日からカイロで聞かれる予定の非同盟国家首脳会議に U Thi Han外相

が出席することになった。 (W. P. D.) 

9月 21日

〔政治〕

v革命評議会員，蔵相，社会主義百十両党中央組織委員会書記長 SanYu准将は，

県監督官候補生補修講座開会式で，邪悪な経済制度の終震のために，農民，労働者，

大衆と一致協力して行動しなければならぬと語り，要旨次の様に述べた。

(1) 補修講座の目的は歴史的な業務を果すために行なうものである。

(2) 今や殆んどの労働者人民は，ピノレマ社会主義への道の理念を理解し， ピノレ

マ社会主義への道の成巧のために全力を尽すだろう。

なお，当開会式には， MaungLwin大佐らも！：B席した。 (W. P. D.) 

v新司令官任命さる一一一革命政府明員に併い，地方司令部の新任司令官が任命さ

れた。

Tin U大佐（前南西司令部司令官〉

中央司令部司令官

Sein Mya大佐（前第7旅団長）

東方司令部司令官

Mau時 Lwin大佐（前中央区j令部員I］司令官）

南東司令部司令官

San Kyi大佐（前南西司令部参謀）

南西司令部司令官 (W. P. D.) 

T Than Sein大住帰国一一去る 8月21日，ラングーンを離れて，ノレーマニア，西

独を訪問してきたThanSein労相が， Mingaladon空港に到着した。なお，空港に

は， TinPe准将， SanYu准将， ThaungTin大佐， KyawSoe大佐， HlaHan 
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大佐， BaNi大佐， MaungLwin大佐らが出迎えた。 (W. P. D.〕

l Kawkareik発：民族民主統一戦線反乱軍9名が Myaukyain村に侵入し略奪し

て回った。 (9. 24 W. P. D.) 

〔経済〕

曹農業融資一一革命政府は，冬期間中に28種類の作物耕作に対し，融資8200万K

を支出することを指令した。

なお，その内訳は次のとおり。

・メイズ，マッべなど15種作物に対して

．胡しょう

・パージニア・タパコ

・ポテト，玉ねぎ

・ピソレマ・タノfコ

・溶務；生，チリー

Mayin Paddy 

・綿花，小麦

エーカーあたり lOK 

" 125K 

" SOK 

" 75K 
II 60K 

" 50K 

" 25K 

ノF 20K 

なお，融資総額のうち7300万Kは農業銀行から払出され， 900万Kは地方の治安

行政委員会により構成される支払チームが政府に代って払出する。 (W. P. D.) 

P月22日

〔経済〕

V最近出版された CommonwealthEconomic Committee’s Grain Bulletinの中

でピルマの米穀輸出状況が招介され，要旨は次のとおり。

ピノレマ米の外国政府へのヲ｜渡しは， 7月末迄の報告によれば， 日本，ポーラン

ド，インド，チェコスロパキアに対しでは終了しており，セイロンとキューパ向

けに中国が貸付けた分については近いうちに完了する予定である。又，フィリピ

ン向けはまだ残っており，インFネシア，パキスタン向けは，現在船積み中であ

るo なお，この他，ガンピア，インドネシアからも更に注文がきている。

6月中の米及び関連産物の輸出は合計12万5938トン， 7月中は16万6825トン

で， 7月末までの7ヵ月間で118万0600トンを輸出した。

なお，昨年同期の輸出実績は125万7000トンであった。 (W. P. D.〕

, ARDC （農業及地域開発公社〕が， 日本とイスラエノレに発注していたブ。リマス

ロック及びニューへンフ。シャ一種の1日ヒナ合計1万1500羽（日本から4500耳耳，イ

スラエルから7000羽〉の一部が到着した。 (W. P. D.〕
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f政治〕
, Mandalay発： Sagaingの僧侶団TheSangha Vinaccaya Tribunalば， Shin

Othamaを査問することを決定し，異教徒として非難した。 (W. P. D.) 

’内務省次官補SeinLwin中佐は， Kengtungの警察署，警察学校などを視察し

ているが，警察学校で，現在の警察は人民警察に再組織しなければならないと諮り，

ピノレマ社会主義への道計画の理念について説明した。 (9. 25 W. P. D.) 

, Thaung H句ik少佐（DeputyDirectos‘General of Labour）は，人民販売会社

会計係採用試験で要旨次の様に諮った。

(1）輩命評議会は，ピノレマ社会主義への道に基づく社会主義建設の重要な基礎

建設についてはすでに成巧を収めた。

(2) この重要な基礎建設のーっとしては，ピルマ石油会社及ひ事他の同様な外国

資本家の企業の固有化が挙げられる。

(3) その他，民間交易，商品配分，大商店，小売店の国有化による人聞の人聞

による搾取の撲滅および利潤追求者や中間階級の排除のための人民販売公社の形

成を挙げることが出来る。

(4) ピfレマ社会主義への道に基づいた現在の社会主義革命においては，農民，

労働者，働く市民のより一層の団結と統ーが必要である。 (G) 

’BPC, BJA，新聞の国有化を歓迎一一一ピルマ新聞評議会（BPC）とピルマ・ジ

ャーナリスト協会（BJA）は，最近の政府による新聞の固有化を全面的に支持する

との共問声明を発表した。 この芦明は，最近国有化された“Th邑 Miηor”，

Guardian，，，“Botahtaung”に対し行なわれたもので，企業の国有化は直接に労働者

人民の利益をもたらすものであると述べている。 (G) 

9月23日

〔経済〕

, Bhむno払戻しセンターは9月3日から20日迄の簡に， 1500万Kの廃貨紙幣の

払い戻しを行なった。 (G) 

f政治〕

' 9月21日から23日迄の聞に25名のカチン反乱軍が政府軍に投降した。

(10. 1 G) 

9月24日

〔対外関係〕
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V 日本の貿易使節団帰国一一円水の貿易商社の7人でJ構成する 1次産品購入使節

団は， 9月12日以来，ピルマ貿易関係者と会談してきたが，ピルマ似ljの提供した綿

花900桐，パターピーンズ901トン， Pebyule300トン，生ゴム10トンなどの輸出に

調印して，木日帰国した。 (W. P. D.) 

V政府は，ベルギー政府の庇ピノレマ大使，TacquesGraeffe氏の任命に同意した。

(W. P. D.) 

V東独副首相H.E. Magarete Wittowskiが2人の随員を併い，ラングーンに到

着した。 (W. P. D.) 

〔経済〕

, 1962～63年の国営木林局によるチ｝ク材輸出は，頭初目標15万トンに対し14万

5920トンであった。 (¥V. P. D.) 

曹政府がソ速から購入した原油が， ソ連夕ンカ一で， Shria一I

Industryに到着した。なお，今年のソ速からの原油はこれまでに 2万トン到着して

いた。従って，比！立のタンカーは3隻自のものであり，今年中にあど 2隻着く予定

である。 (W. P. D.) 

〔政治1

T Maubin発： Ah-Kmi川に， ARDC（農業及地域開発公社）により架設された

橋治40名の民族民主統一戦線（NDUF）により破壊された。又日反乱軍は同時に

Peikt五－Dawkha問の電話線を切断し，電柱を倒援した。 (9. 26 ¥V. P. D.〕

, Maymyo発： i労働者人民のための新しい社会の創造における社会主義経済建

設委員会（SECC）と総合農業協同組合（AMPC）の役割ば，経済的安定と道徳的向

上を計るととろにあると，マングレー区治安行政委員会議長TinU中佐が当地区

のAMPC代表者250名に説明した。なお， TinU中佐は TheinWinちを併い，

?'i区内の各村落における地域開発状況を視察した。 (9. 26 G〕

9月25日

〔経済〕

V農民，政府の予約買付制度を支持一－Theincha口暗村の農民約700名が集会を

開き，穀物の収穫前に宍付けるとする政府の購入制度及び反乱軍の妨害工作への攻

撃を支持した。

なお，席上，農民UPo Theinは，革命政府の予約民付制度と資本主義制度との

相異を述べた。 。-r'-1.P. D.〕
Tマンダレ一発．革命評議会員，北西司令部司令官LunTin大佐は，社会主義
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経済建設委員会，国有化委員会メンパーと会談し，大伎は，最近社会主義経済建設

委員会の管理下になった人民販売公社の計画，類似商品を販売する人民販売店の合

併，固有化商店の国有化解除，などについて説明した。 (W. P. D.) 

〔対外関係〕

’10月1日に開かれる非同盟諸国外相会議に出席するため， 9月29日， U Thi 
Han外相を団長とする代表団がカイロに向け出発することになった。（W.P. D.) 

9月26日

［対外関係〕

V中国国慶節に TinU大佐一一叩10月1日開かれる中国閏慶節に，革命評議会員，

中央司令部司令官TinU大伎を代表左する代表団が派遣されることになった。な

お，代表団は他に TheinHan大佐， KyawZaw中佐， SawPru中佐， ChitKoko 

司令官， KoGyi中佐等10名である。 (W. P. D.) 

曹インドネシア国防相，陸軍参謀 A.H. Nasution将軍が，ソ連訪問の途中，ミ

ンガラドン空港に立ちょった。なお，空港には SanYu准将らが出迎えた。

(W. P. D.) 

V来訪中の東独自fj首相MargareteWittowskは，革命評議会員HlaHan大佐，

Kyaw Soe大佐， MaungLwin大佐らと会談した。

〔経済〕

(W. P. D.) 

T SECC調査団最終報告一一ラングーンの商品肥分所の適地を定めるために中央

SECC により組織された12の調査団は，肥給カード制度に基づき基本食料品及び一

般衣料を購入する市民を集めて討議した結果を報告した。 (W. P. D.) 

［政治〕

T Bhamo君iの各地で集会が開かれ， 6000人以上が集まり，カチン独立箪（KIA)

反乱軍の行動を非難した。これに出席したZauTaung大佐は，いかにKIA反乱軍

が民族の独立を妨げようとしているかを訴え，総ての善良なる市民が，ピノレマ連邦

に対して攻撃宜伝を行ない，地域住民の心に毒を刺している KIA反乱軍を非難す

るよう要請した。 何T.P. D.) 

T In岨ein郡 Sinphon村で，郡内10ヵ村からの農民およそ1500名が集会を開き，

政府の集中的予約買付制度を満場一致で支持すると共に，反乱軍の被壊活動を批難

した。 (W. P. D.) 

9月27日
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［経済〕

v農業及地域開発公社は，今期総計704万2068vi田（992万0189K）のジュート及

び Kena£ を買付ける予定である。なお，公社はすでに8月始め植付けのジュート，

Kena£ の購入を開始し， 12月に買付けが完了する予定である。

また，現在，公社は， 151の買付けセンターを開設しており， ARDC担当官，土

地委員会， SAC代表者による監督委員会が構成された。 (W. P. D.) 

〔政治〕

Vシン・オッタマ事件に関し，当査問委員会と討議するため内務相KyawSoe大

佐がマンダレーに着いた。 (W. P. D.〕

9月28日

【経済〕

Vラングーン郊外のほとんどの人民販売店で，販売されずに滞貨しているシャン

プー，おしろい， 口紅などの化粧品が， ラングーン県 PSCの指示に従い，売れる

見込のある人民販売店に移されることになった。従ってこうした規定のもとでは，

販売店，小売店の責任者は，おのおのの店で売れる商品リストを通じて販売を行な

わなければならないし，売れないままにある商品については制限しなければならな

い 。（W.P. D.) 

T 1963年10月から1964年目月迄の内陸水運局（IWTB）の総収入は3686方2000K

であった。内訳は，客送収入1112方3000K，貨物収入2369万7000万K，その他204

万2000Kである。なお， 1962～63年の同期では総収入3509万9000Kで176万3000K

の増収であった。 (W. P. D.) 

〔対外関係〕

V非同盟国家外相会議に出席するためカイロに向う途中のカンボジア外相H.E. 

Hout氏がミンガラドン空港に立ちょった。なお，空港には U Thi Han外相が出

迎えた。 (W. P. D.) 

V東独副首相MagareteWittowskiがピルマ訪問を終え帰国の途についた。なお

空港には， U Thi Han外相， U Ohn Khin外務次官らが見送りに来た。

(W. P. D.) 

〔政治〕

’草命評議会員，公共事業及住宅相SeinWin准将は，ラングーンの高速道路局

で開かれているピノレマ社会主義への道計画についての講議に出席し，ピノレマ社会主

義への道の理念について説明し，当計画を知る者のみがこれを理解出来，社会主義
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設立の意義は経済建設問題にあると述べた。 (W. P. D.) 

v政府軍部隊とカレン革命評議会（KRC）の軍組織は共同で Toungoo地域にお

ける左翼カレン反乱軍および共産党反乱軍に対する掃討活動を開始したとの報告が

あった。これによると，すでに今日までカレン民族統一党反乱軍3名，共産党反乱

軍3名が死亡し，武器・弾薬などを押収したとのことである。 〔G〕

9月29日

〔政治7
, Maung Shwe大佐， 「革命政府は人民の政府である」と演説一一草命評議会

員，工業相， MaungShwe大佐は， Kayah州Loikawでの市民病院関所式で「革

命政府を人民の政府であるとみなすことは悪いことではない。なぜならば，革命政

府は，総ての労働者人民の利益を擁護するものであるJと諮り， Kayah州評議会議

長によって立案された指定家畜農場及び農業計画について，また，政府の通信，開

墾，保健，財政計画などについて説明した。 (W. P. D.) 

〔対外関係〕

V文化省次官補， U Thein Tanを団長とする文化使節団が， ビルマ＝ソ連文化

協力計画に基づきソ連の招待を受け1ヵ月の予定でソ連訪問の途についた。

(W. P. D.) 

, U Thi Han外相カイロへ一一UThi Han外相が非同盟国家外相会議出席のた

めカイロに向け出発した。

外相は空港で「ネ・ワイン首相は10月4日にカイロに来る予定である」と諮った。

なお，当会議へのピルマ代表団は U Thi Han外相の他l乙カレン革命評議会議

長 MoossoKaukasa Saw Hunter Tha HmmeとThakinKyaw Tunが含まれて

いる。 (G) 

〔経済〕

, Thamaing国営綿花繊維工場は，現在2600人の労働者で3交代制を採っている

が，当工場生産増加のために4交代制を施くことになった。従ヮでこのため，あと

800人の労働者が必要となる見込みであるo (W. P. D.) 

〔対外関係〕

V中国の技術援助一一中国＝ビ、ノレマ技術協力協定に基づき建設を予定されている

各種工場の建設開始のために中国技術者がすでに予備調査を終え，ピル？に滞在し

ている。

なお，建設予定の工場は以下のとおり。
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ピルマ

精糖工場一一一B巴lin(Thaton近郊〉

繊維工場一一一Okkyin(Meiktila 11 ) 

製材工場一一Tou時 00近郊

製紙工場一一Sit旬ng橋付近

タイヤ工場一一Danyingon (W. P. D.) 

〔政治〕

, Maha Sangha Raja連盟の拡張作業委員会の会合がラングーンで開かれ，席上

u K巴thara僧侶は，「革命評議会の宗教団体の質問に関する考え方は，仏教の純粋
性にとって極めて誠実なものである。我々は如何なる政府に対しても決っしてへつ

らうものではない。又しようとも思わない。しかし，われわれが目的の誠実さがわ

かるときには，その様に言明することがわれわれの義務なのである」と語り， 「革

命政府は以前の政府とは違い宗教を断圧することはない。われわれは，革命政府を

疑つてはならない」と述べた。 〔W.P. D.) 

Vシャンの反乱一一最近， TangyangとLashioで巡戒中の政府軍とシャン反乱

軍が2度に渡り交戦し，反乱仰］4名が死亡， 8名が負傷した。 (G〕

9月30日

〔政治〕

’中央管区地域における人民の発展のための国家統合委員会が開かれ，席上，革

命評議会員 SeinWin准将は要旨次の様に比べた。

(1) 中央管区地域における人民の進歩のための国家統合についてはすでに地区

治安行政委員会議長とその他の担当官によって討議されていたが，この委員会で

更に広い意味での討議が要求される。

(2) 革命評議会ば，人民の経済水準向上に向かつて社会主義的効果を指示して

きた。

又，その日立功は，責任ある人民が計画の現実化に参加するかどうかに問題があ

る。

(3) 社会主義制度建設に際し，もし責任ある人民が，官僚的に行動するなら，

又，彼らの気楽な椅子から離れないなら，あるいは，全階級の人民と接触しない

なら，この社会主義制度は以前の制度とまったく違わないものになろう。

(4）郡社会主義経済建設委員会のメンパーのために社会主義計画党と，労働者

人民と最も接触の強い郡治安行政委員会との協力が必要である。 (W. P. D.) 

〔経済〕
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ピノレマ

' 9月25日現在の政府保有外貨準備は10億5978万2529Kである。うち連邦銀行保

有は8億1325万4371KCI億9900万の金保有を含む）である。なお同日現在の総流
通通貨量は15｛意9099万3626Kである。 (W. P. D.〕
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「ピルマ社会主義計画党の特徴」

1964年9月4日

党中犬組織委員会

一－ ]Forking Peoρles Daily 9月6a一一

〔l.J ビノレマ革命評議会lこより指導されたビソレマ社会主義計画党は，民族，宗教の如何に拘らず全ての労働者人民の政党である。

またピルマ社会主義計画党は，民族，宗教の如何に拘わらず良民，工場労働者，知的労働者，知識人ぅ芸術家， L共事業従事

者を含むすべての市民のために， 「どyレマ社会主義への道」に基づき，衣・食・住のためにつきまとって離れしなし、不交から解放

L，繁栄と社会正義を建設するために努力する。

〔2.〕 社会主義計幽党の成巧は，宗教，民族の如侭に拘わらずすべての労働者人民の団結にかかっており，この団結により「ピノレ

7社会主義への道」の鉱床を築き上げる必要がある。

「ピノレマ社会主義への道」に設定せられた目標に遣するためには，また団結を前進させるためには存赦なき鍛錬が必要であるつ

〔3コ革命評議会と社会主義計副党は，あらゆる民族と宗教の全労働者人民の団結一一自党した注意深い団結ーーの促進と擁護に
努めることを続けなければならなャ。その団結を警戒をもって保持する一方「ピルマ社会主義への道」を常に前進さす手段を発

見し，これを遂行する。

〔4〕 そのために，革命評議会と社会主義計画党法，団結に向ってあらゆる努力を傾注しているすへての民肢と宗教と労働者人民

に対し，遂行せられている計画戎いは前途を照らすイデオロギーについて，その都1支説明，解釈を行い，起り得る誤解や曲解を

一掃していくようにする。

〔5〕 社会主義計画党が封建的地主制度と資本主義を非難するということはし、うまでもない。また封連主義者や資本主義者を代表

する政党に反対することもいうまでもないことである。

従って社会主義計画党と，社会主義と自称はしてし、るが実際は右翼分離主義者である社会民主党，及び，＇ Iレケス・レーニン主

義を賛美している共産党とは大きな相異がある。

亡
き
）
｜

1
l
H由
凶

l
i

録付



〔6.J 次に挙げる特徴の中lこピソレマの社会主義計画党とi吐界の右翼社会主党ゃ共き主党との間には大きな相異があることが明らかに

現われているσ

fても

、匂
ヤ

4 

主党 ； 共 産 党 ' ピルマ社会主義計画党（B.S.P.P)

I 1. 共産党員は一般にマルクス・レー l. 然るに B.S.P.P I丈 同様にマノレ ｜ 

ニン主義を， i度らの知識，思考の泥 ケス・レーコシ三は主者の教義や約束

泉， fヂオロギーの兵器E乞彼らの も学ぶが，非マルクス・レーニンl:

行動，希望の倉庫として擁護してい 義ffのそれも学ぶ，如何なる学説に
るQ おける政治3 経済、その他でもこれ

共産党の公式的イデオロギーは唯 を学ぶことを禁ずるたのではな＼・，

物論を基礎とする7 ）レクス・レーニ ヒルマ連邦における人間社会；こ有益

ン主義である。 となるものはその本宵をt1l1/JIし，ピ

7レマ社会に適合さ-it，応用する一

B.S.P. Pの公it「lサイデオロギ｝
i土革命評議会が採用した iピ1],-7世

会主義，.，の道」と「ピルマ社会」；義

への道の哲学］よりたる。

「人間とその環境の相h閣係の体

系」‘換言すれば革命評議会が注意

深く考察し、明確に宣言した「i青神
と物質との相「1；関係、」がB S.P.P 

の行動指主十を形北している。別の言

葉を使えii'B.S.P.Pl土弁託法的客

観的現実七義の体系に基づくヒュー

マニズムの哲学によって導かれる。

｜ 社会民

l. 社会民主主義者は勝手に，マルク

ス・レーニン主義における教義約束

を放棄し，プノレジョワ改良主義者の

それにまったく依存しているO

社会民主党は，その基礎となる明

確はイデオロギーをもつことは希で

ある。

従って無定見がその思想、の混乱を

起している。

改良主義，ブソレ、プョワ議会主義，

階級的妥協、個人主観主義、派閥主

義などの哲学的見透しを欠く偏狭な

プラグマテイズム，そのようなあい

まいな特徴をもつのが社会民主党で

あるつ

l
i

］｛∞u
i
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｜ ビJl,マ社会主義計画党（S.S.P.P)

この哲学は，ヒュー7ニズムである

が故に民族，宗教の如何にかかわら

ず連邦の全ての労働者人民の福祉に

最も資するものである。

D.S.P. Pの世界観；土人間とその

物質的環境との相互関係を論ずるも

のである。

環境［土，知覚し，思考する人間（市

民）が判断し，発見L，行動する条

件を提供する。

故にBS.P.Pの世界観は如何な

る問題が最高であるか，精神か物質

かと L、う問題で混乱したリ矛府した

りするようなことはない。

声.，，

St. 産共戸＂＇主も主民社会
i
（

H
U
N
）
｜
 

。3
4λ 

2. B.S.P .P

はその信仰や礼拝を許，，fし無信者や

白山主義にも同様にその無信を許

す。

これらのすべ、てが現出生活の改持

のために働くことに団結する。この

自由は， B.S.P.P候補者規則第16節

の（ a）と全党員に対しては党綱領第

4章第17節（ a）に明確に規定されて

2. 共産党は宗教的信仰も礼拝もねた

ない。党規は党員の信仰、礼拝を禁

じている。

2. 社会民主党はその党員に信教の白

出を許す。だが宗教と政治の間に明

確な境界を設定していない。しばし

ば両者を混同させる。党の名分をの

ばすために宗教を濫用することがな

いわけではない。



いるη

:3. B.S.P.P i土，ヒソレマ連邦内に位む

あらゆる民族，あらゆる宗教のすべ

ての労働者人民 i農園に働く農民，
土場労働青，苦難と闘う貧附者，進

歩的知識者を含む）の政党である。

更に明白に宣えば，すべての市民

l丈彼らが人間同志の搾取から救わ

れているが故に， B.S. P. Pを歓迎

する。かくしてBS.P. Pは， その

哲学が，搾取者きと排除し， ビルマ連

邦内のすべての労働音人民の福祉と

利益を真に反映していると信ずるυ

3. 共産党は労働者の特iこ工業労働者

の党であるといわれている。

共産党はマルクス・レーニン哲学

を労働者の哲学として受け入れる。

［て今

、
てプ

,.j 

4. B.S.P.Pは，政治的指導権の問題

については，社会主義社会は民放や

宗教にかかわりなく，調和と社会正

義に結ばれた連邦内で，その家庭を

つくらんとする労働者人民によって

のみ達成さることができると同く信

ずるものである。

労働者人民が，勝ちとるという法

4. 共産党；土，社会主義が共産党の指

導の下で，ならびに党lこ忠誠を誓う

労働者階級の下でbのみ建設されると

いう見解を抱いている。

3. 社会民主党は，労働者人民の攻党

であると自称しているが実際は，そ

の権力自己ブ、ノレジョワ的習性の残淳

がある社会の種；々な階級や階層から

引き出している。

フリードリッヒ・エンノゲノレスの時

代iこは社会民主党は，その計画が労

働者階級のイデオロギーにより導き

だされたと主張することができたか

もしれないが，改良主義者が党に影

響を及ぼすに致ってからは党の正し

し‘階級意識は色あせてきて，今日で

はあらゆる論理的一貫性をもってし

でも社会氏主主義の哲学を明確にす

るのは困難である。

4. 攻治的指導権の問題については社

会民主党は明確な階級的方舟l生を持
たぬ。従ってその結果指導権は労働

者階級を踏石として利用するブソレジ

ョワ階級の手におちている。
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fτ当ビルマ社会主義計画党（B.S‘P.P〕

貝りJ士， BS.P.l'のもつ確信の問題ーで

あ J,n長hC'対日針でもあるσ

｜ 社会民主党 共 産 党

ャー

’＇° 仏
＼》

？ 

,j 

5. (a1 B.S.l'.1》［土，人間社会の照史

f二おける進歩の問題につ」、て；土次の

採な伝止を抱v、ているJ llllず，，物資

Ill:＇号、と人 i百！？土会；主p キ色え F牛‘減， 盛

氏興昆中じと再生，という流動状

態にあり、常に運動し，絶え間ない

変化の状態にある。

簡単にいうなら、 B只’P白P，は弁

E正、｛

｛じするという法1!Uをイ言ずるものであ

るが，しかし，社会における人間関

係は協力効果；こ基づき人間同志一致

協力して働くことにより改善すると

とがiU米喝 さjしねばならなv・という
こともi言Fるものである。
もしもラ人間同志が。共に改ニ誇の

ために働くならJ笠歩的発展が結果づ

けられ，もしもこの様な勇敢な努力

をなす三とに失敗したなら人間社会

は暗黒と退l去の時代へとすべり落ち

るであろうっ人間社会が前進するか

5. (a) 共産党は，人間也会の歴史；土，

同家が衰滅すると二ろに階級のなL、

ト［て会があるとする：ぢiム］へ不断の前迭

を示すものヒ信じてず、るつそのよう

な社会は，永久なる進歩の中iこ前進

するコ）（その社会；士党の渋勝点でも

(iう主｝っ

5. (a) 十七会民主党｛土人間社会の腎史

における進歩という見解について；主

明僚ではな＼、。
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後退するかは人間の努力と資質にか

かっているコ

「三

、戸、

ぺ

〔h)B.S.P Pの見向干においては如何

なる経済的，攻治的，社会的論τども
絶対に誤りのないものがあると考え

ないの誤りを犯すのが人間で、あるo

y,tって人間の論文，評論，主義，発
育， 予言J土苦かれた！〕作られノモこりし

た動機，所， II寺の）：＿目前の中でのみ，

その広義と関連をもつことができ

るυ 改j予を不必要とするほど絶対且

つ完全な七の辻氏っしてありえな

社会の福trlを更に増進させる， イ
デオロギー．制度司計画を探求し発

.p Lばなら

ない0B.S.P. Pは当而の仕事に若手

すζ〉に際し‘ピルマ連郊の諸利益に

より良く寄与するものが見出せる新

しい制支を採用L適用することにた

tれらわなL、c

〔b）共産党は一

之主義，発言，予三？の中に，マルク

ス， エンゲ＇vス． レーヱン， スメマー

リL，その他世界共1主主義者の指導

者ム絶対的、完全な誤りなき真理

として説明するコ

レーユンは「マルクス士義は企能

である。 {Pf放ならそれが真理てドある

から。ま三それ法定全でありかつ調

和のとれたものである」（：＼farxEn 

gels :¥Iarxism, Foreign Langueges 

Publi只bingHollse司：＼1oscow,19::;:-l, 

p. 8S) 

と又同時にレーニンは「我々の計

画』の中で「我々は7 ノレグス理論：＇（

完成した神聖にして侵すいJかりざる

ものであるとは考えないこむしろ社

会半義（丈もし我々がその方命に歩

調を合わせたいと思うなら、あらゆ

る方面においてより前進しなければ

ならない科学の礎石を置いたに過ぎ

ないと確信するσ 孜々は？／レヲスJ'fg

(b）社会民主党は．ブルジョワ議会主

義制度を手段とする改良主義に惑わ

されているつ
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産 党 ビルマ社会主義計画党〔Bふ P.P) I 

論の独立した労作は特にロシア紅会 I 一一一一一

主義者にとって不可欠である。何故

ならこの理論は唯一の一般的指導原

理を提供するものであるJ

しかしこれは国によって適用の仕

方はi奮うけれどもJ..ハ（元町符契約〉
(.¥farx-Engels Marxism, p. l:19.) 

と述べている。だがレーニンがこの

様に述べたにも抱わらず，大多数の

共産主義？？は彼らの独断主義を放棄

することは出来なL、。

戸＂Jt, 主民.6. 
:,:,;: 社

官、

(c) B.S.P. Pの視点におL、ては，人間

は単なる物質以上のものである。人

間は，！惑情と知識と思考の創造力を

賦与されているところのものであ

るコ

かくして人間は，人造物や動物あ

るいほ物質分子の集台｛本と考えるこ

とはできない。従って人間の自己探

求や社会の構成員としての役割を果

たして人間のために親切，同情，同

志に対する好意は，つちかわれ，実

行され発展させねばならない。B.S.

(c）共産主義者， （特にビ、ノ＼.，？の共産

主義者） ：土，彼等の立場で；土，全ゆ

る無生物と全ゆる生物r＝対しては等

しく唯物論的決定論により支配ミれ

る傾向にある。かくして彼等（士人間

と人間の精神の役割lの価値を低下さ
せる誤りにおち入るコ

マノレクスとレーコンからの次の抜

枠による独断主義に感動するこれら

共産主義者（特にピルマの共産主義

者〕は人間の精神と心理的諸要素を

軽視する下品な唯物論の極に陥るコ

(c）社会民主主義者は生命の実在の客

観的観念の上に構成せられた哲学を

持たない。彼らは彼ら自身の妄想l観

念によって指導されている。だから

彼等の言動は人間の生命の実在から

広い隔離を示す。

α2 
00 
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、戸、
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P. P.が一つの任務を遂行するに際

し，絶えず適用する試みは，それが

人間社会の福祉に導びかれるか斉か

にかかっている。

ある独断的理論の実行に際し人聞

を犠牲にしたり又その利益をきづっ

けではならない。

マルクスは言った「思想、を思考する

物質から分離することは不可能であ

る，物質は全ゆる変化の主体である」

（“The problem of Leninism”， 

Foreign Languages Publishing Ho司

us, Moscow, 19S3, P 722.) 

又レーニンは書いている， 「世界

像は如何に物質が運動するか，そし

て如何に物質が考えるかということ

である」

(The Problem of Leninism, P. 

722.) 

注・上記のうImは人間力精神（（j生行
を知視したのはマルクスやレーニンで

はない。ことをノトす。彼等：t#l実に 1大
刀引用で示されてるように i分認識し
ていたし，又忍知していたじレーニン

は討った「人i自の君、識は客観的なtll：界
を反映するばかりでなく，それを創造

する」

又「生きている知覧から抽象的思考

へ，抽象的思考ーから現実へこのような

ことが認識の弁証法的経路である」又

レーユンは指摘した「たとえ最も厳し

い科学においてでさえも空想の役割jを

否定することは愚かなことである」

ー

l
H

∞φ
l
i

1
2
3）
l
 



代

子

4

ピルマ社会主義計画党（Bふ P.P〕

文マルクスも述べている「理論は大

衆の中に侵透すると直ちに実質的な力

になる」
(Marx-Engels Marxism, p. 406〕

ー崎
J乙産共

 党

Jも主民.6. 
ヨE社

1
2富）
i

〔7.〕 第6項で述べられた諸事実は， B.S.P.Pの特殊性を明確に示したものであるo この特殊性を綿密に研究してみると「社会

主義」と自称している世界の色々の社会民主党及び，マルクス・レーニン主義を信捧している共産党と，ピ1レマ革命評議会に指

導される B.S.P.Pとの問にはっきりした，しかも決定的な違いが判明するであろう。

〔8.〕 かくして，とこにB.S.P.Pの役割があり，ビIレマ連邦の現実的必要性に応ずベく客観的に苦心して調整せられた「ピルマ

社会主義への道jの意義があるo

ト4

宕
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付録 E

ビルマ革命評議会の承認したl964～65年度ピルマ連邦予算案

Working Peoples Daily 9月13日附

〔国家経済報告〕

ピルマ革命政府の第3次予算案は通貨の増価，消費財の増産，工場労働者と農民と

の生活水準向上を目標とする。 9月12日附大蔵大臣通牒によると印刷～65年度国家経

済報告の主なる内容は下記の通りである。

(a) 1964～65年度の生産業とサービス業との価額は1620千万チャットで，諸経費

を控除した純価額は811千万チャットと成る。

(b) 輸出価額は146千万チャット，輸入価額は126千万チャットと成lJ, 20千万チ

ヤツトの出超額はピ／レマの外貨保有高をこの額だけ増すことと成る。

( C) 生産業とサービス業との価額791千万チャット 〔前記〔a）の純価額811千万チ

ヤツトから前記（b）の出超額20千万チャットを控除して得られる額〕に前年度から繰

越される 5千万チャットの生産物資とサービス業との価額を加算せねばならない。つ

まり 1964～65年にはピノレマは796千万チャットの生産業とサービス業との価額を保有

することと)i)i;る。

(d) この796千万チャットから 99千万チャットの投資額が控除され，従って国民

の保有する生産業とサーピス業との価額は697千万チャットと成る。

大蔵大臣通牒によると以上述べた国民所得額を算定基礎として計算すれば，個人所

得又は世帯所得は下記の通りと成る。

(a) 国民l人当たり年平均所得額は226.71チャットと成る。

(b) 農村労働者1人当たり年平均所得額は473.81チャットと成る。

( C) 都市労働者1人当たり年平均所得額は1,115.35チャットと成る。

( d) 都市居住の技術者と知識階級との 1人当たり年平均所得額は 3,746.11チヤツ

トと成る。

( e) 農村世帯数を 360万と推定すれば農村世帯当たり年平均所得額は789.67チャ

ットと成る。

( f) 都市世帯数を 170万と推定すれば都市佐帯当たり年平均所得額は1,621.67チ

ヤツトと成る。

大蔵大臣通牒に述べてある1964～65年度国家予算案の主なる特徴は下記の通りであ

る。

← 191ー ( 199）ー



ピノレマ

(a) 中央官庁，公社，委員会，評議会の全部と地方団体全部とを一括した歳入見

積額は1477.74千万チャットで， これに対して歳出見積額は1455.85千万チャットであ

る。従って蔵入超過額は21.89千万チャットと成る

(b) 諸外国かちの収入見積額は17.19千万チャットである。この収入は全額が使

用され，従ってこの収入勘定では超過金も不足金も生じない。

投資額としては96.16千万チャットが予定され， との額は前年度分を幸子しく超えて

いる。この投資額は農業増産と工業増産とを目標とする濯税施設の拡充と工場増設長

の費用として支出される。

教育，保健，交通の各費自に計上の即時支出可能な経費ば前年度に計上の経費に比

し大幅に増加した。

併しかように諸費目に計上の予算額が増加したにも抱らず既に述べた通り 21.89千

万チヤットの剰余金が得られる。 この剰余金には政府が未回収の廃貨紙幣の額40千万

チャットと政府回収済廃貨紙幣の償却額には含まれていない。 この40千万チャットは

政府が費途を定めてもおらず予算案に計上もしていない額であるO 一方でこの措置を

採り，他方では国家予算に剰余金が生ずるならば，その結果として通貨量は著減し，

チャット価は高騰するであろう。

f盟家経済報告書に提示の1964-65年度菌家経済報告と国家予算案との主要特質〕

輩命政府は1964～65年度国家予算案及び国家予算案の報告書を国民に提示した。 と

の報告書・は緒言と， (1)1963～64年度に於けるピルマ経済社会事情，（2）国家経済報告案

(3）国家予算案，（4）将来の展望をそれぞれ内宗とする4章とから成っている。

緒言では下記の5つの特徴が1964～65年度の国家予算案及び州予算案の特質として

指摘された。

(a) 従来は国家予算案だけが編成されて来た。併し1964-65年度にはピルマ全国

の歳入歳出を一括した国家経済報告案ととの国家経済報告案に基き編成された国家予

算案とが編成された。政府の財政計画と図の経済計図とが一括して国民に提示された

のはピルマ史上初めてのととである。

(b) 国家予算案に市町村予算案が包含されたとともピルマ史上最初のことであ

る。

(c) 短期開発事業計画と長期開発事業計画とに対する大量投資が可能と成った。

(d) 教育，保健，交通の各費自に計上の経常費の培額が可能と成った。

(e) 予算に計上の諸経費がかように増額されたにも拘らず1964～65年度予算では

約22千万チャットの剰余金が生ずる見込である。
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ピルマ革命政府1964～65年度予算案概括
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ピノレマ

く1964～65年度草命政府支出法案内訳＞

経常支出 資本支出

革命評議会 2,48,50,410 36,45,400 

議政長府官内房閣及評革議命会 2,31,58,230 1,13,06,500 

内 務 省 13,67,71,950 4,27,83,100 

’情 報 省 3,04,44,700 1,13,46,8α） 

司 法 省 2,43,73,900 4,65,700 

民 主 イじ 省 4,56,890 

移民及国民登録省 1,56,63,000 1,66,750 

外 務 省 1,08,75,210 23,22,400 

国家計画省 59,40,370 2,67,00,000 

国 防 省 43,85,21,000 8,44,50,000 

教 写問白 省 18,56,92,350 1,98,29,200 

保 健 省 7,53,27,480 74,14,200 

労 傍j 省 28,85,900 

文 化 省 23,59,340 2,57,000 

社会福祉及宗教省 48,37,140 4,83,100 

救済・復興省 19,27,740 

農 林 省 5,81,41,440 4,38,89,670 

土地固有化省 1,71,22,450 32,81,100 

工 業 省f 22,33,700 1,40,000 

鉱 業 省 1,73,760 

運輸・通信省 4,74,02,160 2,94,03,800 

公共事業及国民住宅省 3,82,47,060 5,61,61,800 

大 蔵 省 4,37,63,460 39,02,100 

貿 易 振興省 27,70,280 

供給及共同組合省 74,88,220 

年金及恩給 4,55,37,380 

チン州行政関係 70,21,660 25,54,220 

恩給及給付金 1,31,77,000 

作業拡大準備金 5,00,00,000 
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10月の動向

一一一新しい方向一一ー

今月のピノレマの動向には次のような目新しい事実を指摘することができる。

ひとつは仏教徒問題に多くの関心が向けられていることであるo 10月11日宗教問題

省は約90人の内外仏教高僧遥に対し定期的に政府守金を供与していることを明らかに

した。

このような事実を政府が公表したことはかつてなかったことであるだけに注目され

る。また， 9月に政府が提唱した全宗派僧侶協議会の開催について仏教徒団体は，各

地で宗派， 宗門別の会議を開き，この協議会開催並びに政府の宗教政策を支持するこ

とを決議した。 こうした仏教徒団の動きに対しても政府の今までにはみられない心づ

かいが伺われる。

第2にマンダレーを中心とする中央ピルマに対する政府の関心が増大していること

があげられる。 10月18日新大学教育制度に劃志した一般教育制度の検討を目的とした！

一般教育セミナーがマンダレーで関かれたのを始めとして， 政府閣僚のマンダレー訪

問が目だち，今月の政府の動きはマンダレーを中心に展開されたといっても過言では

なh たとえば， Th叩 gDan准将（＇／＇育報文イ針目〉は制マンダレー付近の古都戸ど

を視察， HlaHan大佐（教育，保健相〉は17日より一般教育セミナーに出席， BaNi 

大佐（運輸，通信相〉は29日マンダレーでLunTin北西軍管区司令官と会談，Thaung

Kyi大佐（農林相〉は中央ピノレマ，マンダレーの農業施設，作物状況などを視察，な

ど訪問目的はそれぞれ違ってはいるが， このように一時期に大挙してマンダレーを訪

問した事実は， 内閣改造後であるだけに重要な意味をもつものである。このマンダレ

ーはピルマ民族の中核としてビルマ民族の営む経済圏の築地であり，民族資本家のか

なりの部分を有し，民族工業の中心をなす繊維業は国内の大部分を占める。

さらに，政府が如何なる時にも気を配！）， 無視する事の出来ない仏教の根拠地でも

あるマンダレーに対し， 政府が少なからず関心を向けてきているととは今後のピルマ

の動向を占なうに極めて重要な問題を提起するものである。 こうした仏教とマンダレ

ーに対する政府の動きをあわせて注目されるのは， 国有化をほぼ完成し得たはずの流

通政策に対する修正が行なわれ始めていることであるO 10月12日TanYu Saing大佐

の指導の下で，ラングーン，イラワジ，ペグー各地域の県，郡治安行政委員会，社会主

-147ー ←（ 203）一



ピノレマ

義経済建設委員会の担当者会議が聞かれ「大規模な卸売業のみを国有化すべきであっ

た」ことなどを指摘して暗に今までの流通政策，即ち流通機構の｜君有化の行き過ぎを

認め，その指導原則の修正が決定された。

以上の事実は革命政府の提唱する「社会主義jの方向に重要な示唆を与えるもので

ある。仏教徒に政府が優遇措置を積極的に考慮し始めたことは，少くとも政府が仏教

徒を敵に廻すような事はしないことを明らかにしたものである。これまで革命政府は

「社会主義」の名の下で企業を国有化し，流通機構を統制し， 内外資本家の崩壊を試

み，幾多の動揺はあったにせよ，経済の社会主義化を遂行しようとしてきた。しかし，

この路線は結果的にはピノレマ経済の混乱を惹超せしめ， マンダレーを中心とする仏教

勢力の反政府運動を駆り立てた。革命政府は， 9月，こうした反政府機運の抑制に努

め， 仏教勢力に対しては柔軟策を打ち出し，政府内部にては，内閣改造を行ない強硬

路線のこれ以上の浸透を抑えようとした。

こうした背景の下で，マンダレーではー・部固有化商店を解除し， 政府閣僚が期せず

して訪問旅行するなど中部ピルマ対策が展開されたことは，革命政府自身が少なくと

も当面の間はマンダレーでの「社会主義」をあきらめたと考えられるのではなかろう

か。

革命政府の中でいまだ「社会主義への道」を放棄したとも，修正するとも公言した

者は誰一人としているわけではない。むしろ「社会主義」の遂行を主張している。し

かし，経済機構をこれ以上社会化する意向もない。 これまで，ピノレマ圏内で固有化さ

れた部門は銀行，及び流通部門，若干の大工業などであり，工業部門で固有企業の占

める割合は20%（生産額にして〉に満たなU、。この事実から考えあわせても，国内に

おける民族資本家工業については殆んど革命が遂行されていない事が明らかとなろ

う。その上，すでに国有化を完了していた商店をマンダレーでは解除しているしさら

に前述したTanYu Saing大佐の指摘にも表われているように，ラングーンにおいて

も固有化が解除されることが考慮されているなど「社会主義」の行き過ぎ是正が革命

政府の足下にあって外国人資本家の大多数が居なくなったラングーンにおいても叫ば

れ出してきていることは， さらにこれがピルマ全土に波及することも予想させる。

こうした今月の動向とここ数ヵ月のネ・ウィン政権の諸政策とを考えあわせれば‘，

ネ・ウィンの「社会主義」は今後は当初の方向とはかなり異なった道を歩むことにな

りそうである。
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1964年 10月 1日

〔経済〕

ピルマ日誌

’農業融資一一北Okkalapaの総合農業協同組合員68名に対し当地方治安行政委

員会が総額1万3875Kの農業融資を支払った。 (W. P. D.) 

’ラングーンの11地区で各々の委員会が商品配給の監替を開始した。これらの委

員会は各町内，地区内の消費者代表と協力してこの任務を遂行する。との新制度の

下では，消費者自らが，販売店の開設，商品の在庫，及び，商品配給などに際し参

与することができる。なお，当委員会は，社会主義経済建設委員会（SECC）より任

命され，販売店関係者は消費者の立案した計画の実行者となろう。 (W. P. D.) 

’ラングーンのShme-U-DaungMin製織，染色工場と Wundwinの綿紡織工場

が固有化された。 これらの工場は去る9月1日， 381万8681Kの所得税及び商業税

滞納のため政府により競売に出されていたものである。

’マンダレーの国有化店のうち89店が固有化を惇除された。

〔対外関係〕

(W. P. D.) 

(W. P. D.) 

, NAB (News Agency Burma）編集長UOn Pe，二週間の予定で英国訪問。

(W. P. D.) 

10月2日

〔経済〕

’農業銀行10月15日より米の予約貿付を開始一一今年の3月間かれたKabaung

農民セミナーで農民側の要求があり，中央治安行政委員会で制度化された米の予約

寅付制度の目的は，政府の耕作，栽培融資を受けることについて困難にぶつかって

いるか，あるいは在庫の販売，政府融資の返却などに困っている農民を救済するも

のである。またこの場合の農民は雇用労働者をもたない農民のみを対象とする。そ

して予約貿付制度は，農民の権利を侵すものではない従って，農民は，所有する余

剰米を望むだけ，望む時に農産物販売庁に公定価格で売ることができる。

この予約買付制度は農業銀行によって執行される。

なお， 12月， 1月， 2月分の予約買付米については以下の公定価格で購入される。

Ngakywe 385K, Ematha 330K 

Meedone 325K, Ngasein 310K 
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Kanhnyin 300K, 

なお，この予約頁付制度は10月15日から実施される。また予約米に対する現金支

払いは，各農家如に，治安行政委員会が行なれそのため，地区治安行政委員会は

米買付委員会を構成する予定である。

予約米に対する現金払出は殆て農業銀行がこれを払出する。 (W. P. D.〕

〔政治〕

Vネ・ワイン将軍夫人DawKhin May Than, およびその妹DawKhin May 

Aye，英国に出発。 (W. P. D.) 

Vラングーン各地域で，さらに'jj働問題担当の30の労働小委員会が組織された。

(W. P. D.) 

V ラングーンで全仏教宗派指導者の会議が開かれた。会議は全国宗派会議開催を

呼びかけた宗教担当省の声明を討議した。会議の結論は全宗派会議は地域代表制で

はなく，宗派代表制によって行なわれるべきであるということであった。なおTlト

udamma宗派は11万2000人以上の僧侶が属し，他のShwegyin,Dwara, Huget各

派には1万4000人が属しているといわれる。 (W. P. D.) 

T 7 ングレーでShinOttama事件公判が行なわれ， ShinOttamaは宗教の純粋

性を守るために生命を犠牲にすると述べた。 (W. P. D.) 

10月3日

〔政治〕

T Thaung Tin大佐の演説一一第21回海軍幹部候補生訓練学校卒業式に出席した

海軍参謀，鉱山相ThaungTin大佐は要旨次の様な演説をした。

(1) 軍隊は，人民の利益即ち，農民，労働者の利益のために奉仕する時にのみ

人民の軍臣家といえることが出来る。

(2) ふつうの軍隊と，人民軍隊の違いは，前者が理念をもたず，資本家の利益

を擁護し，彼らのパトロンと，特権に奉仕することのみ行っているということで

ある。

(3) 幹部候補生は，社会主義計画の意義を学習しなければならない。

(W. P. D.) 

〔経済〕

V予備センサス一一最近行なわれた経済センサスのための予備調査の結果が次の

様に発表された。
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(W. P. D.〕

JO月4日

〔政治〕

, Bhamo県監督委員会副議長MyaMaung中佐は Mohnyin郡社会主義経済建

設委員会，人民販売公社，郡治安行政委員会などのメンパーを集め要旨次の様に語

った。

(1）社会主義経済を建設するという義務の履行は未だ充分ではない。

(2) 真の同調者によって導かれない義務の履行は，国の如何なる利益にもなら

ない。

(3) 諸君らが如何に人民のために奉仕しているとしても，方法が正しくなけれ

ば人民の利益とはならない。

ω）殆てのSECCメンパーは， 人民がそれを必要とする時に商品を提供する
義務があることを理解しなければならぬo (W. P. D.) 

, Basseinで，製薬工場労働者，政府職員， 人民販売店関係者，社会主義音！樹党

幹部候補生ら約I万人以上が集会を開き，反乱軍の攻撃活動を批難した。

〔経済〕

, Insein海浜地域における農産物販売庁による搾油（ぬか油〉工場建設作業が今

月中に完成する予定である。

なお，当工場兎成の暁には日産2.5トンのぬか油を搾油することが出来る。又現

在農産物販売庁はその管理下に10の搾油工場をもっており，今年中に米作地帯に更

に4つの搾油工場を建設する予定である。 (W. P. D.) 

10月5日

〔対外関係〕
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’ビルマ代表団，周恩来首相と会談一一中国を訪問している中国国慶節代表団は

北京で，周恩来首相，陳毅副首相と会談した。席上，周恩来首相は，国慶節に代表

団を送ったビソレマ連邦とネ・ウィン議長に感謝の意を表明し，ピノレ？との友好関係

促進を望むと述べた。又代表団団長TinU大佐は， 中国に来られたことを喜ぶと

述べた。 (W. P. D.) 

’ロンドンから非同盟国家首脳会議へ出席する予定であったネ・ウィン革命評議

会議長は， 病気がまだ完治しないため欠席することになった。従ってU Thi Han 

外相が代行する。 (W. P. D.) 

〔政治〕

’第3回社会主義計画党幹部候補生訓練講習会始まる。一一社会主義計商党の共

本的理念及び計画に関する講習会開会式が行なわれ， SanYu准将， ThaugDan准

将， ThanSein大佐， HlaHan大佐， MaungLwin大佐， TanYu Saing大佐，

Thaung Tin大佐， BaNi大佐および， B. S. P. P司幹部会員らが出席した。席上

San Yu准将は， ピノレマ社会主義への道によってのみ国家団結が達成されるなどと

述べた。 (W. P. D.) 

, KNDOの反乱一一Ingapu郡Kuinkank村の人民販売公社向けの物資輸送を行

っていたランチが当地域でカレン民族防衛軍に襲われ3万K相当の物資を奪われ

tr.。 (W. P. D.〕

, Henzadaで約2仰O人の市民が大衆集会を開き破壊的な反乱軍活動を批難した。

(W. P. D.) 

〔経済〕

, Mouhnein発：；農産物販売庁はこの地方で，農民の便宜のために“移動購入セ

ンタ｝による米の買付け準備を進めている。

なおこの他に，この地方で12月中に35の米購入センターが設置される予定であ

る 。（G)

10月6日

〔経済〕

V精精工場再開一－Pyinmana精糖工場は， 1964/65年度の操業を再開した。又

Zeyawaddy精糖工場も明日再開されることになった。

なお工場の操業再開に際し， Pyinmana地域に於ける砂糖キピの寅付協定がすで

に調印されており， トン当り35Kで総計350,000トンの買付が予定されている。又

当工場は750名の労働者を雇用している。 (W. P. D.) 
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, 10月2日現在の政府外貨保有高は 10億0525万8328Kであり，うち連邦銀行保有

は8億1849万2341(K199百万の金を含む〕である。また総流通通貨量は16億7327万

1879Kとなっている。

〔政治〕

Vメチラ発：当地の僧侶約300人は会合を開き，全宗派僧侶会議に9人の代表を

送ることを決定した。 (G) 

Vロイコー発：当地近辺の42の寺院から集まった70人の僧侶逮は，全宗派僧侶会

議に5人の代表を送ることを決定した。 (G) 

10月7日

〔対外関係〕

曹シヤヌーク元首訪問一一一カンボジア元首シヤヌーク殿下が第15田中国国慶節に

出席して帰国の途中， ラングーンに立ち寄った。なおシヤヌーク元首は， TinPe 

准将， SanYu准将， HlaHan大佐， MaungLwin大佐， KyawSoe大佐， Than

Sein大佐らと会見した。

〔政治〕

D’第4田町（Peoples民lIndustry) Gealogistsゼミ円レの開会抗出席した
鉱山相ThaungTin大佐は要旨次の様な演説をした。

(1）政治，社会，経済関係における重大な変化は革命評議会の指導の下で実行

された社会主義革命の結果である。

(2）石油産業は，この社会主義革命の過程において殆て国家の所有となった。

(3) 国家は，現在，資本主義経済体制を変えようとしていると同時に又，社会

主義経済体制の基礎を固めている。

(4) 国家の財政カ，人資源，物資力が集中されるために，全ての経済計画及び

統計操作を更に発展させるために社会主義経済法則に基づき組織的な計爾を作成

する準備が必要となってきた。

(5) 国の経済の主要な基礎を形成している農業生産の近代化が行われる一方，

国の自然資源や能力に適応した工業も発展するであろう。

(6）従って石油産業は，との様な工業が発展する鍵となるものである。

(7）農業生産が近代化されれば機械が必要となる，機械は石油を必要とする，

また石油は農業生産物の輸送に必要である。従うで国家的輸送体制に最も必要と

するものは石油なのであり，国の2400万人民のための基礎物資の一つでもある。

(8）昨年の原油生産は戦前水準をはるかに下廻り，外国から10万トンを輸入し
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た。

戦前の石油生産は，園内需要をはるかに超えて輸出さえしていた，しかし石油

地帯における放呼な搾油は，石油地帯を乾かしてしまった。従って少くとも国内

自給を完成しなければならない。

(9) 過去においては，外国資本家及び民族プノレジョワが，われわれの国家の震

を独占していたが，しかしこれらの時代はもはや絶対に復帰することはないだろ

う。

なお，当ゼミナーノレ開会式には， 本命評議会員， Than Sein大佐， 日laHan 

大佐らも出席した。 (W. P. D.) 

Vモンの僧イ日間政府支持声明－Moulmeinでモン僧侶団が会合を開き， “仏教

の純粋性”に関する革命政府宗教省声明を満場一致で支持する声明を決議した。

(W. P. D.〕

10月8日

〔対外関係〕

曹ネ・ウィン議長，ダグラス・ヒューム首相と会見一一一ロンドン滞在中のネ・ク

イン議長夫妻はダグラスヒューム首相の昼食会に招かれた。現在，ネ・ワイン議長

は保養のため，ロンドン市立病院に入院している。

Vシヤヌーク元首帰国一一昨日，ラングーンに到着司したカンボジャ元首シヤヌー

ク殿下夫妻は帰国の途についた。なお空港にはTinPe准将， SanYn准将， Kyaw

Sae大佐， ThanSein大佐， HlaHan大佐， MaungLwin大佐らが見送った。

〔経済〕

V魚業融資一一Twante郡治安行攻委員会は， 当郡41の総合農業協同組合に対し

総額2方Kを融資することを決定した。

なおこの融資は水産業関係、に払出される。 〔W.P. D.) 

〔政治1

' 9月中の反乱軍投降者数は130人であった。 これは今年2番目の数である。な

を内訳は以下の通り。

Padaungニ31，カチン＝41，ピノレマ共産党＝23，シャン＝12，赤旗＝ 6，カヤ

ヱ 3，カレン左派＝14o (G) 

, Yandoon発：ラングーンとへンザダの聞にある Thapi村近郊で約100名の民族

民主統一戦線反乱軍が2隻の河川用ランチを襲い， 5人の警察官が殺され， 5人の

旅行者が負傷し，物資が奪われた。 (10. 11 W. P. D.) 
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〔経済〕
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V外国企業がMu渓谷開発計画に入札 最近， Mu渓谷開発計画に基づき，日

本，ノルウェー，イ夕日｝の各企業代表者が， Mu渓谷開発調査のために国連に対

し入札申請を提出するとともにMu渓谷視察を完了し牝。

なお， Mu渓谷開発計画は， 国連特別基金贈与480万Kとピルマ政府贈与270万K

の払出金に基づき実行されるもので，ニューヨークの国連本行が，当計I商調査業務

について外国企業の入札を応募したものである。又当計画完成時には，東南アジア

最大の濯統計商が達成されることになるだろうし，下チンドウィン地区の70万エー

カーが耕作可能になる。なお上記の国の他に，英，米，インド， gs独企業も参加す

る予定である。

〔対外関係〕

(W. P. D.) 

’ルーマニア国家評議会副議長H.E. Ion Gheorghe Maurer氏を団長とする 3

名の代表団が12日にラングーンに到着する予定。

曹シンガポール発：マレーシア駐在ピルマ大使U Pe Kinは，インドネシアとマ

レーシア聞の粉争についてはピノレマは中立的態度でのぞむと次の様に誇った。

「この問題に関し，タイ及びフィリピンは近隣国として長い間十分な解決に努

めて来た。しかし，この段階でビソレマが介入することは当を得ていない。従って

ピノレマは当事国が友好裏に粉争を解決するよう中立的態度をとっている。又マレ

ーシアに対するインドネシアの攻撃は，多くの不幸と悲劇を生みだした。J

(UPI-W. P. D.) 

JO月 JO日

〔政治〕

V新州評議会員一一革命評議会は告示第61を発表し，次の様に新州評議会員を任

命した。

QMaungShwe大佐に代り，シャン州及びカヤ州評議会員に東部軍管区司令官

Sein Mya大佐。

QThaung Kyi大佐に代り， Kawthoolei評議会員に東南軍管区司令官Maung

Lwin大佐。

QSein Mya大佐に代りカチンチH評議会員に第7軽騎兵旅団長VanKulh大

位 。（W.P. D.) 
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v公共事業及住宅相 SeinWin准将は，公共事業及住宅省で要旨次の様に述べ

た。

(1）一般に人々は高官になると各人の昨日のことを忘れがちである。

(2）官吏と職員との全ての公式な関係においては家族精神が必要である。

又准将はピノレマ社会主義への道について説明した後，階級的差異について“学

校へ自家用車で通学する子供がいる一方街頭で南京立を売る子供もいる”従って

現在ピノレ7には階級的な差異は存在するが，革命評議会は，これらの差異を出来

るだけ少なくする様努力している。などと述べた。 〔W.P. D.) 

, Kyanepyaw近郊の協同組合加入農民，政府関係職員ら1,000名が集会を開き，

反乱軍の破壊活動を批難した。 (10. 12. W. P. D.) 

〔経済〕

’ラング｝ン市内の3000の国有化［,5補償金算定のための原価計算が10月15日に完

了する予定である。なおこれらの国有化店のうち931店（うちインド人所有552，パ

キスタン人所有39，中国人所有31, 英国人所有4, ピルマ入所有305）に対する補

償支払い額が本日算定された。従って中央原価計算委員会は今月末まで最終的報告

を提出する予定である。 (W. P. D.) 

〔対外関係］

曹 8人のメンバーからなるピルマ文化使節団， 1ヵ月の予定でソ速に出発。

10月 11日

〔経済〕

V食用油の輸入一一アメリカからの食用油輸入船第1号が4万1079Fラムの食用

油を積んでラング｝ン港に入港した。

なお今月中に到着予定の食用油は，

アメリカ

イギリス

ナイジエリア

イスラエノレ

119,659ドラム

9,896｝：ラム

46,780ドラム

5,665ドラム

オランダ 30,558ドラム　などである。

なお9月中に致着した食用油は，落花生油38,667ドラム，ココナッツ油12,932ド

ラムであった。

〔政治〕

’高僧への政府寄金一一政府は宗教問題省を通じて定期的に一定額の寄金と旅行
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の便宜を約卯人の高僧達に供与している。高僧遠の中には外国の僧侶も含まれてい

る。その概略は以下の通り。

Abhidaza Maharahtaguruの称号をもっ4人の高僧（Sagaing1人， Mandaly

l人， Pakokku 1人， カンボジア 1人）には旅費と年間1000チャットの現金が

供与される。彼等の葬儀には3000チャットが支給される。

またAggaMaha Panditaなる称号をもっ80人のピルマ人高僧， 2人のタイ高

僧， 6人のセイロン高僧， 1人のラオス高僧には毎年旅費と750チャットが支給

されている。彼等の葬儀には1500チサットが寄贈される。

Tripitakadara Dhammabandargarikaなる称号をもっ3人の高僧（Prome1人，

Pakokku 2人）には毎月754チャットと旅費が支給されている。 (W. P. D.) 

'¥' lnsein区内代表僧侶150名が集会を聞き，政府の提唱した会宗派僧侶協議会開

催を支持した。 CG) 

, Mauhin発：当郡の約3（削人の労働者，農民は集会を開き，反乱軍活動を非難

した。 (G) 

なお同様の集会がKyaunggonでも3000人を集めて関かれた。 (14日 G)

10月 12日

〔経済〕

’固有化商店経営に新しい指導原則を一一革命評議会員，中央SAC副議長Tan

Yu Saing大佐を中心として開かれた，ラングーン，ペグー， イラワジ各地域の県

郡のSAC（治安行政委員会）， SECC （社会主義経済建設委員会）担当者会議は固

有化商店の運営についての原則を討議した。問題点は次の如くであった。

すなわち，国有化に際しての一般原則は，（1）ただ大規模な卸売業のみを医有化

すること，（2）小売業，その他の小さな経営困難な企業は国有化しないこと，（3）農

村地域においてのみ協同組合店を認めること，であった。

しかし，非常に簡単な指示が与えられただけで，大量の仕事をせねばならなか

ったという事情のために，この原則は常に守られたとはいえないし，また原則の

解釈もばらばらな場合があった。

したがって，これらの固有化店の今後の経営については新しい指導原則を作る

必要がある。それにもとづいて全固有化店の経営は再調査されねばならない。

討議はこの他に卸・小売店の定義，所有者をその店に居住させるか否か，商品

の価格，輸出入商品問題，建物，土地，車の問題，商店の合併，再組織，拡張の

問題，店員，会計などを扱かった。 (W. P. D.) 
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〔対外関係〕

' Iレーマエア首相訪問一一ルーマニア閣僚会議議長（首相） H. E. Ion Georghe 

Maurer氏らが，北京発の特別機でミンガラドン空港に到着した。なお空港でTin

Pe准将， SanYu 准将， ThanSein大佐， HlaHan大佐， MaungLwiu大佐らと

会見した。またTinPe准将（革命評議会議長代理〉の招誇により，会談が関かれ，

San Yu准将， ThanSein大佐，日laHan大佐， MungShwe大佐， MaungLwin 

大佐， ThaungTin大佐らが出席した。 (W. P. D.〕

TU  Ba Sawチェコスロパキア駐在大使，ノボトニー大統領に信任状を提出。

(10. 14 W. P. D.) 

〔政治〕

T Paukkaug発；当地で2000人以上の労働者，農民が集会を開き，反乱軍を非難

した。 (14日 G)

10月 13日

〔対外関係〕

’ルーマニア首相H.E. Ion Gheorghe Maurer氏帰国。空港にはTinP巴准将，

San Yu准将， ThaungTin大佐， ThanSein大佐， HlaHan大佐， MaungLwin 

大佐， U Ohn Khin外務次官らが見送りにきた。 (W. P. D.) 

’10月15日から11月15日まで開かれる予定の広東貿易見本市に参加するためYe

Myint中佐（AssistantQuartermastes-General）を団長とする一行11名が空路広東へ

向け出発した。

なお一行は中国で，国慶節に出席して中国に滞在している中央軍管区司令官Tin

U大佐と会う予定である。

〔政治〕

(W. P. D.) 

T Kyonepyaw郡Shargeにある警察前哨派出所が約100名の反乱軍におそわれ響

察官1名が殺され2名が負傷した。 (W. P. D.) 

T Lashio発： Lashio-Namkham間道路で官庁職員ら4人がシャン反乱軍の人質

としてとらえられた。 (10. 16 W. P. D.〕

曹Danvbyu郡で行動中の政府軍第27連隊はYwogale村でカレン民族統）党所属

部隊と衝突し，反乱軍2名が逮捕された。 (10. 16. W. P. D.) 

10月 14日

〔対外関係〕
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Vカイロで開かれた非同盟国家外相会議に出席したUThi Han外相が帰国し，

空港での記者会見で「我々はベルグラード宣言を再確認するため出席したもので，

これは成巧した」と語りこの他会議で話し合われた問題などを説明した。

Vアジア地域に対する貿易促進のため，貿易振興省次官SanWin中佐を団長と

する代表団がシンガポールに向け出発した。なお代表団はこの他，香港，日本，沖

縄，セイロンなどを訪問して〈る予定である。

〔経済〕

▼10月15日より開始せれる米の予約買付のために州及び辺境地区も含む全地域の

農業銀行に対し総額1億1760万3098Kが町分された。また，予約買付および他の金

融目的のために，革命政府は国営農業銀行の資本金を4億Kから5億Kに増資し

た 。（14日W.P. D.) 

V食用油を値下げ一一供給及び協同組合省は本日，次の様な声明を発表した。

(1）食用油の価格を 1viss当り 4Kから3.50Kに下げする。

(2）買上げ価格は，落詑生1basket当り 6K，胡麻1basket当り20Kとする。

T Maubin発：約70方チャットが冬作物向け農業融資として， 当郡の農民遣に農

業銀行から貨出された。 (G) 

〔政治〕

V ラングーン市内ThayettawTaikの70の寺院から約560のThudhamma派僧侶

が集会を開き，仏教の純化と宣伝のための全宗派僧侶協議会を召集するという政局

の提案を支持した。 (W. P. D.) 

10月15日

〔J!&j冶］

v閣僚遥の動き一一

Maung Shwe工業相～工業省の上級幹部と会談， ThaungKyi農林相～ラング

ーンの塩，漁業関係政府部局を視察。

Thaung Tin鉱業相～石油，鉱物資源開発公社を視察。

Sein Win公共事業相～ラングーン郊外の住宅建設局の工事現場視察。

10月 16日

〔政治〕

(W. P. Dぷ

V教育省声明を発表一一教育省は，声明を発表し，学生に対し国家のために義務
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を全うする様，また最重要な時を有効に過すよう促した。

なお戸明の内容要旨は次のとおり，

(1）全国の学生は国の子供である，また学生は連邦のために働く義務がある。

(2）学生は国家が建設している社会主義経済，文化，教育制度に従い教育の資

質を改善するよう努力しなければならぬ。

(3）時間をむだに過すことは国家のキI］誌に損害を与えるo労働者－と農民が，社

会主義の最終目標に出来るだけ早く致遠出来るよう全力を尽している問，学生は

余暇にては，ゲームやスポーツに参加して有効に過すよう，又学校では福祉活

動，教育旅行，調査，教師との議論，読書などを行うべきである。

(4) これちの学生の福祉活動，教育旅行，スポーツ，調査などのために政府は，

1962/63年度はH意4000万K, 1963/64年は l億7276万4530K, 1964/65年度は1
億8569万2350Kを提供した。

(5）草命評議会，革命政府，社会主義計画党，及び労働者人民は国の子供達が，

それ自身の義務を果Fことを期待している。 （羽T.P. D.) 

〔経済〕

’マングレー県， Sagaing県， Magw巴県， チン特別県， カチン州の各治安行政

委員会，社会主義経済建設委員会からの代表者が，ラングーンの中央治安行政委員

会で，国有化された商店の再検討問題などを討議した。 (W. P. D.) 

10月 17臼

〔政治〕

, San Yu准将の演説一一陸軍幹部候補生笥l協定学校でのパレードに出席した陸軍

参謀長SanYu准将は要旨次の様な演説をした。

(1）幹部候補生は，人民大衆の生活を学び，彼らのもつ問題を解決するために，

又彼らのもてる能力を最上にするためにも人民大衆と密接に提携するべきであ

る。

(2）幹部候補生は，軍事的にも政治的にも労働者に奉仕するような立派な国防

指導者になる工札

(3）幹部侠補生は社会主義経済の擁護者となるために，軍事科学ばかりでな

く，政治，経済，社会科学をも学ばなければならない。

い）植民地体制のもどで築かれた軍が帝国主義的軍隊及び資本主義的軍隊と呼

ばれるとしても間違いではない。それは資本家，あるいは搾取者が，支配地域を

拡大し，他民族を款属さすために欲するものである。
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従って“人民の軍隊”の目的は侵略ではなくて連邦と人民の利益を擁議すると

ころにある。 (W. P. D.) 

, Maung Lwin大佐の演説一一東南軍管区司令官MaungLwin大佐はYeで当

区治安行政委員会，社会主義建設委員会，社会主義計画党その他の政府関係機関の

メンパーと会談し席上，大佐は「2革命政府は搾取者及び利潤追求者を大目にみる様

な事はしない。又ピノレマ社会主義への道言l函は基づく社会主義の終着点に向い国を

指導してきている」と述べた。 (10. 21 W. P. D.〕

10月 18日

〔政治〕

V一般教育セミナー始まるーーマンダレーの芸術科学大学で， HlaHan教育棺出

席のもとで，一般教育セミナーが開かれた。 (W. P. D.) 

10月 19日

［政治7

F宗教省声明一一宗教省は僧侶逮に対して芦明を発表し，全宗派僧イ日協議会に出

席する各宗派代表僧侶のリストを提出する期限を， Thadingyutの終り（10月218)

から Tazaungmon(12月4日〕の終り迄にする左述べ，さちに次の様に付け加えて

し、る。

「僧イ日側も BuddhistLentの期間中，僧イ日問で自由な討議が出来ないためリスト

提出日の延期を要求していた。J (W. P. D.) 

V一般教育セミナーーーマングレーで開かれてい,5一般教育セミナーで， Hla

Han教育相は要旨次の様l己述ぺた。

(1) 如何なる教育制度の下でも（司教師と生徒の協カ，（b）思想、指導，（c）労働への

熱意の導入などが必要である。

(2) 当セミナーの目的は，今年の4月間かれたセミナーの結果，持ち上がった

新大学教育制度に適応した一般教育制度を導入するごとにある。即ち大学教育制

度のみの改編では充分でない，従って一般教育制度も改編ずあ必要がある。

(3) 実践的な教育開発活動に関して，この活動の目的は次の様に要約される。

(a) 実践と理論の結合により，全ての知識を確固にするよう学生を援助する

こと。

（防訓練の導入及び学生の道徳的性格を改善するととを援助するとと。

(c）相互協調精神〔尊敬と愛情〉を高揚さすこと。
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(d）教師と生徒との関係により真心，愛情，誠実をもたらすこと。

(W. P. D.) 

〔経済〕

V“Common Wealth Economic Committee’s Grain Bulletin for September，＇’ 

はピノレマの米について次の様に述べている。

4月中におけるピノレマ米の輸出は総計24万・7500トンで，主な輸出国はインドネ

シア，セイロン，インドであった。

1964年初期4ヵ月の輸出は66万7200トンで前年同期より僅かに下回った。

また， 1月～ 4月までの米ヌカの輸出は昨年同期を下回る4800トンであっ

た。

なお， 8月までの8ヵ月間に 140万8000トンの米及び関連産物の輸出が見積られ

ている。 (W. P. D.) 

〔対外関係〕

V中国国慶節に出席したピノレマ政府使節団（団長 TinU大佐〉は広東の1964

年度秋期中国輸出品見本市を訪れた。 (W. P. D.) 

, U On Pe (NAB＝ピJレマ国営通信編集長〉，東独訪門のためベノレリンに到着。

（ベルリン発， ADN-W.P. D.) 

10月20日

〔経済〕

Vラングーン県基本食料品配給委員会は，地域治安行政委員会に対し，各担当地

域の必要物資の提供と商品配分の監督を11月1日から開始するよう要請した。現在，

ラングーン県基本食料品配給委員会は人民販売公社卸売り店に対して商品の配分を

行っていたが，当委員会の業務過重及び、小売業者の闇市場への横流しなどの問題が

出てきたために，この様な措置がとられたものである。従って11月1日から，ラン

グーンの中央商品配給センターは直接小売業者に対する商品の阻給を中止し，人民

販売公社の卸売り店にのみ肥給することになり，との卸売り店が人民販売公社小売

店あるいは民間登録商店に商品を配給するととになった。 (W. P. D.) 

（政治〕

, Sagaingで連邦統ーをシンボルとする「連邦国家開発研究所」の開設式が，Hla

Han教育相ThaungDan情報文化相， SeinWin公共事業及び住宅相， KhunNa-

ung国防アカデミー校長及び、現在マンダレーで聞かれている一般教育セミナー参加

者らの出席により行われた。 (W. P. D.) 
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10月21日

v〔ABHIDHAMA祭日〕

JO月22日

〔経済〕

V予約買付制度の実施状況

(1）米

ピノレマ

米の予約買付計画に基づき農業銀行は，15日から19日迄に Wakema郡で36,860

baskets分12万3883K, Myaungmya郡で5万4217bashets分19万4760.90Kを支

払った。又Thayet区でも総額70万6800Kの予約買付資金の払出が許可された。

(2）落花生

17日迄Manywa農業局は， 1basket (25ポンド〉当たり 6.50Kの価格で 3万

4832 basketsの買付をした。なおWakema郡と Myaungmya区では農業融資支

払いチームが， 15日から19日迄に， 4村落187ヱーカの落花生耕作者103名に対し

9350Kを支払った。

(3）胡麻

郡，区及び県ごとに組織された農業買付管理，監督委員会の監督のもとで買付

センター及び移動買付部隊が今日までに Magwe区で合計50万66basketの胡麻を

購入した。 (W. P. D.) 

〔政治〕

, KNDO の反苦ト－Maubin 発：ラングーン• Khanekabo村（Pantanaw郡）聞を

航行中の輸送船がPhayagon村でカレン民族防衛軍（KNDO）に襲われ焼失した。

なお同船に乗っていた学生1人が死亡した。 (10月27日 W.P. D.) 

, Thakin Soeの娘が投降一一赤旗共産党書記長ThakinSoeの娘， Ni Ni Soe 

が投降した。彼女は現在，ラングーンにいる母親と一緒に生活している。

なお投降する前は，母親DawHnin Mayが投降したにもかかわらず，父Thak・

in Soeと併にジャングノレにたてこもっていた。またNiNi Soeは， 1963年11月の

政府との和平交渉の際赤旗共産党代表団の 1人としてラングーンにきた。この和平

交渉の後NiNi Soeは，赤旗平和回復連盟員として自首してきたものである。

(10. 28羽T.P. D.) 

10月23日

〔政治〕
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v閣僚の動き

• Thaung Dan准将（空平参謀，情報文化相〉は Meiktilaの訓練基地で開かれ

た第l田空軍技術官訓練コースに出席した。

• Maung Shwe大佐（工業相）は，ラングーンの人民莱タバコ産業工場を視

察した。

• San Yu准将（大蔵相， 陸軍参謀〉， Than Sein大佐（労働相）， Tan Yu 

Saing大佐（rt1夫SAC副議長）， Thaung Tin大佐（海軍参謀，鉱業相〉らは空

路モーノレメンを訪れ， Mau昭 Lwin大位（束南軍管区司令官）と会いTavoyの

鉱業，漁業を視察した。 (W. P. D.) 

l NDUFの反乱一一一Pantanaw郡Kyundowgon村で民族民主統一戦線（NDUF)

反乱軍が，政局のランチを襲撃した。 (10. 26. W. P. D.) 

Vシャンの反乱一一Lashio区Manghaing地域を行動中の政府軍は， 20名のシャ

ン反乱軍と遭遇し，反乱竿4名を殺した。 (10. 28. W. P. D.) 

10月24日

〔政治〕

v一般教育セミナー終了。

v閣僚の動き

・昨日， Tavoyを訪れたSanYu准将， Tan Yu Saing大佐， Than Sein大

佐， ThaungTin大佐， MaungLwin大佐ら一行は，当地区政府関係者，鉱業労

働者と会談し，さらに社会主義計画党組織委員，幹部候補生，支持者と会談して

後Meguiに到着，政府軍地方本部を訪れた。

• Maung Shwe大佐（工業相）はThamaingの国営綿繊維工場を視察した。

Sein Win准将はラングーンで、開かれた国連記念日式典に出席し， 国連でのピノレ

マの役割などについて演説した。 (W. P. D.) 

〔対外関係〕

V中国国慶節に出席して中共各地を訪問してきたTinU大佐が帰国した。

(W. P. D.) 

10月25日

〔経済〕

V中央社会主義経済建設委員会（SECC）によって提起された計画の継続的実施の

ために県社会主義経済建設委員会がまもなく組織されることになった。このため，
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現在軍管区将校が県SECCsの義務及び責任規定を作成中である。 なお全国の人民

販売公社小売店及び郡SECCsの会計監査を執行する行政県単位の県会計監査機関

を設置する準備もなされている。また中央SECCは，郡SECCsのメンバー，議長

及び高Jj議長に軍関係者を任命することを禁止したといわれる。 (W. P. D.) 

V予約買付実施状況

・10月15日から23日迄に27村落1409農民より 5万4235basketsの米が予約買付

された。なおこの予約買付のために 17万8830Kが支払われた。又11村落329名の

農民に対し合計5万190Kの冬期耕作融資が支払われた。

• Henzada郡では24日だけで1万1130Kの米が予約買付された。

(W. P. D.) 

〔対外関係〕

V貿易振興省次官SanWin中佐を団長とする貿易使節団はクアラノレンプーノレに

到着した。なお使節団は，マレーシアには1週間滞在して政府関係者，企業関係者

などと貿易関係の改善などについて話し合う予定である。 (W. P. D.) 

10月26日

〔政治〕

v林業局局長に ThaungKyi大位一一『“国営木材局法1950年”第4項に基づき

革命評議会議長は国営木材局（STB）局長にThaungKyi大佐（農林相〉を任命し

た。なおこれは， Tinpe准将に代るもので9月17日より発効する。 (W. P D.) 

v政府軍第50連隊はTinkaukキャンプでカチン独立軍と激突し，反乱軍10名を

殺した。 (10月28日W.P. D.) 

〔経済〕

V人民事業公社設立の計画一一InSeinの高速道路局で開かれた“重機械の操作

と維持”のための司ii棟講習会最終日に出席した公共事業及び住宅省次官補TunYi 

中佐は次の様にのべた。

「1965年1月1日に人民事業社の名の下で高速道路局，軍事技術及び国民住宅

及び国内開発局を一つの組織に統一する準備を進めている。またこの新しい組織

は公共事業を通じて社会主義社会を志向する”とu、うスローガンのもとで前進す

るであろう。」 (W. P. D.) 

10月27日

〔対外関係〕
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V在ピノレマ外国人帰国者数一一1963年4月26日から1964年10月21日迄の外人帰国

者は合計6万5052人となった。この内訳はインド人5万5509人，パキスタン人709

人，中国人1025人，その他1419となっている。 (10月27日 W.P. D.) 

〔経済〕

V国営コロニーの協同的信用・販売組合の第7回総会がラングーンで聞かれ，労

相ThanSein大佐，農林省次官TinSoe大佐が出席した。なおこの総会には各地

域の SAC国営コロニー，政府関係機関からの代表者15名および国営コロニーの総

合農協からの代表者257名が出席した。 (W. P. D.) 

〔政冶〕

l Thaung Kyi農林相， ThitsonDarn視察のためYarnethinに到着。なおそこ

ではマンダレ一地区SAC議長らが出迎えた。

10月28日

〔政治］

l Saw Myint大佐に対する尋問始まる一一云る 8月18日“廃貨法”違反の疑い

を受けて逮捕された元情報文化相 SawMyint大佐に対する尋問が特別法廷で始ま

った。なおこれは革命政府により， “贈収賄禁止法”第4条第2項， “廃貨法”第

4条第1項に基づき行なわれたものである。 (W. P. D.) 

l Kawthoolei州各地を視察中のUPo Aung州評議会員は， 同州の人口60万の

うち20万を数える農民達の約13万人は土地をもっていないと述べた。なお彼は対策

として未開地開拓などをあげている。 (W. P. D.) 

l Thaung Kyi農林相， Meiktilaでかんがい施設など視察。 (W. P. D.) 

l Kyangin発：共産党員SoeAungに卒いられた約25名の反乱軍が当郡Betye村

を襲撃し700K相当の医薬品を奪った。 (10月31日 W. P. D.) 

〔経済〕

Vさらに四商品を基本的商品に一一貿易振興省は9月17日に出された農産物販売

統制令に基づき基本的商品リストに，さらにゴム，チリー，玉ねぎ，ヤシ樹液，の

品目を追加すると発表した。なおこの指令によるとチリー，玉ねぎ，ヤシ樹液の販

売は人民販売公社，ゴムの販売は農産物販売庁がそれぞれ取扱う。 (W. P. D.) 

V米の予約買付実施状況

• Bassein区では開始以来27日迄25万5893basketsの予約買付を完了し， その

ため80万2171.50Kを支払った。

• Akyab郡では10月26日だけで5245basketsの予約買付をした。 (W. P.D.) 
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10月29日

〔経済〕

V国民経済白書（1964）が発表さる一一国家計画省は1964年度国民経済白書を発

表し要旨次の様に報告した。

「1963-64年は，革命政府がピノレマ社会主義への道に基づき多くの重要な政策

を実施した社会主義変革のためには出来事の多い年であった。」

なおこの白書の主な内容は次のとおりである。

(1）耕作面積は 3%増大した。

(2) チーク材生産は9%上昇し，輸出は3%増加した。

(3）原油生産は前半期で昨年同期より15%増加した。

(4) 国営企業の生産は上昇した。

(5) 固有化された企業の生産は昨年水準を維持した。

(6) 民間企業の生産は低下した。

(7）電力生産と消費は3.5%の伸びを示した。

(8）外貨準備高は3900万K増加した。

(9）農業融資及び予約買付支払金は40%増加した。 (W. P. D.) 

V経済開発一一濯瓶局によって今年始められることになっているシャン州東部

サノレワイン地域の経済開発計画要旨は次のとおり。

当面の計画：

(1) Namlat濯概計画

2200エーカー， 10万5000K

(2) Namhkut濯瓶計画

750エーカー， 7万4000K

(3) Manglaw濯瓶計画

1600ヱーカー， 9万4000K

仏） Nammao Chaung瓶濯計画

3000エーカー， 9万4000K

(5) Mong Palio濯蔽計画

1400エーカー， 10万5000K

．付加される予定の計画

(1) Kengtung渓谷開発計画

Kengtung地域における 3万エーカーの土地に対するかんがい。
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(2) Tachileik渓谷開発計画

当地域1500エーカーに対するかんがい。

(3) Mongyawng渓谷開発計画

1500エーカーのかんがい。 (W. P. D.) 

〔政治〕

v閣僚の動き

・運輸・通信相BaNi大佐はマンダレーを訪問し，北西軍管区司令官LunTin 

大佐と会談した。

・鉱業相ThaungTin大佐は， Chaukを訪れ， 人民石油産業支店学校などを

視察し，労働者と会談した0

・農林相ThaungKyi大佐は，農林省担当官と併にMyinghanを訪れ，当区の

SAC, I羽TTなどを視察した。 (W. P. D.) 

10月30日

〔経済〕

, UBAMB （農産物販売庁〉地域担当者会議開く一一－Tinpe議長発言＝UBAM

Bは作物を買いつけるに際しては， 農民達がその伝統的職分をとった後の余剰分を

のみ農民達に便利な時と場所で買付けるようにせねばならない。

Thein Nyunt副議長発言＝UBAMBは今年の買付けにあたっては昨年度の失敗

を教訓とせねばならない。 1962-63年度にUBAMBは4000万basketsの米を買付

けたが，昨年は2億basketsを買付けた。今年は昨年以上を買付ける予定である。

(G) 

, Thaung Kyi農林相は昨日マングレーで農業担当者と会談した後，本日 Saga-

ing区治安行政委員会で政府関係省局担当官と会談し，当地域における農業，林業

計画を討議した。 (W. P. D.) 

v国営農業銀行法の適用範囲を拡張一一国営農業銀行法が州の7地区及び辺境地

区にも適用されることになった。

新規適用地区は次のとおりである。

Naga Hills地区，東部Putao地区， Mindat地区， Tarchileik地区， Maitung

地区， Kawkhaung地区， Kulon地区。 (W. P. D.) 

〔対外関係〕

T Ye Gaung中佐，マニラに到着ー一一11月2日から 6日まで聞かれる第9回国際

米穀委員会及び7日から23日まで聞かれる第7回FAO会議に出席するため農林省
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次官YeGaung中佐を団長とする代表団がマニラに到着した。 (W. P. D.) 

10月31日

L経済〕

T Wakema君11の8村落214の農民に対し冬期耕作種落花生に対する融資総額 l万

7000Kが支払われた。なお10月14日から28日迄に当郡SACが支払った融資総額は

i万7655Kに達つした。

, Thaung Kyi農林相， Shweboを視察。

Vカチン州、lで精糖所が再開－1964～65年度の精糖作業のためカチン州にある

Namti精糖所と Sahmaw精糖所が再開された。 (11月3日W.P. D.) 

C政治〕

, Henzada発Bassein行列車が反乱軍により爆破され，乗客名が死亡した。
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〔経済〕

ビルマ日誌

, UBAMB （農産物販売庁）地域担当者会議第3日。一一主な論点は以下の通り。

。米の計画的な輸送，保管について。 7月以来， TinPe 准：｜守の指示にもとづ

いて， 8月には17万トンヲ 9月には 9万トンラ 10月には5万トンの米がラングー

ンに地方から運ばれた。これは政府が米の計画的輸送に成功したことを示してい

る。

0地域担当官はこの問題について，貨車， トラックの不足，また運送料が即日

払いでないことが輸送上の困難の原因となっていることを指摘した。

0地域担当官は， SESEC（社会主義経済制度確立委員会〉がまだ全国に設立さ

れていないことについて質問し，農産物講入についてのその役割を明確にするよ

う要求した。 TinPe准将はこれに対し， SESECは1964～65会計年度中に全国の

全郡ヲ全村落に設けると答えた。またその役割も明確にするとつけ加えたa(G)

' 地域開発一一Irrawaddy県で昨年度，県及び区SACの監督の Fで実施された地

域開発計画は合計420になった。

このうち農村経済計画23:3ラ保健関係86，教育関係99，社会関係2となっている。

(W. P. D.) 

f Thaung Kyi農林相， Myinmu郡の36ヵ村の農民多数の集会に出席，水利，落

花生ラ地代などの問題を論じた。

〔政治〕

, Moulmein発：当地で8000人以上の労働大衆が集会を開主反乱軍活動を非難

した。 (G) 

11月2日

〔対外関係〕

V新中国大使に SomoDuwo Sinwo Nawng氏一一革命政府は中華人民共和国駐在

ピ，＇；レマ大使に SamaDuwa Sinwa Nawng氏を任命した。新大使はビソレマ独立後，

カチン州知事及カチン州、l担当相などを歴任しラネ・ウィン革命直前には次期大統領

に選ばれてU、たc
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V ロンドン発：イギリス；こ滞在中のネ・ウィン首相は，ウィルソン首相に昼食会

に招待されラ G Hla :'.¥faung駐英大使， Lwin大佐らと共に出席した。なお，イギ

リス側は，ウィルソン；：相他マウントパッテン卿などが出席した。

〔政治〕

V大学再開一一新教育制度に基づき全国の大学及び、専門学校が本日再開されたo

, San Yu准将の演説一 空軍参謀SanYn准将は，陸・海・空軍の第3回現職

訓｜棟講習会に出席して要旨次の慌な演説をした。

①三軍の各担）Lj官は，ピルマ社会主義への道計画を完全に理解する必要がある。

②又ビノレマ社会主義への道計百ITを信頼しヲ最終目標に到達するため努力しなけれ

ばならないο

1 1月3日

〔政治〕

v北西軍管M：内で各種の経済会議一一一北西軍管区司令部で農産物買付実埴の監督

に関L討議するため，）lj軍管区内の各県治安行政委員会のr合「司会議が開かれた。な

お，当会議には北西軍管区司令官 LunTin大佐及び人民販売公社経営管理委員会

第1書記 11yo:'.'vlyint中佐らも出席L，マンダレー，マグヴェ，サガイン各県治安

行政委員会メンパーが、玉ねぎ，粗糖，チリー，びんろうじ，タマリンドなどの買

上げに関して討議したc

• Myanaung郡で、は社会主義経済建設委員会，人民販売公社，人民販売店などの

関係者が主に配分江どの経済問題などにつき討議した。

• Myitkyinaでは2日，農業及び地域開発公社，農業局，復興局，郡社会主義経

済建設委員会，中央農業委員会，総合農業協同組合などの担当者及び砂糖キピ生産

者が，砂糖キピの増産問題などにつき討議した。

• Mogaung部で 1日，カチン州評議会員UTun Yinを始め，治安行政委員会，

社会主義経済建設委員会などのメンパーがSECC,AMPCの管理及び農産物買上げ

などの問題につき討議した。

• Pa-an区で， AMPC,PSCからの代表者及び地区SAC議長， BSPP県書記長，

などが商品配分の組織的運営，総合農業協同組合に関する諸問題などにつき討議し

fこO (11. 4. W. P温 D.)

〔対外関係〕

, Hla Han教育相ラコロンボ・プラン会議のためロンドンに＼PJけ出発。

11月4日
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〔経済〕

, Kyankse発： 10月末までに農業及び地域開発公誌の綿花買付センターは，当地

区で長繊維綿68万8000Vissを買付けた。 なお，当地区ではヲ綿花，ジュートの生

産は昨年を上回る予定であるが，他の穀物生産は強雨のため相当打撃を受けた。

(1 L. 6. W. P. D.) 

, UBAMB地域担当官会議開会O (G) 

く政治7

, Kawthoolei J,H Pa-anでThudhamma派の高僧遣がァ仏教の向上と純化に対す

る宗教省声明に関する集会を開いた。なおラ当集会は宗教省声明を支持するととも

に，全宗派僧侶会議に出席する 6名の僧侶を選出したニ (W. P. D.) 

C対外関係〕

v北京発：国防省補給局長補YeMyint中位を団長とする広東見本市派遣購入使

節団が，広東輸出商品見本市訪問後，当地に到着した。

(NABi新華社 11. 6. W. P. D.) 

Vモスクワ発： U On Pe NAB (News Agency Burma；編集長と情報局特別担

当官 SanWin大引はラソ連情報局の招きにより本Hモスクワに到着L, タス通信

総支配人 DrnitryGoryunovと会談した。

11月5日

〔政治］

(NAB/Tass) 

, Maung Shwe丁業相ラ Myitkyinaへ一一工業相 :rvfau昭 Shwe大佐は，工業

省次官MaungMaung Kha大佐らとともに Myitkyinaを訪れ，発電所を視察し，

カチン州評議会兵， ピ、ルマ社会主義計画党県副議長、地区治安行政委員会議長らと

会談し，電力供給に関する諸問題を討議した。 (11. 7. W. P. D.) 

〔対外関係〕

, 25人のメンパーからなるソ連バレー同到着c

1 1月6日

〔対外関係〕

' 11月5日より来訪中のソビ、ヱト・パレ－＆！の最初の公演が、国防省野外劇場で

満員の聴象を集めて開かれた。この公演には情報文化相 ThaungDan准将らも出

席した。なお，ソピ、エト・パレ一団来訪にちなんで司ソビエト映画週間が本日より

始まった。
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11月7日

〔政治〕

V第 1回労働者政治訓練購習会始まる一一ピノレマ社会主義計画党中央組織委員会

書記長SanYu准将は，本日ラ労働者のための5週間の訓練講習会を開会した。こ

の講習会の参加者は，政府・民間企業労働者，労働局，人民石油産業， ピノレマ鉄道

などの従業員の中から選ばれた101名である。なお，当開会式で SanYu准将は要

旨次の様な演説をした。

(1) 大多数の労働者大衆の改善のためにわれわれは努力しているが，この成功

の如何は，国の生産力が十分に有効発揮される場合にのみ達成することが出来る

のである。

(2) 農民と労働者はヲビ、／レマ社会主義計画党と革命評議会の政治計画に指導さ

れたピノレマ式， ピ、ルマ的方法による新らしい，公平な豊富な社会主義人間社会を

建設するわれわれの使命における主要な勢力なのである。

又同時に，農民は生産の拡大，農業の機械化が要求され，消費財生産に従事す

る精神・肉体労働者は，彼らの能力と生産力の向上が要求される。

(3) 当講習会の目的は，⑦労働者に完全なる社会主義教育を与えるO ②国の生

産力を十分に有効発揮できるよう，また，生産性の向上のため。③労働者の利益

に資するようたゆみない社会主義経済建設を擁護するため。などである。

(4）全生産力を有効に発揮するためには，労働者は労働者の権利・義務に関し

て規定した革命評議会の規則を理解しなければならない。

〔経済〕

v繊維工業に政府融資一一一工業局は Monywa区の織物工業に対し，総額15万K

の融資を支払った。なお昨年は同区では9万Kであった。 (ll. 9. W. P. D.) 

日月 8日

〔政治〕

Vカチン州治安行政委員会（SAC）議長 VanKulh大佐，当委員会メンパー， U

Tun Yinら，および， B.S. P. P.支部長，社会主義建設委員会（SECC）メンパー

などが Bhamoに集り，経済問題特に君JSSAC, SECCの問題などにつき討議した。

(11. 10. W. P. D.) 

11月9日

〔対外関係〕
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v政府，新駐仏大使に U Zahre Lianを任命。同氏はチン特別区出身の攻治家

で，ウー・ヌー内閣のチン担当相，公共事業相であった。

〔政治］

v第32回国防訓練講習会始まる一一一革命評議会員，労働大臣 ThanSein大佐は

Hmawbiで175名の軍幹部候補生を集め第32回訓練講習会を開会した。

, Sein Win准将の演説 公共事業相，住宅相 SeinvVin准将は，ハイウェ一

局で聞かれたビ、ルマ社会主義への道計画のための第4［司講習会の席上で要旨次の様

に述べた。

(1) 理論なき実践は盲日である。又実践なき理論は実を結ばない。従勺て，理

論と実践が協調一致する時にのみ成功が達成されるのである。

(2）社会主義社会の確立のためには，生産力及び生産能力が向上しなければな

らないし，又資本が蓄積されなければならない。更に労働者の生活水準も向上し

なければならない。 (W. P. D.) 

v反乱軍警察署を襲う 約100人の武装反乱軍がShwegyinに侵入し，Shwegym

警察を襲撃し，占拠を試みたが政府軍第36連隊の逆襲により撤退した。このため数

名が死傷したもようである。 (II. 11. W. P. D.〕

11月 10日

〔経済〕

v米穀事情一一最近，ロンドンで出版された“CommonwealthEconomic Com-

mittee’s rice report”でピルマの米穀の現状を要旨次の様に招介している。

「ピルマからの米及び関連産物の輸出は， 8月中に 4万4000トンを記録して今

年前半期8ヵ月間の輸出総数は 140万8000トンとなり， 前年同期と比べ6万8000

トン上凶った。

又政府が全国を通じて米の公定価格を引き下げたこととう上ピノレマおよび国境

地域のいわゆる米の非生産地帯における人民販売店で米の買付けに便宜を与えた

結果，国内消費が著しく増大したため， 1964年後半における輸出向けの米の余剰

分は140万トンに過ぎなくなる見込みである。」 (W. P. D.) 

v草命政府は1964/65年度中に石油試掘費として4000万Kを割当てた。

なお，まもなく， Thayetmyo区，北部ペグ一地域， Yoma地域， Shwebo区，

Myingyan区，アラカン海岸，上チンドウィン地区など 9方面にそれぞれ地質調査

団が派遣される予定である。

〔政治〕
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V反乱軍の投降一一10月中に合計92名の反乱軍が投降したτ

V約100人の反乱軍部隊が Shwegyinの警察署を攻撃‘政干す軍との交戦1時間の

後撤退した。 (W. P. D.) 

11月11日

〔対外関係〕

Vイギリス，マンダ、レー王朝の宝器を返去｜ト－1855年第 3iえ芙緬戦争で、マンダレ

ーが陥落した時， Thibaw王宮から，英軍，印度軍が接収；＿＿＿，＿ 1890年以来ロンドン

のピクトリア・アノレパート博物館に収蔵されているマングレー王朝の宝物として知

られるピルマ芸術の極めて貴重な収集品が此度「ピノレマの国民と政府に対するイギ

リスの友好と親善の姿勢を示す」ものとしてイギリス政府よりピノレマに返却される

ことになった。なお， ロンドン滞在中のネ・ウィン議長J土ラ宝物の一つである Than

Iy討をゴードン・ウォーカー外相から手渡された。そしてネ・ウィン首相は次の様

な感謝の意を述べた。

「マンダレーの宝物を返却されたことは英国のピルマに対ナるこの上ない友好

を示すものである。今や，国際関係は，諸国家が共に生存するという新しい理念

が現われているがラこのたびの英国の態度はまさにこの理念を実証するものであ

る。又これによりヲイギリス，ピノレマ岡田の友好の確固たるきずなは結ばれた。」

(11. 12, 13 W. P. D.) 

〔経済〕

v政府は11月16日から 1週間，全国で固有化された企業の建物，設備などの価格

計算を行なう。結果は SACにより11月末までに集計される予定である。

なお， 9月末までに判明しているところでは，全国で国有化された企業数は9108

でうそのうち約3000はすでに固有化を解除されているc 残りの国有化されたものの

分布は，ラングーンに2000，その他の地方に4000となっている。 (W. P. D.) 

, Tan Yu Saing大佐は UBAMBにピノレマ人宝石業者を招き， 近く外国人宝石

業者をピルマに招待するので， ピノレマ側業者の手持の宝石を MEIC（ビノレマ輸出入

公社〉を通じて，その機会に販売（輸出〉するようにと述べたコなお， MEICは12

月1日から12日まで宝石・真珠見本市を開く予定である。

1 1月12日

〔対外関係〕

Vネ・ウィン議長夫妻，エリザベス女王に謁見。なおよUHla Maung駐英大使夫
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妻， HlaHan教育，保健相ヲ MaungLwin大佐，マウシトパッテン卿，なども列

席した。 (11. 14. W. P. D.) 

V革命政府，タイ駐在新大使に U Po Kunを任命c なお新大使は戦前ピノレマ独立

運動に加わり，戦後 PVO（人民義勇軍）の委員長となり， 1948年から58年まで地

下反乱軍に加わっていた。後合法活動に復帰， NUF指導者の一員であった。

〔政治〕

, Sagaing郡 MyinmuにBSPP支部開設。

11月 13日

〔政治〉

(G) 

V戦争で荒廃していたマンダレー黄金宮の再建がァ革命政府の決定により開始さ

れた。 (W. P. D.) 

V東部軍管区司令官，シャン，カヤ両州評議会員SeinMya大佐は当軍管区内を

旅行中であるが，本日 KengTungでBSPP県監督委員会委員，治安行政委員会委

員らとシャン州における社会，経済，その他開発問題などにつき討論した。

(11. 16. W. P. D.) 

〔経済J

V中国・ビ、ノレマ経済技術協力協定に基づく Taka羽ぅ Kunlon橋建設計画実施のた

めの委員会が公共事業，住宅省の下に設けられた。 (W. P. D.) 

' 10月23日現在の革命政府の外貨保有は9億5764万8549Kで， うち金保有はKS

億0651万5662Kである。 (W. P. D.) 

11月 14日

〔経済〕

v貿易振興省は， 9月17日発令された新農産物販売統制令で定められた農産物販

売庁（UBAMB）の取扱い品目の Virginiaタパコを農業及び地域開発公社（ARDC)

の取扱い品目にするとの布告を発表した。 (W. P. D.) 

〔政治〕

, BSPPの地方支部が15日より， Toungoo,Nyaunglebin, Twante, Minhlaの各

郡に設けられる。 (W. P. D.) 

V共産党員逮捕さる一一共産党郡指導委員会委員 KoThein Shwe (55才）がラ

ングーンで逮捕された。 KoThein Shweは1948年地下活動に入り，治療の為2年

前からラングーンに潜入していた。 (W. P. D.) 
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' 11月14日， Kawthooleiの一般行政についての討論会が Pa-anで開かれ、 区，

郡 SAC，警察管区，政府関係機関などのメンバーが集まった。（11.18. W. P. D.) 

〔対外関係〕

V 日本外務省を代表して藤田氏を団長とする 6人の代表団が，戦争賠償の使用状

況を視察するため11月21日から24日迄ビソレマを訪れる予定である。 （羽仁 P.D.) 

l 1月15日

〔政治〕

v反乱軍，警察署を襲撃－Bassein発：約100人からなる共産党反乱軍がBassein

区ThaboungのZegon警察派出所を攻撃し，第2チン銃撃隊がこれに応戦したが，

2名の警察官が死亡した。 (W. P. D.) 

, Maubin発：約100名の KNDO反乱軍が Pantanaw君［； Pathwe, Tawtara問の

警察派出所を攻撃し，警察官1名が殺された。 〔11.18. W. P. D.) 

〔経済〕

Vアラカン地方の漁業開発一一アラカン県における漁業開発のための6つの指定

計画が漁業局，人民真珠・漁業公社の共同により来月から実施されることになった。

この6つの指定計画というのは，（1）漁民の訓練，（2)3チームの熟練漁業労働者を

組織すること，（3）アラカン地区に漁業訓棟学校を設置すること，（4)12月に5隻の漁

船を漁民に提供する，（5）漁業局向けに Sandoway区に近代装備の漁船を提供する，

(6）訓練用の漁船を提供する。 (W. P. D.) 

11月16日

〔政治〕

vネ・ウィン首相帰国一一－9月18日以来病気療養のため渡英していたネ・ウィン

革命評議会議長がラングーンに帰ってきた。なお，空港には TinPe准将， SanYu 

准将， SeinWin准将ら革命政府閣僚，軍関係者が出迎えた。又ロンドンでネ・ウ

ィン首相の手に返却されたマンダレー王朝の宝物も問機で到着した。（W.P. D.) 

, Kyangin発：約50名の共産党反乱軍が Kyangin郡 Paygonegyi村を襲いラ綜

合農業協同組合販売店から600K相当の物資を奪った。 (11. 18. W. P. D.) 

〔経済〕

v郡SECCが格付けされる一一固有化商店，人民販売公社店，農産物販売庁，林

業及び工業などの管理運営を行うために設置された郡社会主義経済建設委員会（SE-

CC）が郡の重要性に応じて暫定的に4つのカテゴリーに分類されることになった。

一（234）一 -112-



ピノレマ

即ち，（1）経済及び商業が！？心の郡（現在22のSECC), (2）ラングーン県の地域を含

む自治区である町及び経済，商業が中心でない郡（109のSECC), (3）普通の郡 (135

のSECC), (4）辺境地域における郡（58のSECC)oらの4つのカテゴリーに分類さ

れる。 （羽T.P. D.) 

〔対外関係〕

V ソ連邦最高会議幹部会副議長 Ignatov氏ら一行，カンボジアからの帰途，ヲン

グーンに1日の予定で立寄る。

11月 17日

〔経済〕

V人民真珠・漁業局副議長 PoKu少佐は， Kyaikameで製塩業者達と会談ヲ政

府は製塩業を援助する用意があると述べた。 (W. P. D.) 

〔対外関係〕

V広東貿易見本市に参加していたYeMyint中佐ら一行，帰着。

〔対外関係］

V コロンボ・プラン計画による技術・教育用資材が英国からまもなく到着する予
上L、
足。 (W. P. D.) 

11月 18日

〔対外関係〕

Vマニラ発：フィ リピンとの貿易令予備会談が行なわれ，貿易の拡大と商取引の緊

密化などについて話し会われた。当会談はマニラで、聞かれた FAO会議に出席して

いた YeGaung中位との問で行われたものである。 (W. P. D.) 

〔政治〕

"'Chin高原の Mindatで約1000名の労働者・農民が集会を聞き反乱軍活動を非

難した。 (G. 11月21日）

11月 19日

〔対外関係〕 〔TazaungclaingFestival〕

V ソ連外相代理NikolaiP Firyubinがインドネシアからの帰国の途中p ラング

ーンに立ち脊った。 2日間滞在の予定。 (11. 21. W. P. D.) 

11月20日

〔政治〕

qo 
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V出版物統制局再編一一7月30日付の革命評議会議長室布告に基づきラ新聞，雑

誌，その他出版物のために政策統制局が再組織されることになり，蔵相SanYu i住

将がその局長になる。なお，その他のメンパーは以下のとおり

Thaung Dan准将， ThanSein大佐， HlaHan大ftMaung Lwin大佐。

(W. P. D.) 

〔経済〕

, Maung Shwe工業相， ラングーン市内の私営の余，石けん守せんいなどの工

場を視察c 。N.P. D.) 
11月21日

〔対外関係）

V 日本代表団到着一一一日本の戦争賠償使用状況を視察するため日本外務省代表藤

田氏を団長とする 6人の代表団が到着した。

代表団は空港で，経済及び賠償部部長 U Maung Maung Gyiらと会見し，藤田

氏は， 日本の賠償支払いは，来年の4月で完了するが，その後日本はァ 日本ニピノレ

マ技術協力協定に基づき 1億4000万ドノレの借款を与えるであろうと語づた。なお一

行は，本日ローピタに向け出発する予定である (W. P. D.) 

〔政治〕

曹閣僚の動き。

QMaung Shwe大佐はラングーンの電力供給局で開かれた第4同県電力技師

セミナーに出席した。

QSein Win准将は， 20日Peguに到着し建設中のvVinv-Sittang道路などを視

察した。

, TavoyでBSPP支部長， SAC委員長，政府関係機関メンバーなどが集会を聞

き“労働者評議会”の設立問題につき討議した。 (11. 23. W. P. D.) 

〔対外関係〕

, U Thi Han外相は，来訪中のソ連外相代理 NikolaiFiryubin氏と会談。

11月22日

〔政治〕

曹政府は拘留中の前AFPFL臨時委員長， BoKhin Maung Galeに対し，彼の

長男の結婚式のために1日だけ仮出所することを認めた。なおネ・ウィン夫妻は結

婚するカップノレに対し500チャットを贈った。 (G) 
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Vチン評議会議長 U Hsan Koe Lianは， GangawでSAC,SECC, PSCメンパ

ーと政府の喪業政策などについて討議した。

：経済）

V ラングーン近郊 Okkinに開設された農業及び地域開発公社ジュ｝ト等級分類

センターで、各地の買付センターから送られてきたジュートは，現在65万5000viss 

に達した。なお当ジュート等級分類センターは， 10月29日から11月21日までの期間

にKyankse‘Yamethin,Pyinmana, Meiktila, Prome, Insein地区から約200万viss

(W. P. D.) 

のジュートを受けとった。 (W. P. D.) 

, ¥Vakema郡で，郡治安行政委員会の監督のもとで10月15日から11月20日迄の聞

に，当郡内の107.S名の農民（2350エーカー）に対し冬期作物融資11万Kが支払われ

Tこ。

1 1月23日

〔政治〕

, Saw 1ノlyint大佐の公判始まる一一－8月18日＂100K, 50 K紙幣廃止法”及び

“贈収賄禁止法門違反容疑で逮捕されていた前革命評議会員，情報文化相SawMyint 

大佐に対する公判が第53特別法廷で聞かれた。

〔経済〕

V第四回県電力技師セミナーで電力が如何に社会主義建設に貢献するものか，又

国内の現在の電力供給状態などについて討議がなされ， U San Shin主任技師は次

。N.P. D.) 

の様に述べた。

(1) 第二次大戦以前は電力供給は民間企業が牛耳っており，わずか100町村が

電力供給を受けていたに過ぎなかった。

(2) しかし’電力供給局が設立されてからは， 318の町と371の村落に灯がつくよ

うになりた3

（吋 生産，運輸，配分などのために使用されるピノレマの電力進歩は他の東アジ

ア諸国と比べてもかなり良くなった。 (W. P. D.) 

〔対外関係〕

’新しく任命された駐タイ大使 U Po Kunと駐中国大使 SamaDuwa Sinwa 

Nawng両氏はそれぞれ任地に向け出発した。 (W. P. D.) 

V 日本の賠償視察団は外務省次官U Soe Tinと会議したのち，外務省経済・賠

償部部長 U ?ifaung :'v1aung Gyiらと意見を交換した。なお視察団は明日ラオス・

カンボジアに向け出発する予定である。 (W. P. D.) 

F
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11月24日

〔対外関係〕

V 日本の賠償視察団はラ本日パンコック経由でラオス・カンボジアへ向け出発L

fこO

出発に先立ち藤田団長は記者団に賠償で建設されているローピタ発電所の状況

には満足である。又日本とピノレマの一層の協力を望むなどと述べたiつ (W. P. D.〕

T 12月 1日から12日まで，革命政府により， InyaLake Hotelで開かれるピノレマ

宝石見本市に約100名の香港ヒスイ商が来訪する予定であるこ (W. P. D.) 

〔政治1

Vカチン州治安行政委員会議長， Myitkyina駐留第2旅団長γanKulh大佐はラ

Sadon, Guohtu, Washaung郡を訪れ，地方の治安対策を試問しち人民販売店を視

察した。又当郡内の村落長老ヲ農民などに“ピノレマ社会七義への道”及び革命評議

会の教義と理念を説明した。 (11. 26. ¥V. P. D.) 

11月25日

〔経済〕

V農業局は，最近 PeguToungoo, Yamethin, Kyaukse, Iviyitkyina各区の砂糖

キピ栽培地域に，砂糖キピ栽培に於ける尿素肥料の効果を試験しラ調査するため 5

つの試験地帯の設立を定めた。更に農業局は，他の作物についても同様の計画を考

！在中である。 （～1V. P. D.) 

V中央治安行政委員会は，全廃貨紙幣収集委員会に次の誌な指令を出した。

「1回以上に渡って廃貨紙幣を定期預金したものについての返済は留めておく

との以前の規定を撤回し，そのようなもに対する返済は遅れることのないように

する。従って定期預金された額は加算されヲその全額に対して控除額が算定され

る。J (W. P. D.) 

, 1964年11月20日現在の外貨保有高は10億3007万6625チャットでありラまた流通

々貨量は19億1950万1340チャットである。 (G) 

〔政治］

f Henzada地区の IngapuにBSPP支部結成。

〔対外関係〕

(W. P. D.) 

Vビノレマ産ポテト 105トンラインドに輸出さる。これで合計1500トンのポテトが

インドに輸出された。 (W. P. D.) 
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11月26日

〔経済〕

V ラングーンでマンダレーラマグヴェ，サガイン各県の社会主義経済建設委員会

及び中央商品交換所のメンバーが出席して，玉ねぎ，粗糖ラダマリンドなどの買付，

配給に関する諸問題を討議した。なお当会議は28日迄続けられy 食料品の買付，配

給に関して討議が進められる予定であるo. (W. P. D.) 

V中央商品交換センターは，ラングーン県商品配分委員会をとうして，ラングー

ンの15地域などに対しチリー2070bags，玉ねぎ1236bagsを拠出した。

(11. 28‘羽r.P. D.) 

Vシャン，カチン両州のための建設計画一ーーシャン州では Kengtung,Tachilek, 

Mongtung, Kulonに，又カチン州ではPutaoに，さらに Lawkawng辺境地区で来

月よ孔それぞれ学校，病院，道路などを建設する予定である。 (W. P. D.) 

〔政治〕

, Ye Tun中佐（大学管理局局長〕は，学生，両親フ教師に対し，大学教育を遂

行するため，当局関係者と協力して平和状態を創り出すようとの声明を発表した。

当声明要旨は次のとおりである。

(1'1 大学及び専門学校行政を拒否する学生ラあるいは‘非合法政党の利益を擁

護する反国家組織に加わる学生の行動を厳しく監督する。

(Z) この様な行動を撲滅するなら，如何なる反国家的，史教育的アジ行動も恐

るに足りなり。

学生及びその両親がこれらに対L，積極的に貢献するなら，彼ら自身，ひ

いて立国家のために利益となるO 等。 (W. P. D.) 

〔対外関係〕

Vソ連・ピlレマ文化協力計画に基づき， 11月5日から来訪していたソ連バレー団

は情報文化相 ThaungDan准将夫妻の昼食会に招待されたο なおヲ ソ連バレー団

は明口パンコックに向け出発する予定である。 (W. P. D.) 

11月27田

〔対外関係〉

' ［；東毅外相立寄る一一陳毅中国副首相兼外相は，インドネシア訪問の途中，約2

時間ミンガラドン空港に立寄った。なお空港にはじ Thi Han外相が出迎えた。

(W. P. D.) 

ヴ
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〔政治〕

V公共事業及び国民住宅相 SeinWin准将は，国民住宅局，高速道路局の職員300

人に対し人民のための労働者評議会の設立問題について説明した。なお同時に，労

働者のための基本的権利義務を規定する労働法について説明した。 (W. P. D.) 

11月28日

〔対外関係〕

, U Thi Han外相に率いられたピルマ代表団，国連総会出席のためにニューヨ

ークに向け出発む なお代表団には Barringtonピノレマ国連代表， U Ohn Sein駐米

大使， U Varn Ko Hau駐インドネシア大使， U Mya Sein駐オーストヲリア大

使などが含まれている3 (G) 

〔経済〕

V電力技師セミナー終る。

1 1月29日

〔対外関係〕

vジャカノレタ発 アンタラ通信によれば，今聞かれている石油輸出国機関

(OPEC）にピ、ルマが参加することを望んでいるとのことである。なおピルマの参加

は会期最終日に決定される予定である。

なお当機関の加盟国は，ヴェネェズェラフ リピア，イラン，イラク，サウディア

ラビア，クウェート． クゥオーター，インドネシアなどでラこの他加盟を希望して

いる国は，アルゼンチンラアルジエリア，ナイジエリアラ トリニダートヲ コロンピ

アなどがある。

〔経済〕

, Aungsanmyoの商工学校で第6回トラクタ一機械訓練講習会が聞かれヲ農業局

技術教育次官MyoSet大佐は，「農業機械化計画はまだ初期段階であり，総耕作面

積の30%の機械化達成には約10年かかる。又この計画は耕作の機械化で終るもので

はない。播種，描肥，防除，なども機械化されなければならない。従ってこれらの

目的を達成するためにはトラクター機械に依存しなければならないのである。」と述

(12. 1. W. P. D.) 

ベた。 (12. 1. W. P. D.) 

11月30日

〔政治〕

' 11月2日からロンドンで聞かれていた第16凶コロンポ計画協議委員会にピソレマ

一（240）一 Q
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代表として出席してい三日laHan大佐が帰国した。

なお空港にほ l'viaungLwin大佐， U Soe Tin外務省次官らが出迎えたc

〔12.1. ¥V .. P. D.) 
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ヒ Jレ てず

付 録

1963～64年度ビjレマ経済概況

10月30日付 WorkingPeoples Daily 

1963～64年度はピルマ革命政府がピノレマ社会主義経済計画実施要綱に基いて多くの

重要措置を実施した多事な年であった。

革命政府は1963年10月19日公布の企業固有化法に基き取得した権限を行使して，

1963年10月20日にビノレマ全国のあらゆる紙巻煙草会社を一挙に固有化し， 真珠採取養

殖組合を1963年8月16日に遡って固有化し， ビルマ経済開発公社と42を数えるその支

社とを1963年9月17日に遡って固有化L, 国防協会と近く設置予定のその5事業所と

を1963年9月28日に遡って固有化した。以上述べた国有化措置に引続いて食糧，衣料，

一般商品中14品目の販売を行う民間のあらゆる卸売業フ仲買業？百貨店ヲ 一般店舗の

固有化；：；ユ1964年3月19日にラングーン市で， 次に1964年3月19日命令に基きラングー

ン市以外のビ、ルマ全域で、実施された。 この1964年4月9日命令を通じて社会主義経済

建設委員会が設置された。同委員会の主要任務は固有化された販売業者の業務を運営

するにあった。次に政府は1964年4月11日にピルマの全輸出業を国有化した。

生産者情を観察すると，多数の生産経済部門では増産が達成され‘ 少数部門では減

産が認められた。

農業部門では播種総面積は 1962～63年度分に比し3%近く増加し．戦前水準を11%

超えたこ但し天候不良のため収量は可成り減少したc ビ、ルマの代表作物である稲の播

種面積，:'l:50万エーカー増と成った。併し増収量は17万トンに過ぎなかった。米を除く

多数作均の収量はヲ不良天候と一部地域に発生の病虫害とに摘されて減少し， そのた

め戦前日基準による農業生産指数は 1962～63年度の112から1963～64年度の109に低減

した。減産の著しかった作物は落花生と胡麻とで， 前年度収量に比し前者は24%の減

収，後者は37%の減収と成った。

1963～64年度の国営木材公社の成績を見るとラ チーク材の生産量と輸出量とは前年

度分に比し，それぞれ9%と3%との増加を示した。併し1963～64年度は木材公社が

業務を開始した初年度であるため，この年度の硬質材生産量は約15%波少した。

1963～64年度にはシュリアムに新設の精油施設が操業を開始し笥 この精油施設と既

設のチョウク精油所との精油能力は従前の精油能力に倍加することと成り，操業日当

り92万ガロンの水準に達した。原油生産量は1963～64年度上半期には，前年度同期分

一（242）一 -120-
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に比し15%増であった。その他の地下資源の生産量と輸出量とは1962～63年度分に比

し若干減少した。但し輸出価格が上昇したため前年度の輸出収入水準を維持すること

が出来た。

製造工業部門では国営業種は前年度に比し増産と成りラ 固有化業種では前年度分と

it司ーの生産水準が維持された。併し民間工業は著しく減産と成り，そのため工業生産

水準法全体として前年度分に比し11%低下した。

発電量と電力消費量とは1963～64年度には前年度分に比し，いづれも約3.5%増と成

り，工業用電力消費量もラングーン地区では 3%増ラ 同地区を除く全国では4%増と

成った。

輸送部門では旅客及び貨物を輸送する国内及び外国のあらゆる輸送機関の利用度が

増加した。

1963～64年全期間の輸出価額は，前年度分の12f章、6600万チヤヅトに比し 11億0400万

チャット，輸入価額は前年度分の10億9800万チャットに比し 10億1800万チャットと推

計された。外貨保有高は1963年9月末現在で10億3300万チャットであったが、1964年

8月末現在では10億7200万チャットと成り， 3900万チャットの増加を示した。 1963～

64年度の最初の9ヵ月を通じて政府関係借入金総額は5億7100万チャットに達し， こ

の借入金の中で、2億0100万チャットが現金化されて民間資金として出廻った。 これと

は別らこれに比べて頗る少傾ではあるが， 2900万チャットの商業銀行定期預金が民間

資金として流通した。併しその反面には，民間資金流通高は以下述べる諸種理由のた

め減少した。第1の理由は外貨保有高が2900万チャット程度減少したこと，第二の理

由は商業銀行の末回収貸付金が8900万チャット程減少したことヲ第三の理由は1964年

5月にJOOチャット紙幣と50チャット紙幣とが廃貨と成ったため，即時弁済額を含めて

民間資金流通高が11億8900万チャット程減少したことである。 これらの理由で1963～

64年度の最初の9ヵ月間に民間資金流通高は4億4300万チャット程減少した。政府の

講じブこ諸種財政措置の中で重要なのは農業資金貸付措置でフ この措置を通じて前年度

貸付棋に比し40%増の資金が農家に貸付けられた。

民間資金需給事情が以上述べた通りであったためヲ 1963～64年度の最初の9ヵ月間

には物価事情は可成り複雑な変化を示し， 豊作で、且つ又米や豆類に対する内外の人為

J'i<_）需要が排除された場合には卸売価格と小売価格とは低落したが， 落花生，胡麻， ト

ウガラシ，葱などが不作で， 且つ又これら農産品の在庫量が皆無と成った場合には，

公開市場での卸売価格と小売価格とは土井した。かような農産物高騰の場合には諸他

物価も上昇するため，食糧品価格指数は 3%増と成った。その影響を受けてラングー

ン市の中位所得世帯と低額所得世帯との綜合消費者物価指数は， 1963～64年10月～ 6

ワ】 一（243）一
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月には前年度同期分に比し 2%増と成った。併し一方では人民販売公社の配給機構が

拡充整備され，他方では全国にわたって低額の均一米価が採用されたため， 食糧品価

格は7月以降には恒例の季節的上昇を示さず，却って低落した。

不変価格で表示の国内総生産は 1963～64年度は 1.8%ほど減少するものと予想され

るが，その主なる理由は，全国に於ける取引業の大部分が国有化されたため， 取引子

数料が減少したことである。名目表示の総生産額もこれに比例して， 6.2%余低減する

ものと見込まれるJ

実長国内総生産（1961～62年価格）
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農業生産料

！自1936～37 I 

作 物足lj l至1940～41I 1961～62 I 1962～63 i 1963～64 
！平均｜

A.実 数(1ラ000トン）

1米！ 7,426 i 札199 I 1,544 1,120 

2.落花生｜ 181 385 425 322 

3.胡麻 I 45 75 84 53 

4. 棉 花（棉糸） I 21 16 . 19 1 11 

5.豆類 I 250 271 320 327 
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1962～63 1963～64 

41 

21 

72 

101 

92 

207 

167 

76 

108 

114 

93 

133 

116 

1,272 

47 

32 

53 

102 

102 

235 

187 

91 

129 

127 

107 

356 

86 

1,194 

38 

39 

46 

109 

104 

178 

118 

81 

181 

119 

86 

433 

74 

資料：農林省調査結果。

ヰ 1947～48年度価格に基く主作物総生産価額の加重平均七

件州調整数字ご

！自1936～37
£1J l至1940～41 j! 1961～62 
｜平均

6 甘 薦 i 1, ooo 1 , 140 

7 葉開草 44 

8.小麦 6

9.キピ， 62 

B. 対戦前指数（%）

農業生産指数ネ

1. 米

2. 落花

3. 胡

4. 棉

b. R 

6. 甘

7. 葉

8. 小

9. キ

輸出入統計（－ .部資料） 10月6日
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11・12月の動向

一一一相対的安定一一

11月16日，ネ・ウィン草命評議会議長は6月18日＇，、らい約 2ヵ月振りにイギリスよ

リ帰国した。ネ・ウィンの留守中ピルマに何が起ったかはすでに指摘したが， 9月17

日．地方司令官の登用をもって内閣改造を終えた後のピノレマには，マングレーと仏教

徒への政府の譲歩が目立ち，改造前の「社会主義」政策の新たな進展がみられない。

この2ヵ月の動向は，イギリスに渡ったネ・ウィンの行動にもよみとることが出来

るコネ・ウィン首相は11月11日，イギリス政府より， マンダレー王朝時代の宝物を手

渡された。この宝物は1855年の第3次英緬戦争で，マンダレーが陥落したときThibaw

王宮から英軍が接収しいらい，ロンドンのピクトリア・アルパート博物館に収蔵さ

れていたものでラピルマ人特に中部ビルマ人は，イギリス政府の好意とネ・ウィン首

相の温い贈物と受けとったに違いない。 こうした政府の中部ピルマ及び仏教徒への並

々ならぬ心使いを示ず以外，ここ 3ヵ月のビノレマに「社会主義」的な新らしい動きが

見られぬことは注目すべき事実である。

米，食用油などの不足による慢性的食糧危機が10月以降の 3ヵ月間殆んど表面化せ

ず，一応の安定状態を続け， 7,8月の食用油不足に対する下ピノレマの落花生，胡麻の

増産運動も， もはや必要となくなったようである。この慢性的になりつつあった食糧

危機の原因が lつには流通機構における社会主義的統制の欠陥にあったかもしれない

がう例えば，食用油の主要な原料となる胡麻及び落花生の生産分布は，マングレー，サ

ガインヲマグヴェを中心とする中部ビノレマ地帯で全国生産のほぼ90%が生産されてお

りラ主た食用油を製油する搾油工場の大部分がこの生産地帯に位置するという状況で

強硬な社会主義路線の進行を憂慮していたマンダレーが対抗手段をとって供給停止を

千卜；zvていたとしても考えられないことではない。いずれにしろ食用油不足に代表され

るヲングーンでの経済危機とその後の政府の中部ピルマ対策が全く無関係に行われた

とは思われない。 このように「社会主義」経済政策，それによって引き起された食糧

不足などの経済的混乱が一応治まった11月， 12月の動向には‘昨年12月食品不足から

始まった政治不安ラそれに対する学生運動の活発化により閉鎖されたままにあった全

国の大学が予定どおり， 11月2日一斉に再開されたのを始め‘政府の経済政策が辺境

地区にまでのび各地の地域開発計画が考慮されるなど今までにない政治の安定が伺わ

月

iqo 
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れる。 さらに今まで政府．が手をつけられずにいたマンダレー近辺で最近ようやく社会

主義計画党支部が開設されたり政府がマンダレーの黄金宮の再建を決定するなど‘ 政

府と中部ピルマヲ政府と仏教徒の関係改善は一応或巧を収めたようである。

こうして今まで，政府が頭を痛めていた2つの主要な問題のうち，経済危機を引き

起す原因となったマングレーに代表される民族工業資本家及び仏教徒に対してはラ表

面的には政府の妥協という形で少くとも合法枠内での政治的安定の保障を得ることが

できたようであるが， a しかし他の一つの問題は依然解決のきざしが見えない。国内各

地での地下反乱活動は，政府の掃討作戦にもかかわらず，特にデルタにおいては活発

を極め，デ、yレタ地域における治安状態、は前にも比べ悪くなってきている。最近のデ、ノレ

タにおける反乱軍側の作戦行動には，⑦農村へのテロ活動，②政府への農産物輸送の妨

害，③ラングーン郊外への出没，④50名以土の部隊編成タ⑤警察署，政府軍哨戒所へ

の直接攻撃などの特徴的な事実を挙げることができる。一方政府軍側も警察との合同

作戦などによる強力な戦闘姿勢を打ち出し交戦も一時期とは違った大規模なものにな

ってきている。従って反乱軍側の死亡，負傷，指導者の逮捕，投降などもこれまでに

ない増加を示L，デルタにおける反乱軍（主には民族民主統一戦線としてのピルマ共

産党反乱軍，およびカレン反乱軍〉と政府軍との闘いは一進一退を続けているc こう

した状況下で， 11月6日，イギリス大使， 11月7日アメリカ大使が期せずして， カレ

ン反乱軍の出没するモールメンを訪れ， 当軍管医司令官と会談した事実は独立後18年

間続いている反乱軍問題に。英国と米国が，その解決に協力するとの態度を示し始め

てきたことを表わしているものではなかろうか。

デノレタにおける戦闘でヲ政府軍が勝利を収めているとはまだいうことは出来ない

が，シャン族，カチン族，その他の少数民族との闘いは， 11月， 12月を通じての掃討

作戦の展開とともに，地域開発ラ農村融資などによる民心の掌握と，各地で農民‘労

働者による反乱軍批難集会を開くなど反乱活動の鎮圧に乗りだした結果， 少なからず

効果を挙げ得ている。

殊に12月3週目の一週間に約100人のシャン，カチン族の投降があるなど，投i卒者が

目立ち反乱軍の勢力はかなり劣えてきている。 12月中にカチン州では，反乱軍占領村

のうち 4村落が政府軍に奪回され， 治安行政委員会の行政管理下に入った事実はこう

した少数民族反乱軍の勢力が縮少していることを裏書きしている。

合法枠内でのピルマ政治の安定は一方では非合法地下反乱軍との闘いを激化しては

いるが， ともかくピノレマ政治の一応の静穏が保たれていることは，社会主義政策の失

敗，特にマンダレーと仏教徒の取り扱いを誤った強硬路線が， 内閣改造とその後の政

治により事実上姿を消さざるを得な〈なった現在， ネ・ウィン政権の歩むべき方向

-(  248）一 -138 
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はラようやく明確なものとなってきたようである。 もはや「社会主義」を強硬に打ち

出そうとする気は政府には感じられないしラ又当面の状況は決っして「社会主義」へ

の志向に向いてはいない。従ってピルマの国内政治は「相対的安定jの下でLここし

ばらくは「社会主義」政策の失敗をうめていくことに時間をとられであろう。

こうした国内政治的背景とあわせてラ 10月の国際情勢の新展開はピルマに外交政策

を再考する余裕と必要性をもたらしたようである。草命政府は11月2日新中国大使に

Sama Duwa Sinwa Naung氏， 11月9日新仏大使にUZahre Lian氏， 11月12日新タイ

大使に UPo Kun氏をそれぞれ任命した。 SamaDuwa氏は独立後， カチン州知事を

経てネ・ウィン革命直前には次期大統領に選ばれていた。又 U Zahre Lian氏はチン

特別区の出身で，ウーヌー内閣時代のチン担当相及び公共事業相をつとめたことがあ

る。さらにUPo Kun氏は独立後1958年までPVO（人民義勇軍〉の委員長として地下

反乱軍に加わりうその後NUF（民族統一戦線）の指導者をしてし、た。このように旧

政界の大物指導者をピノレマ／，ことって重要な国々に派遣することにしたことは，米ソ中

心の， また国連中心の従来の世界体制の中で受動的に形成されてきた中立主義外交

がラ今や再検討されるべき時期に入ったことラ したがって従来以上にピルマ独自の利

害を中心とした自主外交展開の必要性を政府が認識したことを示すものであろう。 も

ちろん，こうした大物政治家の海外派遣は前述の国内政治における相対的安定とは無

関係ではないが，より以上に注目する必要があるのはラ ピ、ノレマもまた独自の外交路線

を追求することになるだろうということである。す・なわち 6月、 7月の駐マレーシア

大使，ソ連大使の更迭などとあわせて，ビルマの外交布陣は大きく一新されることに

なったのである。

-139- 一（249）一
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〔経済〕

ビルマ日誌

Vピノレマ宝石見本市始まるー一－MEICにより組織されたピノレマ真珠宝石見本市が

Inya lake Hotelで閉幕された。なお，当見本市には， ピノレマ滞在の香港，イン｜ご

などの外国人宝石商社が訪れる予定であり，ポンドないしは米ドノレで取引される。

, Shwebo社会主義経済建設委員会（SECC）は労働者及び農民が生活必需品を公

正な価格で購入できるよう当郡におの販売店を開設した。 (12. 5G) 

, Monywa発： Monywa郡での廃貨紙幣払戻しが本日終了した。これによると

郡内1万6552名が総額1093万6850Kの廃貨紙幣を提出したが，返済総額は 1万

6395名に対し997j0210K万であヮた。従って政府は124万8296Kを税金として 15万

9170.28Kを負債・として没収した訳で、あるc (11. 4. W. P. D.) 

〔対外関係〕

V国連技術援助拡大計画に基づく 1965～66年度のピノレマにおける FAOの諸計画

が， FAO連絡事務官 II.w. ・warde Jones氏及び FAO派遣員 W.H. Cumming 

氏と農林省次官 TinSoe大佐及び次官補 YeGaung中佐との問で討議された。

(W. P. D.) 

’革命政府は駐ピノレマ・フィンランド新大使 Askolvalo氏の任命に同意したコ

(W. P. D.) 

12月2日

〔経済〕

, Twante郡 Hanthawacldy［互の織物業者約100人が集会を聞き，部指導者による

国家諸政策についての説明を聞いた。

席上郡治安行政委員会議長 PeAung Than大尉は革命政府の政策及び計画，民

間工業への態度などについて述べた。織物業者達は原料，染料などの入手困難の解

決などを要望， PeAung Than大尉は問題解決に全面的に協力することを約束し

た 。（W.P. D.) 

〔政治〕

, Tavoy発： Maungmagan行きのパスが，当地近郊7マイル地点で反乱軍敷設

の地雷爆発により破壊され，警察官6名を含む乗客26名が死亡した。（W.P. D.) 

一（250 )- -140-
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V労働局局長 TunTin中佐は，マングレーで国営，民間企業工場労働者代表と

懇談し，中佐は，社会主義経済制度の実施における労働者の重要な役割などについ

て言見明した。 (W. P. D.) 

12月3日

〔対外関係〕

v陳毅副首相再び来訪一一ピノレマ政府の招請を受けた陳毅中国副首相兼外相がジ

ャカノレタからラング｝ンに到着した。 なおミンガラドン空港には外相代理 Maung

Lwin大佐，外務部次官 U Soe Tinらが出迎えた。

〔政治〕

, Ye Gaung 中佐， TinTun中佐及び30名の政府関係が Pa-anを訪れ，

Kawthoolei州 Pa-anで開かれる第18団連邦記念日式典に参列する予定である。

(W. P. D.) 

' 11月中に，全国で合計96名の反乱軍が，政府軍に投降した。反乱軍の内訳は，

共産党16，赤旗共産党6，カレン民族統一党左派17，シャン13，カチン17，モン2,

カヤ16，チン5，ノごラン4となっている (12. 4. G) 

, Papun発：政府軍は Kamaung村近郊でカレン民族統一党反乱軍4名を殺し，

5名を負傷させ，武器・弾薬，重要文書を押収した。 (G〕

〔経済〕

' 11月27日現在の革命政府保有の外貨準備は10億3977万2728Kで， うち金保有は

1億9000万Kである。なお当日現在の総流通通貨量は19億32万8251Kである。

(W. P. D.) 

12月4日

〔対外関係〕

v陳毅副首相，ネ・ウィン首相と会談一一陳毅中国副首相兼外相はネ・ウィン首

相と会談した。なお当会談には MaungLwin外相代理， HlaHan教育保健相らも

出席した。その後陳毅副首相は外務省で， San Yu准将， Kyaw Soe大佐， Hla 

Han大佐， ThanSein大佐， Mau昭 Lwin大佐， 国防省副司令官 MounMoun 

Kyaw Win准将，外務次官 U Soe Tin，次官補 U Ohn Khinらと会談した。

(W. P. D.) 

〔経済〕

v社会主義的生産競争一一一10月 1日以来， 全国69の国営， 50の民間各工場及び
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製造所で，労働者集団ごとの，技術，生産競争が行なわれ成功裏のうちに進展して

いる。この生産競争によりフ労働者の生産と規律が大幅に改善されている。なお当

生産競争には，合計5万4840名の労働者が参加しているc

この生産競争は，労働局工場監督委員会が「社会主義労働者の英雄」を選ぶため

9分野のチームに分けて組織したものである。

〔政治〕

(W. P. D.) 

V元学生指導者が投降 6ヵ月前に地下運動に入り共産党に参加していた元ラ

ングーン大学アラカン学生連合執行委員 KoKyaw Zanが政府に投降した。

(W. P. D.) 

, Maubin発：約50名の民族民主統一戦線反乱軍が Pantanaw郡 Kanwekabo

村を急襲し，人民販売店，総合農協などから物資を略奪したっ (11. 6. G) 

, Maubin発：当郡 Shwe<lumghmaw村警察をカレン民族統一党が襲撃し5名

が殺され8名が負傷した。 (11. 6. G) 

12月5日

〔対外関係〕

V陳毅副首相はネ・ウィン首相の晩餐会に出席した。なお同副首相は同日午前オ

ン・サンの墓参りをし， ShwedagonPagadaを訪れ， Pagoda基金に2000Kを寄付

した。 (W. P. D.〕

なお，当晩餐会はに TinPe准将も出席した。 (12. 7. W. P. D.〕

〔政治〕

v労働者訓練講習会終る ビルマ社会主義計画党中央組織委員会が組織して11

月7日から始められた第1回労働者政治訓練講習会の閉会式がSanYu准将，Than

Sein大佐ら革命的政府メンパーの出席のもとで行なわれた。 (W. P. D.) 

V労働者が反乱軍を非難一一12月2日 Tavoy近郊で反乱軍地雷により26名が殺

害されたことに抗議する労働者の集会がモーノレメンで聞かれ約1万名の労働者が出

席した。 (G) 

Vシャン反乱軍 Loilem区 Kyaing-log村で政府軍第18連隊部隊は約40名の

シャン反乱軍と交戦しラ反乱側3名が負傷した。又その後の政府軍の掃討作戦によ

り反乱軍指導者 Warlaが殺された。 (12. 11. W. P. D.) 

12月6日

〔対外関係〕
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V陳毅副首相帰国 陳毅中国副首相兼外相は3日間のピルマ訪問を終え帰国の

途についた。なお空港には MaungLwin外相代理らが見送った。 (G) 

'f Moulmein発： Whitteridge駐ビソレマ英国大使， 2日間の予定で当地を訪問。

(W. P. D.) 

〔経済〕

V地方経済開発計画一一政府は各州i，各県の開発計画実施の為総額1203万6369K

を支払うことを許可した。なお地域日IJ，項目別内容は次のとおりである。

(W. P. D.) 

I l 計 画数
州及び＼＼＼ l害1］当総額卜一一一一 i T 一一
県名 - -- I (K) ！柱神｜保健 i給水｜教育［社会

｜ ！開発 1 I I i 
シャン州（72郡） I 2,931,224 I 221 I 6s I 24 I 20s I 2 
カチン州（18郡）｜ 235,428 I 37 I 120 i 23 I 10 I 3 

カヤ州（6郡） I 499, 106 I 1s I 1 I o I 10 I 1 
コーツレイ（8郡） I 396, 100 I 52 i 1 I 16 I 41 I o 

チン特別県（6郡） i 山 61I 82 I o 1 116 I 61 I 61 
アラカン県（21郡） ! 458,578 I 81 ! 2 ! 49 I 75 I o 
テナセリウム県（21郡）｜ 1,752,464 I 137 1 I 40 I 69 I 10 

サガイン県（50郡）｜ 1,042ヲ320) 361 177 I 9 I 147 I 43 

アンダレー県（23郡）｜ 1,142,320 I 159 I 2 I 11 I 63 I o 
マグヴェ県（25郡）｜ 1,003,540 I 111 ! 24 I 60 I 75 I 3 

ペグー県（81郡） i 1,389, 187 I 203 I 18 I 112 I 36 I 1 
イラクジ県（27郡） I 943,330 I 61 I o I 76 I 85 I 6 

〔政治〕

l Paukkaungの各種労働者，商人が大衆集会を開き民族民主統一戦線（NDUF)

の反乱活動を批難した。 (12. 9. G) 

12月7日

〔経済〕

V建設業における請負制度を廃止一一革命政府は建設作業における請負制度を廃

止するとともに，まだ建設作業が完成していない80名の請負業者に対してはその委

託されている作業を接収することを決定した。

この決定は，道路，橋の建設，濯概作業，鉄道敷設，及び建築資材の供給などに

も適用される。なお建設業の請負制度は政府及び協同組合の作業不可能な場合にの

み適用されていたが，新財政年度より全て撤廃されることになった。（W.P. D.) 
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Vマッチの価格が上る一一ラングーンでは最近2, 3日間でマッチ箱の価格が1

箱につき5ピアスから10ピアスに値上がりした。

これは Adamjeeマッチ工場により生産されていたマッチの配分業が固有化され

たためにこの配分を一部は人民販売公社，一部は工場関係者が行なっていたが， 12

月1日当配分業が全て人民販売公社に接収されたため，この業務交換の期間に生じ

たものである。

〔労働〕

' 11月中にラングーンの初級労働調停委員会および、労働小委員会は332件の労働

争議を取扱かった。そのうち72件は調停委員会により解決され， 210件は労働小委

(W. P. D.) 

員会が解決した。また40件は労使のどちらかが撤回した。

なお現在は労働小委員会は 666件の争議をかかえている。

〔政治〕

V カレン反乱軍大量投降一一－Minhla発： Tharrawaddy区 Minhla,Othegone, 

Okkpo郡などで行動していた約45名のカレン反乱軍が， Tharrawaddy駐留政府軍

第25連隊大隊司令部に投降した。 (W. P. D.) 

〔対外関係〕

曹政府は先頃任命したU Zahre Lian駐仏大使を新たに兼任として駐オランダ大

使に任命した。

Vモーノレメン発：駐ピノレマ，アメリカ大使HenryA. Byroade氏はモールメンに

到着し，東南軍管区司令官 MaungLwin大佐及びテナセリム県知事 U The Tin 

と会談した。 (12. 10. W. P. D.) 

(W. P. D.) 

12月8日

〔政治〕

, Pegu区内 Daik-Uの14の村落から1500人の農民が集会を開き直面している種

々の問題を討議した。なお当集会には区治安行政委員会議長，副議長，郡治安行政

委員会議長，社会主義計画党組織委員らも出席し，革命政府の政策，社会主義計画

党の性格，民族団結などについて説明した。 (W. P. D.) 

’第3回民族団結訓練講習会一一－Myitkyinaで聞かれた第3回民族団結のための

短期訓練講習会に出席した東部軍管区司令官SeinMya大佐は要旨次の様な演説を

した。

(1）革命政府は，国内の如何なる諸民族たりとも平等な権利と特権及び利益を

与えるものである。
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(2）諸民族問の民族団結と和協を通じて独立の安定を保つ必要がある。

なお当講習会にはカチンナトISAC議長 VanKulh大佐， らも出席した。（G)

, Twanteの各種労働者及び学生5000名が集会を聞き反乱軍の破壊活動を批難し

た 。（G)

〔経済〕

, Monywa発：下チンドウィン森林区で作業中の森林局は7月から11月迄にティ

ーク材6万7200トンをラングーンへ輸送した。なお下チンドウィン森林区の1964/65

年度生産目標は7万5000トンであり，前年度より7800トン上回る予定である。又当

局は堅木材生産目標を 9万4000トンと見込んでいるがすでに4万トンの木材が当地

から各地の公共関係に輸送された。 (W. P. D.) 

12月9日

〔経済〕

Vシャン州に発電所一一中国・ピノレマ経済技術協力協定に基づき来年シャン州北

東の Kunlon近郊に水力発電所を建設するとの報告が電力局と中国専門家とによっ

て出された。

この計画は NamHsawn水力発電所計画として知られており，費用400万Kで2

年計画で、完成される予定で、ある。なお完成後の発電所は480kwの発電能力を持ち，

主に周辺の精米，製材，搾油工場に供給される。 (W. P. D.) 

V連邦銀行が金を買う一一一信用状でビ、ノレマの政府保有外貨は2年9ヵ月間でほぼ

2倍の5億2100万Kの増加を示した。又連邦銀行は1962年9月2487万6000の金購入

に加え最近さらに1342万6439Kの金を購入した。なお， 12月4日現在の外貨準備は

10億4909万9756となっている。 (1963年3月の外貨準備は5億2800万Kであった）

又12月4日現在の金保有は2億1328万6935Kとなった。 (11月27日の金保有額は

1億9986万496Kであった〉 (G) 

〔政治〕

, Twanteで政府関係職員，民間工業労働者，学生など約5000人が反乱軍の破壊

活動を非難する大衆集会を開いた。 (W. P. D.) 

12月 10日

〔経済〕

Vパス路線関係者の利益分配率改正一一12月9日聞かれたラングーンパス路糠統

制委員会の会議で関係者に対する利益分配率を改正した。なお改正は15日から実描
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される。分配率は次のとおり。（注：（ ）内は現行）

運転手15%，車掌11%，経営基金8%( 6 %），労働者厚生基金2% (1 %），社

会治安基金2% (1 %），所有3指2%(66%）。 (W. P. D.) 

, Myingyan発：当区で機械400台規模の織物プラントが2ヵ所で設立されるこ

とになった。このこつのプラントは， Sunlun村と Nahtogyiで設立されることに

なる予定である。 （羽T.P. D.) 

〔政治〕

Vシャンイ十［ Kutkai郡 Nanphetarで近郊住民約3000人がカチン独立軍（KIA）の

反乱破壊活動を批難する大衆集会を聞いた。 (W. P. D.) 

Vモン・カレン反乱軍一一Ye発：当地近郊 Kaleinaungで約30名のモン・カレ

ン連合反乱軍が通行中の自動車を襲い， 4万K相当の現金‘金．宝石などを奪っ

た 。（G)

12月11日

〔政治〕

, Kawkareik発：約39名の共産党反乱軍が Taclakyo-Katmara村間で建設中の

高速道路を襲撃した。 (W. P. D.〕

12月 12日

〔経済〕

’宝石見本rrf-12月4日から InyaLake Hotelで、開かれていたピノレマ宝石見

本市が終了し，宝石，真珠など合計211万1903K C 44806. 35ドル〉の売上げがあっ

た 。（W.P. D.) 

〔政治〕

V第30凶将校訓練講習会終了式一一一Hmawbiで第30回将校訓練講習会に参加した

132名の幹部候補生の卒業式が行なわれ空軍参謀 SanYu准将， Hla Han大佐，

Than Sein大佐， Tin U 大佐， Thaung Tin大佐， Thein Han大佐， Maung 

Maung E三ha大佐，らが出席した。 (W. P. D.) 

, Mogaungで約4000人の労働者，カチン族がカチン反乱軍を批難する大衆集会

を聞いた。 (12. 14. G) 

, Tachilek発一一政府軍第4銃隊は約60名のシャン反乱軍が駐留する反乱軍哨

戒所を攻撃，占領した。 (12. 15. W. P. D.〕

, Kyankpyn郡 Sanai村－近郊11村落の農民約800名が， Sanai村人民販売公社
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店を襲った赤旗共産党の反乱活動を批難する集会を聞いた。 (12. 18. W. P. D.〕

12月 13日

〔政治〕

, Thayetmyo区 Minhla郡 Kani村で1村民が5名の共産党反乱軍を殺した。

(12. 19. W. P. D.) 

〔対外関係〕

Vキプロス親善使節一一12月121::l，キプロス親善使節団がラングーンに到着し，

マカリオス大統領の親書をネ・ウィン首相に手渡した。また本日，使節は外相代理

Maung Lwin大住と会談し，国連でのマカリオス政府に対するピノレマの支持を要請

した。 (12. 13. W. P. D., 12. 14. G) 

12月14日

〔政治〕

v社会福祉セミナ4 一一ラングーンで開かれた社会福祉活動のためのセミナーに

出席した社会福祉相 MaungLwin大佐は要旨次の様に語った。

「人聞が人聞を搾取し搾取で生活するような邪悪な経済制度が存在する限久

人間は社会悪から解放されることはない。全ての社会悪の根源はこの邪悪な制度

にある。従ってこの制度が終りを告げた時にのみ，全ての人民が社会悪から解放

されるのである。J (W. P. D.) 

, Kun1on国境地区で最近，合計20名のシャン反乱軍及び中国人山賊が政府軍に

逮捕された。 (W. P. D.) 

, Henzada区 Pyinmanachaung駐留警察軍は2名の白旗共産党員を逮捕した。

なお逮捕までの交戦で政府側1名が殺された。 (12. 18. W. P. D.) 

V反乱軍掃討活動一一一Lashio発：政府軍は今月の初め， 北部シャン州において

反乱軍の掃討作戦を開始し，一連の成果を収めている。以下は当作戦の成果である。

。12月7日， Lashio区Kul王aiで、政府軍はシャン反乱軍と中国人反乱軍（KMT?) 
の基地を攻撃し反乱但］6名死亡， 13名が負傷した。

012月8日， Kumlon郡で政府軍は，シャン反乱軍と中国人（KMT？）の合同

反乱軍と交戦し司反乱側18名が死亡， 8名が負傷した。

012月11日， :::'sJamtu郡 Nayoung村で，政府軍は 1名の反乱軍を殺し， 2名

の婦人反乱軍を投獄した。

012月12日，政府軍は15名の反乱軍によって占拠されていた Lashio区Mony-

円

i
4
4
4
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aung郡 Manmat村を攻撃し， 2名を殺しヲ 2名を逮捕したc

(12. 19. W. P. D.) 

〔経済〕

V農産物配分問題一一11地区の社会主義経済建設委員会メンパー，中央商品交換

センターの担当官がラングーンで，ポテト及び胡しょう配分の問題について討議し

た。席上中央商品交換センターの NyunShein少佐は次の様に述べた。生産過剰に

よる価格の下落，生産減少による価格の騰貴という資本主義制度に適合する経済法

則は社会主義制度においてはもはや維持できなくなった。彼はまた社会主義制度に

おける計画の重要性を強調しながら，ポテト及び胡しょうの生産に関する地区から

の正確な統計を要求した。

又SeinMin大尉は，社会主義社会における商品配分制度を管理するための次の

様な 3つの重要な要素を指適した。

(1) 商品配分業務は固有としなければならない。

(2) 商品配分は大衆の利益にならなければならないc

(3) 配分は計画的に行なわなければならない。 (W. P. D.) 

〔対外関係〕

Vネ・ウィン首相，周恩来首相に返書一一北京発：周思来中国首相は， 10月17日

の周恩来メッセージに対するネ・ウィン首相の12月3日付の返書を受け取った。

返書の内容要旨は次のとおり。

(1) 「何時，如何なる状況においても中国が最初に核兵器を使用する様なこと

はない」との中国政府の宣言を明らかにした覚え書きに対し私は極めて勇気づけ

られfこ。

(2) この宣言に鑑みて，核兵器の全面禁止と一掃の問題を討議するために世界

首脳会議を開催するとの堅明なる提案は全世界が歓迎すべきものである。ピノレマ

連邦は，一貫して軍縮問題については注意を払っているしラわれわれは国連にお

けるこうした討議には参加している。軍縮委員会にも参加し完全軍縮の方向へも

っていくよう努力している。

(3) 我々は軍縮問題の討議は全ての主要な軍事的装備を含めるべきとの観点に

常にたっている。

い） 私は，核兵器の全面禁止を含む，軍縮への実質的討議が必要であるとする
あなたの見解と共にするものである。 (12. 16. W. P. D.-NAB／新華社）

v昼議長立寄る一一朝鮮民主主義人民共和国最高人民会議常任委員長在傭健氏が
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アラブ共和国からカンボジアへ行く途中ミンガラドン空港に立寄った。なお空港で

は MaungLwin大佐， ThaungDan 准将， U Soe Tin外務次官，などが出迎え

た。又このあとネ・ウィン首相の夕食会に出席した。 (W. P. D.) 

12月 15日

〔対外関係〕

v外人帰国者一一1936年4月26日から1964年12月12日までの間に合計7万9971名

の外国人が帰国した。そのうちインド人6万7963人，パキスタン人8765人，中国人

1212人，その他2021人となっている。

なお10月15日現在，移民局に登録されている外国人数は次のとおりである。

インド人

パキスタン人

中国人

91,437人

21,906人

79,836人

その他 11,274人

計 204,453人

l2月16日

〔対外関係〕

(W. P. D.) 

Vオーストラリアの援助一一コロンボ・プランに基づき，オーストラリア政府の

贈与として 780万K相当の乗用ノミス 100台のうち最初の5台が L H. Borderオー

ストラリア大使から道路運輸局局長 U Tha Gyawに贈られた。

Vインディラ・ガンディー婦人来訪一一一インド情報放送相 ShrimatiIndira 

Gandhi婦人がネ・ウィン首相の個人賓客としてラングーンに到着した。なお空港

にはネ・ワイン首相婦人ヲ MaungLwin大佐，などが出迎えた。

〔経済）

V連邦銀行がさらに金を買う一一ビ、ルマ連邦銀行は最近さらに約6000万Kの金を

購入し， 12月11日現在の金保有高は合計2倍、7000万Kとなった。なお同日現在の外

貨準備は10億2892万8818Kで総流通通貨量は18億9095万5391Kとなっている。（G)

V公共事業及び国民住宅相SeinWin准将，工業相 MaungShwe大佐は，中国

借款協定に基づき建設される予定の， Billinでの精糖所フ Sittang橋付近での製紙工

場の敷地を視察した。 (G) 

〔政治〕

v投降反乱軍の情報によると民族民主統一戦線反乱軍指導者 BoAung Soeが，
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政府軍との交戦で殺されたとのことである。 (12. 18. G) 

12月 17日

〔経済〕

V人民販売公社、農産物販売庁，社会主義経済建設委員会の各担当官で構成する

チームが，米の取引きを監督するため各地域のピルマ農産物販売庁（UBAMB）に特

派されることになったっこれらのチームの責任仕次のとおり。

－購入－UBAMB米穀購入センターの米の購入活動を監督する。

・輸送 購入されて精米所へ輸送される米の管理業務と地域担当官の監督。

・精米 国営及び民間精米所での精米状況の監督。

－配分 各部への米の配分の監督。 cw. p‘D.〕
〔政治〕

’閣僚の動き

O農林相 ThaungKyi大佐は中央軍管区司令官 TinU 大佐，農林次官 Tin

Soe大佐，農業局局長 MinThein大佐， ARDC支配人 YeGaung中佐らと供

に Pegu郡の協同組合村落を視察。

。公共事業及国民住宅相SeinWin准将は南‘西軍管区本部で、のモーノレメン給水

問題会議に出席c (W. P. D.) 

T Maymyoでピルマ社会主義計画党支部が開設された。

〔対外関係〕

V ソ連が米を貝う一一ーソ連は1965年産ビソレマ米10万トンを買うとの協定に調印し

fこ。

なおソ連は昨年， 13万500トンのピルマ米を購入した。 (G) 

Vチェコスロパキアとの空輸協定に関する討議が，運輸・通信省代表とチェコ航

空専問家との間で行なわれ話し合いがまとまった。 (12. 19. W. P. D.) 

12月 18日

〔政治〕

v財政委員会議長に TinPe准将 革命評議会は SanYu准将に代わり，革

命評議会財政委員会議長にTinPe准将を任命した。なおこれは，11月27日付の1964

年革命評議会布告 No.9として発表されたものである。 (W. P. D.) 

T Kachin州の Sitarpur,Mansein, Shwest, Tatkonの四村落の行政が，地域治安

統一委員会より村落治安行政委員会（SAC）に再移譲された。 (12. 20. W. P. D.) 
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〔経済〕

曹人民販売公社，小売業者に繊維を配分一一ラング－：－：市内の Pabedan,Latha, 

Lanmadaw地域内には多くの繊維小売業者がいるが，地域商品配分監督委員会設立

以前は第6地域 PSC販売出張所が地域 SACとの協力で Palledan-500,Latha-

105, Lanmadaw-70の各地域小売業者リストを集めてたが地域商品配分監督委員

会が設立されてからは地域 SAC, 党支部， 5人区委員会などと共同で新らしいリ

ストを作成し，このリストに基づき， Pubedan2,000, Latha 1,300, Lanmadaw 240 

の民間繊維小売業者が新らたに登録された。従ってこれらの登録された小売業者は

再調査のうえまもなく小売販売のために人民販売公社より国産及び輸入の手織り繊

維を供給されることになろう。

また人民販売公社は地方の織物業者に生産割当を行なったといわれる D 原料は同

公社が供給する。 (W. P. D.〕

12月 19日

〔政治〕

v閣僚の動き

QSan Yu准将は三軍将校現職訓練コース終了式に出席。

QHla Han教育相はラングーンで聞かれた全国学校教育展覧会に出席。

QMaung Shwe工業相は Pa-anを訪れ第18回連邦記念日式典会場予定地視察。

(W. P. D.) 

, Myitkyina発：カチン独立軍が Eumahan近郊の鉄橋を地雷爆破した。

(21. w・ P. D.) 

12月20日

〔対外関係〕

V インディラ・ガンジー夫人帰国一一インド情報放送相インディラ・ガンヂィ一

夫人は来訪日程を終え帰国した。空港にはネ・ウィン夫人（DawKhin May Than), 

Maung Lwin外相代理， ThaungDan情報相などが見送った。 〔W.P. D.) 

〔経済〕

, 10月末迄の労働者の預金額は総計1億5759万901Kであった。 (G) 

12月21日

〔経済〕

V ラングーン，マンダレー，インセインフイエナジョンなどの12の雇傭交換所は

、埼
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11月中に1923人の雇傭を斡旋した。 (W. P. D.) 

v大蔵省は12月9日付で次の様な指令を布告した。 「政府機関から必要な半加工

原料を取寄せている登録工業主は完成品に課せられる販売税から半加工原料が輸入

された時，政府機関によって支払われる販売税額分を控除することを認められる。」

この販売税免除を受けるものはポプリンフ長繊維反物のような半加工原料を使用す

る染色業者などおよそ 150の登録業主である。 (W. P. D.) 

, Bassein発：イラワジ県の製塩業者246名に対し総額1i7万7000Kの融資が県治

安行政委員会より払出された。 (12. 24. G) 

〔政治7

, 1965年度公休日決定一一一司法省は1965年の公休日を次の様に決定した。

1月1日 銀行休日

1月4日 独立記念日

2月12日 連邦記念日

3月2日 農民の口

3月17日 Tabaungの満月

3月27日 レジスタンス記念日

4月13～16日 Maba Thingyanとピノレマ新年

5月1日 労働者の日

5月15日 Kasonの満月

7月13日 Wazoの満月

7月19日 殉難者の日

10月1日 銀行休日

10月10日 Thadingyntの満月

11月8日 Tazaungdine祭

11月18日 国民の日

12月25日 クリスマス (W. P. D.) 

, Vinniciya法廷は，シン・オッタマに対しさらに余罰を追求し，僧侶の最大の

敵であることを決定しヲ修道士に残さぬよう厳重に処罰することを決定した。

(W. P. D.) 

v先週中に Bhamo地区でカチン独立軍反乱軍11名が逮捕され3名が死亡した。

(G) 

Vシン・オッタマ破門さる サガインの Vinniciya法廷はさる 8月13日マンダ
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レーで反仏教的宣伝文を配布した僧侶シン・オッタマを異教宣伝の罰で破門の判決

を言い渡した。 (W. P. D.) 

, Myltkyina発： Kamaine郡 Latpangonの政府軍前哨部隊に約30人の反乱軍が

投降Lfこ。 (12. 23. W. P. D.) 

V約70名の赤旗共産党反乱軍が Dedaye郡 Kynda村に侵入し PSC販売店など

から繊維，薬品などを奪った。

Vシャンリ十lKutkaiに BSPP支部開設さるc

〈対外関係〕

(12. 23.羽T.P. D.) 

(12. 24. W. P. D.) 

V ロンドン発： U Thi Han外相は国連からの帰途、ロンドンに立寄った。ゴー

ドン・ウォーカー外相と会談する予定である。 (NAB/AP) 

〔政治〕

, Ye発：約25名の反乱軍が Ye・Tavoy間を通行中のパスを奪おうとしたとき，

政府軍第35連隊がかけつけ，交戦し退却させた。 , (W. P. D.〕

, Salween東岸 Kyauktalon地域7村落の住民約1000人が，地域の開発問題につ

いて討議する集会を聞いた。なお当集会にはコーツレイ州評議会員P’dohBa Tun, 

Saw Po Aungらも出！宿した。 (12. 25. W. P. D.〕

v前ラングーン大学アラカン学生同盟執行委員 KoSaw Maunε が投降。なお

Ko Saw Maungは6ヵ月間アラカン共産党反乱軍に参加していた

(12. 25. W. P. D.) 

12月 22日

〔対外関係〕

V ピノレマ赤十字協会は南ベトナムの洪水被害者に対し2000Kを寄付した。

(W. P. D.) 

V ロンドン発..U Thi Han外相はゴードン・ウォーカー外相と会談した。

（日T_P. D.一 NAB／ロイター〉

v革命政府は，モンゴノレ人民共和国新大使に現中国大使 SamaDuwa Sinwa 

Nawngを｛壬命した。 (W. P. D.) 

12月23日

〔政治1

Vチン評議会議長 U Hsan Lianら評議会員は12月14日以来チンE陵地帯の各村

落を訪問し，村落関係者と連日ピルマ社会主義への道，社会主義経済建設委員会，

-153- 一（263.）一



ピ ノレマ

総合農協の開発問題などについて討議している。 〔W.P. D.) 

V約200人の印刷及び出版関係者が，印刷及び出版登録局の招集に応じ， UWin 

Pe局長の次の様な言渡しを受けた。

(1) 政府の外交政策における完全中立を遵守するよう。

(2) 従って政府の政策に側応しない如何なるものをも印刷，出版してはならな

し、。

(3) 学校教育に使用する教科書も政府の政策に側応するよう。 (G) 

〔経済〕

曹人民真珠・魚業局はイラワジ県地区SACに製塩業融資として総額117万2000K

を支払った。なお支払額の比率は次のとおりである。

年間生産量 融資額

100,000 Viss 3,000 K 

200,000 Viss 以下 4,000 K 

300,000、riss以→ド 5,000K 

400, 000 V iss以上 6ラ000K (12. 25. W. P. D.) 

V コーツレイ川の地域開発計画一一一コーツレイ州は地域開発計画のために40万K

の予算が許可された。開発計画は次のとおり。

Pa-an郡 33計画

Thanclaung部 23計i面

Shwegun郡

Hlaingbwe郡

Papun 一部

I三y・in-Seikkyi君R

Kawkareik部

12月24日

〔経済〕

3計画

15計画

23計画

10計画

4計画

64,450 K 

51,500 K 

59,000 K 

42,750 K 

102,250 K 

57,000 K 

19,750 K (12. 28. W. P. D.) 

V連邦銀行さらに全を買う一一一連邦銀行は最近，金を買い続け12月11日現在で2

億7000万Kとなったが，さらに12月18日約4900万Kの金を買い現在合計3億1909万

6676Kとなった。なお18日現在の外貨保有高は10億4953万4052Kとなり，総流通通

貨量は18億5470万2690Kとなった。 (G〕

12月25日

ー（264）一 -154-



ピ ノレマ

〔対外関係3

V北京発：新中国大使 SamaDuwa Sinwa Nawァngは周首相に招かれ話し合っ

た 。（12.27. G) 

〔政治〕

, Bassein発：カレン民族統一党反乱軍 BoAyeのグループに属する 3名の反乱

軍がパセイン東部 Begayet村駐留第2チン銃隊に投降した。 (12. 27. G) 

12月26日

f対外関係〕

, U Thi Han外相帰る一一第四回国連総会に出席した U Thi Han外相が帰国

した。外相は空港での記者会見で要旨次の様に語った。

(1) 国連での 3週間の印象は，組織が現実に危機に直面しているということで

ある。

(2) 国連が世界の平和と進歩を速める役割を演ずることができるよう国連の全

ての加盟国がその相違点を棄てることをピルマは望むものである。なお空港には

Hla Han大佐， MaungShwe大佐， ThaungKyi大佐， MaungLwiu大佐ら

が出迎えた。 (12. 2T G) 

Vセイロンとの問で1965年産ピノレマ米20万トンの輸出契約に調印した。

なお，セイロンは1960年30万トン， 61,62年それぞれ25万トンラ 63年22万5000ト

ンのピルマ米を輸入していた。

又この調印は UBAMB副議長ヲ SanWin中f主とセイロン大使とで、行なわれた

ものである。 (12. 27. G) 

12月27日

C経済〕

, Meikti’a区 Wundwin,Thazi, Meiktilaおよび Mahlaing各郡にある機械織機

812台および手織機2万1322台に対する必要原料の定期的配給が許可され， SECC

による製品買上げが行なわれることになった。 (12. 29. W. P. D.) 

V人民販売公社は28日より次の商品を民間登録小売店に配給するとの発表をし

fこO

（繊維〉

(1) シャツ（ナイロン及びレーヨン〉

(2) タフタ（ナイロン）

－hd
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(3）サテン（ナイロン〉

(4) ボイル（ナイロン〉

（食料品〉

(1）米

(2) 小麦

(3）練乳

(4）脱脂ミルク

（日用品〉

(1) ココナツ髪油

(2）粉石っけん

(3) マッチ

（家庭用品〕

アルミニューム台所用品

（金物〉

長I (W. P. D.) 

〔政治〕

Vカチン州 Ledo道路沿線にある Lawa村の行政権が治安行政委員会に移譲され

た。これで｜司州Myitkyina地域では，先きの4村落と共に反乱軍占領地域5村落が

政府直轄地域となった。 (G) 

, Meiktila郡社会主義経済建設委員会，人民販売公社の従業員が，社会主義経済

制度の重要点につき討議した。 (G) 

12月28日

〔対外関係〕

V 日本ピルマ貿易協定調印一一日本・ピノレマ貿易協定の一年延長及びそれに関す

る文書の調印が UBAMBで行なわれた。調印は貿易省次官 SanWin中佐と小田

部ピノレマ大使との間で行なわれたものである。 (W. P. D.) 

〔政治〕

v反乱軍ラングーン郊外に侵入一一約10名の武装反乱軍がラングーン市内 Kem-

mendine対岸Ayeywa近郊の警察掩蔽壕を攻撃し旧掩蔽壕に火をつけて退却した。

なお相方負傷者はなかったもようである。 (W. P. D.) 

’先週中に，カチン，シャン両反乱軍100名以上が政府軍に投降した。なお内訳

はシャン反乱軍が34名，その他がカチン反乱軍となっている。 (G〕
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12月29日

〔経済〕

v流通機構問題

ピノレマ

（国有化店〕 固有化商店の詳細な審査と組織化は最終段階に到達したとの報告が

なされ，地域，地区治安行政委員会は， 2週間以内に中央固有化関係当局に対し最

終的答申と報告を提出することになった。なお報告は次の様な内容となる予定であ

る。

(1）商店の状況，（2）営業している商店，統合された商店，一時的に閉鎖した商

店，永久に閉鎖した商店などの実数，（3）非国有化商店数，（4）固有化および登録

されたことによって固有化される以前の所有関係， (5）最初に固有化された商店

数，（6）固有商店の資産評価。

(SECCの公社〉 供給及び協同組合省社会主義経済建設委員は以下の 28からなる

取引公社を組織したと報告した。

第1～第4号公社 農産物取り扱い

第5号公社 水産物取り扱い

第6号公社 酪農製品取り扱い

第7～第8号公社 繊維関係取り扱い

第9号公社 身の回り品取り扱い

第10号公社 家庭用品取り扱い

第11号公社 化学及び染料取り扱い

第12号公社 薬品取り扱い

第13号公社 紙取り扱い

第14号公社 書籍及び文房具取り扱い

第15号公社 輸送及び部品取り扱い

第16号公社 機械及び部品取り扱い

第17～第四号公社 建築資材取り扱い

第四～第20号公社 林産物取り扱い

第21号公社 電気製品取り扱い

第22号公社 石油及びガス取り扱い

第23号公社 鉱産物取り扱い

第24号公社 工業用原料取り扱い

第25号公社 旅行者及び旅行取り扱い
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第26号公社 調査取り扱い

第27号公社 輸入取り扱い

第28号公社 輸出取り扱い

（中央商品交換所） 中央商品交換所は1965年 1月1日に農産物を取扱う 1つの公

社に再編成される予定である。

（民間小売商〕 全国1058の家庭用品取扱い民間小売商店は，地区SECC及びSAC

の推薦をもとに SECCNo. 10公社（家庭用品取扱い）から家庭用品の配分を受け

る 。（W.P. D.) 

曹鉱産物輸出増加一一石油及び鉱業開発公社販売部は1964年の鉱産物輸出は昨年

より3000万K増加したと発表。なおこの発表によれば輸出の増加は Yadanabon鉱

山， Kalewa炭田， Pangpet鉄山， Mawdhi鉱tJI,Heinda鉱山， Kyaukme鉱山，

Hill鉱山， Ywawa鉱山の販売活動の一本化が成されたことによるもので、主要輸出

鉱産物は，錫，タングステン原鉱，鉛，銀，アノレミニュームラ亜鉛，ろうなどでア

メリカライギリスラインド， 日本，イタリーラ ドイ、ソ‘フランスが当該国で‘ある。

(W. P. D.) 

〔対外関係〕

V ピルマ・ノレーマニア貿易協定を 1年延長するとの調印が，貿易振興省次官 San

Win中佐とノレーマニア大使との間で行なわれた。 (W. P. D.) 

12月30日

〔経済〕

V新油田発見一－Shwedawng郡 Inma近郊に，新らしい石油，ガス資源が発見

され間もなく深度調査が行なわれる予定で、ある。 (G) 

V金がさらに増加一一連邦銀行はさらに3695万2306Kの金を買い12月24日現在の

金保有は3億5604万8982Kとなった。なおこれは IMFに支払う予約金2033万8075

Kの金は含まない。従って革命政府成立当時に比べ金保有高はほぼ5倍に達した。

又24日現在の外貨保有高は10億4723万7204Kで総流通通貨量は18億2674万1654Kで

ある。 (G) 

〔政治〕

A政府軍は先週中に E三engtung,Momeikで9んのシャン， 4人の中国人（KM

T ?) 3人のパラン各反乱軍を殺し30人以上に負傷を与えた。 (G) 

Vモーピン発： Aukhtone村村長USheinが民族民主統一戦線反乱軍に狙撃され

死亡した。 (1. 1. G) 
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12月 31日

〔対外関係〕

V「ビルマにおける民主主義革命」一一ーモスクワ発：ソ連科学アカデミーアジア研

究所員 AfnasiZhabreyev氏は最近“SovietUnion”誌にピルマについての論文を

提載した。論文要旨は次のとおり。

(1) ピlレマにおける革命のエネルギーはピルマ社会主義への道計画に基づく社

会主義建設を革命政府が直接指導し行動したことによる。

(2) 私がピノレマに滞在した6ヵ月間（1964年半ば）に私は新しい道にそって人

民による成功へのきざしを見ることが出来た。

即ち外国資本は経済部門から除去され封建的大地主制度は崩壊した。又国家が

主要な大工業部門，銀行，運輸，内外貿易，大部分の小売取引を統制している。

従ってこれらをみるとピルマにおける革命は新しいより高度な段階に入ったこ

とがわかるのである。

(3) 革命評議会の政策に対する支持は着実に増えている。これは，数世紀にわ

たる圧制に対する政府の戦いがピルマの労働者に理解され易かったということば

かりでなく，国家が不断にその基盤を，革命遂行の過程で人民の中に侵透させた

ことによるものである。 PoPa山農民セミナー， Kabaung農民セミナー，あるい

は労働者の基本的権利義務を規定する労働法をみるとき，これらの事実は，進展

するピノレマ革命の民主主義的特徴を示すものである。

(1. 1. W. P. D.-NAB／タス〉

V北京発： SamaDuwa Sinwa Nawng新中国大使は本日午後全国人民代表大会

常務委員会委員長朱徳に招かれ，話し合った。 (1. 2. W. P. D.-NAB／新華社）

〔政治］

V共産党指導者投降一一ビ、ノレマ共産党地域委員会委員 BohTin Maungが去る

12月15日投降し，革命政府の下で国家団結のために働くことを要求している。なお

Boh Tin Maungは地下活動に入る迄にピノレマ独立軍， ピノレマ国防軍， ピノレマ愛国

軍などの指揮官を努め，共産党に加わって地下反乱活動に参加してからも政府軍第

1ピノレマ銃隊長として活動していたこともある。 (1. 2. W. P. D.) 
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